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〔
省

令
〕

〇
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
製
造
等
の

事
業
を
行
う
者
の
脱
炭
素
化
再
生
資
源
の

利
用
の
促
進
に
関
す
る
判
断
の
基
準
と
な

る
べ
き
事
項
を
定
め
る
省
令

（
財
務
・
厚
生
労
働
・
農
林
水
産
・
経
済

産
業
二
）

〇
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
計
画

及
び
同
法
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
定
期

の
報
告
に
関
す
る
省
令
（
同
三
）

〇
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
に
関

す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
財
務
・
国
土
交
通
一
）

〇
医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
（
厚
生
労
働
二
七
）

〇
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一

部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令

の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
（
同
二
八
）

〇
愛
玩
動
物
看
護
師
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
（
農
林
水
産
・
環
境
一
）

〇
自
動
車
の
製
造
等
の
事
業
を
行
う
者
の
脱

炭
素
化
再
生
資
源
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
を
定
め

る
省
令
（
経
済
産
業
七
）

〇
漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条
の
四
第

二
項
第
一
号
、
第
百
十
八
条
の
二
第
二
項

及
び
第
百
二
十
六
条
の
三
第
二
項
の
普
通

損
害
保
険
、
漁
船
船
主
責
任
保
険
（
特
定

塡
補
区
分
を
除
く
。）及
び
漁
船
積
荷
保
険

の
基
本
部
分
の
純
保
険
料
に
対
応
す
る
部

分
の
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
期
間
を
定

め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
四
一
一
）

〇
漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条
の
四
第

二
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
率
を
定

め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
四
一
二
）

〇
漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
八
条
の
二
第

二
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
率
を
定

め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
四
一
三
）

〇
漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
八
条
の
二
第

三
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
率
を
定

め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
四
一
四
）

〇
漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
二
十
九
条
に
規

定
す
る
組
合
責
任
保
険
金
額
の
算
定
の
方

法
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
四
一
五
）

〇
漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
三
十
条
の
再
保

険
料
率
の
算
定
方
法
を
定
め
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件
（
同
四
一
六
）

〇
国
土
交
通
大
臣
が
設
置
し
、
及
び
管
理
す

る
空
港
の
使
用
料
に
関
す
る
告
示
の
特
例

に
関
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
国
土
交
通
三
九
七
）

〇
航
行
援
助
施
設
利
用
料
に
関
す
る
告
示
の

特
例
に
関
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る

告
示
（
同
三
九
八
）

〇
船
員
の
治
療
と
就
業
の
両
立
支
援
指
針
を

定
め
る
件
（
同
三
九
九
）

〇
ユ
ニ
ッ
ト
形
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
の
製

造
等
の
事
業
を
行
う
者
の
脱
炭
素
化
再
生

資
源
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
判
断
の
基

準
と
な
る
べ
き
事
項
を
定
め
る
省
令

（
同
八
）

〇
テ
レ
ビ
受
像
機
の
製
造
等
の
事
業
を
行
う

者
の
脱
炭
素
化
再
生
資
源
の
利
用
の
促
進

に
関
す
る
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項

を
定
め
る
省
令
（
同
九
）

〇
電
気
冷
蔵
庫
の
製
造
等
の
事
業
を
行
う
者

の
脱
炭
素
化
再
生
資
源
の
利
用
の
促
進
に

関
す
る
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
を

定
め
る
省
令
（
同
一
〇
）

〇
電
気
洗
濯
機
の
製
造
等
の
事
業
を
行
う
者

の
脱
炭
素
化
再
生
資
源
の
利
用
の
促
進
に

関
す
る
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
を

定
め
る
省
令
（
同
一
一
）

〇
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
施
行
令
第
四
条
第
二
項
第
二
号
チ
の
特

殊
の
用
途
に
使
用
す
る
自
動
車
を
定
め
る

省
令
（
同
一
二
）

〇
船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
国
土
交
通
一
四
）

〇
航
空
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
（
同
一
五
）

〔
法
規
的
告
示
〕

〇
都
道
府
県
が
重
点
的
に
医
師
の
確
保
を
図

る
必
要
が
あ
る
区
域
を
定
め
る
に
当
た
っ

て
参
酌
す
べ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

基
準
（
厚
生
労
働
一
〇
〇
）

〇
漁
獲
・
特
定
養
殖
共
済
に
関
す
る
事
項
を

定
め
る
告
示
（
農
林
水
産
四
〇
八
）

〇
養
殖
共
済
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
告
示

（
同
四
〇
九
）

〇
漁
業
施
設
共
済
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る

告
示
（
同
四
一
〇
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
航
空
保
安
無
線
施
設
の
名
称
、
位
置
等
に

関
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
国
土
交
通
四
〇
〇
）

〇
与
論
空
港
の
施
設
変
更
を
許
可
し
た
件

（
同
四
〇
一
）

〇
松
山
空
港
の
施
設
に
変
更
を
加
え
、
及
び

同
空
港
に
つ
い
て
指
定
し
た
延
長
進
入
表

面
に
変
更
を
加
え
た
件
（
同
四
〇
二
）

〇
平
成
十
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
七

十
二
号
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
四
〇
三
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
東
北
地
方
整
備
局
三
八
〜
四
三
）

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件

（
関
東
地
方
整
備
局
七
八
〜
八
〇
）

〇
道
路
に
関
す
る
件（
北
陸
地
方
整
備
局
八
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
中
部
地
方
整
備
局
二
三
〜
二
五
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
四
国
地
方
整
備
局
一
四
、
一
五
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
九
州
地
方
整
備
局
三
五
、
三
六
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
北
海
道
開
発
局
一
六
〜
一
九
）

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

北
陸
地
方
整
備
局
公
示（
北
陸
地
方
整
備
局
）

九
州
地
方
整
備
局
公
示（
九
州
地
方
整
備
局
）

北
海
道
開
発
局
公
示
（
北
海
道
開
発
局
）

労

働

最
低
工
賃
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
富
山
労
働
局
最
低
工
賃
公
示
一
、
沖
縄
同

一
）





省

令

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

（
技
術
の
向
上
）

第
二
条

製
造
事
業
者
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
次

に
掲
げ
る
技
術
の
向
上
に
計
画
的
に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

一

再
資
源
化
を
行
う
事
業
者
と
連
携
し
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に
係
る
使
用
済
物
品
等
か
ら
再
生
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
効
率
的
に
取
り
出
す
技
術

二

再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に
利
用
す
る
技
術

三

単
一
素
材
に
よ
り
又
は
使
用
す
る
素
材
の
種
類
等
が
少
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
を
製
造
す
る
技
術

四

そ
の
他
の
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術

（
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
）

第
三
条

製
造
事
業
者
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に
係
る
原
材
料
の
調
達
、
製
造
、
廃
棄
等
の
過
程
に
お
い
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
の
削
減
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
管
理
体
制
の
整
備
）

第
四
条

製
造
事
業
者
は
、
製
造
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
量
及
び
利
用

率
を
適
切
に
把
握
し
、
そ
の
記
録
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

製
造
事
業
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
記
録
の
作
成
そ
の
他
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
事
務
を

適
切
に
行
う
た
め
、
事
業
場
ご
と
の
責
任
者
の
選
任
そ
の
他
管
理
体
制
の
整
備
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
章

輸
入
販
売
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項

（
目
標
の
設
定
）

第
五
条

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に
入
れ
ら
れ
又
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
で
包
ま
れ
た
商
品
で
あ
っ
て
、

自
ら
輸
入
し
た
も
の
を
販
売
す
る
事
業
者
（
外
国
に
お
い
て
自
ら
当
該
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
を
製
造
す
る
者

若
し
く
は
そ
の
製
造
を
発
注
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
に
直
接
若
し
く
は
間
接
に
当
該
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

の
素
材
、
構
造
、
自
己
の
商
標
の
使
用
等
に
関
す
る
指
示
を
行
う
者
に
限
る
。
以
下「
輸
入
販
売
事
業
者
」と
い
う
。）

は
、
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
利
用
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
を
自
ら
輸
入
し
て
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、

再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
自
ら
輸
入
し
て
販
売
す
る
当
該
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に
係

る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
量
及
び
利
用
率
に
関
す
る
目
標
を
、
自
ら
輸
入
し
て
販
売
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
の
製
造
の
事
業
を
外
国
に
お
い
て
行
う
者
と
協
力
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
知
識
の
向
上
）

第
六
条

輸
入
販
売
事
業
者
は
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

必
要
な
知
識
の
向
上
を
図
る
も
の
と
す
る
。

（
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
）

第
七
条

輸
入
販
売
事
業
者
は
、
自
ら
輸
入
し
て
販
売
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
製
造
の
事
業
を
外
国
に
お

い
て
行
う
者
と
協
力
し
て
、
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

に
係
る
原
材
料
の
調
達
、
製
造
、
廃
棄
等
の
過
程
に
お
い
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
に
努
め
る
も

の
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省

令
第
二
号

資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
製
造
等
の
事
業
を
行
う
者
の
脱
炭
素
化
再
生
資
源
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
判
断

の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
を
定
め
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
製
造
等
の
事
業
を
行
う
者
の
脱
炭
素
化
再
生
資
源
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
判

断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
を
定
め
る
省
令

目
次第

一
章

製
造
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
（
第
一
条

第
四
条
）

第
二
章

輸
入
販
売
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
（
第
五
条

第
七
条
）

附
則

第
一
章

製
造
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項

（
目
標
の
設
定
）

第
一
条

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
（
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
三
年
政
令
第
三

百
二
十
七
号
）
第
四
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
製
造
（
事

業
の
用
に
供
す
る
た
め
に
発
注
し
て
製
造
す
る
こ
と
を
含
む
。以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
事
業
を
行
う
者（
以

下
「
製
造
事
業
者
」
と
い
う
。）は
、
技
術
的
か
つ
経
済
的
に
可
能
な
範
囲
で
、
製
造
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
同
条
第
一
項
に
掲
げ
る
再
生
資
源
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
利
用
量
及
び
利
用
率

（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
原
材
料
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
占
め
る
利
用
さ
れ
た
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
質
量
の

割
合
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
向
上
を
計
画
的
に
行
う
た
め
、
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
目
標

を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

製
造
事
業
者
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
量
及
び
利
用
率
の
向
上
に
当

た
っ
て
は
、
国
産
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
国
内
で
生
産
さ
れ
た
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。）の
利
用
が
我
が
国
に
お
け
る
資
源
の
有
効
な
利
用
及
び
脱
炭
素
化
に
資
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
国
産
再
生
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
利
用
す
る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

〇
財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省

令
第
三
号

資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
十
四

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
計
画
及
び
同
法

第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
定
期
の
報
告
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
計
画
及
び
同
法
第
二
十
四
条
に

規
定
す
る
定
期
の
報
告
に
関
す
る
省
令

（
計
画
の
提
出
）

第
一
条

資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
計

画
の
提
出
は
、
毎
年
度
九
月
末
日
ま
で
に
、
様
式
第
一
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
行
っ
た
事
業
者
は
、
計
画
の
内
容
が
、
計
画
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
度

か
ら
変
更
が
な
い
と
き
は
、
計
画
を
最
後
に
提
出
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
（
自
動
車
を
製
造
又
は
販
売
す
る
事

業
者
に
つ
い
て
は
十
年
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
事
業
者
が
定
め
る
期
間
の
終
期
の
属
す
る
年
度
の
九
月
末
日
ま
で

に
、
様
式
第
一
に
よ
る
計
画
書
を
提
出
す
れ
ば
よ
い
。

（
定
期
の
報
告
）

第
二
条

法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
毎
年
度
九
月
末
日
ま
で
に
、
様
式
第
二
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
日
以
後
最
初
に
開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら
適
用
す
る
。

一

第
一
条

令
和
八
年
十
月
一
日

二

第
二
条

令
和
九
年
十
月
一
日


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独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
九
年
財

務

省

国
土
交
通
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍

線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲

げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
業
務
方
法
書
の
記
載
事
項
）

（
業
務
方
法
書
の
記
載
事
項
）

第
三
条

機
構
に
係
る
通
則
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
三
条

機
構
に
係
る
通
則
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

八

法
第
十
三
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

九

法
第
十
三
条
第
一
項
第
九
号
に
規
定
す
る
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
事
項

八

法
第
十
三
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
事
項

十

法
第
十
三
条
第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
事
項

九

法
第
十
三
条
第
一
項
第
九
号
に
規
定
す
る
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
事
項

十
一

法
第
十
三
条
第
一
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
事
項

十

法
第
十
三
条
第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
事
項

十
二

法
第
十
三
条
第
一
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
契
約
の
締
結
に
関
す
る
事
項

十
一

法
第
十
三
条
第
一
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
契
約
の
締
結
に
関
す
る
事
項

十
三
〜
十
七

（
略
）

十
二
〜
十
六

（
略
）

十
八

法
第
十
三
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
貸
付
け
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

十
九

法
第
十
三
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
貸
付
け
に
関
す
る
事
項

十
七

法
第
十
三
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
貸
付
け
に
関
す
る
事
項

二
十

法
第
十
三
条
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
保
険
に
関
す
る
事
項

十
八

法
第
十
三
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
保
険
に
関
す
る
事
項

二
十
一

法
第
十
三
条
第
二
項
第
九
号
に
規
定
す
る
貸
付
け
に
関
す
る
事
項

十
九

法
第
十
三
条
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
貸
付
け
に
関
す
る
事
項

二
十
二

法
第
十
三
条
第
二
項
第
十
号
に
規
定
す
る
業
務
に
関
す
る
事
項

二
十

法
第
十
三
条
第
二
項
第
九
号
に
規
定
す
る
業
務
に
関
す
る
事
項

二
十
三
〜
二
十
五

（
略
）

二
十
一
〜
二
十
三

（
略
）

（
区
分
経
理
等
）

（
区
分
経
理
等
）

第
十
条

機
構
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
勘
定
に
お
い
て
は
、
内
訳
と
し
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
業
務
に
係
る

経
理
単
位
に
区
分
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
条

機
構
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
勘
定
に
お
い
て
は
、
内
訳
と
し
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
業
務
に
係
る

経
理
単
位
に
区
分
す
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
十
七
条
第
四
号
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
勘
定

二

法
第
十
七
条
第
四
号
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
勘
定

イ

法
第
十
三
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
並
び
に
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
及
び
第
十

号
の
業
務
並
び
に
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務

イ

法
第
十
三
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
十
号
ま
で
並
び
に
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
及
び
第
九
号

の
業
務
並
び
に
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
財

務

省

国
土
交
通
省
令
第
一
号

老
朽
化
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
管
理
及
び
再
生
の
円
滑
化
等
を
図
る
た
め
の
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年

法
律
第
百
三
号
）
第
二
十
八
条
第
二
項
及
び
第
五
十
条
並
び
に
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
十
号
）
第
四
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
及
び
同
条
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
住
宅
金

融
支
援
機
構
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之





（
合
理
的
土
地
利
用
建
築
物
の
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
）

（
合
理
的
土
地
利
用
建
築
物
の
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
）

第
三
十
七
条

令
第
四
条
の
主
務
省
令
で
定
め
る
数
値
は
、
建
築
基
準
法
第
五
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
九
項
ま
で

の
規
定
に
よ
る
限
度
の
二
分
の
一
（
現
に
存
す
る
一
又
は
二
以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
除
却
す
る
と
と
も
に
、
当

該
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
地
（
こ
れ
に
隣
接
す
る
土
地
を
含
む
。）に
マ
ン
シ
ョ
ン
を
新
た
に
建
築
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
三
分
の
一
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
方
公
共
団
体
が
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第

八
条
第
三
項
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
建
築
物
の
容
積
率
（
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
を
い

う
。）の
最
低
限
度
を
定
め
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
最
低
限
度
の
数
値
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
七
条

令
第
四
条
の
主
務
省
令
で
定
め
る
数
値
は
、
建
築
基
準
法
第
五
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
九
項
ま
で

の
規
定
に
よ
る
限
度
の
二
分
の
一
（
現
に
存
す
る
一
又
は
二
以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
除
却
す
る
と
と
も
に
、
当

該
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
地
（
こ
れ
に
隣
接
す
る
土
地
を
含
む
。）に
マ
ン
シ
ョ
ン
を
新
た
に
建
築
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
三
分
の
一
）
と
す
る
。

（
合
理
的
土
地
利
用
建
築
物
）

（
合
理
的
土
地
利
用
建
築
物
）

第
三
十
九
条

令
第
四
条
第
四
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
建
築
物
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
九
条

令
第
四
条
第
四
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
建
築
物
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

再
生
後
マ
ン
シ
ョ
ン
（
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
生
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
七
十
八

号
）
第
二
条
第
一
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
再
生
後
マ
ン
シ
ョ
ン
（
同
項
第
七
号
に
規
定
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン

更
新
事
業
に
係
る
も
の
を
除
く
。）を
い
う
。）又
は
売
却
再
生
後
マ
ン
シ
ョ
ン
（
同
法
第
四
条
第
二
項
第
七
号

に
規
定
す
る
売
却
等
マ
ン
シ
ョ
ン
が
除
却
さ
れ
る
と
と
も
に
当
該
売
却
等
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
地
（
こ
れ
に
隣

接
す
る
土
地
を
含
む
。）に
新
た
に
建
設
さ
れ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
又
は
同
法
第
二
条
第
一
項
第
二
十
三
号
に
規
定

す
る
売
却
敷
地
（
こ
れ
に
隣
接
す
る
土
地
を
含
む
。）に
新
た
に
建
設
さ
れ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
を
い
う
。）で
あ
っ

て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

三

施
行
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
（
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
七

十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
施
行
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
を
い
う
。）又
は
売
却
再
建
マ
ン
シ
ョ

ン
（
同
項
第
十
号
に
規
定
す
る
売
却
マ
ン
シ
ョ
ン
が
除
却
さ
れ
る
と
と
も
に
、
当
該
売
却
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷

地
（
こ
れ
に
隣
接
す
る
土
地
を
含
む
。）に
新
た
に
建
設
さ
れ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
を
い
う
。）で
あ
っ
て
、
耐
火
構

造
の
建
築
物
又
は
準
耐
火
構
造
の
建
築
物
で
あ
り
、
か
つ
、
敷
地
面
積
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る

も
の

イ

耐
火
構
造
の
建
築
物
又
は
準
耐
火
構
造
の
建
築
物
で
、
敷
地
面
積
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る

も
の

ロ

耐
火
建
築
物
、
耐
火
構
造
の
建
築
物
又
は
準
耐
火
構
造
の
建
築
物
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
耐
火
建

築
物
等
」
と
い
う
。）で
、敷
地
面
積
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の（
従

前
の
敷
地
の
面
積
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）

四

二
以
上
の
建
築
物
の
あ
る
一
団
の
土
地
の
区
域
内
に
お
い
て
、
建
替
え
に
よ
り
新
た
に
建
設
さ
れ
る
耐
火

建
築
物
等
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

四

二
以
上
の
建
築
物
の
あ
る
一
団
の
土
地
の
区
域
内
に
お
い
て
、
建
替
え
に
よ
り
新
た
に
建
設
さ
れ
る
耐
火

建
築
物
、
耐
火
構
造
の
建
築
物
又
は
準
耐
火
構
造
の
建
築
物
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
耐
火
建
築
物
等
」

と
い
う
。）で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

五

建
替
え
に
よ
り
新
た
に
建
設
さ
れ
る
耐
火
建
築
物
等
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

五

建
替
え
に
よ
り
新
た
に
建
設
さ
れ
る
耐
火
建
築
物
等
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

イ

都
市
計
画
法
第
四
条
第
九
項
に
規
定
す
る
地
区
計
画
等
の
区
域
（
建
ぺ
い
率
限
度
又
は
壁
面
の
位
置
の

制
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
同
法
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
地
区
整
備
計
画
、
密
集
市
街

地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
三
十
二
条
第

二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
建
築
物
地
区
整
備
計
画
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
防
災
街
区
整
備
地
区

整
備
計
画
、
幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
九
条
第

二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
沿
道
地
区
整
備
計
画
又
は
集
落
地
域
整
備
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
三

号
）
第
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
集
落
地
区
整
備
計
画
の
区
域
に
限
る
。）内
に
あ
る
建
築
物
で
、
当
該
地

区
計
画
等
の
内
容
（
建
ぺ
い
率
限
度
又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
に
限
る
。）に
適
合
す
る
も
の

イ

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第
九
項
に
規
定
す
る
地
区
計
画
等
の
区
域
（
建

ぺ
い
率
限
度
又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
同
法
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
に
規
定

す
る
地
区
整
備
計
画
、
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法

律
第
四
十
九
号
）
第
三
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
建
築
物
地
区
整
備
計
画
、
同
項
第
二
号

に
規
定
す
る
防
災
街
区
整
備
地
区
整
備
計
画
、
幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五

年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
九
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
沿
道
地
区
整
備
計
画
又
は
集
落
地
域
整
備
法

（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
三
号
）第
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
集
落
地
区
整
備
計
画
の
区
域
に
限
る
。）

内
に
あ
る
建
築
物
で
、
当
該
地
区
計
画
等
の
内
容
（
建
ぺ
い
率
限
度
又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
に
限
る
。）

に
適
合
す
る
も
の

ロ
・
ハ

（
略
）

ロ
・
ハ

（
略
）

六
〜
八

（
略
）

六
〜
八

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
老
朽
化
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
管
理
及
び
再
生
の
円
滑
化
等
を
図
る
た
め
の
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
一
条
の
十
の
五

（
略
）

第
一
条
の
十
の
五

（
略
）

（
医
療
の
安
全
の
確
保
の
た
め
の
研
修
）

第
一
条
の
十
の
六

病
院
並
び
に
患
者
を
入
院
さ
せ
る
た
め
の
施
設
を
有
す
る
診
療
所
及
び
入
所
施
設
を
有
す
る

助
産
所
で
あ
つ
て
一
定
の
手
術
又
は
分
娩
を
行
う
施
設
の
管
理
者
は
、
法
第
六
条
の
十
及
び
第
六
条
の
十
一
の

規
定
に
よ
る
医
療
事
故
に
関
す
る
報
告
、
医
療
事
故
調
査
及
び
遺
族
に
対
す
る
説
明
を
適
切
に
行
う
た
め
、
医

療
事
故
に
係
る
対
応
に
関
わ
る
従
業
者
に
対
し
て
、
医
療
事
故
に
係
る
適
切
な
対
応
に
関
す
る
研
修
を
受
け
さ

せ
、
又
は
自
ら
当
該
研
修
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

第
一
条
の
十
一

病
院
等
の
管
理
者
は
、
法
第
六
条
の
十
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
安
全
管
理
の
た
め

の
体
制
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
た
だ
し
、
第
二
号
及
び
第
五
号
に
つ
い
て
は
、
病
院
、
患
者
を
入
院

さ
せ
る
た
め
の
施
設
を
有
す
る
診
療
所
及
び
入
所
施
設
を
有
す
る
助
産
所
に
限
る
。）。

第
一
条
の
十
一

病
院
等
の
管
理
者
は
、
法
第
六
条
の
十
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
安
全
管
理
の
た
め

の
体
制
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
た
だ
し
、
第
二
号
に
つ
い
て
は
、
病
院
、
患
者
を
入
院
さ
せ
る
た
め

の
施
設
を
有
す
る
診
療
所
及
び
入
所
施
設
を
有
す
る
助
産
所
に
限
る
。）。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

五

当
該
病
院
等
に
お
け
る
医
療
に
係
る
安
全
管
理
に
つ
い
て
、
知
識
を
備
え
、
か
つ
、
責
任
を
も
つ
て
業
務

を
行
う
者
（
以
下
「
医
療
安
全
管
理
者
」
と
い
う
。）を
配
置
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

（
新
設
）

イ

医
療
安
全
管
理
委
員
会
が
実
施
す
る
医
療
に
係
る
安
全
管
理
の
た
め
の
業
務
の
支
援

ロ

第
三
号
の
職
員
研
修
の
全
部
又
は
一
部
の
実
施
（
当
該
病
院
等
の
管
理
者
が
指
示
し
た
場
合
に
限
る
。）

ハ

前
号
の
方
策
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
業
務
の
実
施

六

当
該
病
院
等
に
お
け
る
医
療
に
係
る
安
全
管
理
に
関
す
る
記
録
を
整
備
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

２

（
略
）

２

（
略
）

第
九
条
の
二
十
の
二

前
条
第
一
項
第
三
号
の
二
に
規
定
す
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
九
条
の
二
十
の
二

前
条
第
一
項
第
三
号
の
二
に
規
定
す
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

医
療
安
全
管
理
責
任
者
を
配
置
し
、
第
六
号
に
規
定
す
る
医
療
安
全
管
理
部
門
、
医
療
安
全
管
理
委
員

会
、
医
療
安
全
管
理
者
、
医
薬
品
安
全
管
理
責
任
者
及
び
医
療
機
器
安
全
管
理
責
任
者
等
を
統
括
さ
せ
る
こ

と
。

一

医
療
安
全
管
理
責
任
者
を
配
置
し
、
第
六
号
に
規
定
す
る
医
療
安
全
管
理
部
門
、医
療
安
全
管
理
委
員
会
、

医
薬
品
安
全
管
理
責
任
者
及
び
医
療
機
器
安
全
管
理
責
任
者
を
統
括
さ
せ
る
こ
と
。

二
〜
十
四

（
略
）

二
〜
十
四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

第
十
五
条
の
四

特
定
機
能
病
院
の
開
設
者
は
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
法
第
十
九
条
の
二
各
号
に
規
定
す

る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
条
の
四

特
定
機
能
病
院
の
開
設
者
は
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
法
第
十
九
条
の
二
各
号
に
規
定
す

る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
医
療
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
監
査
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
名
簿
及
び
委

員
の
選
定
理
由
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
及
び
公

表
を
行
う
こ
と
。

二

次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
医
療
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
監
査
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
名
簿
及
び
委

員
の
選
定
理
由
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
及
び
公

表
を
行
う
こ
と
。

イ
〜
ハ

（
略
）

イ
〜
ハ

（
略
）

ニ

次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

ニ

次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

医
療
安
全
管
理
責
任
者
、
医
療
安
全
管
理
部
門
、
医
療
安
全
管
理
委
員
会
、
医
療
安
全
管
理
者
、
医

薬
品
安
全
管
理
責
任
者
、
医
療
機
器
安
全
管
理
責
任
者
等
の
業
務
の
状
況
に
つ
い
て
管
理
者
等
か
ら
報

告
を
求
め
、
又
は
必
要
に
応
じ
て
自
ら
確
認
を
実
施
す
る
こ
と
。

医
療
安
全
管
理
責
任
者
、
医
療
安
全
管
理
部
門
、
医
療
安
全
管
理
委
員
会
、
医
薬
品
安
全
管
理
責
任

者
、
医
療
機
器
安
全
管
理
責
任
者
等
の
業
務
の
状
況
に
つ
い
て
管
理
者
等
か
ら
報
告
を
求
め
、
又
は
必

要
に
応
じ
て
自
ら
確
認
を
実
施
す
る
こ
と
。

・

（
略
）

・

（
略
）

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
十
の
五
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
は
、
令
和
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
七
号

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
六
条
の
十
二
、
第
十
六
条
の
三
第
一
項
及
び
第
十
九
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎





医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令

（
医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章
〜
第
四
章
の
二
の
三

（
略
）

第
一
章
〜
第
四
章
の
二
の
三

（
略
）

第
四
章
の
二
の
四

地
域
に
お
け
る
外
来
医
療
に
係
る
医
療
提
供
体
制
の
確
保
（
第
三
十
条
の
三
十
三
の
十

四

第
三
十
条
の
三
十
三
の
二
十
の
二
）

第
四
章
の
二
の
四

地
域
に
お
け
る
外
来
医
療
に
係
る
医
療
提
供
体
制
の
確
保
（
第
三
十
条
の
三
十
三
の
十

四

第
三
十
条
の
三
十
三
の
二
十
）

第
四
章
の
三
〜
第
七
章

（
略
）

第
四
章
の
三
〜
第
七
章

（
略
）

附
則

附
則

（
医
師
の
確
保
を
特
に
図
る
べ
き
区
域
に
お
け
る
経
験
を
有
す
る
臨
床
研
修
等
修
了
医
師
の
認
定
等
）

（
医
師
の
確
保
を
特
に
図
る
べ
き
区
域
に
お
け
る
経
験
を
有
す
る
臨
床
研
修
等
修
了
医
師
の
認
定
等
）

第
一
条
の
二

法
第
五
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
区
域
は
、次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
域
と
す
る
。

第
一
条
の
二

法
第
五
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
区
域
は
、
法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
四

号
に
規
定
す
る
区
域
（
法
第
三
十
条
の
四
第
六
項
に
規
定
す
る
区
域
を
除
く
。）内
の
区
域
で
あ
つ
て
、
医
師
の

確
保
を
特
に
図
る
べ
き
も
の
と
し
て
当
該
区
域
の
属
す
る
都
道
府
県
の
知
事
が
定
め
た
も
の
と
す
る
。

一

法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
区
域
（
法
第
三
十
条
の
四
第
六
項
に
規
定
す
る
区
域
を

除
く
。）内
の
区
域
で
あ
つ
て
、
医
師
の
確
保
を
特
に
図
る
べ
き
も
の
と
し
て
当
該
区
域
の
属
す
る
都
道
府
県

の
知
事
が
定
め
た
も
の

（
新
設
）

二

法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
一
号
イ

に
掲
げ
る
区
域

（
新
設
）

２

法
第
五
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
経
験
は
、
臨
床
研
修
等
修
了
医
師
が
、
同
項
に
規
定
す

る
医
師
の
確
保
を
特
に
図
る
べ
き
区
域
（
以
下
「
医
師
少
数
区
域
等
」
と
い
う
。）に
所
在
す
る
病
院
又
は
診
療

所
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
七
条
の
二
に
お
い
て
「
医
師
少
数
区
域
等
所
在
病
院
等
」
と
い
う
。）に
お
い
て
、
一

年
以
上
の
期
間
診
療
に
従
事
し
、
か
つ
、
当
該
病
院
等
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
全
て
の
業
務
を
行
つ
た
経
験
と

す
る
。

２

法
第
五
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
経
験
は
、
臨
床
研
修
等
修
了
医
師
が
、
同
項
に
規
定
す

る
医
師
の
確
保
を
特
に
図
る
べ
き
区
域
に
所
在
す
る
病
院
又
は
診
療
所
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
七
条
の
二
に
お

い
て
「
医
師
少
数
区
域
等
所
在
病
院
等
」
と
い
う
。）に
お
い
て
、
六
月
以
上
の
期
間
診
療
に
従
事
し
、
か
つ
、

当
該
病
院
等
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
全
て
の
業
務
を
行
つ
た
経
験
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

第
一
条
の
十
四

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
つ
て
病
院
又
は
診
療
所
開
設
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
開
設
地
の
都
道
府
県
知
事（
診
療
所
又
は
助
産
所
に
あ
つ
て
は
、

そ
の
開
設
地
が
地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定

め
る
市
（
以
下
「
保
健
所
を
設
置
す
る
市
」
と
い
う
。）又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
。
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
二
条
、
第
三
条
、
第
四
条
、

第
五
条
、
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
並
び
に
第
二
十
三
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
病
院
若
し
く
は
診
療
所
の
開
設
者
が
当
該
病
院
若
し
く
は
診
療
所
を
譲
渡
し
、
又
は
病
院
若
し
く
は

診
療
所
の
開
設
者
に
つ
い
て
相
続
若
し
く
は
合
併
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
病
院
若
し
く
は
診
療
所
を
譲
り
受

け
た
者
又
は
相
続
人
若
し
く
は
合
併
後
存
続
す
る
法
人
若
し
く
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
は
、
第
九
号

か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
変
更
が
な
い
事
項
の
記
載
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
条
の
十
四

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
つ
て
病
院
又
は
診
療
所
開
設
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
開
設
地
の
都
道
府
県
知
事（
診
療
所
又
は
助
産
所
に
あ
つ
て
は
、

そ
の
開
設
地
が
地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定

め
る
市
（
以
下
「
保
健
所
を
設
置
す
る
市
」
と
い
う
。）又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
。
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
二
条
、
第
三
条
、
第
四
条
、

第
五
条
、
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
並
び
に
第
二
十
三
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
病
院
若
し
く
は
診
療
所
の
開
設
者
が
当
該
病
院
若
し
く
は
診
療
所
を
譲
渡
し
、
又
は
病
院
若
し
く
は

診
療
所
の
開
設
者
に
つ
い
て
相
続
若
し
く
は
合
併
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
病
院
若
し
く
は
診
療
所
を
譲
り
受

け
た
者
又
は
相
続
人
若
し
く
は
合
併
後
存
続
す
る
法
人
若
し
く
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
は
、
第
九
号

か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
変
更
が
な
い
事
項
の
記
載
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
〜
十
六

（
略
）

一
〜
十
六

（
略
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
八
号

医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
八
十
七
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す

る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎





十
七

開
設
者
が
法
第
三
十
条
の
十
八
の
六
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
区
域
（
以
下
「
外
来
医
師
過
多
区
域
」

と
い
う
。）に
お
い
て
、
診
療
所
（
医
業
を
行
う
場
所
で
あ
つ
て
、
患
者
を
入
院
さ
せ
る
た
め
の
施
設
を
有
し

な
い
も
の
に
限
る
。
第
三
十
条
の
三
十
三
の
二
十
の
二
第
五
項
及
び
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
に
お
い
て
同

じ
。）を
開
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
（
同
条
第
五
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
者
で

あ
つ
て
、
法
第
三
十
条
の
十
八
の
六
第
三
項
の
届
出
を
行
わ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ

る
と
当
該
診
療
所
の
開
設
地
の
都
道
府
県
知
事
が
認
め
た
者
を
除
く
。）で
あ
る
と
き
は
、
同
項
の
届
出
、
同

条
第
四
項
の
協
議
の
場
に
お
け
る
協
議
及
び
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
に
係
る
事
項

（
新
設
）

２
〜
13

（
略
）

２
〜
13

（
略
）

第
四
条

診
療
所
を
開
設
し
た
臨
床
研
修
等
修
了
医
師
又
は
臨
床
研
修
等
修
了
歯
科
医
師
が
、
法
第
八
条
の
規
定

に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
診
療
所
の

開
設
者
が
当
該
診
療
所
を
譲
渡
し
、
又
は
診
療
所
の
開
設
者
に
つ
い
て
相
続
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
診
療
所

を
譲
り
受
け
た
者
又
は
相
続
人
は
、
第
一
条
の
十
四
第
一
項
第
九
号
、
第
十
一
号
及
び
第
十
三
号
に
掲
げ
る
事

項
の
う
ち
変
更
が
な
い
事
項
の
届
出
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条

診
療
所
を
開
設
し
た
臨
床
研
修
等
修
了
医
師
又
は
臨
床
研
修
等
修
了
歯
科
医
師
が
、
法
第
八
条
の
規
定

に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
診
療
所
の

開
設
者
が
当
該
診
療
所
を
譲
渡
し
、
又
は
診
療
所
の
開
設
者
に
つ
い
て
相
続
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
診
療
所

を
譲
り
受
け
た
者
又
は
相
続
人
は
、
第
一
条
の
十
四
第
一
項
第
九
号
、
第
十
一
号
及
び
第
十
三
号
に
掲
げ
る
事

項
の
う
ち
変
更
が
な
い
事
項
の
届
出
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
一
条
の
十
四
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
十
一
号
、
第
十
三

号
、
第
十
四
号
及
び
第
十
七
号
に
掲
げ
る
事
項

二

第
一
条
の
十
四
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
十
一
号
、
第
十
三
号

及
び
第
十
四
号
に
掲
げ
る
事
項

三

（
略
）

三

（
略
）

（
認
定
を
受
け
た
臨
床
研
修
等
修
了
医
師
を
管
理
者
と
す
る
病
院
等
）

（
認
定
を
受
け
た
臨
床
研
修
等
修
了
医
師
を
管
理
者
と
す
る
病
院
等
）

第
七
条
の
二

法
第
十
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
病
院
は
、
次
に
掲
げ
る
病
院
と
す
る
。

第
七
条
の
二

法
第
十
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
病
院
は
、
地
域
医
療
支
援
病
院
と
す
る
。

一

地
域
医
療
支
援
病
院

（
新
設
）

二

前
号
に
掲
げ
る
病
院
以
外
の
病
院
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
病
院

（
新
設
）

イ

法
第
三
十
一
条
に
規
定
す
る
公
的
医
療
機
関
（
第
三
十
条
の
三
十
三
の
二
十
四
及
び
第
三
十
一
条
の
二

に
お
い
て
単
に
「
公
的
医
療
機
関
」
と
い
う
。）で
あ
る
病
院

ロ

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
の
開
設
す
る
病
院

ハ

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
の
開
設
す
る
病
院

ニ

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
の
開
設
す
る
病
院

２

法
第
十
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

２

法
第
十
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

地
域
に
お
け
る
医
療
の
確
保
の
た
め
に
当
該
病
院
を
管
理
す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
者
（
令
和
二

年
四
月
一
日
以
降
に
臨
床
研
修
（
医
師
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
臨
床
研
修
を
い
う
。
第
九
条

の
二
十
第
一
項
第
三
号
を
除
き
、
以
下
同
じ
。）を
開
始
し
た
医
師
以
外
の
医
師
に
限
る
。）に
病
院
を
管
理
さ

せ
る
場
合

一

地
域
に
お
け
る
医
療
の
確
保
の
た
め
に
当
該
病
院
を
管
理
す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
者
（
令
和
二

年
四
月
一
日
以
降
に
臨
床
研
修
を
開
始
し
た
医
師
以
外
の
医
師
に
限
る
。）に
病
院
を
管
理
さ
せ
る
場
合

二

医
師
少
数
区
域
等
所
在
病
院
等
の
う
ち
前
項
各
号
に
掲
げ
る
病
院
を
管
理
さ
せ
る
場
合

（
新
設
）

三

医
師
少
数
区
域
等
に
お
け
る
診
療
、
医
師
少
数
区
域
等
に
お
け
る
臨
床
研
修
又
は
医
師
少
数
区
域
等
所
在

病
院
等
で
な
い
病
院
の
う
ち
臨
床
研
修
病
院
等
（
医
師
法
第
十
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
臨
床
研
修
病

院
等
を
い
う
。
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
け
る
臨
床
研
修
指
導
医
（
医
師
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に

規
定
す
る
臨
床
研
修
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
八
号
）
第
四
条
第
一
項
第
十

五
号
に
規
定
す
る
臨
床
研
修
指
導
医
を
い
う
。）と
し
て
の
業
務
そ
の
他
の
医
師
少
数
区
域
等
所
在
病
院
等
で

な
い
病
院
に
お
け
る
医
療
従
事
者
に
対
す
る
指
導
に
係
る
業
務
を
合
計
し
て
六
月
以
上
経
験
し
た
者
で
あ
つ

（
新
設
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



四

前
三
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
前
任
の
病
院
の
管
理
者
が
不
在
と
な
る
こ
と
が
予
期
し
な
か
つ
た
も
の

で
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
法
第
五
条
の
二
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
者
に
当
該
病
院
を
管
理
さ
せ
る

こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
当
該
病
院
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
が
認
め
る
と
き

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
前
任
の
病
院
の
管
理
者
が
不
在
と
な
る
こ
と
が
予
期
し
な
か
つ
た
も
の
で

あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
法
第
五
条
の
二
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
者
に
当
該
病
院
を
管
理
さ
せ
る
こ

と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
当
該
病
院
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
が
認
め
る
と
き

て
、
か
つ
、
一
年
か
ら
当
該
診
療
の
期
間
及
び
六
月
以
内
の
期
間
に
限
り
当
該
臨
床
研
修
又
は
当
該
指
導
に

係
る
業
務
の
期
間
の
合
計
を
除
い
た
期
間
、
病
院
又
は
診
療
所
へ
派
遣
さ
れ
て
行
う
診
療
、
臨
床
研
修
病
院

等
に
お
け
る
医
療
従
事
者
に
対
す
る
指
導
そ
の
他
の
業
務
で
あ
つ
て
病
院
等
の
管
理
者
と
な
る
に
当
た
り
経

験
す
る
必
要
の
あ
る
業
務
と
し
て
地
域
医
療
対
策
協
議
会
に
お
い
て
協
議
が
調
つ
た
も
の
に
従
事
し
た
者
と

し
て
、
都
道
府
県
知
事
が
認
め
る
も
の
に
病
院
を
管
理
さ
せ
る
場
合

（
地
域
外
来
医
療
の
要
請
等
）

第
三
十
条
の
三
十
三
の
二
十
の
二

法
第
三
十
条
の
十
八
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
率
は
、
法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
区
域
に
住
所
を
有
す
る
者
に

係
る
性
別
及
び
年
齢
階
級
別
の
外
来
医
療
の
受
療
率
そ
の
他
の
要
素
を
勘
案
し
た
上
で
、
当
該
区
域
の
診
療
所

（
医
業
を
行
う
場
所
で
あ
つ
て
、
患
者
を
入
院
さ
せ
る
た
め
の
施
設
を
有
し
な
い
も
の
又
は
十
九
人
以
下
の
患

者
を
入
院
さ
せ
る
た
め
の
施
設
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
い
て
診
療
に
従
事
す
る

医
師
の
数
を
当
該
区
域
に
住
所
を
有
す
る
者
の
数
で
除
し
た
も
の
（
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
「
外
来
医
師
偏

在
指
標
」
と
い
う
。）と
す
る
。

（
新
設
）

２

法
第
三
十
条
の
十
八
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
指
標
は
、
法
第
三
十
条
の
四
第
二

項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
区
域
に
係
る
可
住
地
面
積
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
診
療
所
の
数
（
次
項
第

二
号
に
お
い
て
「
可
住
地
面
積
当
た
り
診
療
所
数
」
と
い
う
。）と
す
る
。

３

法
第
三
十
条
の
十
八
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

そ
の
法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
区
域
に
係
る
外
来
医
師
偏
在
指
標
の
値
か
ら
全
国

の
外
来
医
師
偏
在
指
標
の
平
均
値
を
控
除
し
た
も
の
を
全
国
の
同
号
に
規
定
す
る
区
域
に
係
る
外
来
医
師
偏

在
指
標
の
標
準
偏
差
で
除
し
た
も
の
が
一
・
五
以
上
で
あ
る
こ
と

二

そ
の
法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
区
域
に
係
る
可
住
地
面
積
当
た
り
診
療
所
数
が
全

国
の
同
号
に
規
定
す
る
区
域
の
う
ち
上
位
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と

４

法
第
三
十
条
の
十
八
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方

法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

５

法
第
三
十
条
の
十
八
の
六
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場

合
と
す
る
。

一

外
来
医
師
過
多
区
域
に
お
け
る
診
療
所
の
廃
止
が
予
期
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
で
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
そ

の
開
設
者
以
外
の
者
が
当
該
診
療
所
の
所
在
地
で
直
ち
に
診
療
所
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
や

む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
当
該
診
療
所
の
開
設
地
の
都
道
府
県
知
事
が
認
め
る
場
合

二

都
道
府
県
そ
の
他
の
行
政
機
関
の
求
め
に
応
じ
て
外
来
医
師
過
多
区
域
に
お
い
て
診
療
所
を
開
設
し
よ
う

と
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
診
療
所
を
開
設
す
る
日
の
六
月
前
ま
で
に
法
第
三
十
条
の
十
八
の
六
第
三
項

の
届
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
当
該
診
療
所
の
開
設
地
の

都
道
府
県
知
事
が
認
め
る
場
合

三

前
二
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
外
来
医
師
過
多
区
域
に
お
い
て
診
療
所
を
開
設
す
る
日
の
六
月
前
ま
で

に
法
第
三
十
条
の
十
八
の
六
第
三
項
の
届
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情

が
あ
る
と
当
該
診
療
所
の
開
設
地
の
都
道
府
県
知
事
が
認
め
る
場
合

６

法
第
三
十
条
の
十
八
の
六
第
三
項
に
規
定
す
る
届
出
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
届
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



７

法
第
三
十
条
の
十
八
の
六
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す

る
。

一

届
出
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

二

診
療
所
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
者
が
届
出
者
以
外
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
開
設
し
よ
う
と
す
る
者
の

住
所
及
び
氏
名
（
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

三

開
設
予
定
の
診
療
所
の
名
称

四

開
設
予
定
の
場
所

五

診
療
を
行
お
う
と
す
る
科
目

六

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
従
業
者
の
定
員

七

開
設
の
予
定
年
月
日

八

そ
の
開
設
予
定
の
場
所
に
係
る
外
来
医
師
過
多
区
域
に
お
け
る
法
第
三
十
条
の
十
八
の
五
第
一
項
第
一
号

イ
に
規
定
す
る
地
域
外
来
医
療
（
以
下
単
に
「
地
域
外
来
医
療
」
と
い
う
。）の
提
供
に
関
す
る
意
向
の
有
無

九

地
域
外
来
医
療
を
提
供
す
る
意
向
が
あ
る
と
き
は
、
提
供
す
る
予
定
の
地
域
外
来
医
療
の
内
容
（
当
該
提

供
の
頻
度
及
び
時
期
に
関
す
る
事
項
を
含
む
。）

十

地
域
外
来
医
療
の
提
供
に
関
す
る
意
向
が
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由

８

法
第
三
十
条
の
十
八
の
六
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
外
来
医
師
過
多
区
域
に
お

い
て
診
療
所
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
診
療
所
を
開
設
し
た
者
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
と
す

る
。

一

法
第
三
十
条
の
十
八
の
六
第
三
項
の
届
出
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
者
で
あ
つ
て
、
当
該
届
出
を

行
わ
な
か
つ
た
者

二

第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
者

三

第
五
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
者
で
あ
つ
て
、
当
該
診
療
所
の
開
設
地
の
都

道
府
県
知
事
が
法
第
三
十
条
の
十
八
の
六
第
三
項
の
届
出
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者

９

法
第
三
十
条
の
十
八
の
六
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
診
療
所
に
つ
い
て
、
そ

の
開
設
地
に
係
る
外
来
医
師
過
多
区
域
に
お
い
て
地
域
外
来
医
療
の
提
供
を
し
な
い
理
由
、
当
該
外
来
医
師
過

多
区
域
に
お
け
る
開
設
が
必
要
で
あ
る
理
由
及
び
提
供
す
る
医
療
の
具
体
的
な
内
容
と
す
る
。

第
三
十
条
の
三
十
三
の
二
十
三

法
第
三
十
条
の
二
十
三
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

計
画
（
以
下
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
。）は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

第
三
十
条
の
三
十
三
の
二
十
三

法
第
三
十
条
の
二
十
三
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

計
画
（
以
下
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
。）は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

一

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
適
用
を
受
け
る
医
師
（
以
下
「
対
象
医
師
」
と
い

う
。）に
対
し
、
臨
床
研
修
を
受
け
て
い
る
期
間
を
含
む
一
定
の
期
間
に
わ
た
り
、
診
療
科
そ
の
他
の
事
項
に

関
し
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
条
件
（
以
下
「
コ
ー
ス
」
と
い
う
。）に
従
い
、
原
則
と
し
て
当
該
都
道
府
県

の
区
域
に
所
在
す
る
医
療
提
供
施
設
に
お
い
て
診
療
に
従
事
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
適
用
を
受
け
る
医
師
（
以
下
「
対
象
医
師
」
と
い

う
。）に
対
し
、
臨
床
研
修（
医
師
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
臨
床
研
修
を
い
う
。以
下
同
じ
。）

を
受
け
て
い
る
期
間
を
含
む
一
定
の
期
間
に
わ
た
り
、
診
療
科
そ
の
他
の
事
項
に
関
し
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら

れ
た
条
件
（
以
下
「
コ
ー
ス
」
と
い
う
。）に
従
い
、
原
則
と
し
て
当
該
都
道
府
県
の
区
域
に
所
在
す
る
医
療

提
供
施
設
に
お
い
て
診
療
に
従
事
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

２
〜
８

（
略
）

２
〜
８

（
略
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



第
三
十
条
の
三
十
三
の
二
十
四

法
第
三
十
条
の
二
十
三
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

第
三
十
条
の
三
十
三
の
二
十
四

法
第
三
十
条
の
二
十
三
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

五

都
道
府
県
に
よ
る
医
師
の
派
遣
先
が
、
正
当
な
理
由
な
く
、
公
的
医
療
機
関
に
偏
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
。

五

都
道
府
県
に
よ
る
医
師
の
派
遣
先
が
、
正
当
な
理
由
な
く
、法
第
三
十
一
条
に
定
め
る
公
的
医
療
機
関（
第

三
十
一
条
の
二
に
お
い
て
単
に
「
公
的
医
療
機
関
」
と
い
う
。）に
偏
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

（
技
能
向
上
集
中
研
修
機
関
の
指
定
に
係
る
業
務
）

（
技
能
向
上
集
中
研
修
機
関
の
指
定
に
係
る
業
務
）

第
九
十
四
条

法
第
百
十
九
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
病
院
又
は
診

療
所
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
業
務
と
す
る
。

第
九
十
四
条

法
第
百
十
九
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
病
院
又
は
診

療
所
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
業
務
と
す
る
。

一

医
師
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
都
道
府
県
知
事
の
指
定
す
る
病
院

臨
床
研
修
に
係
る
業
務
で
あ
つ

て
、
一
定
期
間
、
集
中
的
に
診
療
を
行
う
こ
と
に
よ
り
基
本
的
な
診
療
能
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
当
該
業

務
に
従
事
す
る
医
師
の
時
間
外
・
休
日
労
働
時
間
が
一
年
に
つ
い
て
九
百
六
十
時
間
を
超
え
る
必
要
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
も
の

一

医
師
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
都
道
府
県
知
事
の
指
定
す
る
病
院

同
項
の
臨
床
研
修
に
係
る
業
務
で

あ
つ
て
、
一
定
期
間
、
集
中
的
に
診
療
を
行
う
こ
と
に
よ
り
基
本
的
な
診
療
能
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
当

該
業
務
に
従
事
す
る
医
師
の
時
間
外
・
休
日
労
働
時
間
が
一
年
に
つ
い
て
九
百
六
十
時
間
を
超
え
る
必
要
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

二

（
略
）

二

（
略
）

（
法
第
百
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
十
三
条
第
三
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要

件
等
）

（
法
第
百
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
十
三
条
第
三
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要

件
等
）

第
九
十
六
条

法
第
百
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
十
三
条
第
三
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
全
て
満
た
す
こ
と
と
す
る
。

第
九
十
六
条

法
第
百
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
十
三
条
第
三
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
全
て
満
た
す
こ
と
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

次
に
掲
げ
る
事
項
が
全
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二

次
に
掲
げ
る
事
項
が
全
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

臨
床
研
修
又
は
医
師
法
第
十
六
条
の
十
一
第
一
項
の
研
修
を
効
率
的
に
行
う
た
め
の
取
組
に
関
す
る
事

項

ロ

医
師
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
臨
床
研
修
又
は
同
法
第
十
六
条
の
十
一
第
一
項
の
研
修
を
効
率
的
に

行
う
た
め
の
取
組
に
関
す
る
事
項

２

（
略
）

２

（
略
）

（
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
元
年
厚
生
省
令
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
法
第
七
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
）

第
七
条
の
二

法
第
七
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
病
床
の
数
を

法
第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
に
基
づ
き
削
減
し
た
場
合
と
す
る
。

（
新
設
）

一

医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
十
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
行
っ
た
許
可
に
係
る
病
床
の
数

（
医
療
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
三
百
二
十
六
号
）
第
五
条
の
三
第
二
項
若
し
く
は
第
五
条
の
四

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の
同
意
を
得
た
数
又
は
同
令
第
五
条
の
四
の
二
第
二
項
に
基
づ
き

都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
た
数
を
超
え
る
と
き
は
当
該
厚
生
労
働
大
臣
の
同
意
を
得
た
数
又
は
当
該
都

道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
た
数
に
限
る
。）

二

次
に
掲
げ
る
病
床
の
数

イ

医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
第
三
十
条
の
三
十
三
第
一
項
第
一
号
に
規

定
す
る
病
院
又
は
診
療
所
の
病
床
の
数
（
当
該
病
床
の
種
別
ご
と
に
法
第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る

事
業
に
基
づ
き
削
減
し
た
病
床
数
に
一
か
ら
同
号
の
式
に
よ
り
算
定
し
た
数
を
控
除
し
た
数（
当
該
数
が
、

〇
・
九
五
以
上
で
あ
る
と
き
は
一
）
を
乗
じ
て
得
た
数
に
限
る
。）
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ロ

放
射
線
治
療
病
室
の
病
床
の
数

ハ

国
立
及
び
国
立
以
外
の
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
で
あ
る
病
院
の
病
床
の
数

ニ

心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

五
年
法
律
第
百
十
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
指
定
入
院
医

療
機
関
で
あ
る
病
院
の
病
床
の
数
（
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
六
十
一
条
第
一
項
第
一
号

の
決
定
を
受
け
た
者
に
対
す
る
同
法
に
よ
る
入
院
に
よ
る
医
療
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

三

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
行
っ
た

許
可
に
係
る
病
床
の
数
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
病
床
の
数
を
超
え
る
と
き
は
当
該
数
に
限
る
。）

四

良
質
な
医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八

年
法
律
第
八
十
四
号
）
附
則
第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
各
号
に
規
定
す
る
病
床
の
数

第
七
条
の
三

（
略
）

第
七
条
の
二

（
略
）

第
三
条

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
法
第
七
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
）

（
削
る
）

第
七
条
の
二

法
第
七
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
病
床
の
数
を

法
第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
に
基
づ
き
削
減
し
た
場
合
と
す
る
。

一

医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
十
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
行
っ
た
許
可
に
係
る
病
床
の
数

（
医
療
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
三
百
二
十
六
号
）
第
五
条
の
三
第
二
項
若
し
く
は
第
五
条
の
四

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の
同
意
を
得
た
数
又
は
同
令
第
五
条
の
四
の
二
第
二
項
に
基
づ
き

都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
た
数
を
超
え
る
と
き
は
当
該
厚
生
労
働
大
臣
の
同
意
を
得
た
数
又
は
当
該
都

道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
た
数
に
限
る
。）

二

次
に
掲
げ
る
病
床
の
数

イ

医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
第
三
十
条
の
三
十
三
第
一
項
第
一
号
に
規

定
す
る
病
院
又
は
診
療
所
の
病
床
の
数
（
当
該
病
床
の
種
別
ご
と
に
法
第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る

事
業
に
基
づ
き
削
減
し
た
病
床
数
に
一
か
ら
同
号
の
式
に
よ
り
算
定
し
た
数
を
控
除
し
た
数（
当
該
数
が
、

〇
・
九
五
以
上
で
あ
る
と
き
は
一
）
を
乗
じ
て
得
た
数
に
限
る
。）

ロ

放
射
線
治
療
病
室
の
病
床
の
数

ハ

国
立
及
び
国
立
以
外
の
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
で
あ
る
病
院
の
病
床
の
数

ニ

心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

五
年
法
律
第
百
十
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
指
定
入
院
医

療
機
関
で
あ
る
病
院
の
病
床
の
数
（
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
六
十
一
条
第
一
項
第
一
号

の
決
定
を
受
け
た
者
に
対
す
る
同
法
に
よ
る
入
院
に
よ
る
医
療
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

三

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
行
っ
た

許
可
に
係
る
病
床
の
数
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
病
床
の
数
を
超
え
る
と
き
は
当
該
数
に
限
る
。）

四

良
質
な
医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八

年
法
律
第
八
十
四
号
）
附
則
第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
各
号
に
規
定
す
る
病
床
の
数

第
七
条
の
二

（
略
）

第
七
条
の
三

（
略
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



（
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
の
指
定
並
び
に
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
の
指
定
並
び
に
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
指
定
の
申
請
）

（
指
定
の
申
請
）

第
三
条

法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
病

院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
薬
局
の
開
設
者
は
、
様
式
第
一
号
に
よ
る
指
定
申
請
書
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書

類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
指
定
に
関
す
る
管
轄
地
方
厚
生
局
長
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法

第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
引
き
続
き
保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
の
指
定
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
は
、
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
三
条

法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
病

院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
薬
局
の
開
設
者
は
、
様
式
第
一
号
に
よ
る
指
定
申
請
書
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書

類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
指
定
に
関
す
る
管
轄
地
方
厚
生
局
長
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法

第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
引
き
続
き
保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
の
指
定
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
は
、
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

病
院
又
は
診
療
所
に
あ
つ
て
は
保
険
医
（
保
険
医
療
機
関
の
管
理
者
を
除
く
。）、
薬
局
に
あ
つ
て
は
保
険

薬
剤
師
（
管
理
薬
剤
師
を
除
く
。）の
氏
名
及
び
保
険
医
又
は
保
険
薬
剤
師
の
登
録
の
記
号
及
び
番
号
並
び
に

担
当
診
療
科
名
を
記
載
し
た
書
類

二

病
院
又
は
診
療
所
に
あ
つ
て
は
保
険
医
（
管
理
者
を
除
く
。）、
薬
局
に
あ
つ
て
は
保
険
薬
剤
師
（
管
理
薬

剤
師
を
除
く
。）の
氏
名
及
び
保
険
医
又
は
保
険
薬
剤
師
の
登
録
の
記
号
及
び
番
号
並
び
に
担
当
診
療
科
名
を

記
載
し
た
書
類

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

五

病
院
又
は
診
療
所
に
あ
つ
て
は
、
保
険
医
療
機
関
の
管
理
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
が
法
第
七
十
条
の
二
第

一
項
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

（
新
設
）

六

保
険
薬
局
に
あ
つ
て
は
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
二
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す

る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
受
診
施
設
（
以
下
こ
の
号
、
第
八
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
に

お
い
て
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
受
診
施
設
」
と
い
う
。）と
一
体
的
な
構
造
を
な
し
、
又
は
一
体
的
な
経
営
を
行

う
場
合
に
は
、
当
該
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
受
診
施
設
が
保
険
薬
局
及
び
保
険
薬
剤
師
療
養
担
当
規
則
（
昭
和
三

十
二
年
厚
生
省
令
第
十
六
号
）
第
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
要

件
に
該
当
す
る
こ
と
を
示
す
書
類

（
新
設
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
に
関
す
る
届
出
）

（
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
に
関
す
る
届
出
）

第
八
条

保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
の
開
設
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
と
き

は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
年
月
日
を
指
定
に
関
す
る
管
轄
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
号
（
保
険
医
療
機
関
の
管
理
者
に
異
動
が
あ
つ
た
と
き
に
限
る
。）に
掲

げ
る
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
第
三
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
書
類
、
第
四
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
と
き

は
同
項
第
六
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条

保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
の
開
設
者
は
、
次
の
各
号
の
一
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
、そ
の
旨
及
び
そ
の
年
月
日
を
指
定
に
関
す
る
管
轄
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

保
険
医
療
機
関
の
管
理
者
、
管
理
薬
剤
師
、
保
険
医
又
は
保
険
薬
剤
師
に
異
動
が
あ
つ
た
と
き
。

一

管
理
者
、
管
理
薬
剤
師
、
保
険
医
又
は
保
険
薬
剤
師
に
異
動
が
あ
つ
た
と
き
。

二

法
第
八
十
条
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
の
規
定
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
。

二

法
第
八
十
条
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
の
規
定
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

（
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
大
正
十
五
年
内
務
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
二
十
三
号
（
表
面
）
中
「四

保
険
医
療
機
関

」
を
「五

保
険
医
療
機
関

」
に
、「五

保
険
医
療
機
関

」
を
「六

保
険
医
療
機
関

」
に
、「六

～
九
（
省
略
）

」を
「七

～
十
（
省
略
）

」に
、「一

（
省
略
）

」を
「一

・
二

（
省
略
）

」に
、「二

保
険
医

」
を
「三

保
険
医

」
に
、「三

～
六
（
省
略
）

」を
「四

～
七
（
省
略
）

」に
改
め
、
同
様
式
（
裏
面
）
中
「一
～
三
（
省
略
）

」を
「一

～
四
（
省
略
）

」に
改
め
る
。





三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
書
に
記
載
し
た
事
項
（
指
定
に
係
る

病
床
種
別
ご
と
の
病
床
数
等
を
除
く
。）又
は
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
書
類
に
記
載
し
た
事
項
に
変
更
が
あ

つ
た
と
き
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
書
に
記
載
し
た
事
項
（
指
定
に
係
る

病
床
種
別
ご
と
の
病
床
数
等
を
除
く
。）又
は
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
書
類
に
記
載
し
た
事
項
に
変
更
が
あ

つ
た
と
き
。

四

保
険
薬
局
に
あ
つ
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
受
診
施
設
と
一
体
的
な
構
造
を
な
し
、
又
は
一
体
的
な
経
営

を
行
う
こ
と
と
し
た
と
き
。

（
新
設
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

（
保
険
医
療
機
関
の
期
限
付
指
定
の
期
限
）

第
九
条
の
二

法
第
六
十
三
条
第
三
項
第
一
号
の
指
定
に
係
る
法
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
三
年

以
内
の
期
限
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

一

医
療
法
第
三
十
条
の
十
八
の
六
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
要
請
を
受
け
、
こ
れ
に
応
じ
な

か
つ
た
又
は
同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
勧
告
を
受
け
た
（
当
該
勧
告
に
従
つ
た
場
合
を

除
く
。）開
設
者
又
は
管
理
者
が
開
設
又
は
管
理
す
る
診
療
所
が
指
定
を
受
け
る
場
合

三
年

二

医
療
法
第
三
十
条
の
十
八
の
六
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
勧
告
を
受
け
、
前
号
の
規
定
に

よ
り
三
年
の
期
限
が
付
さ
れ
た
又
は
こ
の
号
の
規
定
に
よ
り
二
年
の
期
限
が
付
さ
れ
た
法
第
六
十
三
条
第
三

項
第
一
号
の
指
定
を
受
け
た
診
療
所
の
開
設
者
又
は
管
理
者
が
当
該
勧
告
に
従
わ
ず
、
当
該
診
療
所
が
再
度

の
指
定
を
受
け
る
場
合

二
年

（
登
録
の
申
請
）

（
登
録
の
申
請
）

第
十
二
条

法
第
七
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
保
険
医
又
は
保
険
薬
剤
師
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
医
師
若
し
く

は
歯
科
医
師
又
は
薬
剤
師
は
、
様
式
第
二
号
に
よ
る
登
録
申
請
書
に
医
籍
若
し
く
は
歯
科
医
籍
又
は
薬
剤
師
名

簿
の
登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
の
写
し
を
添
え
て
、
登
録
に
関
す
る
管
轄

地
方
厚
生
局
長
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
が
法
第
六
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
法
第
六
十
三
条
第
三
項
第
一
号
の
指
定
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
登
録
に
係
る
も
の
で
あ
る
と

き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条

法
第
七
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
保
険
医
又
は
保
険
薬
剤
師
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
医
師
若
し
く

は
歯
科
医
師
又
は
薬
剤
師
は
、
様
式
第
二
号
に
よ
る
登
録
申
請
書
に
医
籍
若
し
く
は
歯
科
医
籍
又
は
薬
剤
師
名

簿
の
登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
の
写
し
を
添
え
て
、
登
録
に
関
す
る
管
轄

地
方
厚
生
局
長
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
が
法
第
六
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
法
第
六
十
三
条
第
三
項
第
一
号
の
指
定
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
登
録
に
係
る
も
の
で
あ
る
と

き
は
、
併
せ
て
、
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

病
院
又
は
診
療
所
で
あ
る
場
合

第
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
書
類

（
新
設
）

二

薬
局
（
次
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）で
あ
る
場
合

第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類

（
新
設
）

三

薬
局
で
あ
つ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
受
診
施
設
と
一
体
的
な
構
造
を
な
し
、
又
は
一
体
的
な
経
営
を
行
う

場
合

第
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
書
類

（
新
設
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
に
関
す
る
届
出
）

（
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
に
関
す
る
届
出
）

第
十
六
条

保
険
医
又
は
保
険
薬
剤
師
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
、
そ
の
旨
、
そ
の
年
月
日
、
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
及
び
個
人
番
号
を
登
録
に
関
す
る
管
轄
地
方
厚
生
局

長
等
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届
出
が
第
一
号
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き

は
、
そ
の
事
実
を
証
す
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条

保
険
医
又
は
保
険
薬
剤
師
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
、
そ
の
旨
、
そ
の
年
月
日
、
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
及
び
個
人
番
号
を
登
録
に
関
す
る
管
轄
地
方
厚
生
局

長
等
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届
出
が
第
一
号
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き

は
、
そ
の
事
実
を
証
す
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
八
十
一
条
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
規
定
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
。

二

法
第
八
十
一
条
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
。

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



様
式
第
一
号
及
び
第
一
号
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
六
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
支
援
給
付
に
係
る
厚
生
労
働
省
令
等
の
適
用
）

（
支
援
給
付
に
係
る
厚
生
労
働
省
令
等
の
適
用
）

第
十
八
条
の
七

法
第
十
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
（
平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
を

含
む
。
以
下
「
支
援
給
付
」
と
い
う
。）が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
次
の
各
号
に
規
定
す
る
命
令
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
十
八
条
の
七

法
第
十
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
（
平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
を

含
む
。
以
下
「
支
援
給
付
」
と
い
う
。）が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
次
の
各
号
に
規
定
す
る
命
令
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
元
年
厚
生
省

令
第
三
十
四
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
令
第
七
条
の
三
第
一
号
中
「
第
八
十
条
の
四
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
八
十
条
の
四
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た

中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。以
下「
中

国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」
と
い
う
。）第
十
四
条
第
四
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永

住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）

附
則
第
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含

む
。）」
と
、「
第
三
十
四
条
第
六
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
四
条
第
六
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第
十

四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。）」
と
、
同
令
第
八
条
第
二
項
中
「
第
八
十
条
の
二
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ

の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。）」
と
す
る
。

四

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
元
年
厚
生
省

令
第
三
十
四
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
令
第
七
条
の
二
第
一
号
中
「
第
八
十
条
の
四
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
八
十
条
の
四
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た

中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。以
下「
中

国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」
と
い
う
。）第
十
四
条
第
四
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永

住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）

附
則
第
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含

む
。）」
と
、「
第
三
十
四
条
第
六
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
四
条
第
六
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第
十

四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。）」
と
、
同
令
第
八
条
第
二
項
中
「
第
八
十
条
の
二
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ

の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。）」
と
す
る
。

五
〜
十

（
略
）

五
〜
十

（
略
）

第
七
条

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
支
援
給
付
に
係
る
厚
生
労
働
省
令
等
の
適
用
）

（
支
援
給
付
に
係
る
厚
生
労
働
省
令
等
の
適
用
）

第
十
八
条
の
七

法
第
十
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
（
平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
を

含
む
。
以
下
「
支
援
給
付
」
と
い
う
。）が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
次
の
各
号
に
規
定
す
る
命
令
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
十
八
条
の
七

法
第
十
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
（
平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
を

含
む
。
以
下
「
支
援
給
付
」
と
い
う
。）が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
次
の
各
号
に
規
定
す
る
命
令
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
元
年
厚
生
省

令
第
三
十
四
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
令
第
七
条
の
二
第
一
号
中
「
第
八
十
条
の
四
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
八
十
条
の
四
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た

中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。以
下「
中

国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」
と
い
う
。）第
十
四
条
第
四
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永

住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）

附
則
第
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含

む
。）」
と
、「
第
三
十
四
条
第
六
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
四
条
第
六
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第
十

四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。）」
と
、
同
令
第
八
条
第
二
項
中
「
第
八
十
条
の
二
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ

の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。）」
と
す
る
。

四

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
元
年
厚
生
省

令
第
三
十
四
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
令
第
七
条
の
三
第
一
号
中
「
第
八
十
条
の
四
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
八
十
条
の
四
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た

中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。以
下「
中

国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」
と
い
う
。）第
十
四
条
第
四
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永

住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）

附
則
第
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含

む
。）」
と
、「
第
三
十
四
条
第
六
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
四
条
第
六
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第
十

四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。）」
と
、
同
令
第
八
条
第
二
項
中
「
第
八
十
条
の
二
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ

の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。）」
と
す
る
。

五
〜
十

（
略
）

五
〜
十

（
略
）
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愛
玩
動
物
看
護
師
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

愛
玩
動
物
看
護
師
法
施
行
規
則
（
令
和
三
年
農
林
水
産
省
・
環
境
省
令
第
六
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
（
以
下
「
傍
線
部
分
」
と
い
う
。）で
こ
れ
に
対

応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄

に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加

え
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の

は
、
こ
れ
を
削
る
。改

正

後

改

正

前

（
免
許
の
申
請
）

（
免
許
の
申
請
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

戸
籍
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
又
は
住
民
票
の

写
し
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法

律
第
八
十
一
号
）
第
七
条
第
五
号
に
掲
げ
る
事

項
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二

十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
十
九
条
の
三

に
規
定
す
る
中
長
期
在
留
者
（
以
下
「
中
長
期

在
留
者
」
と
い
う
。）及
び
日
本
国
と
の
平
和
条

約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の

出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法

律
第
七
十
一
号
）
に
定
め
る
特
別
永
住
者
（
以

下
「
特
別
永
住
者
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、

二

戸
籍
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
又
は
住
民
票
の

写
し
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法

律
第
八
十
一
号
）
第
七
条
第
五
号
に
掲
げ
る
事

項
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二

十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
十
九
条
の
三

に
規
定
す
る
中
長
期
在
留
者
（
以
下
「
中
長
期

在
留
者
」
と
い
う
。）及
び
日
本
国
と
の
平
和
条

約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の

出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法

律
第
七
十
一
号
）
に
定
め
る
特
別
永
住
者
（
以

下
「
特
別
永
住
者
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、

三

（
略
）

三

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定

す
る
国
籍
等
）
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。
第

八
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）（
出
入
国
管
理

及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
三
各
号
に
掲
げ

る
者
に
つ
い
て
は
、
旅
券
そ
の
他
の
身
分
を
証

す
る
書
類
の
写
し
。
第
八
条
第
二
項
に
お
い
て

同
じ
。）

国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十

五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。以
下
同
じ
。））

を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。
第
八
条
第
二
項
に

お
い
て
同
じ
。）（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
第
十
九
条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て

は
、
旅
券
そ
の
他
の
身
分
を
証
す
る
書
類
の
写

し
。
第
八
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）

（
名
簿
の
登
録
事
項
）

（
名
簿
の
登
録
事
項
）

第
四
条

愛
玩
動
物
看
護
師
名
簿
（
以
下
「
名
簿
」

と
い
う
。）に
は
、次
に
掲
げ
る
事
項
を
登
録
す
る
。

第
四
条

愛
玩
動
物
看
護
師
名
簿
（
以
下
「
名
簿
」

と
い
う
。）に
は
、次
に
掲
げ
る
事
項
を
登
録
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

本
籍
地
都
道
府
県
名
（
日
本
の
国
籍
を
有
し

な
い
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
国
籍
等
）、
氏
名
、

生
年
月
日
及
び
性
別

二

本
籍
地
都
道
府
県
名
（
日
本
の
国
籍
を
有
し

な
い
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
国
籍
）、
氏
名
、

生
年
月
日
及
び
性
別

三
〜
七

（
略
）

三
〜
七

（
略
）

（
名
簿
の
訂
正
）

（
名
簿
の
訂
正
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
様
式
第
二
に
よ

る
申
請
書
に
、
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
（
中
長
期

在
留
者
及
び
特
別
永
住
者
に
あ
っ
て
は
住
民
票
の

写
し
（
国
籍
等
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。
第
七

条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
前
項
の
申
請
の

事
由
を
証
す
る
書
類
と
し
、
出
入
国
管
理
及
び
難

民
認
定
法
第
十
九
条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
者
に

あ
っ
て
は
旅
券
そ
の
他
の
身
分
を
証
す
る
書
類
の

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
様
式
第
二
に
よ

る
申
請
書
に
、
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
（
中
長
期

在
留
者
及
び
特
別
永
住
者
に
あ
っ
て
は
住
民
票
の

写
し
（
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十
五
に

規
定
す
る
国
籍
等
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。
第

七
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
前
項
の
申
請

の
事
由
を
証
す
る
書
類
と
し
、
出
入
国
管
理
及
び

難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
者
に
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農
林
水
産
省

環

境

省
令
第
一
号

愛
玩
動
物
看
護
師
法
（
令
和
元
年
法
律
第
五
十
号
）
第
二
十
八
条
、
第
三
十
九
条
及
び
附
則
第
五
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
愛
玩
動
物
看
護
師
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

環
境
大
臣

石
原

宏
高

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
二
条
及
び
第
六
条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
三
条
及
び
第
七
条
の
規
定

令
和
九
年
四
月
一
日

（
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
医
療
法
施
行
規
則
（
次
条
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。）第
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
以
降
に
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
五
条
の
二
第
一
項
の

申
請
を
す
る
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
三
条

新
規
則
第
一
条
の
十
四
第
一
項
第
十
七
号
の
規
定
及
び
第
四
条
第
二
号
（
新
規
則
第
一
条
の
十
四
第
一
項
第
十
七
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
以
降
に
医
療
法
第
三
十
条
の
十
八
の
六
第
三
項
に
規
定
す
る
診

療
所
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
申
請
又
は
届
出
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
四
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。





様
式
第
一
か
ら
様
式
第
四
ま
で
中
「国

籍

」
を
「国

籍
等

」
に
改
め
る
。

様
式
第
五
及
び
様
式
第
六
中
「国

籍

」
を
「国

籍
等

」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）に

よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

写
し
及
び
前
項
の
申
請
の
事
由
を
証
す
る
書
類
と

す
る
。）を
添
え
、
こ
れ
を
農
林
水
産
大
臣
及
び
環

境
大
臣
に
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

あ
っ
て
は
旅
券
そ
の
他
の
身
分
を
証
す
る
書
類
の

写
し
及
び
前
項
の
申
請
の
事
由
を
証
す
る
書
類
と

す
る
。）を
添
え
、
こ
れ
を
農
林
水
産
大
臣
及
び
環

境
大
臣
に
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

（
技
術
の
向
上
）

第
三
条

製
造
事
業
者
は
、
自
動
車
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
技
術
の
向

上
に
計
画
的
に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

一

再
資
源
化
を
行
う
事
業
者
と
連
携
し
て
、
自
動
車
に
係
る
使
用
済
物
品
等
か
ら
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
効
率
的
に
取
り
出
す
技
術

二

再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
自
動
車
に
利
用
す
る
技
術

三

そ
の
他
の
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術

（
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
）

第
四
条

製
造
事
業
者
は
、
自
動
車
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
動
車
に
係
る

原
材
料
の
調
達
、
製
造
、
廃
棄
等
の
過
程
に
お
い
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
に
努
め
る
も
の
と
す

る
。

（
管
理
体
制
の
整
備
）

第
五
条

製
造
事
業
者
は
、製
造
し
た
自
動
車
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
量
及
び
利
用
率
を
適
切
に
把
握
し
、

そ
の
記
録
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

製
造
事
業
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
記
録
の
作
成
そ
の
他
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
事
務
を

適
切
に
行
う
た
め
、
事
業
場
ご
と
の
責
任
者
の
選
任
そ
の
他
管
理
体
制
の
整
備
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
章

輸
入
販
売
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項

（
目
標
の
設
定
）

第
六
条

自
ら
輸
入
し
た
自
動
車
の
販
売
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
輸
入
販
売
事
業
者
」
と
い
う
。）は
、
再
生
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
が
利
用
さ
れ
た
自
動
車
を
自
ら
輸
入
し
て
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
動
車
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
自
ら
輸
入
し
て
販
売
す
る
自
動
車
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
量
及
び
利
用
率

に
関
す
る
目
標
を
、
自
ら
輸
入
し
て
販
売
す
る
自
動
車
の
製
造
の
事
業
を
外
国
に
お
い
て
行
う
者
と
協
力
し
て
定
め

る
も
の
と
す
る
。

（
知
識
の
向
上
）

第
七
条

輸
入
販
売
事
業
者
は
、
自
動
車
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
必
要
な
知
識
の
向

上
を
図
る
も
の
と
す
る
。

（
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
）

第
八
条

輸
入
販
売
事
業
者
は
、
自
ら
輸
入
し
て
販
売
す
る
自
動
車
の
製
造
の
事
業
を
外
国
に
お
い
て
行
う
者
と
協
力

し
て
、
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
動
車
に
係
る
原
材
料
の
調
達
、
製
造
、
廃
棄
等

の
過
程
に
お
い
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
七
号

資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
自
動
車
の
製
造
等
の
事
業
を
行
う
者
の
脱
炭
素
化
再
生
資
源
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き

事
項
を
定
め
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

自
動
車
の
製
造
等
の
事
業
を
行
う
者
の
脱
炭
素
化
再
生
資
源
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
判
断
の
基
準
と
な
る
べ

き
事
項
を
定
め
る
省
令

目
次第

一
章

製
造
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
（
第
一
条

第
五
条
）

第
二
章

輸
入
販
売
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
（
第
六
条

第
八
条
）

附
則

第
一
章

製
造
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項

（
目
標
の
設
定
）

第
一
条

自
動
車
（
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
三
年
政
令
第
三
百
二
十
七
号
）
第
四

条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
自
動
車
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
製
造
（
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
に
発
注
し
て
製
造

す
る
こ
と
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
製
造
事
業
者
」
と
い
う
。）は
、
技

術
的
か
つ
経
済
的
に
可
能
な
範
囲
で
、
製
造
す
る
自
動
車
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
同
条
第
一
項
に
掲
げ
る
再

生
資
源
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
利
用
量
及
び
利
用
率
（
自
動
車
の
原
材
料
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
占
め
る
利
用
さ
れ

た
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
質
量
の
割
合
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
向
上
を
計
画
的
に
行
う
た
め
、
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
目
標
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

製
造
事
業
者
は
、
自
動
車
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
量
及
び
利
用
率
の
向
上
に
当
た
っ
て
は
、
国
産
再

生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
国
内
で
生
産
さ
れ
た
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
利
用
が

我
が
国
に
お
け
る
資
源
の
有
効
な
利
用
及
び
脱
炭
素
化
に
資
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
国
産
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
利
用

す
る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（
安
全
性
等
の
配
慮
）

第
二
条

製
造
事
業
者
は
、前
条
の
規
定
に
即
し
て
自
動
車
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
際
に
は
、

自
動
車
の
安
全
性
及
び
耐
久
性
そ
の
他
の
必
要
な
事
情
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
八
号

資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
ユ
ニ
ッ
ト
形
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
の
製
造
等
の
事
業
を
行
う
者
の
脱
炭
素
化
再
生
資
源
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
を
定
め
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

ユ
ニ
ッ
ト
形
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
の
製
造
等
の
事
業
を
行
う
者
の
脱
炭
素
化
再
生
資
源
の
利
用
の
促
進
に
関

す
る
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
を
定
め
る
省
令

目
次第

一
章

製
造
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
（
第
一
条

第
五
条
）

第
二
章

輸
入
販
売
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
（
第
六
条

第
八
条
）

附
則

第
一
章

製
造
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項

（
目
標
の
設
定
）

第
一
条

ユ
ニ
ッ
ト
形
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
用
の
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）の
製
造
（
事
業
の
用

に
供
す
る
た
め
に
発
注
し
て
製
造
す
る
こ
と
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
事
業
を
行
う
者（
以
下「
製

造
事
業
者
」
と
い
う
。）は
、
技
術
的
か
つ
経
済
的
に
可
能
な
範
囲
で
、
製
造
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
形
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ナ
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
三
年
政
令
第
三
百
二

十
七
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
再
生
資
源
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
利
用
量
及
び
利
用
率
（
ユ
ニ
ッ
ト
形
エ

ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
の
原
材
料
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
占
め
る
利
用
さ
れ
た
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
質
量
の
割
合
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）の
向
上
を
計
画
的
に
行
う
た
め
、
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
目
標
を
定
め
る

も
の
と
す
る
。





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
２

製
造
事
業
者
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
形
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
量
及
び
利
用
率
の
向

上
に
当
た
っ
て
は
、
国
産
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
国
内
で
生
産
さ
れ
た
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。）の
利
用
が
我
が
国
に
お
け
る
資
源
の
有
効
な
利
用
及
び
脱
炭
素
化
に
資
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
国
産

再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
利
用
す
る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（
安
全
性
等
の
配
慮
）

第
二
条

製
造
事
業
者
は
、
前
条
の
規
定
に
即
し
て
ユ
ニ
ッ
ト
形
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
利
用
を
促
進
す
る
際
に
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
形
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
の
安
全
性
及
び
耐
久
性
そ
の
他
の
必
要
な
事
情

に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（
技
術
の
向
上
）

第
三
条

製
造
事
業
者
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
形
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
た

め
、
次
に
掲
げ
る
技
術
の
向
上
に
計
画
的
に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

一

再
資
源
化
を
行
う
事
業
者
と
連
携
し
て
、
ユ
ニ
ッ
ト
形
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
に
係
る
使
用
済
物
品
等
か
ら
再

生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
効
率
的
に
取
り
出
す
技
術

二

再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
ユ
ニ
ッ
ト
形
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
に
利
用
す
る
技
術

三

そ
の
他
の
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術

（
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
）

第
四
条

製
造
事
業
者
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
形
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ユ
ニ
ッ
ト
形
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
に
係
る
原
材
料
の
調
達
、
製
造
、
廃
棄
等
の
過
程
に
お
い
て
発
生

す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
管
理
体
制
の
整
備
）

第
五
条

製
造
事
業
者
は
、
製
造
し
た
ニ
ッ
ト
形
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
量
及
び

利
用
率
を
適
切
に
把
握
し
、
そ
の
記
録
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

製
造
事
業
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
記
録
の
作
成
そ
の
他
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
事
務
を

適
切
に
行
う
た
め
、
事
業
場
ご
と
の
責
任
者
の
選
任
そ
の
他
管
理
体
制
の
整
備
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
章

輸
入
販
売
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項

（
目
標
の
設
定
）

第
六
条

自
ら
輸
入
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
形
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
の
販
売
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下「
輸
入
販
売
事
業
者
」

と
い
う
。）は
、
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
利
用
さ
れ
た
ユ
ニ
ッ
ト
形
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
を
自
ら
輸
入
し
て
販
売
す

る
こ
と
に
よ
り
、
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
自
ら
輸
入
し
て
販
売
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
形
エ
ア
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
量
及
び
利
用
率
に
関
す
る
目
標
を
、
自
ら
輸
入
し
て
販
売
す
る

ユ
ニ
ッ
ト
形
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
の
製
造
の
事
業
を
外
国
に
お
い
て
行
う
者
と
協
力
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
知
識
の
向
上
）

第
七
条

輸
入
販
売
事
業
者
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
形
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す

る
た
め
、
必
要
な
知
識
の
向
上
を
図
る
も
の
と
す
る
。

（
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
）

第
八
条

輸
入
販
売
事
業
者
は
、
自
ら
輸
入
し
て
販
売
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
形
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
の
製
造
の
事
業
を
外

国
に
お
い
て
行
う
者
と
協
力
し
て
、
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ユ
ニ
ッ
ト
形
エ
ア
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
に
係
る
原
材
料
の
調
達
、
製
造
、
廃
棄
等
の
過
程
に
お
い
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削

減
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
技
術
の
向
上
）

第
三
条

製
造
事
業
者
は
、
テ
レ
ビ
受
像
機
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
技

術
の
向
上
に
計
画
的
に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

一

再
資
源
化
を
行
う
事
業
者
と
連
携
し
て
、
テ
レ
ビ
受
像
機
に
係
る
使
用
済
物
品
等
か
ら
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
効
率
的
に
取
り
出
す
技
術

二

再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
テ
レ
ビ
受
像
機
に
利
用
す
る
技
術

三

そ
の
他
の
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術

（
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
）

第
四
条

製
造
事
業
者
は
、
テ
レ
ビ
受
像
機
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
テ
レ
ビ

受
像
機
に
係
る
原
材
料
の
調
達
、
製
造
、
廃
棄
等
の
過
程
に
お
い
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。

（
管
理
体
制
の
整
備
）

第
五
条

製
造
事
業
者
は
、
製
造
し
た
テ
レ
ビ
受
像
機
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
量
及
び
利
用
率
を
適
切
に

把
握
し
、
そ
の
記
録
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

製
造
事
業
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
記
録
の
作
成
そ
の
他
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
事
務
を

適
切
に
行
う
た
め
、
事
業
場
ご
と
の
責
任
者
の
選
任
そ
の
他
管
理
体
制
の
整
備
を
行
う
も
の
と
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
九
号

資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
テ
レ
ビ
受
像
機
の
製
造
等
の
事
業
を
行
う
者
の
脱
炭
素
化
再
生
資
源
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
判
断
の
基
準
と
な

る
べ
き
事
項
を
定
め
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

テ
レ
ビ
受
像
機
の
製
造
等
の
事
業
を
行
う
者
の
脱
炭
素
化
再
生
資
源
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
判
断
の
基
準
と

な
る
べ
き
事
項
を
定
め
る
省
令

目
次第

一
章

製
造
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
（
第
一
条

第
五
条
）

第
二
章

輸
入
販
売
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
（
第
六
条

第
八
条
）

附
則

第
一
章

製
造
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項

（
目
標
の
設
定
）

第
一
条

テ
レ
ビ
受
像
機
の
製
造
（
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
に
発
注
し
て
製
造
す
る
こ
と
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。）の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
製
造
事
業
者
」
と
い
う
。）は
、技
術
的
か
つ
経
済
的
に
可
能
な
範
囲
で
、

製
造
す
る
テ
レ
ビ
受
像
機
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平

成
三
年
政
令
第
三
百
二
十
七
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
再
生
資
源
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
利
用
量
及
び
利

用
率
（
テ
レ
ビ
受
像
機
の
原
材
料
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
占
め
る
利
用
さ
れ
た
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
質
量
の
割
合
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）の
向
上
を
計
画
的
に
行
う
た
め
、
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
目
標
を
定
め

る
も
の
と
す
る
。

２

製
造
事
業
者
は
、
テ
レ
ビ
受
像
機
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
量
及
び
利
用
率
の
向
上
に
当
た
っ
て
は
、

国
産
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
国
内
で
生
産
さ
れ
た
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の

利
用
が
我
が
国
に
お
け
る
資
源
の
有
効
な
利
用
及
び
脱
炭
素
化
に
資
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
国
産
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
利
用
す
る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（
安
全
性
等
の
配
慮
）

第
二
条

製
造
事
業
者
は
、
前
条
の
規
定
に
即
し
て
テ
レ
ビ
受
像
機
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る

際
に
は
、
テ
レ
ビ
受
像
機
の
安
全
性
及
び
耐
久
性
そ
の
他
の
必
要
な
事
情
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。


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第
二
章

輸
入
販
売
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項

（
目
標
の
設
定
）

第
六
条

自
ら
輸
入
し
た
テ
レ
ビ
受
像
機
の
販
売
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
輸
入
販
売
事
業
者
」
と
い
う
。）は
、
再

生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
利
用
さ
れ
た
テ
レ
ビ
受
像
機
を
自
ら
輸
入
し
て
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
自
ら
輸
入
し
て
販
売
す
る
テ
レ
ビ
受
像
機
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
量
及
び

利
用
率
に
関
す
る
目
標
を
、
自
ら
輸
入
し
て
販
売
す
る
テ
レ
ビ
受
像
機
の
製
造
の
事
業
を
外
国
に
お
い
て
行
う
者
と

協
力
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
知
識
の
向
上
）

第
七
条

輸
入
販
売
事
業
者
は
、
テ
レ
ビ
受
像
機
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
必
要
な
知

識
の
向
上
を
図
る
も
の
と
す
る
。

（
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
）

第
八
条

輸
入
販
売
事
業
者
は
、
自
ら
輸
入
し
て
販
売
す
る
テ
レ
ビ
受
像
機
の
製
造
の
事
業
を
外
国
に
お
い
て
行
う
者

と
協
力
し
て
、
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
受
像
機
に
係
る
原
材
料
の
調
達
、

製
造
、
廃
棄
等
の
過
程
に
お
い
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
技
術
の
向
上
）

第
三
条

製
造
事
業
者
は
、
電
気
冷
蔵
庫
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
技
術

の
向
上
に
計
画
的
に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

一

再
資
源
化
を
行
う
事
業
者
と
連
携
し
て
、
電
気
冷
蔵
庫
に
係
る
使
用
済
物
品
等
か
ら
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
効
率
的
に
取
り
出
す
技
術

二

再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
電
気
冷
蔵
庫
に
利
用
す
る
技
術

三

そ
の
他
の
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術

（
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
）

第
四
条

製
造
事
業
者
は
、
電
気
冷
蔵
庫
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
電
気
冷
蔵

庫
に
係
る
原
材
料
の
調
達
、
製
造
、
廃
棄
等
の
過
程
に
お
い
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
に
努
め
る

も
の
と
す
る
。

（
管
理
体
制
の
整
備
）

第
五
条

製
造
事
業
者
は
、
製
造
し
た
電
気
冷
蔵
庫
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
量
及
び
利
用
率
を
適
切
に
把

握
し
、
そ
の
記
録
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

製
造
事
業
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
記
録
の
作
成
そ
の
他
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
事
務
を

適
切
に
行
う
た
め
、
事
業
場
ご
と
の
責
任
者
の
選
任
そ
の
他
管
理
体
制
の
整
備
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
章

輸
入
販
売
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項

（
目
標
の
設
定
）

第
六
条

自
ら
輸
入
し
た
電
気
冷
蔵
庫
の
販
売
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
輸
入
販
売
事
業
者
」
と
い
う
。）は
、
再
生

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
利
用
さ
れ
た
電
気
冷
蔵
庫
を
自
ら
輸
入
し
て
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利

用
を
促
進
す
る
た
め
、
自
ら
輸
入
し
て
販
売
す
る
電
気
冷
蔵
庫
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
量
及
び
利
用
率

に
関
す
る
目
標
を
、
自
ら
輸
入
し
て
販
売
す
る
電
気
冷
蔵
庫
の
製
造
の
事
業
を
外
国
に
お
い
て
行
う
者
と
協
力
し
て

定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
知
識
の
向
上
）

第
七
条

輸
入
販
売
事
業
者
は
、
電
気
冷
蔵
庫
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
必
要
な
知
識

の
向
上
を
図
る
も
の
と
す
る
。

（
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
）

第
八
条

輸
入
販
売
事
業
者
は
、
自
ら
輸
入
し
て
販
売
す
る
電
気
冷
蔵
庫
の
製
造
の
事
業
を
外
国
に
お
い
て
行
う
者
と

協
力
し
て
、
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
電
気
冷
蔵
庫
に
係
る
原
材
料
の
調
達
、製
造
、

廃
棄
等
の
過
程
に
お
い
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
十
号

資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
電
気
冷
蔵
庫
の
製
造
等
の
事
業
を
行
う
者
の
脱
炭
素
化
再
生
資
源
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
判
断
の
基
準
と
な
る

べ
き
事
項
を
定
め
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

電
気
冷
蔵
庫
の
製
造
等
の
事
業
を
行
う
者
の
脱
炭
素
化
再
生
資
源
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
判
断
の
基
準
と
な

る
べ
き
事
項
を
定
め
る
省
令

目
次第

一
章

製
造
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
（
第
一
条

第
五
条
）

第
二
章

輸
入
販
売
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
（
第
六
条

第
八
条
）

附
則

第
一
章

製
造
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項

（
目
標
の
設
定
）

第
一
条

電
気
冷
蔵
庫
の
製
造
（
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
に
発
注
し
て
製
造
す
る
こ
と
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
同
じ
。）の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
製
造
事
業
者
」
と
い
う
。）は
、
技
術
的
か
つ
経
済
的
に
可
能
な
範
囲
で
、

製
造
す
る
電
気
冷
蔵
庫
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成

三
年
政
令
第
三
百
二
十
七
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
再
生
資
源
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
利
用
量
及
び
利
用

率（
電
気
冷
蔵
庫
の
原
材
料
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
占
め
る
利
用
さ
れ
た
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
質
量
の
割
合
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）の
向
上
を
計
画
的
に
行
う
た
め
、
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
目
標
を
定
め
る
も
の

と
す
る
。

２

製
造
事
業
者
は
、
電
気
冷
蔵
庫
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
量
及
び
利
用
率
の
向
上
に
当
た
っ
て
は
、
国

産
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
国
内
で
生
産
さ
れ
た
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
利

用
が
我
が
国
に
お
け
る
資
源
の
有
効
な
利
用
及
び
脱
炭
素
化
に
資
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
国
産
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

利
用
す
る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（
安
全
性
等
の
配
慮
）

第
二
条

製
造
事
業
者
は
、
前
条
の
規
定
に
即
し
て
電
気
冷
蔵
庫
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
際

に
は
、
電
気
冷
蔵
庫
の
安
全
性
及
び
耐
久
性
そ
の
他
の
必
要
な
事
情
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
十
一
号

資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
電
気
洗
濯
機
の
製
造
等
の
事
業
を
行
う
者
の
脱
炭
素
化
再
生
資
源
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
判
断
の
基
準
と
な
る

べ
き
事
項
を
定
め
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正





船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
運
輸
省
令
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前

欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
第
十
条
の
二
第
一
項
の
船
舶
所
有
者
以
外
の
船

舶
所
有
者
の
努
力
義
務
）

（
第
十
条
の
二
第
一
項
の
船
舶
所
有
者
以
外
の
船

舶
所
有
者
の
努
力
義
務
）

第
十
条
の
九

第
十
条
の
二
第
一
項
の
船
舶
所
有
者

以
外
の
船
舶
所
有
者
は
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か

の
者
に
船
員
の
健
康
管
理
等
の
全
部
又
は
一
部
を

行
わ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
条
の
九

第
十
条
の
二
第
一
項
の
船
舶
所
有
者

以
外
の
船
舶
所
有
者
は
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か

の
者
に
船
員
の
健
康
管
理
等
の
全
部
又
は
一
部
を

行
わ
せ
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

第
十
条
の
三
及
び
第
十
条
の
四
の
規
定
は
、
前

項
各
号
に
規
定
す
る
者
に
船
員
の
健
康
管
理
等
の

全
部
又
は
一
部
を
行
わ
せ
る
船
舶
所
有
者
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
の

三
第
一
項
中
「
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の

２

第
十
条
の
三
及
び
第
十
条
の
四
の
規
定
は
、
前

項
各
号
に
規
定
す
る
者
に
船
員
の
健
康
管
理
等
の

全
部
又
は
一
部
を
行
わ
せ
る
船
舶
所
有
者
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
の

三
第
一
項
中
「
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

電
気
洗
濯
機
の
製
造
等
の
事
業
を
行
う
者
の
脱
炭
素
化
再
生
資
源
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
判
断
の
基
準
と
な

る
べ
き
事
項
を
定
め
る
省
令

目
次第

一
章

製
造
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
（
第
一
条

第
五
条
）

第
二
章

輸
入
販
売
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
（
第
六
条

第
八
条
）

附
則

第
一
章

製
造
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項

（
目
標
の
設
定
）

第
一
条

電
気
洗
濯
機
の
製
造
（
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
に
発
注
し
て
製
造
す
る
こ
と
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
同
じ
。）の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
製
造
事
業
者
」
と
い
う
。）は
、
技
術
的
か
つ
経
済
的
に
可
能
な
範
囲
で
、

製
造
す
る
電
気
洗
濯
機
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成

三
年
政
令
第
三
百
二
十
七
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
再
生
資
源
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
利
用
量
及
び
利
用

率（
電
気
洗
濯
機
の
原
材
料
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
占
め
る
利
用
さ
れ
た
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
質
量
の
割
合
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）の
向
上
を
計
画
的
に
行
う
た
め
、
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
目
標
を
定
め
る
も
の

と
す
る
。

２

製
造
事
業
者
は
、
電
気
洗
濯
機
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
量
及
び
利
用
率
の
向
上
に
当
た
っ
て
は
、
国

産
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
国
内
で
生
産
さ
れ
た
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
利

用
が
我
が
国
に
お
け
る
資
源
の
有
効
な
利
用
及
び
脱
炭
素
化
に
資
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
国
産
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

利
用
す
る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（
安
全
性
等
の
配
慮
）

第
二
条

製
造
事
業
者
は
、
前
条
の
規
定
に
即
し
て
電
気
洗
濯
機
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
際

に
は
、
電
気
洗
濯
機
の
安
全
性
及
び
耐
久
性
そ
の
他
の
必
要
な
事
情
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（
技
術
の
向
上
）

第
三
条

製
造
事
業
者
は
、
電
気
洗
濯
機
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
技
術

の
向
上
に
計
画
的
に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

一

再
資
源
化
を
行
う
事
業
者
と
連
携
し
て
、
電
気
洗
濯
機
に
係
る
使
用
済
物
品
等
か
ら
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
効
率
的
に
取
り
出
す
技
術

二

再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
電
気
洗
濯
機
に
利
用
す
る
技
術

三

そ
の
他
の
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術

（
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
）

第
四
条

製
造
事
業
者
は
、
電
気
洗
濯
機
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
電
気
洗
濯

機
に
係
る
原
材
料
の
調
達
、
製
造
、
廃
棄
等
の
過
程
に
お
い
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
に
努
め
る

も
の
と
す
る
。

（
管
理
体
制
の
整
備
）

第
五
条

製
造
事
業
者
は
、
製
造
し
た
電
気
洗
濯
機
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
量
及
び
利
用
率
を
適
切
に
把

握
し
、
そ
の
記
録
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

製
造
事
業
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
記
録
の
作
成
そ
の
他
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
事
務
を

適
切
に
行
う
た
め
、
事
業
場
ご
と
の
責
任
者
の
選
任
そ
の
他
管
理
体
制
の
整
備
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
章

輸
入
販
売
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項

（
目
標
の
設
定
）

第
六
条

自
ら
輸
入
し
た
電
気
洗
濯
機
の
販
売
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
輸
入
販
売
事
業
者
」
と
い
う
。）は
、
再
生

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
利
用
さ
れ
た
電
気
洗
濯
機
を
自
ら
輸
入
し
て
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利

用
を
促
進
す
る
た
め
、
自
ら
輸
入
し
て
販
売
す
る
電
気
洗
濯
機
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
量
及
び
利
用
率

に
関
す
る
目
標
を
、
自
ら
輸
入
し
て
販
売
す
る
電
気
洗
濯
機
の
製
造
の
事
業
を
外
国
に
お
い
て
行
う
者
と
協
力
し
て

定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
知
識
の
向
上
）

第
七
条

輸
入
販
売
事
業
者
は
、
電
気
洗
濯
機
に
係
る
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
必
要
な
知
識

の
向
上
を
図
る
も
の
と
す
る
。

（
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
）

第
八
条

輸
入
販
売
事
業
者
は
、
自
ら
輸
入
し
て
販
売
す
る
電
気
洗
濯
機
の
製
造
の
事
業
を
外
国
に
お
い
て
行
う
者
と

協
力
し
て
、
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
電
気
洗
濯
機
に
係
る
原
材
料
の
調
達
、製
造
、

廃
棄
等
の
過
程
に
お
い
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
十
二
号

資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
三
年
政
令
第
三
百
二
十
七
号
）
第
四
条
第
二
項
第
二
号

チ
の
規
定
に
基
づ
き
、
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
四
条
第
二
項
第
二
号
チ
の
特
殊
の
用
途

に
使
用
す
る
自
動
車
を
定
め
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
四
条
第
二
項
第
二
号
チ
の
特
殊
の
用
途
に
使
用
す
る
自

動
車
を
定
め
る
省
令

資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
四
条
第
二
項
第
二
号
チ
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

ホ
イ
ー
ル
式
高
所
作
業
車

二

無
人
搬
送
車

三

構
内
け
ん
引
車

四

走
行
台
車
（
道
路
以
外
の
場
所
の
み
に
お
い
て
用
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
運
搬
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。）

五

重
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

六

ド
リ
ル
ジ
ャ
ン
ボ
（
鑿
岩
機
を
支
持
す
る
ア
ー
ム
が
二
本
以
上
の
も
の
に
限
る
。）

七

コ
ン
ク
リ
ー
ト
吹
付
機

八

非
屈
折
式
ロ
ー
ド
ヒ
ー
タ

九

ゴ
ル
フ
カ
ー

十

遊
戯
用
自
動
車

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
十
四
号

船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之





は
「
周
知
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
、
第

十
条
の
四
第
一
項
中
「
提
供
し
な
け
れ
ば
」
と
あ

る
の
は
「
提
供
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

は
「
周
知
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
、
第

十
条
の
四
第
一
項
中
「
提
供
し
な
け
れ
ば
」
と
あ

る
の
は
「
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

航
空
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

航
空
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍

線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、

こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

（
健
康
相
談
へ
の
対
応
）

（
船
員
か
ら
の
健
康
相
談
へ
の
対
応
）

第
十
条
の
十

船
舶
所
有
者
は
、
産
業
医
又
は
前
条

第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
者
に
よ
る
船
員
の
健
康

管
理
等
の
適
切
な
実
施
を
図
る
た
め
、
産
業
医
又

は
同
項
各
号
に
規
定
す
る
者
が
船
員
か
ら
の
健
康

相
談
に
応
じ
、
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な

体
制
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
条
の
十

船
舶
所
有
者
は
、
産
業
医
又
は
前
条

第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
者
に
よ
る
船
員
の
健
康

管
理
等
の
適
切
な
実
施
を
図
る
た
め
、
産
業
医
又

は
同
項
各
号
に
規
定
す
る
者
が
船
員
か
ら
の
健
康

相
談
に
応
じ
、
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な

体
制
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
治
療
と
就
業
の
両
立
支
援
）

第
十
条
の
十
一

船
舶
所
有
者
は
、
負
傷
、
疾
病
そ

の
他
の
理
由
に
よ
り
治
療
を
受
け
る
船
員
に
つ
い

て
、
就
業
に
よ
る
負
傷
又
は
疾
病
の
症
状
の
増
悪

そ
の
他
の
健
康
へ
の
悪
影
響
を
防
止
し
、
そ
の
治

療
と
就
業
と
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
、
国
土
交

通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
指
針
に
従
い
、
当
該
船

員
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
適
切
に
対
応
す
る
た
め

に
必
要
な
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
保
健
指
導
等
）

（
保
健
指
導
等
）

第
三
十
一
条
の
六

船
舶
所
有
者
は
、
健
康
検
査
の

結
果
、
特
に
健
康
の
保
持
に
努
め
る
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
船
員
に
対
し
、
医
師
又
は
保
健
師
に
よ

る
保
健
指
導
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
三
十
一
条
の
六

船
舶
所
有
者
は
、
健
康
検
査
の

結
果
、
特
に
健
康
の
保
持
に
努
め
る
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
船
員
に
対
し
、
医
師
又
は
保
健
師
に
よ

る
保
健
指
導
を
行
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
面
接

指
導
を
行
う
船
員
以
外
の
船
員
に
対
す
る
面
接
指

導
等
）

（
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
面
接

指
導
を
行
う
船
員
以
外
の
船
員
に
対
す
る
面
接
指

導
等
）

第
三
十
二
条
の
六

船
舶
所
有
者
は
、
第
三
十
二
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
面
接
指
導
を
行
う
船

員
以
外
の
船
員
で
あ
つ
て
健
康
へ
の
配
慮
が
必
要

な
も
の
と
し
て
船
舶
所
有
者
が
定
め
た
基
準
に
該

当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
面
接
指
導
の

実
施
又
は
同
項
の
面
接
指
導
に
準
ず
る
措
置
（
以

下
「
面
接
指
導
等
」
と
い
う
。）を
講
ず
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
二
条
の
六

船
舶
所
有
者
は
、
第
三
十
二
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
面
接
指
導
を
行
う
船

員
以
外
の
船
員
で
あ
つ
て
健
康
へ
の
配
慮
が
必
要

な
も
の
と
し
て
船
舶
所
有
者
が
定
め
た
基
準
に
該

当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
面
接
指
導
の

実
施
又
は
同
項
の
面
接
指
導
に
準
ず
る
措
置
（
以

下
「
面
接
指
導
等
」
と
い
う
。）を
講
ず
る
よ
う
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
の
船
舶
所
有
者
以
外

の
船
舶
所
有
者
の
努
力
義
務
）

（
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
の
船
舶
所
有
者
以
外

の
船
舶
所
有
者
の
努
力
義
務
）

第
三
十
二
条
の
七

船
舶
所
有
者
（
常
時
五
十
人
以

上
の
船
員
を
使
用
す
る
船
舶
所
有
者
を
除
く
。）

は
、
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
の
要
件
又
は
前
条

の
基
準
に
該
当
す
る
船
員
に
つ
い
て
、
面
接
指
導

等
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
三
十
二
条
の
七

船
舶
所
有
者
（
常
時
五
十
人
以

上
の
船
員
を
使
用
す
る
船
舶
所
有
者
を
除
く
。）

は
、
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
の
要
件
又
は
前
条

の
基
準
に
該
当
す
る
船
員
に
つ
い
て
、
面
接
指
導

等
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
第
三
十
二
条
の
八
第
一
項
の
船
舶
所
有
者
以
外

の
船
舶
所
有
者
の
努
力
義
務
）

（
第
三
十
二
条
の
八
第
一
項
の
船
舶
所
有
者
以
外

の
船
舶
所
有
者
の
努
力
義
務
）

第
三
十
二
条
の
十
六

船
舶
所
有
者
（
常
時
五
十
人

以
上
の
船
員
を
使
用
す
る
船
舶
所
有
者
を
除
く
。）

は
、
常
時
使
用
す
る
船
員
に
つ
い
て
、
検
査
及
び

医
師
に
よ
る
面
接
指
導
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
二
条
の
十
六

船
舶
所
有
者
（
常
時
五
十
人

以
上
の
船
員
を
使
用
す
る
船
舶
所
有
者
を
除
く
。）

は
、
常
時
使
用
す
る
船
員
に
つ
い
て
、
検
査
及
び

医
師
に
よ
る
面
接
指
導
を
行
う
よ
う
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
国
土
交
通
省
令
第
十
五
号

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
百
三
十
七
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
航
空
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之





改

正

後

改

正

前

（
機
体
認
証
）

（
機
体
認
証
）

第
二
百
三
十
六
条
の
十
二

（
略
）

第
二
百
三
十
六
条
の
十
二

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
添
付
す
べ
き
書
類
及
び
提
出
の
時
期
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
区
分
に
よ
る
。
た
だ
し
、
申

請
の
際
現
に
航
空
の
用
に
供
し
た
無
人
航
空
機
に
係
る
当
該
書
類
の
提
出
時
期
は
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

時
期
に
か
か
わ
ら
ず
、
申
請
時
と
す
る
。

２

前
項
の
申
請
書
に
添
付
す
べ
き
書
類
及
び
提
出
の
時
期
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
区
分
に
よ
る
。
た
だ
し
、
申

請
の
際
現
に
航
空
の
用
に
供
し
た
無
人
航
空
機
に
係
る
当
該
書
類
の
提
出
時
期
は
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

時
期
に
か
か
わ
ら
ず
、
申
請
時
と
す
る
。

区

分

添

付

書

類

提
出
の
時
期

区

分

添

付

書

類

提
出
の
時
期

（
略
）

（
略
）

二

法
第
百
三
十
二
条
の
十
三
第
一
項
の

一
〜
三

（
略
）

（
略
）

二

法
第
百
三
十
二
条
の
十
三
第
一
項
の

一
〜
三

（
略
）

（
略
）

（
削
る
）

四

無
人
航
空
機
の
製
造
者
等
に
お
い

て
整
備
を
行
つ
た
場
合
は
、
そ
の
確

認
を
し
た
旨
を
証
す
る
書
類

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

参
考
事
項
を
記
載
し
た
書
類

五

前
四
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

参
考
事
項
を
記
載
し
た
書
類

（
略
）

（
略
）

機
体
認
証
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
無

人
航
空
機
及
び
法
第
百
三
十
二
条
の

十
六
第
一
項
の
型
式
認
証
を
受
け
た

機
体
認
証
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
無

人
航
空
機
及
び
法
第
百
三
十
二
条
の

十
六
第
一
項
の
型
式
認
証
を
受
け
た

型
式
の
無
人
航
空
機
（
次
の
項
に
掲

げ
る
無
人
航
空
機
を
除
く
。）

型
式
の
無
人
航
空
機
（
三
に
掲
げ
る

無
人
航
空
機
を
除
く
。）

３

前
項
の
表
の
一
の
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
無
人
航
空
機
で
あ
つ
て
、
そ
の
設
計
及
び
製
造
過
程
が
法
第
百
三
十

二
条
の
十
六
第
一
項
の
型
式
認
証
を
受
け
た
型
式
の
設
計
及
び
製
造
過
程
と
同
一
で
あ
る
も
の
が
、
第
二
種
機

体
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
表
の
一
の
項
の
中
欄
第
一

号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
に
代
え
て
、
当
該
無
人
航
空
機
の
設
計
及
び
製
造
過
程
が
当
該
型
式
認
証

を
受
け
た
型
式
の
設
計
及
び
製
造
過
程
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
当
該
型
式
認
証
又
は
当
該
型
式

認
証
の
変
更
の
承
認
を
受
け
た
者
が
発
行
し
た
も
の
に
限
る
。）と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

４

第
二
項
の
表
の
一
の
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
無
人
航
空
機
で
あ
つ
て
、
そ
の
設
計
及
び
製
造
過
程
が
法
第
百
三

十
二
条
の
十
六
第
一
項
の
型
式
認
証
を
受
け
た
型
式
の
設
計
及
び
製
造
過
程
と
同
一
で
あ
り
、
か
つ
、
無
人
航

空
機
の
製
造
者
等
が
安
全
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
も
の
（
最
後
の
整
備
を
し
た
後
に
航
空
の
用
に

供
し
た
も
の
を
除
く
。）が
、
第
二
種
機
体
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
二
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
同
表
の
一
の
項
の
中
欄
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
に
代
え
て
、
当
該
無
人
航
空
機

が
現
状
に
つ
い
て
安
全
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
当
該
無
人
航
空
機
の
製
造
者
等
が
発
行
し
た

も
の
で
あ
つ
て
、
機
体
認
証
申
請
以
前
三
十
日
以
内
に
発
行
し
た
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

５

第
二
項
の
表
の
二
の
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
無
人
航
空
機
で
あ
つ
て
、
無
人
航
空
機
の
製
造
者
等
が
安
全
基
準

に
適
合
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
も
の
（
最
後
の
整
備
を
し
た
後
に
航
空
の
用
に
供
し
た
も
の
を
除
く
。）が
、
第

二
種
機
体
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
表
の
二
の
項
の

中
欄
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
に
代
え
て
、
当
該
無
人
航
空
機
が
現
状
に
つ
い
て
安
全
基
準
に

適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

６
・
７

（
略
）

３
・
４

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



法

規

的

告

示

（
規
則
第
四
十
三
条
の
三
の
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
漁
業
協
同
組
合
）

第
三
条

規
則
第
四
十
三
条
の
三
（
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
漁
業
協
同
組
合
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
道
県
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
漁
業
協
同

組
合
と
す
る
。

道

県

指

定

す

る

漁

業

協

同

組

合

北
海
道

寿
都
町
漁
業
協
同
組
合
、
ひ
や
ま
漁
業
協
同
組
合
、
上
磯
郡
漁
業
協
同
組
合
、
昆
布
森
漁
業
協
同
組
合
、
厚
岸
漁
業
協
同
組
合
、
散
布
漁
業
協
同
組
合
、
根
室
湾
中
部
漁
業
協
同
組
合
、
網
走
漁
業
協
同
組
合
、
常

呂
漁
業
協
同
組
合
、
佐
呂
間
漁
業
協
同
組
合
、
湧
別
漁
業
協
同
組
合
、
紋
別
漁
業
協
同
組
合

岩
手
県

宮
古
漁
業
協
同
組
合
、
船
越
湾
漁
業
協
同
組
合
、
三
陸
や
ま
だ
漁
業
協
同
組
合
、
新
お
お
つ
ち
漁
業
協
同
組
合
、

石
東
部
漁
業
協
同
組
合
、

石
湾
漁
業
協
同
組
合
、
唐
丹
町
漁
業
協
同
組
合
、
越
喜
来
漁
業
協

同
組
合
、
大
船
渡
市
漁
業
協
同
組
合
、
広
田
湾
漁
業
協
同
組
合

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

漁
獲
・
特
定
養
殖
共
済
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
告
示

（
用
語
）

第
一
条

こ
の
告
示
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）、
漁
業
災
害
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）及
び

漁
業
災
害
補
償
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
農
林
省
令
第
三
十
五
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

「
漁
船
」
と
は
、
第
四
条
各
号
に
掲
げ
る
附
属
漁
船
以
外
の
漁
船
を
い
う
。

二

「
約
定
限
度
内
塡
補
方
式
」
と
は
、
規
則
第
五
十
六
条
第
一
号
（
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
特
約
に
係
る
塡
補
方
式
を
い
う
。

三

「
支
払
上
限
付
低
事
故
不
塡
補
方
式
」
と
は
、
規
則
第
五
十
六
条
第
二
号
（
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
特
約
に
係
る
塡
補
方
式
を
い
う
。

四

「
地
震
等
限
定
塡
補
方
式
」
と
は
、
規
則
第
五
十
六
条
第
三
号
（
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
特
約
に
係
る
塡
補
方
式
を
い
う
。

五

「
地
震
等
比
例
塡
補
付
約
定
限
定
内
塡
補
方
式
」
と
は
、
規
則
第
五
十
六
条
第
四
号
（
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
特
約
に
係
る
塡
補
方
式
を
い
う
。

（
令
第
五
条
第
二
項
第
一
号
の
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
湖
沼
）

第
二
条

令
第
五
条
第
二
項
第
一
号
（
令
第
三
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
十
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
湖
沼
は
、
サ
ロ
マ
湖
、
能
取
湖
、
網
走
湖
、
風
蓮
湖
、
温
根
沼
、
厚
岸
湖
、
十
三
湖
、
小

川
原
湖
並
び
に
霞
ヶ
浦
、
北
浦
及
び
外
浪
逆
浦
（
こ
れ
ら
の
湖
沼
を
連
絡
す
る
水
路
で
あ
っ
て
茨
城
県
の
区
域
に
属
す
る
部
分
を
含
む
。）、
加
茂
湖
、
浜
名
湖
並
び
に
琵
琶
湖
と
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
号

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
一
号
イ

の
規
定
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
が
重
点
的
に
医
師
の
確
保
を
図
る
必
要
が
あ
る
区
域
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
参
酌
す
べ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基

準
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

都
道
府
県
が
重
点
的
に
医
師
の
確
保
を
図
る
必
要
が
あ
る
区
域
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
参
酌
す
べ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準

医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
一
号
イ

に
規
定
す
る
都
道
府
県
が
重
点
的
に
医
師
の
確
保
を
図
る
必
要
が
あ
る
区
域
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
参
酌
す
べ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ

と
と
す
る
。

一

各
都
道
府
県
に
お
い
て
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
一
号
ロ
に
規
定
す
る
指
標
の
値
が
最
も
小
さ
い
、
同
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
区
域
で
あ
る
こ
と

二

医
師
少
数
都
道
府
県
（
都
道
府
県
医
師
偏
在
指
標
（
そ
の
都
道
府
県
に
住
所
を
有
す
る
者
に
係
る
性
別
及
び
年
齢
階
級
別
の
受
療
率
そ
の
他
の
要
素
を
勘
案
し
た
上
で
、
当
該
都
道
府
県
に
お
い
て
診
療
に
従
事
す
る
医
師
の
数
を
当
該
都

道
府
県
に
住
所
を
有
す
る
者
の
数
で
除
し
て
算
定
す
る
方
法
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
た
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
医
師
の
数
に
関
す
る
指
標
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
値
が
、
全
国
の
都
道
府
県
に
係
る
都
道
府
県
医
師
偏
在

指
標
の
値
を
最
も
小
さ
い
も
の
か
ら
順
次
そ
の
順
位
を
付
し
た
場
合
に
お
け
る
順
位
の
値
が
十
六
と
な
る
都
道
府
県
に
係
る
都
道
府
県
医
師
偏
在
指
標
の
値
以
下
で
あ
る
都
道
府
県
を
い
う
。）に
お
け
る
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
六
項
に
規

定
す
る
区
域
で
あ
る
こ
と

三

医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
六
項
に
規
定
す
る
区
域
で
あ
っ
て
、
当
該
区
域
に
お
け
る
可
住
地
面
積
当
た
り
医
師
数
（
可
住
地
面
積
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
診
療
に
従
事
す
る
医
師
の
数
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）

の
値
が
、
全
国
の
同
条
第
二
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
区
域
に
お
け
る
可
住
地
面
積
当
た
り
医
師
数
の
値
を
最
も
小
さ
い
も
の
か
ら
順
次
そ
の
順
位
を
付
し
た
場
合
に
お
け
る
順
位
の
値
が
全
国
の
同
号
に
規
定
す
る
区
域
の
総
数
を
四
で
除

し
て
得
た
数
（
一
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
数
）
と
な
る
同
号
に
規
定
す
る
区
域
に
係
る
可
住
地
面
積
当
た
り
医
師
数
の
値
以
下
で
あ
る
同
号
に
規
定
す
る
区
域
で
あ
る
こ
と

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
四
百
八
号

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
二
項
、
同
条
第
四
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
百
十
二
条
第
二
項
、
第
百
十
三
条
の
三
第
二
項
、（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
四
十
条
第
二
項
、
第
百
四
十
一
条
第
一
号
、
第
百
四
十
七
条
の
五
第
二
項
、
第
百
四
十
七
条
の
六
並
び
に
漁
業
災
害
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
）
第
五
条
第
二
項
第
一

号
、
第
十
条
第
一
号
及
び
第
四
十
二
条
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
令
第
三
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
漁
業
災
害
補
償
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
農
林
省
令
第
三
十
五
号
）
第
四
十
三
条
の
三
及
び
第
五
十
四
条
の
二

第
二
項
第
三
号
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
漁
獲
・
特
定
養
殖
共
済
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
、令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和





宮
城
県

塩

市
漁
業
協
同
組
合
、
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

新
潟
県

加
茂
湖
漁
業
協
同
組
合
、
佐
渡
漁
業
協
同
組
合

石
川
県

石
川
県
漁
業
協
同
組
合

兵
庫
県

坊
勢
漁
業
協
同
組
合
、
室
津
漁
業
協
同
組
合
、
相
生
漁
業
協
同
組
合
、
赤
穂
市
漁
業
協
同
組
合
、
岩
見
漁
業
協
同
組
合
、
姫
路
市
漁
業
協
同
組
合

島
根
県

漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
、
海
士
町
漁
業
協
同
組
合

岡
山
県

日
生
町
漁
業
協
同
組
合
、
伊
里
漁
業
協
同
組
合
、
邑
久
町
漁
業
協
同
組
合
、
牛
窓
町
漁
業
協
同
組
合
、
寄
島
町
漁
業
協
同
組
合
、
笠
岡
市
漁
業
協
同
組
合

徳
島
県

宍
喰
漁
業
協
同
組
合
、
鞆
浦
漁
業
協
同
組
合

香
川
県

鴨
庄
漁
業
協
同
組
合
、
池
田
漁
業
協
同
組
合
、
さ
ぬ
き
市
漁
業
協
同
組
合

熊
本
県

鏡
町
漁
業
協
同
組
合

大
分
県

大
分
県
漁
業
協
同
組
合

（
基
準
共
済
掛
金
率
）

第
六
条

法
第
百
十
二
条
第
二
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）の
基
準
共
済
掛
金
率
（
次
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。）は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ

塡
補
方
式
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
と
す
る
。

区

分

塡

補

方

式

漁
業
の
種
類

漁
業
に
使
用
す
る
漁
船

の
合
計
総
ト
ン
数
、
共

済
契
約
者
の
住
所
若
し

く
は
所
在
地
の
属
す
る

区
域
又
は
共
済
契
約
者

若
し
く
は
そ
の
構
成
員

が
当
該
漁
業
を
主
と
し

て
営
む
水
域

全
事
故
比
例
塡

補
方
式

約
定
限
度
内
塡
補
方
式

支
払
上
限
付
低
事
故
不
塡
補
方
式

地
震
等
限
定
塡

補
方
式

方
式
で
定
め
る

割
合
が
三
〇
％

の
場
合

方
式
で
定
め
る

割
合
が
二
〇
％

の
場
合

方
式
で
定
め
る

割
合
が
一
〇
％

の
場
合

方
式
で
定
め
る

割
合
が
三
〇
％

の
場
合

方
式
で
定
め
る

割
合
が
二
〇
％

の
場
合

方
式
で
定
め
る

割
合
が
一
〇
％

の
場
合

％

％

％

％

％

％

％

％

わ
か
め
を
と
る
漁
業

二
四
・
七
七

一
〇
・
八
四

八
・
〇
七

四
・
八
八

五
・
〇
二

八
・
一
四

一
一
・
八
二

〇
・
一
〇

一
区

一
六
・
九
二

一
〇
・
三
二

七
・
七
五

四
・
三
九

二
・
二
七

四
・
七
九

八
・
二
四

〇
・
一
〇

こ
ん
ぶ
を
と
る
漁
業

二
区

七
・
九
六

五
・
六
五

四
・
三
〇

二
・
五
五

一
・
四
八

二
・
七
四

四
・
五
九

〇
・
一
〇

三
区

二
一
・
三
〇

一
一
・
九
〇

八
・
五
二

四
・
九
一

二
・
八
六

五
・
六
〇

九
・
六
〇

〇
・
一
〇

四
区

二
九
・
九
〇

一
五
・
三
七

一
〇
・
五
六

五
・
八
二

三
・
六
九

七
・
五
八

一
三
・
〇
七

〇
・
一
〇

て
ん
ぐ
さ
を
と
る
漁
業

二
五
・
四
七

一
四
・
四
二

一
〇
・
〇
〇

五
・
四
三

四
・
三
六

八
・
一
〇

一
二
・
八
九

〇
・
一
〇

あ
わ
び
を
と
る
漁
業

一
七
・
一
三

一
〇
・
七
四

八
・
一
六

四
・
五
〇

二
・
〇
二

三
・
七
六

七
・
二
五

〇
・
一
〇

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

（
令
第
十
条
第
一
号
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
附
属
漁
船
）

第
四
条

令
第
十
条
第
一
号
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
附
属
漁
船
は
、
次
に
掲
げ
る
漁
船
と
す
る
。

一

専
ら
漁
場
か
ら
漁
獲
物
又
は
そ
の
製
品
を
運
搬
す
る
漁
船

二

集
魚
灯
を
備
え
て
専
ら
魚
群
を
集
め
る
こ
と
に
従
事
す
る
漁
船

三

魚
群
探
知
機
を
備
え
て
専
ら
魚
群
を
探
知
し
網
船
に
よ
る
漁
ろ
う
を
補
助
す
る
漁
船

（
法
第
百
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
割
合
）

第
五
条

法
第
百
十
二
条
第
一
項
第
一
号
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
割
合
は
、
百
分
の
八
十
五
と
す
る
。





ま
き
網
漁
業

一
〇
・
三
六

六
・
二
四

四
・
六
七

三
・
一
〇

〇
・
七
六

一
・
七
四

三
・
八
七

〇
・
一
〇

さ
ん
ま
棒
受
網
漁
業

百
ト
ン
未
満

二
一
・
四
七

一
一
・
九
五

九
・
〇
一

六
・
〇
〇

二
・
二
二

四
・
八
九

九
・
一
六

〇
・
一
〇

百
ト
ン
以
上

二
〇
・
一
二

一
一
・
五
八

八
・
三
九

五
・
四
八

二
・
一
五

四
・
六
七

八
・
五
二

〇
・
一
〇

敷
網
漁
業

一
六
・
二
三

一
〇
・
一
四

七
・
九
〇

四
・
七
二

二
・
〇
二

三
・
六
九

七
・
二
四

〇
・
一
〇

五
区

一
八
・
二
〇

一
二
・
一
三

九
・
六
六

五
・
三
二

二
・
六
四

四
・
七
七

八
・
六
八

〇
・
一
〇

船
び
き
網
漁
業

六
区

一
二
・
四
四

八
・
二
九

六
・
五
七

三
・
九
七

二
・
一
一

三
・
八
三

六
・
二
三

〇
・
一
〇

七
区

一
五
・
五
一

一
〇
・
三
四

八
・
二
四

四
・
九
三

二
・
五
〇

四
・
四
二

七
・
四
七

〇
・
一
〇

ほ
た
て
貝
け
た
網
漁
業

一
二
・
八
七

八
・
五
八

七
・
八
四

六
・
三
三

〇
・
九
五

一
・
八
三

四
・
〇
七

〇
・
一
〇

二
十
ト
ン
未
満

八
区

六
・
三
〇

四
・
三
五

三
・
六
一

二
・
三
七

〇
・
七
一

一
・
〇
五

二
・
〇
九

〇
・
一
〇

九
区

七
・
九
三

五
・
三
七

四
・
六
〇

二
・
九
九

〇
・
七
一

一
・
一
七

二
・
五
六

〇
・
一
〇

底
び
き
網
漁
業

二
十
ト
ン
以
上

十
区

五
・
三
三

三
・
七
七

三
・
一
七

二
・
〇
二

〇
・
七
一

〇
・
九
四

一
・
八
六

〇
・
一
〇

十
一
区

九
・
七
七

六
・
五
一

五
・
六
八

三
・
六
八

〇
・
七
一

一
・
三
九

三
・
一
三

〇
・
一
〇

十
二
区

七
・
九
二

五
・
三
七

四
・
五
九

二
・
九
〇

〇
・
七
一

一
・
一
六

二
・
五
五

〇
・
一
〇

太
平
洋
さ
け
ま
す
流
し
網
漁
業

一
〇
・
六
〇

五
・
七
二

四
・
七
三

二
・
六
四

一
・
〇
四

二
・
三
二

四
・
六
四

〇
・
一
〇

す
け
と
う
だ
ら
刺
し
網
漁
業

十
三
区

一
八
・
二
九

一
一
・
二
八

八
・
五
九

五
・
二
二

三
・
一
〇

五
・
八
八

九
・
七
四

〇
・
一
〇

十
四
区

一
三
・
八
五

八
・
〇
〇

六
・
一
九

三
・
六
八

二
・
二
八

四
・
二
六

七
・
〇
〇

〇
・
一
〇

刺
し
網
漁
業

一
〇
・
五
一

六
・
八
四

五
・
二
〇

二
・
七
七

一
・
一
二

二
・
一
二

四
・
〇
三

〇
・
一
〇

す
け
と
う
だ
ら
は
え
縄
漁
業

十
三
区

一
八
・
二
九

一
一
・
二
八

八
・
五
九

五
・
二
二

三
・
一
〇

五
・
八
八

九
・
七
四

〇
・
一
〇

十
四
区

一
三
・
八
五

八
・
〇
〇

六
・
一
九

三
・
六
八

二
・
二
八

四
・
二
六

七
・
〇
〇

〇
・
一
〇

ふ
ぐ
あ
ま
だ
い
は
え
縄
漁
業

一
二
・
〇
六

八
・
〇
四

六
・
八
四

四
・
三
九

〇
・
八
三

二
・
一
一

四
・
八
四

〇
・
一
〇

い
か
釣
り
漁
業

一
〇
・
七
八

七
・
三
三

六
・
〇
〇

三
・
六
八

一
・
二
九

二
・
六
四

四
・
九
五

〇
・
一
〇

か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業

七
・
一
四

四
・
七
六

四
・
一
一

二
・
六
四

〇
・
四
三

〇
・
九
八

二
・
四
五

〇
・
一
〇

釣
り
漁
業

六
・
二
一

四
・
一
四

三
・
三
八

二
・
〇
九

〇
・
六
九

一
・
三
二

二
・
六
三

〇
・
一
〇

か
に
か
ご
漁
業

十
五
区

九
・
二
七

五
・
四
三

四
・
一
九

二
・
四
八

一
・
一
六

二
・
四
〇

四
・
一
二

〇
・
一
〇

十
六
区

七
・
五
八

四
・
三
五

三
・
四
五

二
・
〇
〇

〇
・
八
三

一
・
七
四

二
・
九
二

〇
・
一
〇

九
月
未
満

十
七
区

一
〇
・
七
七

六
・
六
四

五
・
二
〇

二
・
八
三

一
・
四
七

二
・
九
二

五
・
六
〇

〇
・
一
〇

小
型
定
置
漁
業

十
八
区

一
五
・
九
九

一
〇
・
〇
七

七
・
七
九

四
・
一
五

二
・
一
七

四
・
四
五

八
・
二
八

〇
・
一
〇

九
月
以
上

十
七
区

九
・
〇
〇

六
・
〇
〇

四
・
九
一

二
・
九
三

一
・
一
二

二
・
三
一

四
・
五
三

〇
・
一
〇

十
八
区

一
一
・
九
四

七
・
九
六

六
・
三
〇

三
・
七
四

一
・
四
五

二
・
九
九

五
・
八
五

〇
・
一
〇

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



さ
け
定
置
漁
業

一
五
・
六
八

一
〇
・
四
五

七
・
九
七

四
・
四
三

二
・
四
一

五
・
一
三

八
・
六
七

〇
・
一
〇

九
月
未
満

十
九
区

一
二
・
七
五

八
・
三
八

七
・
〇
一

四
・
二
九

一
・
七
〇

三
・
四
五

六
・
〇
九

〇
・
一
〇

大
型
定
置
漁
業

二
十
区

九
・
七
六

六
・
一
五

五
・
二
六

三
・
四
五

一
・
三
〇

二
・
六
五

四
・
六
八

〇
・
一
〇

九
月
以
上

十
九
区

一
二
・
七
四

八
・
四
九

六
・
九
三

四
・
二
一

一
・
〇
〇

二
・
三
三

四
・
九
九

〇
・
一
〇

二
十
区

一
〇
・
七
九

七
・
一
九

五
・
九
三

三
・
七
五

〇
・
八
一

二
・
二
〇

四
・
四
一

〇
・
一
〇

そ
の
他
漁
業

一
一
・
五
七

六
・
九
八

五
・
六
一

三
・
三
〇

一
・
二
八

二
・
六
三

四
・
九
五

〇
・
一
〇

（
イ
）

底
び
き

網
を
使
用
し
て

営
む
漁
業
を
主

と
す
る
も
の

二
十
一
区

一
三
・
四
六

九
・
三
四

七
・
七
三

四
・
五
一

一
・
二
九

二
・
八
九

五
・
三
九

〇
・
一
〇

二
十
二
区

一
〇
・
三
三

七
・
一
三

六
・
〇
四

三
・
七
四

〇
・
九
六

二
・
〇
四

四
・
〇
七

〇
・
一
〇

（
ロ
）

船
び
き

網
を
使
用
し
て

営
む
漁
業
を
主

と
す
る
も
の

二
十
三
区

一
六
・
七
三

一
一
・
一
五

八
・
五
三

五
・
〇
〇

二
・
二
二

四
・
五
六

八
・
一
二

〇
・
一
〇

二
十
四
区

一
三
・
四
四

八
・
九
六

六
・
九
七

四
・
二
五

一
・
八
四

三
・
六
六

六
・
四
八

〇
・
一
〇

（
ハ
）

ま
き
網

を
使
用
し
て
営

む
漁
業
、
釣
り

に
よ
つ
て
い
か

若
し
く
は
ぶ
り

を
と
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
漁

業
、
棒
受
網
を

使
用
し
て
さ
ん

ま
を
と
る
こ
と

を
目
的
と
す
る

漁
業
又
は
総
生

産
金
額
に
占
め

る
さ
け
及
び
ま

す
の
生
産
金
額

の
割
合
が
二
分

の
一
を
超
え
る

漁
業
を
主
と
す

る
も
の

二
十
五
区

一
八
・
八
八

一
一
・
六
四

九
・
〇
九

五
・
〇
三

二
・
二
五

四
・
四
八

八
・
三
〇

〇
・
一
〇

小
型
合
併
漁
業

二
十
六
区

一
二
・
九
八

八
・
六
五

六
・
六
五

四
・
〇
〇

一
・
七
二

三
・
二
七

六
・
〇
三

〇
・
一
〇

二
十
七
区

一
五
・
〇
八

九
・
八
九

七
・
八
四

四
・
七
三

一
・
九
二

三
・
六
九

七
・
〇
三

〇
・
一
〇

（
ニ
）

（
イ
）

か
ら
（
ハ
）
ま

で
に
掲
げ
る
も

の
を
除
い
た
も

の

二
十
八
区

一
一
・
一
六

七
・
四
四

五
・
七
〇

三
・
三
五

一
・
三
七

二
・
九
五

五
・
三
四

〇
・
一
〇

二
十
九
区

一
〇
・
二
五

六
・
八
三

五
・
四
四

三
・
一
三

一
・
三
八

二
・
七
四

四
・
八
四

〇
・
一
〇

の
り
等
養
殖
業

一
区

九
・
〇
〇

六
・
〇
〇

四
・
六
五

二
・
八
二

一
・
一
七

二
・
五
九

五
・
〇
〇

〇
・
一
〇

二
区

一
〇
・
七
四

七
・
一
六

五
・
四
八

三
・
二
九

一
・
五
四

三
・
三
五

六
・
一
〇

〇
・
一
〇

わ
か
め
養
殖
業

全
て
の
水
域

一
七
・
五
七

一
〇
・
二
一

七
・
六
六

四
・
二
六

二
・
八
八

五
・
四
三

八
・
八
二

〇
・
一
〇

こ
ん
ぶ
養
殖
業

三
区

八
・
四
八

五
・
六
五

四
・
六
八

三
・
〇
六

一
・
一
一

二
・
一
六

三
・
八
七

〇
・
一
〇

四
区

一
三
・
一
七

八
・
七
八

七
・
四
六

五
・
〇
〇

一
・
七
九

三
・
七
一

六
・
三
二

〇
・
一
〇

真
珠
母
貝
養
殖
業

全
て
の
水
域

一
五
・
一
二

八
・
二
三

六
・
六
六

四
・
〇
〇

二
・
一
八

三
・
七
六

六
・
三
〇

〇
・
一
〇

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



ほ
た
て
貝
等
養
殖
業

全
て
の
水
域

一
四
・
二
四

八
・
八
二

六
・
四
七

三
・
五
一

一
・
九
七

三
・
五
五

六
・
四
六

〇
・
一
〇

特
定
か
き
養
殖
業

全
て
の
水
域

七
・
六
二

五
・
〇
八

四
・
一
四

二
・
五
三

〇
・
八
二

一
・
七
七

三
・
三
八

〇
・
一
〇

く
る
ま
え
び
養
殖
業

全
て
の
水
域

一
二
・
一
六

八
・
〇
一

六
・
〇
五

三
・
四
二

一
・
九
七

四
・
〇
五

六
・
六
八

〇
・
一
〇

う
に
養
殖
業

全
て
の
水
域

一
二
・
七
〇

六
・
〇
一

四
・
五
三

二
・
五
三

二
・
一
六

三
・
六
四

五
・
六
三

〇
・
一
〇

ほ
や
養
殖
業

全
て
の
水
域

一
二
・
四
七

八
・
一
〇

六
・
四
〇

三
・
五
七

一
・
七
二

三
・
一
一

五
・
六
六

〇
・
一
〇

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

備
考一

「
全
事
故
比
例
塡
補
方
式
」
と
は
、
法
第
百
十
三
条
第
一
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
共
済
金
を
支
払
う
塡
補
方
式
を
い
う
（
以
下
同
じ
。）。

二

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
漁
業
の
種
類
に
係
る
共
済
契
約
者
の
住
所
又
は
所
在
地
の
属
す
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

イ

「
一
区
」
と
は
、
北
海
道
の
区
域
の
う
ち
渡
島
総
合
振
興
局
又
は
胆
振
総
合
振
興
局
の
区
域
（
二
海
郡
八
雲
町
の
う
ち
旧
爾
志
郡
熊
石
町
の
区
域
を
除
く
。）を
、「
二
区
」
と
は
、
北
海
道
の
区
域
の
う
ち
日
高
振
興
局
、
十
勝
総
合

振
興
局
、
釧
路
総
合
振
興
局
又
は
根
室
振
興
局
の
区
域
を
、「
三
区
」
と
は
、
北
海
道
の
区
域
の
う
ち
一
区
及
び
二
区
の
区
域
以
外
の
区
域
を
、「
四
区
」
と
は
、
一
区
か
ら
三
区
ま
で
の
区
域
以
外
の
区
域
を
い
う
。

ロ

「
五
区
」
と
は
、
宮
城
県
、
千
葉
県
、
和
歌
山
県
、
広
島
県
、
香
川
県
、
愛
媛
県
、
高
知
県
、
長
崎
県
又
は
熊
本
県
の
区
域
を
、「
六
区
」
と
は
、
愛
知
県
、
三
重
県
、
徳
島
県
、
福
岡
県
又
は
大
分
県
の
区
域
を
、「
七
区
」
と
は
、

五
区
及
び
六
区
の
区
域
以
外
の
区
域
を
い
う
。

ハ

「
八
区
」
と
は
、
石
川
県
、
福
井
県
、
京
都
府
、
兵
庫
県
、
島
根
県
、
山
口
県
又
は
佐
賀
県
の
区
域
を
、「
九
区
」
と
は
、
八
区
の
区
域
以
外
の
区
域
を
、「
十
区
」
と
は
、
東
京
都
、
福
井
県
、
愛
知
県
、
兵
庫
県
、
鳥
取
県
又
は
長

崎
県
の
区
域
を
、「
十
一
区
」
と
は
、
北
海
道
、
青
森
県
、
秋
田
県
、
茨
城
県
、
千
葉
県
又
は
徳
島
県
の
区
域
を
、「
十
二
区
」
と
は
、
十
区
及
び
十
一
区
の
区
域
以
外
の
区
域
を
い
う
。

ニ

「
十
三
区
」
と
は
、
北
海
道
の
区
域
の
う
ち
根
室
振
興
局
の
区
域
を
、「
十
四
区
」
と
は
、
十
三
区
の
区
域
以
外
の
区
域
を
い
う
。

ホ

「
十
五
区
」
と
は
、
北
海
道
の
区
域
を
、「
十
六
区
」
と
は
、
十
五
区
の
区
域
以
外
の
区
域
を
い
う
。

ヘ

「
十
七
区
」
と
は
、
富
山
県
、
和
歌
山
県
、
岡
山
県
、
愛
媛
県
、
佐
賀
県
又
は
宮
崎
県
の
区
域
を
、「
十
八
区
」
と
は
、
十
七
区
の
区
域
以
外
の
区
域
を
い
う
。

ト

「
十
九
区
」
と
は
、
北
海
道
、
岩
手
県
、
神
奈
川
県
、
新
潟
県
、
福
井
県
、
島
根
県
、
山
口
県
、
徳
島
県
、
高
知
県
、
長
崎
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
又
は
沖
縄
県
の
区
域
を
、「
二
十
区
」
と
は
、
十
九
区
の
区
域
以
外
の
区
域
を

い
う
。

チ

「
二
十
一
区
」
と
は
、
青
森
県
、
茨
城
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
、
三
重
県
、
島
根
県
、
山
口
県
、
徳
島
県
、
高
知
県
、
福
岡
県
、
長
崎
県
、
宮
崎
県
又
は
鹿
児
島
県
の
区
域
を
、「
二
十
二
区
」
と
は
、
二
十
一
区
の
区
域
以
外
の

区
域
を
い
う
。

リ

「
二
十
三
区
」
と
は
、
千
葉
県
、
兵
庫
県
、
和
歌
山
県
、
山
口
県
、
愛
媛
県
又
は
福
岡
県
の
区
域
を
、「
二
十
四
区
」
と
は
、
二
十
三
区
の
区
域
以
外
の
区
域
を
い
う
。

ヌ

「
二
十
五
区
」
と
は
、
北
海
道
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
新
潟
県
、
静
岡
県
、
三
重
県
、
兵
庫
県
、
山
口
県
、
高
知
県
、
熊
本
県
、
宮
崎
県
又
は
鹿
児
島
県
の
区
域
を
、「
二
十
六
区
」
と
は
、
青
森
県
、
山
形
県
、
千
葉
県
、
京
都
府

又
は
佐
賀
県
の
区
域
を
、「
二
十
七
区
」
と
は
、
二
十
五
区
及
び
二
十
六
区
の
区
域
以
外
の
区
域
を
い
う
。

ル

「
二
十
八
区
」
と
は
、
北
海
道
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
富
山
県
、
福
井
県
、
愛
知
県
、
京
都
府
、
島
根
県
、
徳
島
県
、
高
知
県
、
福
岡
県
、
鹿
児
島
県
又
は
沖
縄
県
の
区
域
を
、「
二
十
九
区
」
と
は
、
二
十

八
区
の
区
域
以
外
の
区
域
を
い
う
。

三

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
漁
業
の
種
類
に
係
る
共
済
契
約
者
又
は
そ
の
構
成
員
が
当
該
漁
業
を
主
と
し
て
営
む
水
域
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

イ

「
一
区
」
と
は
、
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
長
崎
県
、
熊
本
県
及
び
鹿
児
島
県
の
地
先
水
面
を
、「
二
区
」
と
は
、
一
区
に
掲
げ
る
県
以
外
の
都
道
府
県
の
地
先
水
面
を
い
う
。

ロ

「
三
区
」
と
は
、
北
海
道
の
地
先
水
面
を
、「
四
区
」
と
は
、
北
海
道
以
外
の
都
府
県
の
地
先
水
面
を
い
う
。

四

二
以
上
の
漁
業
の
種
類
（
令
第
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
漁
業
に
属
す
る
も
の
に
限
る
。）を
一
括
し
て
対
象
と
す
る
漁
獲
・
特
定
養
殖
共
済
に
係
る
共
済
契
約
（
対
象
漁
業
の
い
ず
れ
か
が

に
掲
げ
る
漁
業
の
種
類

に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
総
ト
ン
数
十
ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り

か
ら

ま
で
及
び

に
掲
げ
る
漁
業
の
種
類
の
漁
業
を
併
せ
て
営
む
も
の
を
除
く
。）の
基
準
共
済
掛
金
率
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に

定
め
る
率
に
前
条
に
定
め
る
割
合
（
当
該
共
済
契
約
に
係
る
塡
補
方
式
が
地
震
等
限
定
塡
補
方
式
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
百
分
の
百
）
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。

イ

当
該
共
済
契
約
に
係
る
対
象
漁
業
の
う
ち
生
産
金
額
が
最
大
と
な
る
漁
業
の
種
類
の
漁
業
（
以
下
「
主
た
る
漁
業
」
と
い
う
。）の
生
産
金
額
が
全
て
の
対
象
漁
業
の
生
産
金
額
の
合
計
額
に
三
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額
以
上
で
あ

る
場
合

主
た
る
漁
業
の
表
に
掲
げ
る
率

ロ

イ
以
外
の
場
合

主
た
る
漁
業
の
表
に
掲
げ
る
率
と
主
た
る
漁
業
の
次
に
生
産
金
額
の
大
き
い
漁
業
の
種
類
の
漁
業
（
以
下
「
従
た
る
漁
業
」
と
い
う
。）の
同
表
に
掲
げ
る
率
を
総
和
平
均
し
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下

を
切
り
捨
て
る
。）

五

二
以
上
の
漁
業
の
種
類
（
令
第
五
条
第
三
項
に
定
め
る
特
定
養
殖
業
に
属
す
る
も
の
に
限
る
。）を
一
括
し
て
対
象
と
す
る
漁
獲
・
特
定
養
殖
共
済
に
係
る
共
済
契
約
の
基
準
共
済
掛
金
率
は
、
表
に
掲
げ
る
率
に
、
次
に
掲
げ
る
場
合

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
率
に
前
条
に
定
め
る
割
合
（
当
該
共
済
契
約
に
係
る
塡
補
方
式
が
地
震
等
限
定
塡
補
方
式
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
百
分
の
百
）
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す

る
。

イ

主
た
る
漁
業
の
生
産
金
額
が
全
て
の
対
象
漁
業
の
生
産
金
額
の
合
計
額
に
三
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額
以
上
で
あ
る
場
合

主
た
る
漁
業
の
表
に
掲
げ
る
率

ロ

イ
以
外
の
場
合

主
た
る
漁
業
の
表
に
掲
げ
る
率
と
従
た
る
漁
業
の
同
表
に
掲
げ
る
率
を
総
和
平
均
し
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）





ニ

直
前
契
約
に
よ
り
漁
業
共
済
組
合
か
ら
当
該
漁
獲
・
特
定
養
殖
共
済
の
共
済
金
の
支
払
を
受
け
又
は
受
け
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
当
該
共
済
金
の
金
額
が
当
該
直
前
契
約
に
係
る
共
済
掛
金
の
う
ち

純
共
済
掛
金
に
相
当
す
る
部
分
の
金
額
に
百
分
の
百
五
十
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
下
ら
な
い
場
合

当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
に
四
を
加
え
て
得
た
等
級
（
当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
が
二
十
八
等
級
、
二
十
九
等
級
、
三
十
等

級
又
は
三
十
一
等
級
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
十
一
等
級
）
が
属
す
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
割
合（
当
該
共
済
契
約
に
係
る
塡
補
方
式
が
地
震
等
限
定
塡
補
方
式
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

百
分
の
百
）

区

分

割

合

一
等
級

百
分
の
五
十

二
等
級

百
分
の
五
十
五

三
等
級

百
分
の
六
十

四
等
級

百
分
の
六
十
五

五
等
級

百
分
の
七
十

六
等
級

百
分
の
七
十
五

七
等
級

百
分
の
八
十

八
等
級

百
分
の
八
十
五

九
等
級

百
分
の
九
十

十
等
級

百
分
の
九
十
五

十
一
等
級

百
分
の
百

十
二
等
級

百
分
の
百
五

十
三
等
級

百
分
の
百
十

十
四
等
級

百
分
の
百
十
五

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

六

令
第
五
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
漁
業
に
属
す
る
一
の
漁
業
の
種
類
に
係
る
共
済
契
約
に
つ
い
て
共
済
契
約
者
の
営
む
当
該
共
済
契
約
に
係
る
漁
業
単
位
が
二
以
上
あ
る
場
合
（
当
該
漁
業
単
位
に
係
る
漁
業
の
種
類
の
い
ず
れ
か
が

に
掲
げ
る
漁
業
の
種
類
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
総
ト
ン
数
十
ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り

か
ら

ま
で
及
び

に
掲
げ
る
漁
業
の
種
類
を
併
せ
て
営
む
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）に
お
け
る
基
準
共
済
掛
金
率
は
、
次
に

掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
も
の
に
百
分
の
九
十
（
当
該
共
済
契
約
に
係
る
塡
補
方
式
が
地
震
等
限
定
塡
補
方
式
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
分
の
百
）
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て

る
。）と
す
る
。

イ

当
該
共
済
契
約
に
係
る
対
象
漁
業
の
う
ち
生
産
金
額
が
最
大
と
な
る
漁
業
単
位
（
以
下
「
主
た
る
漁
業
単
位
」
と
い
う
。）の
生
産
金
額
が
全
て
の
対
象
漁
業
の
生
産
金
額
の
合
計
額
に
三
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額
以
上
で
あ
る
場

合

主
た
る
漁
業
単
位
の
表
に
掲
げ
る
率

ロ

イ
以
外
の
場
合

主
た
る
漁
業
単
位
の
表
に
掲
げ
る
率
と
主
た
る
漁
業
単
位
の
次
に
生
産
金
額
の
大
き
い
漁
業
単
位
（
以
下
「
従
た
る
漁
業
単
位
」
と
い
う
。）の
率
を
総
和
平
均
し
て
得
た
も
の
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り

捨
て
る
。）

七

共
済
契
約
者
が
法
第
百
五
条
第
一
項
第
二
号
ロ
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）に
掲
げ
る
団
体
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
基
準
共
済
掛
金
率
は
、
表
に
掲
げ
る
率
（
同
表
備
考
第
四

号
又
は
前
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
備
考
第
四
号
又
は
前
号
に
よ
っ
て
得
た
率
）
に
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
割
合
（
当
該
共
済
契
約
に
係
る
塡
補
方
式
が
地
震
等
限
定
塡
補
方

式
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
分
の
百
）
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。

イ

団
体
の
構
成
員
の
数
が
、
当
該
区
域
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
当
該
区
分
に
係
る
漁
業
を
営
む
法
第
百
八
条
第
二
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）に
規
定
す
る
特
定
第
二

号
漁
業
者
で
あ
る
者
の
数
の
二
分
の
一
未
満
で
あ
る
場
合

百
分
の
九
十

ロ

イ
以
外
の
場
合

百
分
の
七
十

八

共
済
契
約
者
（
法
第
百
五
条
第
一
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
団
体
に
あ
っ
て
は
そ
の
構
成
員
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
、
共
済
責
任
期
間
の
開
始
日
前
四
年
間
に
そ
の
共
済
責
任
期
間
の
終
了
す
る
日
が
含
ま
れ
る
共

済
契
約
を
締
結
し
て
い
た
場
合
に
お
け
る
基
準
共
済
掛
金
率
は
、
表
に
掲
げ
る
率
（
同
表
備
考
第
四
号
か
ら
前
号
ま
で
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
備
考
第
四
号
か
ら
前
号
に
よ
っ
て
得
た
率
）
に
、
次
に
掲
げ
る

場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。

イ

共
済
契
約
者
が
締
結
し
て
い
た
直
前
の
共
済
契
約
（
以
下
「
直
前
契
約
」
と
い
う
。）に
よ
り
漁
業
共
済
組
合
か
ら
当
該
漁
獲
・
特
定
養
殖
共
済
の
共
済
金
の
支
払
を
受
け
ず
又
は
受
け
な
い
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合

当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
（
直
前
契
約
の
基
準
共
済
掛
金
率
を
算
出
す
る
た
め
に
乗
じ
た
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
割
合
に
応
ず
る
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
等
級
を
い
い
、
直
前
契
約
の
共
済
責
任
期
間
の
開
始
日
前
四
年
間

に
そ
の
共
済
責
任
期
間
の
終
了
す
る
日
が
含
ま
れ
る
共
済
契
約
を
締
結
し
て
い
な
い
場
合
に
お
け
る
当
該
直
前
契
約
に
あ
っ
て
は
十
一
等
級
と
す
る
。
以
下
同
じ
。）か
ら
一
を
差
し
引
い
て
得
た
等
級
（
当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級

が
一
等
級
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
等
級
）
が
属
す
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
割
合
（
当
該
共
済
契
約
に
係
る
塡
補
方
式
が
地
震
等
限
定
塡
補
方
式
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
分
の
百
）

ロ

直
前
契
約
に
よ
り
漁
業
共
済
組
合
か
ら
当
該
漁
獲
・
特
定
養
殖
共
済
の
共
済
金
の
支
払
を
受
け
又
は
受
け
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
当
該
共
済
金
の
金
額
が
当
該
直
前
契
約
に
係
る
共
済
掛
金
の
う
ち

純
共
済
掛
金
に
相
当
す
る
部
分
の
金
額
の
百
分
の
五
十
に
満
た
な
い
場
合

当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
に
二
を
加
え
て
得
た
等
級
（
当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
が
三
十
等
級
又
は
三
十
一
等
級
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
十
一
等

級
）
が
属
す
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
割
合
（
当
該
共
済
契
約
に
係
る
塡
補
方
式
が
地
震
等
限
定
塡
補
方
式
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
分
の
百
）

ハ

直
前
契
約
に
よ
り
漁
業
共
済
組
合
か
ら
当
該
漁
獲
・
特
定
養
殖
共
済
の
共
済
金
の
支
払
を
受
け
又
は
受
け
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
当
該
共
済
金
の
金
額
が
当
該
直
前
契
約
に
係
る
共
済
掛
金
の
う
ち

純
共
済
掛
金
に
相
当
す
る
部
分
の
金
額
の
百
分
の
五
十
を
下
ら
ず
当
該
純
共
済
掛
金
に
相
当
す
る
部
分
の
金
額
に
百
分
の
百
五
十
を
乗
じ
て
得
た
金
額
に
満
た
な
い
場
合

当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
に
三
を
加
え
て
得
た
等
級

（
当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
が
二
十
九
等
級
、
三
十
等
級
又
は
三
十
一
等
級
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
十
一
等
級
）
が
属
す
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
割
合
（
当
該
共
済
契
約
に
係
る
塡
補

方
式
が
地
震
等
限
定
塡
補
方
式
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
分
の
百
）





十
五
等
級

百
分
の
百
二
十

十
六
等
級

百
分
の
百
二
十
五

十
七
等
級

百
分
の
百
三
十

十
八
等
級

百
分
の
百
三
十
五

十
九
等
級

百
分
の
百
四
十

二
十
等
級

百
分
の
百
四
十
五

二
十
一
等
級

百
分
の
百
五
十

二
十
二
等
級

百
分
の
百
五
十
五

二
十
三
等
級

百
分
の
百
六
十

二
十
四
等
級

百
分
の
百
六
十
五

二
十
五
等
級

百
分
の
百
七
十

二
十
六
等
級

百
分
の
百
七
十
五

二
十
七
等
級

百
分
の
百
八
十

二
十
八
等
級

百
分
の
百
八
十
五

二
十
九
等
級

百
分
の
百
九
十

三
十
等
級

百
分
の
百
九
十
五

三
十
一
等
級

百
分
の
二
百

３

漁
獲
・
特
定
養
殖
共
済
の
う
ち
法
第
百
十
三
条
の
三
に
規
定
す
る
包
括
継
続
申
込
特
約
が
あ
る
共
済
契
約
に
係
る
も
の
の
法
第
百
十
二
条
第
二
項
の
基
準
共
済
掛
金
率
（
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。）は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

漁
業
の
種
類
に
応
じ
塡
補
方
式
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
と
す
る
。

漁
業
の
種
類

塡
補
方
式

全
事
故
比
例
塡
補
方
式

約
定
限
度
内
塡
補
方
式

地
震
等
限
定
塡
補
方
式

方
式
で
定
め
る
割
合
が
三
〇
％

の
場
合

方
式
で
定
め
る
割
合
が
二
〇
％

の
場
合

方
式
で
定
め
る
割
合
が
一
〇
％

の
場
合

け
た
網
を
使
用
し
て
ほ
た
て
貝
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

漁
業
（
そ
の
区
域
が
北
海
道
の
地
先
水
面
で
あ
る
も
の
に
限

る
。）

一
一
・
〇
三
％

七
・
三
五
％

五
・
六
八
％

三
・
五
五
％

〇
・
一
〇
％

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

九

法
第
九
十
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
（
悪
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
場
合
に
限
る
。）、
第
四
号
（
悪
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
場
合
に
限
る
。）、
第
六
号
又
は
第
七
号
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
三
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
漁
業
共
済
組
合
が
共
済
金
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
き
支
払
の
責
め
を
免
れ
又
は
免
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と

き
の
前
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
漁
業
共
済
組
合
か
ら
支
払
を
受
け
又
は
受
け
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
み
な
す
。

十

法
第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
継
続
申
込
特
約
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
同
条
第
二
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の

当
初
契
約
（
以
下
「
当
初
契
約
」
と
い
う
。）及
び
継
続
契
約
（
以
下
「
継
続
契
約
」
と
い
う
。）の
基
準
共
済
掛
金
率
は
、
表
に
掲
げ
る
率
（
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
四
号
か
ら
第
八
号

に
よ
っ
て
得
た
率
）
に
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
九
十
及
び
百
分
の
八
十
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。
た
だ
し
、
当
初
契
約
に
係
る
漁
業
単
位
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
き
当
該
当
初
契
約
の
共
済
責

任
期
間
の
開
始
日
前
三
年
間
の
各
年
に
そ
の
共
済
責
任
期
間
の
終
了
す
る
日
が
含
ま
れ
る
継
続
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
た
場
合
（
当
該
三
年
間
の
う
ち
に
規
則
第
四
十
九
条
た
だ
し
書
第
二
号
（
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
定
め
る
期
間
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
三
年
間
に
三
回
そ
の
共
済
責
任
期
間
の
終
了
す
る
日
が
含
ま
れ
る
継
続
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
た
場
合
）
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
当
該
継
続
契
約
の
い
ず
れ
も
が

効
力
を
失
わ
ず
又
は
解
除
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
（
解
除
さ
れ
、
当
該
解
除
が
法
第
九
十
一
条
第
四
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
を
含
む
。）に
お
け
る
当
該
当

初
契
約
の
基
準
共
済
掛
金
率
に
つ
い
て
は
、
表
に
掲
げ
る
率
（
同
表
備
考
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
備
考
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
よ
っ
て
得
た
率
）
に
百
分
の
八
十
を
乗
じ
て
得

た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。

２

漁
獲
・
特
定
養
殖
共
済
の
う
ち
塡
補
方
式
が
地
震
等
比
例
塡
補
付
約
定
限
度
内
塡
補
方
式
で
あ
る
共
済
契
約
に
係
る
も
の
（
第
四
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。）の
法
第
百
十
二
条
第
二
項
の
基
準
共
済
掛
金
率
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
率
と
す
る
。

一

当
該
方
式
で
定
め
る
割
合
が
百
分
の
三
十
の
場
合

前
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
約
定
限
度
内
塡
補
方
式
の
欄
の
上
欄
に
掲
げ
る
率
（
同
表
備
考
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
又
は
第
十
号
に
該
当
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
備
考
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
又
は
第
十
号
の
規
定
に
よ
っ
て
得
た
率
）
に
百
分
の
十
を
加
え
て
得
た
率

二

当
該
方
式
で
定
め
る
割
合
が
百
分
の
二
十
の
場
合

前
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
約
定
限
度
内
塡
補
方
式
の
欄
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
（
同
表
備
考
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
又
は
第
十
号
に
該
当
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
備
考
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
又
は
第
十
号
の
規
定
に
よ
っ
て
得
た
率
）
に
百
分
の
十
一
を
加
え
て
得
た
率

三

当
該
方
式
で
定
め
る
割
合
が
百
分
の
十
の
場
合

前
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
約
定
限
度
内
塡
補
方
式
の
欄
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
（
同
表
備
考
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
又
は
第
十
号
に
該
当
す
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
備
考
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
又
は
第
十
号
の
規
定
に
よ
っ
て
得
た
率
）
に
百
分
の
十
二
を
加
え
て
得
た
率





ニ

直
前
契
約
に
よ
り
漁
業
共
済
組
合
か
ら
当
該
漁
獲
・
特
定
養
殖
共
済
の
共
済
金
の
支
払
を
受
け
又
は
受
け
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
当
該
共
済
金
の
金
額
が
当
該
直
前
契
約
に
係
る
共
済
掛
金
の
う
ち

純
共
済
掛
金
に
相
当
す
る
部
分
の
金
額
に
百
分
の
百
五
十
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
下
ら
な
い
場
合

当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
に
四
を
加
え
て
得
た
等
級
（
当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
が
二
十
八
等
級
、
二
十
九
等
級
、
三
十
等

級
又
は
三
十
一
等
級
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
十
一
等
級
）
が
属
す
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
割
合（
当
該
共
済
契
約
に
係
る
塡
補
方
式
が
地
震
等
限
定
塡
補
方
式
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

百
分
の
百
）

区

分

割

合

一
等
級

百
分
の
五
十

二
等
級

百
分
の
五
十
五

三
等
級

百
分
の
六
十

四
等
級

百
分
の
六
十
五

五
等
級

百
分
の
七
十

六
等
級

百
分
の
七
十
五

七
等
級

百
分
の
八
十

八
等
級

百
分
の
八
十
五

九
等
級

百
分
の
九
十

十
等
級

百
分
の
九
十
五

十
一
等
級

百
分
の
百

十
二
等
級

百
分
の
百
五

十
三
等
級

百
分
の
百
十

十
四
等
級

百
分
の
百
十
五

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

備
考一

一
の
共
済
契
約
に
つ
い
て
共
済
契
約
者
の
営
む
当
該
共
済
契
約
に
係
る
漁
業
単
位
が
二
以
上
あ
る
場
合
に
お
け
る
基
準
共
済
掛
金
率
は
、
表
に
掲
げ
る
率
に
百
分
の
九
十
（
当
該
共
済
契
約
に
係
る
塡
補
方
式
が
地
震
等
限
定
塡
補
方

式
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
分
の
百
）
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。

二

共
済
契
約
者
が
法
第
百
五
条
第
一
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
団
体
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
基
準
共
済
掛
金
率
は
、
表
に
掲
げ
る
率
（
一
の
共
済
契
約
に
つ
い
て
団
体
の
構
成
員
の
営
む
当
該
共
済
契
約
に
係
る
漁
業
単
位
が
二
以
上
あ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
号
に
よ
っ
て
得
た
率
）
に
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
割
合
（
当
該
共
済
契
約
に
係
る
塡
補
方
式
が
地
震
等
限
定
塡
補
方
式
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
分
の
百
）
を
乗
じ
て
得
た

率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。

イ

団
体
の
構
成
員
の
数
が
、
当
該
区
域
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
当
該
区
分
に
係
る
漁
業
を
営
む
法
第
百
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
第
二
号
漁
業
者
で
あ
る
者
の
数
の
二
分
の
一
未
満
で
あ
る
場
合

百
分
の
九
十

ロ

イ
以
外
の
場
合

百
分
の
七
十

三

共
済
契
約
者
（
法
第
百
五
条
第
一
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
団
体
に
あ
っ
て
は
そ
の
構
成
員
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
、
共
済
責
任
期
間
の
開
始
日
前
四
年
間
に
そ
の
共
済
責
任
期
間
の
終
了
す
る
日
が
含
ま
れ
る
共

済
契
約
を
締
結
し
て
い
た
場
合
に
お
け
る
基
準
共
済
掛
金
率
は
、
表
に
掲
げ
る
率
（
同
表
備
考
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
備
考
第
一
号
又
は
第
二
号
に
よ
っ
て
得
た
率
）
に
、
次
に
掲
げ
る

場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。

イ

直
前
契
約
に
よ
り
漁
業
共
済
組
合
か
ら
当
該
漁
獲
・
特
定
養
殖
共
済
の
共
済
金
の
支
払
を
受
け
ず
又
は
受
け
な
い
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
か
ら
一
を
差
し
引
い
て
得
た
等
級
（
当

該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
が
一
等
級
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
等
級
）
が
属
す
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
割
合
（
当
該
共
済
契
約
に
係
る
塡
補
方
式
が
地
震
等
限
定
塡
補
方
式
で
あ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
百
分
の
百
）

ロ

直
前
契
約
に
よ
り
漁
業
共
済
組
合
か
ら
当
該
漁
獲
・
特
定
養
殖
共
済
の
共
済
金
の
支
払
を
受
け
又
は
受
け
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
当
該
共
済
金
の
金
額
が
当
該
直
前
契
約
に
係
る
共
済
掛
金
の
う
ち

純
共
済
掛
金
に
相
当
す
る
部
分
の
金
額
の
百
分
の
五
十
に
満
た
な
い
場
合

当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
に
二
を
加
え
て
得
た
等
級
（
当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
が
三
十
等
級
又
は
三
十
一
等
級
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
十
一
等

級
）
が
属
す
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
割
合
（
当
該
共
済
契
約
に
係
る
塡
補
方
式
が
地
震
等
限
定
塡
補
方
式
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
分
の
百
）

ハ

直
前
契
約
に
よ
り
漁
業
共
済
組
合
か
ら
当
該
漁
獲
・
特
定
養
殖
共
済
の
共
済
金
の
支
払
を
受
け
又
は
受
け
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
当
該
共
済
金
の
金
額
が
当
該
直
前
契
約
に
係
る
共
済
掛
金
の
う
ち

純
共
済
掛
金
に
相
当
す
る
部
分
の
金
額
の
百
分
の
五
十
を
下
ら
ず
当
該
純
共
済
掛
金
に
相
当
す
る
部
分
の
金
額
に
百
分
の
百
五
十
を
乗
じ
て
得
た
金
額
に
満
た
な
い
場
合

当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
に
三
を
加
え
て
得
た
等
級

（
当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
が
二
十
九
等
級
、
三
十
等
級
又
は
三
十
一
等
級
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
十
一
等
級
）
が
属
す
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
割
合
（
当
該
共
済
契
約
に
係
る
塡
補

方
式
が
地
震
等
限
定
塡
補
方
式
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
分
の
百
）
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十
五
等
級

百
分
の
百
二
十

十
六
等
級

百
分
の
百
二
十
五

十
七
等
級

百
分
の
百
三
十

十
八
等
級

百
分
の
百
三
十
五

十
九
等
級

百
分
の
百
四
十

二
十
等
級

百
分
の
百
四
十
五

二
十
一
等
級

百
分
の
百
五
十

二
十
二
等
級

百
分
の
百
五
十
五

二
十
三
等
級

百
分
の
百
六
十

二
十
四
等
級

百
分
の
百
六
十
五

二
十
五
等
級

百
分
の
百
七
十

二
十
六
等
級

百
分
の
百
七
十
五

二
十
七
等
級

百
分
の
百
八
十

二
十
八
等
級

百
分
の
百
八
十
五

二
十
九
等
級

百
分
の
百
九
十

三
十
等
級

百
分
の
百
九
十
五

三
十
一
等
級

百
分
の
二
百

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

四

法
第
九
十
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
（
悪
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
場
合
に
限
る
。）、
第
四
号
（
悪
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
場
合
に
限
る
。）、
第
六
号
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
漁
業
共
済
組
合
が

共
済
金
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
き
支
払
の
責
め
を
免
れ
又
は
免
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
の
前
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
漁
業
共
済
組
合
か
ら
支
払
を
受
け
又
は
受
け
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
と
み
な
す
。

４

漁
獲
・
特
定
養
殖
共
済
の
う
ち
法
第
百
十
三
条
の
三
に
規
定
す
る
包
括
継
続
申
込
特
約
が
あ
る
共
済
契
約
で
あ
っ
て
塡
補
方
式
が
地
震
等
比
例
塡
補
付
約
定
限
度
内
塡
補
方
式
で
あ
る
も
の
に
係
る
も
の
の
法
第
百
十
二
条
第
二
項
の
基
準

共
済
掛
金
率
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
率
と
す
る
。

一

当
該
方
式
で
定
め
る
割
合
が
百
分
の
三
十
の
場
合

前
項
の
表
の
約
定
限
度
内
塡
補
方
式
の
欄
の
上
欄
に
掲
げ
る
率
（
同
表
備
考
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
備
考
第
一
号
か
ら
第
三
号

ま
で
に
よ
っ
て
得
た
率
）
に
百
分
の
十
を
加
え
て
得
た
率

二

当
該
方
式
で
定
め
る
割
合
が
百
分
の
二
十
の
場
合

前
項
の
表
の
約
定
限
度
内
塡
補
方
式
の
欄
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
（
同
表
備
考
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
備
考
第
一
号
か
ら
第
三
号

ま
で
に
よ
っ
て
得
た
率
）
に
百
分
の
十
一
を
加
え
て
得
た
率

三

当
該
方
式
で
定
め
る
割
合
が
百
分
の
十
の
場
合

前
項
の
表
の
約
定
限
度
内
塡
補
方
式
の
欄
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
（
同
表
備
考
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
備
考
第
一
号
か
ら
第
三
号
に

よ
っ
て
得
た
率
）
に
百
分
の
十
二
を
加
え
て
得
た
率

（
法
第
百
十
三
条
の
二
第
二
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
期
間
）

第
七
条

法
第
百
十
三
条
の
二
第
二
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
期
間
は
、
三
年
間
（
法
第
百
十
三
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
期
間

の
う
ち
に
規
則
第
四
十
九
条
た
だ
し
書
第
二
号
（
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
定
め
る
期
間
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
年
か
ら
当
該
期
間
を
除
い
た
期
間
を
除
い
た
期
間
）
と
す
る
。

（
規
則
第
五
十
六
条
の
二
第
二
項
第
三
号
の
農
林
水
産
大
臣
の
定
め
る
範
囲
内
の
割
合
）

第
八
条

規
則
第
五
十
六
条
の
二
第
二
項
第
三
号
（
規
則
第
七
十
一
条
の
二
十
（
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）及
び
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
農
林
水
産
大
臣

が
定
め
る
範
囲
は
、
次
の
全
て
に
該
当
す
る
範
囲
と
す
る
。

一

当
該
継
続
契
約
の
共
済
金
額
の
共
済
限
度
額
に
対
す
る
割
合
（
当
該
割
合
が
第
三
号
の
割
合
を
下
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
三
号
の
割
合
）
を
超
え
な
い
範
囲

二

法
第
百
十
条
第
二
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）（
規
則
第
七
十
一
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
法
第
百
二
十
五
条
の
八
第
二
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。））
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
共
済
金
額
の
最
高
限
度
の
共
済
限
度
額
に
対
す
る
割
合
を
超
え
な
い
範
囲

三

法
第
百
四
条
第
一
号
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
掲
げ
る
漁
業
に
係
る
漁
獲
・
特
定
養
殖
共
済
に
あ
っ
て
は
、
令
第
十
三
条
（
令
第
三
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
共
済

限
度
額
に
乗
ず
べ
き
割
合
を
下
ら
な
い
範
囲

四

規
則
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
っ
て
割
合
の
変
更
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
継
続
契
約
の
共
済
金
額
の
共
済
限
度
額
に
対
す
る
割
合
に
、
当
該
継
続
契
約
に
係
る
純
共
済
掛
金
に
対
す
る
同
号
に
掲

げ
る
事
由
が
な
い
場
合
の
当
該
継
続
契
約
に
係
る
純
共
済
掛
金
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
割
合
を
下
ら
な
い
範
囲

（
法
第
百
十
三
条
の
二
第
五
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
期
間
）

第
九
条

法
第
百
十
三
条
の
二
第
五
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
期
間
は
、
二
年
間
（
法
第
百
十
三
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
期
間
の
う
ち
に
規
則
第

四
十
九
条
た
だ
し
書
第
二
号
及
び
第
三
号
（
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
定
め
る
期
間
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
年
か
ら
当
該
期
間
を
除
い
た
期
間
を
除
い
た
期
間
）
と
す
る
。


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（
法
第
百
十
三
条
の
二
第
六
項
の
農
林
水
産
大
臣
の
定
め
る
算
出
方
法
）

第
十
条

法
第
百
十
三
条
の
二
第
六
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）の
上
限
金
額
及
び
下
限
金
額
の
算
出
は
、
法
第
百
十
三
条
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
直
前
契
約
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
直
前
契
約
」
と
い
う
。）の
共
済
限
度
額
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
）
に
上
限
金
額
に
あ
っ
て
は
一
・
三
を
、
下
限
金
額
に
あ
っ
て
は
〇
・
九
（
当
該
地
域
に
お
け
る
漁
業
事
情
を
勘

案
し
て
漁
業
共
済
組
合
が
令
第
十
四
条
に
規
定
す
る
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
金
額
と
異
な
る
金
額
を
法
第
百
十
一
条
第
一
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
組
合
が

定
め
る
金
額
と
し
て
定
め
よ
う
と
す
る
共
済
契
約
に
あ
っ
て
は
、
〇
・
三
）
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
す
る
も
の
と
す
る
。

一

ほ
た
て
貝
け
た
網
漁
業
に
係
る
共
済
契
約
で
あ
る
場
合

付
録
第
一
の
算
式
に
よ
っ
て
算
出
し
た
額

二

令
第
五
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
漁
業
に
属
す
る
漁
業
の
種
類
に
係
る
共
済
契
約
で
あ
っ
て
当
該
共
済
契
約
に
係
る
漁
船
の
合
計
総
ト
ン
数
（
共
済
契
約
者
が
法
第
百
五
条
第
一
項
第
二
号
ロ
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）に
掲
げ
る
団
体
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
構
成
員
の
全
て
を
通
ず
る
当
該
漁
業
に
使
用
す
る
漁
船
の
合
計
総
ト
ン
数
）
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
当
該
継
続
契
約
に
お
い
て
生
産
金
額
の
増
加
が

認
め
ら
れ
る
場
合

付
録
第
二
の
算
式
に
よ
っ
て
算
出
し
た
額

三

特
定
養
殖
業
に
属
す
る
養
殖
業
の
種
類
に
係
る
共
済
契
約
の
場
合

付
録
第
三
の
算
式
に
よ
っ
て
算
出
し
た
額

四

当
該
直
前
契
約
に
係
る
共
済
責
任
期
間
を
規
則
第
四
十
九
条
た
だ
し
書
（
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）の
規
定
に
よ
り
規
則
第
四
十
九
条
た
だ
し
書
第
二
号
に
定
め
る
期
間
と
し
た
場
合

共
済
契
約
者
の
営
む
当
該
漁
業
の
当
該
共
済
責
任
期
間
の
開
始
日
（
令
第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
掲
げ
る
漁
業
に
属
す
る
漁
業
の
種
類
の
漁
業
に
あ
っ
て
は
当
該
共
済
責
任
期
間
の
開
始
日
の
二
月
前
の
日
）
前
五
年
間
に
お
け
る

令
第
十
四
条
（
令
第
三
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）に
規
定
す
る
期
間
の
操
業
に
係
る
月
ご
と
の
生
産
金
額
を
勘
案
し
て
当
該
共
済
責
任
期
間
を
一
年
間
と
し
た
場
合
に
お
け
る
共
済
限
度
額
（
前
三
号
に
該

当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
各
号
に
よ
っ
て
算
出
し
た
額
）
に
相
当
す
る
額

五

当
該
継
続
契
約
に
係
る
共
済
責
任
期
間
を
規
則
第
四
十
九
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
同
条
た
だ
し
書
第
二
号
に
定
め
る
期
間
と
し
た
場
合

共
済
契
約
者
の
営
む
当
該
漁
業
の
当
該
直
前
契
約
に
係
る
責
任
期
間
の
開
始
日
（
令
第
五

条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
掲
げ
る
漁
業
に
属
す
る
漁
業
の
種
類
の
漁
業
に
あ
っ
て
は
当
該
共
済
責
任
期
間
の
開
始
日
の
二
月
前
の
日
）
前
五
年
間
に
お
け
る
令
第
十
四
条
に
規
定
す
る
期
間
の
操
業
に
係
る
月
ご
と
の
生
産
金
額
を
勘
案
し

て
当
該
直
前
契
約
に
係
る
共
済
責
任
期
間
を
同
号
に
定
め
る
期
間
と
し
た
場
合
に
お
け
る
共
済
限
度
額
（
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
各
号
に
よ
っ
て
算
出
し
た
額
）
に
相
当
す
る
額

２

二
以
上
の
漁
業
の
種
類
を
一
括
し
て
対
象
と
す
る
共
済
契
約
に
つ
い
て
の
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
柱
書
中「
共
済
限
度
額（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
）」と
あ
る
の
は
、「
共

済
限
度
額
を
算
出
す
る
た
め
に
規
則
第
五
十
一
条
第
一
項
第
六
号
イ
若
し
く
は
ロ
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
算
出
方
法
（
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
漁
業
の
種
類
に
係
る
部
分
に
あ
っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

規
定
す
る
算
出
方
法
）
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
算
出
し
た
金
額
を
基
準
と
し
、
法
第
百
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
得
た
共
済
限
度
額
（
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
）」と
し
、
同
項
第

四
号
及
び
第
五
号
並
び
に
付
録
第
一
か
ら
第
三
ま
で
中
「
共
済
限
度
額
」
と
あ
る
の
は
、「
共
済
限
度
額
を
算
出
す
る
た
め
に
規
則
第
五
十
一
条
第
一
項
第
六
号
イ
若
し
く
は
ロ
又
は
第
七
号
に
規
定
す
る
算
出
方
法
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
算
出
し

た
金
額
」
と
し
、
同
項
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
各
号
に
よ
っ
て
算
出
し
た
額
」
と
あ
る
の
は
、「
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
漁
業
の
種
類
に
係
る
部
分
に
あ
っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
規
定
す
る

算
出
方
法
に
よ
り
算
出
し
た
額
」
と
す
る
。

付
録
第
一

Ａ
×
Ｃ
／
Ｂ

Ａ
は
、
直
前
契
約
の
共
済
限
度
額

Ｂ
は
、
直
前
契
約
に
係
る
放
流
数
量

Ｃ
は
、
当
該
共
済
契
約
に
係
る
放
流
数
量

付
録
第
二

Ａ
×
Ｂ

Ａ
は
、
直
前
契
約
の
共
済
限
度
額

Ｂ
は
、
規
則
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
大
型
化
割
合
の
区
分
に
応
じ
規
則
第
五
十
一
条
第
二
号
（
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
大
型
化
後
漁
船
の
合
計
総
ト
ン
数
の
区
分
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の

中
欄
又
は
下
欄
に
掲
げ
る
割
合

付
録
第
三

Ａ
×
Ｃ
／
Ｂ

Ａ
は
、
直
前
契
約
の
共
済
限
度
額

Ｂ
は
、
直
前
契
約
に
係
る
養
殖
単
位
の
数
量

Ｃ
は
、
当
該
共
済
契
約
に
係
る
養
殖
単
位
の
数
量

（
法
第
百
十
三
条
の
三
第
二
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
期
間
）

第
十
一
条

法
第
百
十
三
条
の
三
第
二
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
期
間
は
、
二
年
か
ら
四
年
ま
で
の
範
囲
内
に
お
い
て
共
済
規
程
で
定
め
る
期
間
と
す
る
。





（
法
第
百
四
十
条
第
二
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
方
法
）

第
十
二
条

法
第
百
四
十
条
第
一
項
第
一
号
の
団
体
責
任
分
担
共
済
金
額
及
び
特
別
団
体
責
任
分
担
共
済
金
額
の
算
定
は
、
共
済
契
約
に
係
る
共
済
金
額
に
当
該
共
済
契
約
に
係
る
漁
業
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
塡
補
方
式
に

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
及
び
下
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
す
る
も
の
と
す
る
。

区

分

団

体

責

任

分

担

共

済

金

額

特

別

団

体

責

任

分

担

共

済

金

額

漁
業
の
種
類

被
共
済
者
の
区
分
全
事
故
比

例
塡
補
方

式

約
定
限
度
内
塡
補
方
式

支
払
上
限
付
低
事
故
不
塡
補
方
式

地
震
等
限

定
塡
補
方

式

地
震
等
比
例
塡
補
付
約
定
限
度
内

塡
補
方
式

全
事
故
比

例
塡
補
方

式

約
定
限
度
内
塡
補
方
式

支
払
上
限
付
低
事
故
不
塡
補
方
式

地
震
等
限

定
塡
補
方

式

地
震
等
比
例
塡
補
付
約
定
限
度
内

塡
補
方
式

方
式
で
定

め
る
割
合

が
三
〇
％

の
場
合

方
式
で
定

め
る
割
合

が
二
〇
％

の
場
合

方
式
で
定

め
る
割
合

が
一
〇
％

の
場
合

方
式
で
定

め
る
割
合

が
三
〇
％

の
場
合

方
式
で
定

め
る
割
合

が
二
〇
％

の
場
合

方
式
で
定

め
る
割
合

が
一
〇
％

の
場
合

方
式
で
定

め
る
割
合

が
三
〇
％

の
場
合

方
式
で
定

め
る
割
合

が
二
〇
％

の
場
合

方
式
で
定

め
る
割
合

が
一
〇
％

の
場
合

方
式
で
定

め
る
割
合

が
三
〇
％

の
場
合

方
式
で
定

め
る
割
合

が
二
〇
％

の
場
合

方
式
で
定

め
る
割
合

が
一
〇
％

の
場
合

方
式
で
定

め
る
割
合

が
三
〇
％

の
場
合

方
式
で
定

め
る
割
合

が
二
〇
％

の
場
合

方
式
で
定

め
る
割
合

が
一
〇
％

の
場
合

方
式
で
定

め
る
割
合

が
三
〇
％

の
場
合

方
式
で
定

め
る
割
合

が
二
〇
％

の
場
合

方
式
で
定

め
る
割
合

が
一
〇
％

の
場
合

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

令
第
三
十
五
条
第

一
号
に
掲
げ
る
漁

業

四
四
・
七
二
一
・
〇
一
四
・
〇

七
・
〇

一
四
・
〇
二
一
・
〇
二
八
・
〇
二
六
・
七
二
一
・
〇
一
四
・
〇

七
・
〇

三
四
・
九
一
六
・
六
一
〇
・
八

五
・
二

一
〇
・
六
一
六
・
〇
二
一
・
五
二
六
・
〇
一
六
・
六
一
〇
・
八

五
・
二

令
第
三
十
五
条
第

二
号
に
掲
げ
る
漁

業

三
七
・
八
二
一
・
〇
一
四
・
〇

七
・
〇

一
四
・
〇
二
一
・
〇
二
八
・
〇
一
三
・
〇
二
一
・
〇
一
四
・
〇

七
・
〇

三
〇
・
四
一
六
・
三
一
〇
・
五

五
・
一

一
一
・
三
一
七
・
〇
二
二
・
八
一
一
・
七
一
六
・
三
一
〇
・
五

五
・
一

令
第
三
十
五
条
第

三
号
に
掲
げ
る
漁

業

中
小
漁
業
者
等

二
三
・
四
二
三
・
四
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
二
四
・
〇
二
三
・
八
一
六
・
八
二
三
・
四
一
六
・
〇

八
・
〇

一
三
・
九
一
七
・
三
一
一
・
一

五
・
一

一
一
・
六
一
八
・
五
一
六
・
九
一
五
・
〇
一
七
・
三
一
一
・
一

五
・
一

漁
業
者
団
体

二
三
・
六
二
三
・
六
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
二
〇
・
八
二
二
・
四
一
四
・
七
二
三
・
六
一
六
・
〇

八
・
〇

一
四
・
六
一
七
・
三
一
一
・
〇

五
・
〇

一
一
・
九
一
五
・
四
一
五
・
七
一
三
・
二
一
七
・
三
一
一
・
〇

五
・
〇

令
第
三
十
五
条
第

四
号
に
掲
げ
る
漁

業

中
小
漁
業
者
等

一
八
・
二
一
八
・
二
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
一
八
・
三
一
六
・
九
一
三
・
五
一
八
・
二
一
六
・
〇

八
・
〇

一
三
・
七
一
五
・
四
一
三
・
九

六
・
七

一
四
・
二
一
五
・
八
一
三
・
六
一
三
・
〇
一
五
・
四
一
三
・
九

六
・
七

漁
業
者
団
体

一
八
・
六
一
八
・
六
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
一
五
・
三
一
六
・
八
一
一
・
一
一
八
・
六
一
六
・
〇

八
・
〇

一
四
・
三
一
五
・
七
一
三
・
九

六
・
七

一
四
・
三
一
二
・
八
一
三
・
五
一
〇
・
六
一
五
・
七
一
三
・
九

六
・
七

令
第
三
十
五
条
第

五
号
に
掲
げ
る
漁

業

中
小
漁
業
者
等

二
八
・
八
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
二
四
・
〇
二
四
・
六
一
八
・
三
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

一
八
・
八
一
七
・
三
一
〇
・
八

五
・
〇

一
一
・
八
一
八
・
二
一
七
・
五
一
六
・
五
一
七
・
三
一
〇
・
八

五
・
〇

漁
業
者
団
体

二
三
・
六
二
三
・
六
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
二
〇
・
八
二
二
・
四
一
四
・
七
二
三
・
六
一
六
・
〇

八
・
〇

一
四
・
六
一
七
・
三
一
一
・
〇

五
・
〇

一
一
・
九
一
五
・
四
一
五
・
七
一
三
・
二
一
七
・
三
一
一
・
〇

五
・
〇

令
第
三
十
五
条
第

六
号
に
掲
げ
る
漁

業

中
小
漁
業
者
等

二
〇
・
九
二
〇
・
九
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
一
六
・
五
二
〇
・
四
一
三
・
〇
二
〇
・
九
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
一
七
・
九
一
三
・
七

六
・
七

一
四
・
三
一
三
・
八
一
七
・
一
一
二
・
二
一
七
・
九
一
三
・
七

六
・
七

漁
業
者
団
体

一
八
・
六
一
八
・
六
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
一
五
・
三
一
六
・
八
一
一
・
一
一
八
・
六
一
六
・
〇

八
・
〇

一
四
・
三
一
五
・
七
一
三
・
九

六
・
七

一
四
・
三
一
二
・
八
一
三
・
五
一
〇
・
六
一
五
・
七
一
三
・
九

六
・
七

令
第
三
十
五
条
第

七
号
に
掲
げ
る
漁

業

中
小
漁
業
者
等

三
二
・
四
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
二
四
・
〇
三
〇
・
六
二
七
・
八
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

二
〇
・
四
一
七
・
〇
一
〇
・
六

五
・
〇

一
一
・
五
一
八
・
一
二
三
・
四
二
五
・
五
一
七
・
〇
一
〇
・
六

五
・
〇

漁
業
者
団
体

二
三
・
六
二
三
・
六
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
二
〇
・
八
二
二
・
四
一
四
・
七
二
三
・
六
一
六
・
〇

八
・
〇

一
四
・
六
一
七
・
三
一
一
・
〇

五
・
〇

一
一
・
九
一
五
・
四
一
五
・
七
一
三
・
二
一
七
・
三
一
一
・
〇

五
・
〇

令
第
三
十
五
条
第

八
号
に
掲
げ
る
漁

業

中
小
漁
業
者
等

二
六
・
〇
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
二
一
・
八
二
二
・
三
二
二
・
〇
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

二
〇
・
二
二
一
・
〇
一
三
・
七

六
・
七

一
四
・
二
一
九
・
三
一
八
・
九
二
一
・
五
二
一
・
〇
一
三
・
七

六
・
七

漁
業
者
団
体

一
八
・
六
一
八
・
六
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
一
五
・
三
一
六
・
八
一
一
・
一
一
八
・
六
一
六
・
〇

八
・
〇

一
四
・
三
一
五
・
七
一
三
・
九

六
・
七

一
四
・
三
一
二
・
八
一
三
・
五
一
〇
・
六
一
五
・
七
一
三
・
九

六
・
七

令
第
三
十
五
条
第

九
号
に
掲
げ
る
漁

業

中
小
漁
業
者
等

二
三
・
五
二
三
・
五
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
二
四
・
〇
二
三
・
八
一
九
・
三
二
三
・
五
一
六
・
〇

八
・
〇

一
五
・
一
一
七
・
九
一
一
・
五

五
・
二

一
一
・
七
一
八
・
五
一
七
・
三
一
七
・
四
一
七
・
九
一
一
・
五

五
・
二

漁
業
者
団
体

二
三
・
六
二
三
・
六
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
二
〇
・
八
二
二
・
四
一
四
・
七
二
三
・
六
一
六
・
〇

八
・
〇

一
四
・
六
一
七
・
三
一
一
・
〇

五
・
〇

一
一
・
九
一
五
・
四
一
五
・
七
一
三
・
二
一
七
・
三
一
一
・
〇

五
・
〇

令
第
三
十
五
条
第

十
号
に
掲
げ
る
漁

業

中
小
漁
業
者
等

一
七
・
六
一
七
・
六
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
一
八
・
五
一
七
・
二
一
二
・
一
一
七
・
六
一
六
・
〇

八
・
〇

一
三
・
六
一
四
・
九
一
四
・
一

六
・
八

一
四
・
二
一
六
・
〇
一
四
・
一
一
一
・
一
一
四
・
九
一
四
・
一

六
・
八

漁
業
者
団
体

一
八
・
六
一
八
・
六
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
一
五
・
三
一
六
・
八
一
一
・
一
一
八
・
六
一
六
・
〇

八
・
〇

一
四
・
三
一
五
・
七
一
三
・
九

六
・
七

一
四
・
三
一
二
・
八
一
三
・
五
一
〇
・
六
一
五
・
七
一
三
・
九

六
・
七

令
第
三
十
五
条
第

十
一
号
に
掲
げ
る

漁
業

中
小
漁
業
者
等

三
四
・
八
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
二
四
・
〇
三
一
・
八
二
三
・
三
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

二
三
・
四
一
六
・
八
一
〇
・
六

五
・
〇

一
一
・
二
一
七
・
六
二
三
・
九
二
〇
・
二
一
六
・
八
一
〇
・
六

五
・
〇

漁
業
者
団
体

二
三
・
六
二
三
・
六
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
二
〇
・
八
二
二
・
四
一
四
・
七
二
三
・
六
一
六
・
〇

八
・
〇

一
四
・
六
一
七
・
三
一
一
・
〇

五
・
〇

一
一
・
九
一
五
・
四
一
五
・
七
一
三
・
二
一
七
・
三
一
一
・
〇

五
・
〇

令
第
三
十
五
条
第

十
二
号
に
掲
げ
る

漁
業

中
小
漁
業
者
等

二
七
・
四
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
二
二
・
六
二
四
・
八
一
七
・
〇
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

二
二
・
〇
二
〇
・
九
一
三
・
六

六
・
七

一
四
・
〇
一
九
・
九
二
一
・
二
一
六
・
五
二
〇
・
九
一
三
・
六

六
・
七

漁
業
者
団
体

一
八
・
六
一
八
・
六
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
一
五
・
三
一
六
・
八
一
一
・
一
一
八
・
六
一
六
・
〇

八
・
〇

一
四
・
三
一
五
・
七
一
三
・
九

六
・
七

一
四
・
三
一
二
・
八
一
三
・
五
一
〇
・
六
一
五
・
七
一
三
・
九

六
・
七
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令
第
三
十
五
条
第

十
三
号
に
掲
げ
る

漁
業

中
小
漁
業
者
等

三
七
・
一
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
二
四
・
〇
三
二
・
〇
一
五
・
四
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

二
五
・
七
一
六
・
五
一
〇
・
四

四
・
九

一
一
・
四
一
七
・
六
二
四
・
〇
一
三
・
九
一
六
・
五
一
〇
・
四

四
・
九

漁
業
者
団
体

三
三
・
一
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
二
三
・
五
二
八
・
二
一
三
・
一
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

二
三
・
一
一
六
・
九
一
〇
・
六

五
・
〇

一
二
・
一
一
七
・
九
二
〇
・
七
一
一
・
一
一
六
・
九
一
〇
・
六

五
・
〇

令
第
三
十
五
条
第

十
四
号
に
掲
げ
る

養
殖
業

三
八
・
六
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
二
四
・
〇
三
二
・
〇
二
〇
・
七
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

三
四
・
五
二
一
・
八
一
四
・
三

七
・
〇

一
四
・
三
二
一
・
八
二
九
・
四
二
〇
・
三
二
一
・
八
一
四
・
三

七
・
〇

令
第
三
十
五
条
第

十
五
号
に
掲
げ
る

養
殖
業

三
一
・
七
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
二
四
・
〇
二
九
・
六
三
四
・
七
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

二
四
・
三
一
九
・
二
一
二
・
三

五
・
九

一
二
・
六
一
九
・
七
二
四
・
四
三
二
・
七
一
九
・
二
一
二
・
三

五
・
九

令
第
三
十
五
条
第

十
六
号
に
掲
げ
る

養
殖
業

三
〇
・
四
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
二
四
・
〇
二
七
・
九
二
五
・
九
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

二
三
・
五
一
九
・
五
一
二
・
五

六
・
〇

一
二
・
七
一
九
・
七
二
二
・
八
二
四
・
一
一
九
・
五
一
二
・
五

六
・
〇

令
第
三
十
五
条
第

十
七
号
に
掲
げ
る

養
殖
業

二
六
・
四
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
一
一
・
七
一
八
・
八
三
二
・
〇
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

一
九
・
四
一
八
・
一
一
一
・
三

五
・
三

一
二
・
八

八
・
〇

一
四
・
〇
二
九
・
一
一
八
・
一
一
一
・
三

五
・
三

令
第
三
十
五
条
第

十
八
号
に
掲
げ
る

養
殖
業

五
〇
・
九
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
二
四
・
〇
三
二
・
〇
二
一
・
二
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

三
六
・
八
一
六
・
二
一
〇
・
四

五
・
〇

一
一
・
〇
一
七
・
〇
二
三
・
〇
一
八
・
五
一
六
・
二
一
〇
・
四

五
・
〇

令
第
三
十
五
条
第

十
九
号
に
掲
げ
る

養
殖
業

二
六
・
五
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
二
〇
・
一
二
三
・
三
二
〇
・
八
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

一
七
・
四
一
七
・
五
一
〇
・
八

五
・
〇

一
二
・
〇
一
四
・
八
一
六
・
五
一
八
・
四
一
七
・
五
一
〇
・
八

五
・
〇

令
第
三
十
五
条
第

二
十
号
に
掲
げ
る

養
殖
業

三
八
・
四
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
二
四
・
〇
三
二
・
〇
二
五
・
五
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

二
五
・
七
一
六
・
五
一
〇
・
五

四
・
九

一
一
・
三
一
七
・
六
二
三
・
八
二
二
・
四
一
六
・
五
一
〇
・
五

四
・
九

令
第
三
十
五
条
第

二
十
一
号
に
掲
げ

る
養
殖
業

四
四
・
二
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
二
四
・
〇
三
二
・
〇
四
二
・
一
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

三
三
・
九
一
八
・
〇
一
一
・
五

五
・
五

一
一
・
五
一
八
・
〇
二
五
・
二
三
六
・
九
一
八
・
〇
一
一
・
五

五
・
五

令
第
三
十
五
条
第

二
十
二
号
に
掲
げ

る
養
殖
業

四
七
・
六
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

一
六
・
〇
二
四
・
〇
三
二
・
〇
二
一
・
二
二
四
・
〇
一
六
・
〇

八
・
〇

三
三
・
八
一
七
・
三
一
一
・
一

五
・
五

一
〇
・
九
一
六
・
六
二
三
・
六
一
八
・
五
一
七
・
三
一
一
・
一

五
・
五

備
考イ

「
中
小
漁
業
者
等
」
と
は
、
法
第
百
五
条
第
一
項
第
二
号
イ
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
掲
げ
る
組
合
員
又
は
中
小
漁
業
者
を
い
う
。

ロ

「
漁
業
者
団
体
」
と
は
、
法
第
百
五
条
第
一
項
第
二
号
ロ
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
掲
げ
る
団
体
を
い
う
。

（
法
第
百
四
十
条
第
二
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
方
法
）

第
十
三
条

漁
業
共
済
組
合
連
合
会
の
漁
獲
・
特
定
養
殖
共
済
に
係
る
純
再
共
済
掛
金
の
金
額
の
算
定
は
、
共
済
契
約
に
係
る
共
済
金
額
に
当
該
共
済
契
約
に
係
る
純
共
済
掛
金
率
の
限
度
と
な
っ
た
基
準
共
済
掛
金
率
を
乗
じ
、
更
に
、
当
該

共
済
契
約
に
係
る
漁
業
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
す
る
も
の
と
す
る
。

区

分

率
（
％
）

令
第
三
十
五
条
第
一
号
に
掲
げ
る
漁
業

八
七
・
八

令
第
三
十
五
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業

八
七
・
八

令
第
三
十
五
条
第
三
号
に
掲
げ
る
漁
業

八
五
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
四
号
に
掲
げ
る
漁
業

九
〇
・
五

令
第
三
十
五
条
第
五
号
に
掲
げ
る
漁
業

八
五
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
六
号
に
掲
げ
る
漁
業

九
〇
・
五

令
第
三
十
五
条
第
七
号
に
掲
げ
る
漁
業

八
五
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
八
号
に
掲
げ
る
漁
業

九
〇
・
五

令
第
三
十
五
条
第
九
号
に
掲
げ
る
漁
業

八
五
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
十
号
に
掲
げ
る
漁
業

九
〇
・
五

令
第
三
十
五
条
第
十
一
号
に
掲
げ
る
漁
業

八
五
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
十
二
号
に
掲
げ
る
漁
業

九
〇
・
五
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令
第
三
十
五
条
第
十
三
号
に
掲
げ
る
漁
業

八
五
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
十
四
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

九
一
・
六

令
第
三
十
五
条
第
十
五
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

八
七
・
八

令
第
三
十
五
条
第
十
六
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

八
七
・
八

令
第
三
十
五
条
第
十
七
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

八
五
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
十
八
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

八
五
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
十
九
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

八
五
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
二
十
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

八
五
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
二
十
一
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

八
五
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
二
十
二
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

八
五
・
〇

（
法
第
百
四
十
一
条
第
一
号
の
農
林
水
産
大
臣
の
定
め
る
金
額
の
算
定
の
方
法
）

第
十
四
条

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
漁
業
に
つ
い
て
の
保
険
区
分
に
係
る
政
府
の
保
険
料
の
金
額
の
算
定
は
、
当
該
保
険
区
分
に
属
す
る
法
第
百
四
十
七
条
の
四
の
同
一
年
度
再
共
済
契
約
に
係
る
純
再
共

済
掛
金
及
び
同
条
の
同
一
年
度
共
済
契
約
に
係
る
純
共
済
掛
金
の
合
計
額
に
当
該
同
一
年
度
再
共
済
契
約
及
び
同
一
年
度
共
済
契
約
に
係
る
漁
業
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
す
る
も
の
と

す
る
。

区

分

率
（
％
）

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
漁
業

一
六
・
七

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業

二
二
・
三

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
漁
業

二
三
・
九

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
漁
業

一
四
・
〇

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
漁
業

一
八
・
一

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

三
七
・
四

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

三
一
・
一

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

二
四
・
一

（
法
第
百
四
十
七
条
の
五
第
二
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
方
法
）

第
十
五
条

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
漁
業
に
つ
い
て
の
保
険
区
分
に
係
る
法
第
百
四
十
七
条
の
五
第
一
項
の
連
合
会
責
任
金
額
の
算
定
は
、
当
該
保
険
区
分
に
属
す
る
法
第
百
四
十
七
条
の
四
の
同
一
年
度

再
共
済
契
約
に
係
る
純
再
共
済
掛
金
及
び
同
条
の
同
一
年
度
共
済
契
約
に
係
る
純
共
済
掛
金
の
合
計
額
か
ら
当
該
同
一
年
度
再
共
済
契
約
及
び
同
一
年
度
共
済
契
約
に
つ
い
て
の
保
険
契
約
に
係
る
保
険
料
の
金
額
を
差
し
引
い
て
得
た
金
額

に
当
該
同
一
年
度
再
共
済
契
約
及
び
同
一
年
度
共
済
契
約
に
係
る
漁
業
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
割
合
を
乗
じ
て
す
る
も
の
と
す
る
。

区

分

割

合

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
漁
業

百
分
の
百
十
一

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業

百
分
の
百
十
四

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
漁
業

百
分
の
百
十
六

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
漁
業

百
分
の
百
十

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
漁
業

百
分
の
百
十
二

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

百
分
の
百
二
十
八

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

百
分
の
百
二
十
一

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

百
分
の
百
十
六
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附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
漁
業
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
告
示
は
、
そ
の
共
済
責
任
期
間
の
開
始
日
が
令
和
八
年
四
月
一
日
以
降
の
日
で
あ
る
漁
業
共
済
に
係
る
共
済
契
約
に
つ
い
て
適
用
し
、
そ
の
共
済
責
任
期
間
の
開
始
日
が
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
日
で
あ
る
共
済
契
約
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業
に
属
す
る
漁
業
の
種
類
に
係
る
共
済
契
約
で
あ
っ
て
、
次
項
に
よ
る
廃
止
前
の
平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
六
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

く
基
準
共
済
掛
金
率
を
定
め
る
件
）
第
一
号
の
表
の
備
考
ソ
又
は
第
三
号
の
表
の
備
考
イ
に
該
当
し
、
か
つ
、
当
該
漁
業
単
位
に
係
る
漁
業
の
種
類
が
二
以
上
あ
る
も
の
の
基
準
共
済
掛
金
率
は
、
こ
の
告
示
の
施
行
後
五
年
を
経
過
す
る
ま

で
の
間
は
そ
れ
ぞ
れ
第
六
条
第
一
項
の
表
又
は
同
条
第
三
項
の
表
に
掲
げ
る
率
に
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。

（
関
係
告
示
の
廃
止
）

４

次
に
掲
げ
る
告
示
は
、
廃
止
す
る
。

一

昭
和
四
十
二
年
十
一
月
一
日
農
林
省
告
示
第
千
七
百
二
号
（
漁
業
共
済
組
合
連
合
会
の
漁
獲
共
済
に
係
る
純
再
共
済
掛
金
の
金
額
の
算
定
の
方
法
を
定
め
る
件
）

二

昭
和
四
十
九
年
九
月
十
九
日
農
林
省
告
示
第
八
百
八
十
一
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
施
行
令
の
規
定
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
附
属
漁
船
を
定
め
る
件
）

三

昭
和
六
十
三
年
十
月
一
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
七
十
一
号（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
四
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
く
漁
業
共
済
組
合
連
合
会
の
特
定
養
殖
共
済
に
係
る
純
再
共
済
掛
金
の
金
額
の
算
定
の
方
法
を
定
め
る
件
）

四

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
六
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
基
準
共
済
掛
金
率
を
定
め
る
件
）

五

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
八
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
二
十
五
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
基
準
共
済
掛
金
率
を
定
め
る
件
）

六

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
十
三
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
漁
獲
共
済
に
係
る
同
条
第
一
項
第
一
号
の
団
体
責
任
分
担
共
済
金
額
及
び
特
別
団
体
責
任
分
担
共
済
金
額
の

算
定
の
方
法
を
定
め
る
等
の
件
）

七

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
十
五
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
特
定
養
殖
共
済
に
係
る
同
条
第
一
項
第
一
号
の
団
体
責
任
分
担
共
済
金
額
及
び
特
別
団
体
責
任
分
担
共
済
金

額
の
算
定
の
方
法
を
定
め
る
等
の
件
）

八

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
十
六
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
四
十
七
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
漁
業
災
害
補
償
法
施
行
令
第
二
十
二
条
の
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
漁
業
に
つ

い
て
の
保
険
区
分
に
係
る
同
法
第
百
四
十
七
条
の
五
第
一
項
の
連
合
会
責
任
金
額
の
算
定
の
方
法
を
定
め
る
等
の
件
）

九

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
十
八
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
四
十
七
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
漁
業
災
害
補
償
法
施
行
令
第
二
十
二
条
の
六
第
一
項
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
特
定
養
殖

業
に
つ
い
て
の
保
険
区
分
に
係
る
同
法
第
百
四
十
七
条
の
五
第
一
項
の
連
合
会
責
任
金
額
の
算
定
の
方
法
を
定
め
る
等
の
件
）

十

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
二
十
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
四
十
七
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
き
漁
業
災
害
補
償
法
施
行
令
第
二
十
二
条
の
六
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
漁
業
に
つ
い
て
の

保
険
区
分
に
係
る
政
府
の
保
険
料
の
金
額
の
算
定
の
方
法
を
定
め
る
等
の
件
）

十
一

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
二
十
二
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
四
十
七
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
き
漁
業
災
害
補
償
法
施
行
令
第
二
十
二
条
の
六
第
一
項
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
特
定
養
殖
業

に
つ
い
て
の
保
険
区
分
に
係
る
政
府
の
保
険
料
の
金
額
の
算
定
の
方
法
を
定
め
る
等
の
件
）

十
二

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
二
十
四
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
十
三
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
が
定
め

る
期
間
を
定
め
る
等
の
件
）

十
三

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
二
十
五
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
十
三
条
の
二
第
五
項
（
同
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
が
定
め

る
期
間
を
定
め
る
等
の
件
）

十
四

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
二
十
八
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
二
十
五
条
の
十
二
第
二
項
（
同
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
が

定
め
る
期
間
を
定
め
る
等
の
件
）

十
五

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
二
十
九
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
二
十
五
条
の
十
二
第
三
項
（
同
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
十
三

条
の
二
第
五
項
（
同
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
く
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
期
間
を
定
め
る
等
の
件
）

十
六

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
三
十
二
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
十
三
条
の
二
第
六
項
（
同
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
継
続
契
約
の
共
済
限
度

額
又
は
単
位
共
済
限
度
額
の
上
限
金
額
及
び
下
限
金
額
の
算
出
の
方
法
を
定
め
る
等
の
件
）

十
七

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
三
十
三
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
二
十
五
条
の
十
二
第
四
項
（
同
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
十
三

条
の
二
第
六
項
（
同
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
継
続
契
約
の
共
済
限
度
額
又
は
単
位
共
済
限
度
額
の
上
限
金
額
及
び
下
限
金
額
の
算
出
の
方
法
を
定
め
る
等
の
件
）

十
八

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
三
十
四
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
施
行
規
則
第
五
十
四
条
の
二
第
三
号
（
同
規
則
第
七
十
一
条
の
十
九
（
同
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び

第
七
十
一
条
第
二
項
第
二
号
（
同
規
則
第
八
十
一
条
（
同
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
の
定
め
る
範
囲
を
定
め
る
等
の
件
）

十
九

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
三
十
五
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
十
三
条
の
三
第
二
項
（
同
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
が
定
め

る
期
間
を
定
め
る
等
の
件
）

二
十

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
三
十
八
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
施
行
令
第
六
条
第
一
号
（
同
令
第
二
十
二
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
湖
沼
を

指
定
す
る
等
の
件
）

二
十
一

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
四
十
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
施
行
規
則
第
七
十
一
条
の
三
（
同
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
す

る
漁
業
協
同
組
合
を
指
定
す
る
件
）





（
法
第
百
二
十
二
条
第
二
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
基
準
共
済
掛
金
率
）

第
二
条

養
殖
共
済
の
う
ち
法
第
百
十
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
養
殖
水
産
動
植
物
で
あ
っ
て
同
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
も
の
以
外
の
も
の
に
係
る
も
の
の
法
第
百
二
十
二
条
第
二
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）の
基
準
共
済
掛
金
率
（
次
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。）は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
塡
補
方
式
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
と
す
る
。

区

分

塡

補

方

式

養

殖

業

の

種

類

単
位
漁
場
区
域
の
属

す
る
水
域

期
間

通
常
塡
補
方
式

全
病
害
不
塡
補
方
式

特
定
病
害
不
塡
補
方
式

病
害
低
塡
補
方
式

％

％

％

％

か
き
養
殖
業

全
て
の
水
域

一
一
・
四
六

五
・
二
〇

七
・
三
二

一
年
貝
真
珠
養
殖
業

一

区

三
・
四
四

〇
・
九
五

二
・
三
五

二

区

六
・
四
三

〇
・
九
五

三
・
九
六

二
年
貝
真
珠
養
殖
業

一

区

三
・
四
四

〇
・
九
五

二
・
三
五

二

区

六
・
四
三

〇
・
九
五

三
・
九
六

三

区

短
期

四
・
一
五

〇
・
七
八

〇
・
九
五

二
・
九
八

長
期

四
・
二
三

〇
・
七
九

〇
・
九
六

三
・
〇
四

小
割
り
式
一
年
魚
は
ま
ち
養
殖
業

四

区

短
期

五
・
八
一

〇
・
七
八

〇
・
九
五

四
・
〇
二

長
期

五
・
九
二

〇
・
七
九

〇
・
九
六

四
・
一
〇

五

区

短
期

七
・
六
九

一
・
〇
三

一
・
二
六

五
・
三
二

長
期

七
・
八
四

一
・
〇
五

一
・
二
八

五
・
四
二

短
期

一
・
九
九

〇
・
六
四

〇
・
七
七

一
・
五
六

六

区

中
期

二
・
三
六

〇
・
七
六

〇
・
九
二

一
・
八
五

小
割
り
式
二
年
魚
は
ま
ち
養
殖
業

長
期

二
・
四
八

〇
・
七
九

〇
・
九
六

一
・
九
四

短
期

三
・
九
六

〇
・
八
四

一
・
〇
三

二
・
八
九

七

区

中
期

四
・
七
一

一
・
〇
〇

一
・
二
二

三
・
四
三

長
期

四
・
九
五

一
・
〇
五

一
・
二
八

三
・
六
一

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

養
殖
共
済
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
告
示

（
用
語
）

第
一
条

こ
の
告
示
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）、
漁
業
災
害
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）及
び

漁
業
災
害
補
償
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
農
林
省
令
第
三
十
五
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

「
通
常
塡
補
方
式
」
と
は
、
法
第
百
二
十
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
共
済
金
を
支
払
う
塡
補
方
式
を
い
う
。

二

「
全
病
害
不
塡
補
方
式
」
と
は
、
法
第
百
十
五
条
第
三
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）及
び
法
第
百
十
八
条
の
二
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
り
令
第
十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
養
殖
業
ご
と
に
疾
病
に
よ
る
死
亡
の
全
部
を
共
済
事
故
と
し
な
い
塡
補
方
式
を
い
う
。

三

「
特
定
病
害
不
塡
補
方
式
」
と
は
、
法
第
百
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
規
則
第
五
十
八
条
（
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
養
殖
業
の
種
類
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
疾
病
に
よ
る
死
亡
を
共
済
事
故
と
し
な
い
塡
補
方
式
を
い
う
。

四

「
病
害
低
塡
補
方
式
」
と
は
、
規
則
第
六
十
九
条
の
四
（
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
特
約
に
係
る
塡
補
方
式
を
い
う
。

五

「
赤
潮
特
約
」
と
は
、
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
た
だ
し
書
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
特
約
を
い
う
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
四
百
九
号

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
第
百
二
十
二
条
第
二
項
、
第
百
二
十
四
条
の
二
第
二
項
及
び
第
百
二
十
四
条
の
二
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
百
四
十
条
第
二
項
、
第
百
四
十
一
条
第
一
号
、
第
百
四
十
七
条
の
五
第
二
項
及
び
第
百
四
十
七
条
の
六
並
び
に
漁
業
災
害
補
償
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
農
林
省
令
第
三
十
五
号
）
第
七
十
一
条
第
二
項
第
二
号
（
同
規
則
第
八

十
一
条
（
同
規
則
第
八
十
四
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
養
殖
共
済
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和





短
期

一
・
八
三

〇
・
四
六

〇
・
五
六

一
・
三
八

八

区

中
期

二
・
一
七

〇
・
五
五

〇
・
六
六

一
・
六
四

小
割
り
式
三
年
魚
は
ま
ち
養
殖
業

長
期

二
・
二
八

〇
・
五
七

〇
・
六
九

一
・
七
二

短
期

三
・
四
八

〇
・
六
一

〇
・
七
四

二
・
一
九

九

区

中
期

四
・
一
四

〇
・
七
三

〇
・
八
八

二
・
六
〇

長
期

四
・
三
五

〇
・
七
六

〇
・
九
二

二
・
七
三

十

区

短
期

七
・
六
〇

〇
・
九
一

一
・
一
一

五
・
一
一

長
期

七
・
九
九

〇
・
九
五

一
・
一
六

五
・
三
七

小
割
り
式
一
年
魚
た
い
養
殖
業

十

一

区

短
期

九
・
一
〇

〇
・
七
六

〇
・
九
二

五
・
九
一

長
期

九
・
五
七

〇
・
七
九

〇
・
九
六

六
・
二
二

十

二

区

短
期

一
二
・
七
三

一
・
〇
〇

一
・
二
二

七
・
二
二

長
期

一
三
・
四
〇

一
・
〇
五

一
・
二
八

七
・
五
九

十

三

区

短
期

三
・
〇
一

〇
・
七
六

〇
・
九
二

一
・
九
七

長
期

三
・
一
六

〇
・
七
九

〇
・
九
六

二
・
〇
七

小
割
り
式
二
年
魚
た
い
養
殖
業

十

四

区

短
期

三
・
一
六

〇
・
九
一

一
・
一
一

二
・
一
三

長
期

三
・
三
二

〇
・
九
五

一
・
一
六

二
・
二
四

十

五

区

短
期

四
・
二
六

一
・
〇
〇

一
・
二
二

二
・
七
五

長
期

四
・
四
八

一
・
〇
五

一
・
二
八

二
・
八
九

短
期

二
・
二
八

〇
・
六
〇

〇
・
七
二

一
・
三
七

十

六

区

中
期

二
・
七
〇

〇
・
六
四

〇
・
七
七

一
・
四
六

小
割
り
式
三
年
魚
た
い
養
殖
業

長
期

二
・
八
四

〇
・
七
九

〇
・
九
六

一
・
八
二

短
期

三
・
一
九

〇
・
七
九

〇
・
九
六

二
・
一
〇

十

七

区

中
期

三
・
七
九

〇
・
八
四

一
・
〇
三

二
・
二
四

長
期

三
・
九
八

一
・
〇
五

一
・
二
八

二
・
七
九

小
割
り
式
さ
け
・
ま
す
養
殖
業

全
て
の
水
域

三
・
八
四

一
・
〇
五

一
・
二
八

二
・
九
八

小
割
り
式
二
年
魚
ふ
ぐ
養
殖
業

短
期

一
六
・
四
五

一
・
〇
〇

一
三
・
七
九

九
・
八
〇

全
て
の
水
域

長
期

一
七
・
三
一

一
・
〇
五

一
四
・
五
一

一
〇
・
三
一

短
期

一
二
・
五
五

〇
・
八
四

一
一
・
六
一

八
・
〇
二

小
割
り
式
三
年
魚
ふ
ぐ
養
殖
業

全
て
の
水
域

中
期

一
四
・
九
〇

一
・
〇
〇

一
三
・
七
九

九
・
五
二

長
期

一
五
・
六
八

一
・
〇
五

一
四
・
五
一

一
〇
・
〇
二

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



十

八

区

三
・
九
一

〇
・
七
九

〇
・
九
六

二
・
四
〇

小
割
り
式
一
年
魚
か
ん
ぱ
ち
養
殖
業

十

九

区

五
・
一
八

一
・
〇
五

一
・
二
八

三
・
一
七

二

十

区

六
・
二
二

一
・
〇
五

一
・
二
八

三
・
七
一

短
期

二
・
六
六

〇
・
七
四

〇
・
九
〇

一
・
一
七

二

十

一

区

中
期

二
・
七
一

〇
・
七
六

〇
・
九
二

一
・
二
三

小
割
り
式
二
年
魚
か
ん
ぱ
ち
養
殖
業

長
期

二
・
八
五

〇
・
七
九

〇
・
九
六

一
・
九
〇

短
期

三
・
二
三

〇
・
九
八

一
・
二
〇

二
・
二
一

二

十

二

区

中
期

三
・
三
〇

一
・
〇
〇

一
・
二
二

二
・
二
六

長
期

三
・
四
七

一
・
〇
五

一
・
二
八

二
・
三
七

短
期

三
・
九
〇

〇
・
九
八

一
・
二
〇

二
・
五
四

二

十

三

区

中
期

三
・
九
九

一
・
〇
〇

一
・
二
二

二
・
六
〇

長
期

四
・
一
九

一
・
〇
五

一
・
二
八

二
・
七
三

短
期

二
・
三
四

〇
・
六
四

〇
・
七
七

一
・
五
六

小
割
り
式
三
年
魚
か
ん
ぱ
ち
養
殖
業

二

十

四

区

中
期

二
・
七
八

〇
・
七
六

〇
・
九
二

一
・
八
五

長
期

二
・
九
二

〇
・
七
九

〇
・
九
六

一
・
九
四

短
期

二
・
八
七

〇
・
八
四

一
・
〇
三

二
・
二
四

二

十

五

区

中
期

三
・
四
一

一
・
〇
〇

一
・
二
二

二
・
六
六

長
期

三
・
五
八

一
・
〇
五

一
・
二
八

二
・
七
九

小
割
り
式
一
年
魚
す
ず
き
養
殖
業

全
て
の
水
域

六
・
四
四

一
・
〇
五

一
・
二
八

三
・
九
九

小
割
り
式
二
年
魚
す
ず
き
養
殖
業

全
て
の
水
域

四
・
七
九

一
・
〇
五

一
・
二
八

三
・
一
六

短
期

二
・
〇
〇

〇
・
八
四

一
・
〇
三

一
・
六
七

小
割
り
式
三
年
魚
す
ず
き
養
殖
業

全
て
の
水
域

中
期

二
・
三
七

一
・
〇
〇

一
・
二
二

一
・
九
八

長
期

二
・
四
九

一
・
〇
五

一
・
二
八

二
・
〇
八

小
割
り
式
二
年
魚
ひ
ら
ま
さ
養
殖
業

全
て
の
水
域

五
・
七
九

一
・
〇
五

一
・
二
八

三
・
五
三

短
期

四
・
三
五

〇
・
八
四

一
・
〇
三

二
・
七
九

小
割
り
式
三
年
魚
ひ
ら
ま
さ
養
殖
業

全
て
の
水
域

中
期

五
・
一
六

一
・
〇
〇

一
・
二
二

三
・
三
一

長
期

五
・
四
三

一
・
〇
五

一
・
二
八

三
・
四
八

小
割
り
式
ま
あ
じ
養
殖
業

全
て
の
水
域

八
・
六
〇

一
・
〇
五

一
・
二
八

四
・
九
四

小
割
り
式
一
年
魚
し
ま
あ
じ
養
殖
業

全
て
の
水
域

六
・
九
〇

一
・
〇
五

一
・
二
八

四
・
〇
八

小
割
り
式
二
年
魚
し
ま
あ
じ
養
殖
業

全
て
の
水
域

五
・
五
七

一
・
〇
五

一
・
二
八

三
・
五
六

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



短
期

三
・
五
五

〇
・
八
四

一
・
〇
三

二
・
三
九

小
割
り
式
三
年
魚
し
ま
あ
じ
養
殖
業

全
て
の
水
域

中
期

四
・
二
一

一
・
〇
〇

一
・
二
二

二
・
八
四

長
期

四
・
四
三

一
・
〇
五

一
・
二
八

二
・
九
八

小
割
り
式
二
年
魚
く
ろ
ま
ぐ
ろ
養
殖
業

全
て
の
水
域

七
・
一
〇

二
・
二
五

二
・
九
〇

四
・
六
七

小
割
り
式
三
年
魚
く
ろ
ま
ぐ
ろ
養
殖
業

全
て
の
水
域

六
・
〇
五

二
・
二
五

二
・
五
七

四
・
一
四

短
期

四
・
八
四

一
・
八
〇

二
・
〇
六

三
・
三
二

小
割
り
式
四
年
魚
く
ろ
ま
ぐ
ろ
養
殖
業

全
て
の
水
域

中
期

五
・
七
五

二
・
一
四

二
・
四
五

三
・
九
四

長
期

六
・
〇
五

二
・
二
五

二
・
五
七

四
・
一
四

短
期

四
・
八
四

一
・
八
〇

二
・
〇
六

三
・
三
二

小
割
り
式
五
年
魚
く
ろ
ま
ぐ
ろ
養
殖
業

全
て
の
水
域

中
期

五
・
七
五

二
・
一
四

二
・
四
五

三
・
九
四

長
期

六
・
〇
五

二
・
二
五

二
・
五
七

四
・
一
四

う
な
ぎ
養
殖
業

短
期

〇
・
九
〇

〇
・
八
六

長
期

一
・
〇
〇

〇
・
九
五

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

備
考一

「
一
区
」
と
は
、
福
井
県
、
三
重
県
、
和
歌
山
県
、
広
島
県
、
愛
媛
県
又
は
大
分
県
の
地
先
水
面
を
、「
二
区
」
と
は
、
一
区
に
掲
げ
る
県
以
外
の
都
道
府
県
の
地
先
水
面
を
い
う
。

二

「
三
区
」
と
は
、
愛
媛
県
、
佐
賀
県
又
は
鹿
児
島
県
の
地
先
水
面
を
、「
四
区
」
と
は
、
和
歌
山
県
、
島
根
県
、
山
口
県
、
香
川
県
、
長
崎
県
又
は
熊
本
県
の
地
先
水
面
を
、「
五
区
」
と
は
、
三
区
及
び
四
区
に
掲
げ
る
県
以
外
の
都
道

府
県
の
地
先
水
面
を
い
う
。

三

「
六
区
」
と
は
、
香
川
県
、
愛
媛
県
、
佐
賀
県
又
は
鹿
児
島
県
の
地
先
水
面
を
、「
七
区
」
と
は
、
六
区
に
掲
げ
る
県
以
外
の
都
道
府
県
の
地
先
水
面
を
い
う
。

四

「
八
区
」
と
は
、
静
岡
県
、
兵
庫
県
、
和
歌
山
県
、
山
口
県
、
香
川
県
、
愛
媛
県
、
佐
賀
県
、
熊
本
県
又
は
大
分
県
の
地
先
水
面
を
、「
九
区
」
と
は
、
八
区
に
掲
げ
る
県
以
外
の
都
道
府
県
の
地
先
水
面
を
い
う
。

五

「
十
区
」
と
は
、
兵
庫
県
、
和
歌
山
県
、
香
川
県
、
愛
媛
県
、
佐
賀
県
又
は
鹿
児
島
県
の
地
先
水
面
を
、「
十
一
区
」
と
は
、
三
重
県
、
徳
島
県
、
高
知
県
、
長
崎
県
、
熊
本
県
、
大
分
県
の
地
先
水
面
を
、「
十
二
区
」
と
は
、
十
区
及

び
十
一
区
に
掲
げ
る
県
以
外
の
都
道
府
県
の
地
先
水
面
を
い
う
。

六

「
十
三
区
」
と
は
、
愛
媛
県
、
高
知
県
、
佐
賀
県
、
大
分
県
又
は
鹿
児
島
県
の
地
先
水
面
を
、「
十
四
区
」
と
は
、
千
葉
県
、
和
歌
山
県
又
は
長
崎
県
の
地
先
水
面
を
、「
十
五
区
」
と
は
、
十
三
区
及
び
十
四
区
に
掲
げ
る
県
以
外
の
都

道
府
県
の
地
先
水
面
を
い
う
。

七

「
十
六
区
」
と
は
、
静
岡
県
、
広
島
県
、
香
川
県
、
愛
媛
県
、
高
知
県
、
佐
賀
県
、
大
分
県
又
は
鹿
児
島
県
の
地
先
水
面
を
、「
十
七
区
」
と
は
、
十
六
区
に
掲
げ
る
県
以
外
の
都
道
府
県
の
地
先
水
面
を
い
う
。

八

「
十
八
区
」
と
は
、
香
川
県
又
は
愛
媛
県
の
地
先
水
面
を
、「
十
九
区
」
と
は
、
三
重
県
、
長
崎
県
、
宮
崎
県
又
は
鹿
児
島
県
の
地
先
水
面
を
、「
二
十
区
」
と
は
、
十
八
区
及
び
十
九
区
に
掲
げ
る
県
以
外
の
都
道
府
県
の
地
先
水
面
を

い
う
。

九

「
二
十
一
区
」
と
は
、
香
川
県
、
愛
媛
県
又
は
鹿
児
島
県
の
地
先
水
面
を
、「
二
十
二
区
」
と
は
、
三
重
県
、
和
歌
山
県
、
徳
島
県
、
長
崎
県
又
は
大
分
県
の
地
先
水
面
を
、「
二
十
三
区
」
と
は
、
二
十
一
区
及
び
二
十
二
区
に
掲
げ
る

県
以
外
の
都
道
府
県
の
地
先
水
面
を
い
う
。

十

「
二
十
四
区
」
と
は
、
香
川
県
、
愛
媛
県
、
長
崎
県
又
は
鹿
児
島
県
の
地
先
水
面
を
、「
二
十
五
区
」
と
は
、
二
十
四
区
に
掲
げ
る
県
以
外
の
都
道
府
県
の
地
先
水
面
を
い
う
。

十
一

小
割
り
式
一
年
魚
は
ま
ち
養
殖
業
に
お
い
て
、「
短
期
」
と
は
、
共
済
責
任
期
間
の
終
了
す
る
日
が
共
済
責
任
期
間
の
開
始
す
る
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
以
前
の
日
で
あ
る
も
の
を
、「
長
期
」
と
は
、
共
済
責
任
期

間
の
終
了
す
る
日
が
共
済
責
任
期
間
の
開
始
す
る
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
四
月
一
日
以
後
の
日
で
あ
る
も
の
を
い
う
。

十
二

小
割
り
式
二
年
魚
は
ま
ち
養
殖
業
、
小
割
り
式
三
年
魚
は
ま
ち
養
殖
業
、
小
割
り
式
三
年
魚
た
い
養
殖
業
、
小
割
り
式
三
年
魚
ふ
ぐ
養
殖
業
、
小
割
り
式
三
年
魚
か
ん
ぱ
ち
養
殖
業
、
小
割
り
式
三
年
魚
す
ず
き
養
殖
業
、
小
割
り

式
三
年
魚
ひ
ら
ま
さ
養
殖
業
、
小
割
り
式
三
年
魚
し
ま
あ
じ
養
殖
業
、
小
割
り
式
四
年
魚
く
ろ
ま
ぐ
ろ
養
殖
業
及
び
小
割
り
式
五
年
魚
く
ろ
ま
ぐ
ろ
養
殖
業
に
お
い
て
、「
短
期
」
と
は
、
共
済
責
任
期
間
の
終
了
す
る
日
が
共
済
責
任
期

間
の
開
始
す
る
日
の
属
す
る
年
の
八
月
三
十
一
日
以
前
の
日
で
あ
る
も
の
を
、「
中
期
」
と
は
、
共
済
責
任
期
間
の
終
了
す
る
日
が
共
済
責
任
期
間
の
開
始
す
る
日
の
属
す
る
年
の
十
二
月
三
十
一
日
以
前
の
日
で
あ
る
も
の（「
短
期
」
に

該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）を
、「
長
期
」
と
は
、
共
済
責
任
期
間
の
終
了
す
る
日
が
共
済
責
任
期
間
の
開
始
す
る
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
一
月
一
日
以
後
の
日
で
あ
る
も
の
を
い
う
（
以
下
同
じ
。）。

十
三

小
割
り
式
一
年
魚
た
い
養
殖
業
、
小
割
り
式
二
年
魚
た
い
養
殖
業
及
び
小
割
り
式
二
年
魚
ふ
ぐ
養
殖
業
に
お
い
て
、「
短
期
」
と
は
、
共
済
責
任
期
間
の
終
了
す
る
日
が
共
済
責
任
期
間
の
開
始
す
る
日
の
属
す
る
年
の
十
二
月
三
十

一
日
以
前
の
日
で
あ
る
も
の
を
、「
長
期
」
と
は
、
共
済
責
任
期
間
の
終
了
す
る
日
が
共
済
責
任
期
間
の
開
始
す
る
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
一
月
一
日
以
後
の
日
で
あ
る
も
の
を
い
う
（
以
下
同
じ
。）。

十
四

小
割
り
式
二
年
魚
か
ん
ぱ
ち
養
殖
業
に
お
い
て
、「
短
期
」
と
は
、
共
済
責
任
期
間
の
終
了
す
る
日
が
共
済
責
任
期
間
の
開
始
す
る
日
の
属
す
る
年
の
十
月
三
十
一
日
以
前
の
日
で
あ
る
も
の
を
、「
中
期
」
と
は
、
共
済
責
任
期
間
の

終
了
す
る
日
が
共
済
責
任
期
間
の
開
始
す
る
日
の
属
す
る
年
の
十
二
月
三
十
一
日
以
前
の
日
で
あ
る
も
の（「
短
期
」
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）を
、「
長
期
」
と
は
、
共
済
責
任
期
間
の
終
了
す
る
日
が
共
済
責
任
期
間
の
開
始
す
る
日

の
属
す
る
年
の
翌
年
の
一
月
一
日
以
後
の
日
で
あ
る
も
の
を
い
う
（
以
下
同
じ
。）。
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十
七

通
常
塡
補
方
式
又
は
病
害
低
塡
補
方
式
に
よ
り
契
約
を
締
結
し
た
共
済
契
約
者
（
う
な
ぎ
養
殖
業
に
属
す
る
養
殖
業
に
係
る
養
殖
共
済
の
共
済
契
約
者
を
除
く
。）が
共
済
責
任
期
間
の
開
始
日
前
四
年
間
に
そ
の
共
済
責
任
期
間
の

終
了
す
る
日
が
含
ま
れ
る
共
済
契
約
を
締
結
し
て
い
た
場
合
に
お
け
る
基
準
共
済
掛
金
率
は
、
表
に
掲
げ
る
率
（
前
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
号
に
よ
っ
て
得
た
率
）
に
、
当
該
共
済
契
約
者
が
締
結
し
て
い
た
直
前
の
共

済
契
約
（
当
該
共
済
契
約
に
係
る
養
殖
を
営
ま
な
か
っ
た
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
直
前
契
約
」
と
い
う
。）に
よ
り
漁
業
共
済
組
合
か
ら
当
該
養
殖
共
済
の
共
済
金
の
支
払
を
受
け
ず
又
は
受
け
な
い
こ
と
が
確
実
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
（
直
前
契
約
の
基
準
共
済
掛
金
率
を
算
出
す
る
た
め
に
乗
じ
た
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
割
合
に
応
ず
る
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
等
級
を
い
い
、
直
前
契
約
の
共
済
責
任
期
間

の
開
始
日
前
四
年
間
に
そ
の
共
済
責
任
期
間
の
終
了
す
る
日
が
含
ま
れ
る
共
済
契
約
を
締
結
し
て
い
な
い
場
合
に
お
け
る
当
該
直
前
契
約
に
あ
っ
て
は
十
四
等
級
と
す
る
。
以
下
同
じ
。）か
ら
一
を
差
し
引
い
て
得
た
等
級
（
当
該
直
前

契
約
に
係
る
等
級
が
一
等
級
の
場
合
は
、
一
等
級
）
が
属
す
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
割
合
、
直
前
契
約
に
よ
り
漁
業
共
済
組
合
か
ら
当
該
養
殖
共
済
の
共
済
金
の
支
払
を
受
け
又
は
受
け
る
こ

と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
に
三
を
加
え
て
得
た
等
級
（
当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
が
二
十
二
等
級
、
二
十
三
等
級
又
は
二
十
四
等
級
の
場
合
は
、
二
十
四
等
級
）
が
属
す
る
同
表
の
上

欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。

区

分

割

合

一
等
級

百
分
の
五
十

二
等
級

百
分
の
五
十

三
等
級

百
分
の
五
十

四
等
級

百
分
の
五
十

五
等
級

百
分
の
五
十
五

六
等
級

百
分
の
六
十

七
等
級

百
分
の
六
十
五

八
等
級

百
分
の
七
十

九
等
級

百
分
の
七
十
五

十
等
級

百
分
の
八
十

十
一
等
級

百
分
の
八
十
五

十
二
等
級

百
分
の
九
十

十
三
等
級

百
分
の
九
十
五

十
四
等
級

百
分
の
百

十
五
等
級

百
分
の
百
五

十
六
等
級

百
分
の
百
十

十
七
等
級

百
分
の
百
十
五

十
八
等
級

百
分
の
百
二
十

十
九
等
級

百
分
の
百
二
十
五

二
十
等
級

百
分
の
百
三
十

二
十
一
等
級

百
分
の
百
三
十
五

二
十
二
等
級

百
分
の
百
四
十

二
十
三
等
級

百
分
の
百
四
十
五

二
十
四
等
級

百
分
の
百
五
十

十
八

全
病
害
不
塡
補
方
式
又
は
特
定
病
害
不
塡
補
方
式
に
よ
り
契
約
を
締
結
し
た
共
済
契
約
者
（
う
な
ぎ
養
殖
業
に
属
す
る
養
殖
業
に
係
る
養
殖
共
済
の
共
済
契
約
者
を
除
く
。）が
共
済
責
任
期
間
の
開
始
日
前
四
年
間
に
そ
の
共
済
責

任
期
間
の
終
了
す
る
日
が
含
ま
れ
る
共
済
契
約
を
締
結
し
て
い
た
場
合
に
お
け
る
基
準
共
済
掛
金
率
は
、
表
に
掲
げ
る
率
（
第
十
六
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
号
に
よ
っ
て
得
た
率
）
に
、
直
前
契
約
に
よ
り
漁
業
共
済
組

合
か
ら
当
該
養
殖
共
済
の
共
済
金
の
支
払
を
受
け
ず
又
は
受
け
な
い
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
か
ら
一
を
差
し
引
い
て
得
た
等
級（
当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
が
一
等
級
の
場
合
は
、
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十
五

う
な
ぎ
養
殖
業
に
お
い
て
、「
短
期
」
と
は
、
共
済
責
任
期
間
の
終
了
す
る
日
が
ふ
化
の
年
の
翌
年
の
十
二
月
三
十
一
日
以
前
の
日
で
あ
る
も
の
を
、「
長
期
」
と
は
、
共
済
責
任
期
間
の
終
了
す
る
日
が
ふ
化
の
年
の
翌
々
年
の
一
月

一
日
以
後
の
日
で
あ
る
も
の
を
い
う
（
以
下
同
じ
。）。

十
六

規
則
第
六
十
九
条
の
三
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
特
約
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
基
準
共
済
掛
金
率
は
、
表
に
掲
げ
る
率
に
百
分
の
百
十
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。





区

分

割

合

一
等
級

百
分
の
八
十

二
等
級

百
分
の
八
十

三
等
級

百
分
の
八
十

四
等
級

百
分
の
八
十

五
等
級

百
分
の
八
十
二

六
等
級

百
分
の
八
十
四

七
等
級

百
分
の
八
十
六

八
等
級

百
分
の
八
十
八

九
等
級

百
分
の
九
十

十
等
級

百
分
の
九
十
二

十
一
等
級

百
分
の
九
十
四

十
二
等
級

百
分
の
九
十
六

十
三
等
級

百
分
の
九
十
八

十
四
等
級

百
分
の
百

十
五
等
級

百
分
の
百
三

十
六
等
級

百
分
の
百
六

十
七
等
級

百
分
の
百
九

十
八
等
級

百
分
の
百
十
二

十
九
等
級

百
分
の
百
十
五

二
十
等
級

百
分
の
百
十
八

二
十
一
等
級

百
分
の
百
二
十
一

二
十
二
等
級

百
分
の
百
二
十
四

二
十
三
等
級

百
分
の
百
二
十
七

二
十
四
等
級

百
分
の
百
三
十

一
等
級
）
が
属
す
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
割
合
、
直
前
契
約
に
よ
り
漁
業
共
済
組
合
か
ら
当
該
養
殖
共
済
の
共
済
金
の
支
払
を
受
け
又
は
受
け
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
に
十
を
加
え
て
得
た
等
級
（
当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
が
十
五
等
級
か
ら
二
十
四
等
級
ま
で
の
場
合
は
、
二
十
四
等
級
）
が
属
す
る
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
割
合

を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

十
九

法
第
九
十
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
（
悪
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
場
合
に
限
る
。）、
第
四
号
（
悪
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
場
合
に
限
る
。）、
第
六
号
又
は
第
七
号
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
四
十
七
条
の
二

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
漁
業
共
済
組
合
が
共
済
金
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
き
支
払
の
責
め
を
免
れ
又
は
免
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と

き
の
第
十
七
号
又
は
前
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
漁
業
共
済
組
合
か
ら
支
払
を
受
け
又
は
受
け
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
み
な
す
。

二
十

令
第
二
十
二
条
第
二
号
（
令
第
三
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
申
出
（
販
売
の
目
的
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
基
準
共
済
掛
金
率
は
、
次
の
算
式
に
よ
り
算
出

し
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。

Ａ
×
Ｂ
×
12＋

Ｃ
Ｂ
＋
Ｃ

Ａ
は
、
表
に
掲
げ
る
率
（
同
表
備
考
第
十
六
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
備
考
第
十
六
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
に
よ
っ
て
得
た
率
）

Ｂ
は
、
当
該
申
出
に
係
る
移
動
す
べ
き
共
済
目
的
た
る
養
殖
水
産
動
植
物
の
数
量

Ｃ
は
、
当
該
申
出
に
係
る
移
動
す
べ
き
共
済
目
的
た
る
養
殖
水
産
動
植
物
以
外
の
共
済
目
的
た
る
養
殖
水
産
動
植
物
の
数
量

二
十
一

令
第
二
十
四
条
第
三
項
（
令
第
三
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
単
位
漁
場
区
域
に
係
る
も
の
（
当
該
共
済
契
約
に
係
る
塡
補
方
式
が
全
病
害
不
塡
補
方
式
又
は
特
定
病
害
不
塡
補
方

式
で
あ
る
場
合
を
除
く
。）に
つ
い
て
の
基
準
共
済
掛
金
率
は
、
表
に
掲
げ
る
率
（
同
表
備
考
第
十
六
号
、
第
十
七
号
又
は
第
二
十
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
同
表
備
考
第
十
六
号
、第
十
七
号
又
は
第
二
十
号
に
よ
っ

て
得
た
率
）
に
百
分
の
百
か
ら
令
第
二
十
四
条
第
四
項
（
令
第
三
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
当
該
単
位
漁
場
区
域
に
つ
き
指
定
さ
れ
た
割
合
を
差
し
引
い
て
得
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点

以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。

二
十
二

法
第
百
二
十
四
条
の
二
第
一
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）の
継
続
申
込
特
約
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
基
準
共
済
掛
金
率
は
、
表
に
掲
げ
る
率
（
同
表
備
考
第
十
六
号
か

ら
第
十
八
号
ま
で
、
第
二
十
号
又
は
第
二
十
一
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
備
考
第
十
六
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
、
第
二
十
号
又
は
第
二
十
一
号
に
よ
っ
て
得
た
率
）
に
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数

点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。





２

養
殖
共
済
の
う
ち
法
第
百
十
五
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
養
殖
水
産
動
植
物
に
係
る
も
の
の
法
第
百
二
十
二
条
第
二
項
の
基
準
共
済
掛
金
率
（
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。）は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
率
と
す
る
。

区

分

率
（
％
）

養

殖

業

の

種

類

単
位
漁
場
区
域
の
属
す
る
水
域

期

間

小
割
り
式
一
年
魚
ふ
ぐ
養
殖
業

全
て
の
水
域

四
・
二
〇

小
割
り
式
二
年
魚
ま
は
た
養
殖
業

全
て
の
水
域

一
・
〇
五

小
割
り
式
三
年
魚
ま
は
た
養
殖
業

全
て
の
水
域

一
・
〇
五

小
割
り
式
四
年
魚
ま
は
た
養
殖
業

全
て
の
水
域

一
・
〇
五

小
割
り
式
五
年
魚
ま
は
た
養
殖
業

全
て
の
水
域

一
・
〇
五

小
割
り
式
す
ぎ
養
殖
業

全
て
の
水
域

一
・
〇
五

小
割
り
式
ま
さ
ば
養
殖
業

全
て
の
水
域

一
・
〇
五

小
割
り
式
二
年
魚
め
ば
る
養
殖
業

全
て
の
水
域

一
・
〇
五

小
割
り
式
三
年
魚
め
ば
る
養
殖
業

全
て
の
水
域

一
・
〇
五

小
割
り
式
四
年
魚
め
ば
る
養
殖
業

全
て
の
水
域

一
・
〇
五

小
割
り
式
か
わ
は
ぎ
養
殖
業

全
て
の
水
域

一
・
〇
五

ひ
ら
め
陸
上
養
殖
業

一
・
五
五

備
考一

規
則
第
六
十
九
条
の
三
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
特
約
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
基
準
共
済
掛
金
率
は
、
表
に
掲
げ
る
率
に
百
分
の
百
十
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。

二

共
済
契
約
者
が
共
済
責
任
期
間
の
開
始
日
前
四
年
間
に
そ
の
共
済
責
任
期
間
の
終
了
す
る
日
が
含
ま
れ
る
共
済
契
約
を
締
結
し
て
い
た
場
合
に
お
け
る
基
準
共
済
掛
金
率
は
、
表
に
掲
げ
る
率（
前
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

同
号
に
よ
っ
て
得
た
率
）
に
、
直
前
契
約
に
よ
り
漁
業
共
済
組
合
か
ら
当
該
養
殖
共
済
の
共
済
金
の
支
払
を
受
け
ず
又
は
受
け
な
い
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
か
ら
一
を
差
し
引
い
て

得
た
等
級
（
当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
が
一
等
級
の
場
合
は
、
一
等
級
）
が
属
す
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
割
合
、
直
前
契
約
に
よ
り
漁
業
共
済
組
合
か
ら
当
該
養
殖
共
済
の
共
済
金
の
支
払

を
受
け
又
は
受
け
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
に
十
を
加
え
て
得
た
等
級
（
当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
が
十
五
等
級
か
ら
二
十
四
等
級
ま
で
の
場
合
は
、
二
十
四
等
級
）
が
属
す
る

同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。

区

分

割

合

一
等
級

百
分
の
八
十

二
等
級

百
分
の
八
十

三
等
級

百
分
の
八
十

四
等
級

百
分
の
八
十

五
等
級

百
分
の
八
十
二

六
等
級

百
分
の
八
十
四

七
等
級

百
分
の
八
十
六

八
等
級

百
分
の
八
十
八

九
等
級

百
分
の
九
十

十
等
級

百
分
の
九
十
二

十
一
等
級

百
分
の
九
十
四

十
二
等
級

百
分
の
九
十
六

十
三
等
級

百
分
の
九
十
八

十
四
等
級

百
分
の
百

十
五
等
級

百
分
の
百
三
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十
六
等
級

百
分
の
百
六

十
七
等
級

百
分
の
百
九

十
八
等
級

百
分
の
百
十
二

十
九
等
級

百
分
の
百
十
五

二
十
等
級

百
分
の
百
十
八

二
十
一
等
級

百
分
の
百
二
十
一

二
十
二
等
級

百
分
の
百
二
十
四

二
十
三
等
級

百
分
の
百
二
十
七

二
十
四
等
級

百
分
の
百
三
十

３

養
殖
共
済
の
う
ち
赤
潮
特
約
が
あ
る
共
済
契
約
に
係
る
も
の
の
法
第
百
二
十
二
条
第
二
項
の
基
準
共
済
掛
金
率
は
、
前
二
項
に
掲
げ
る
率
に
、次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
を
加
え
て
得
た
率
と
す
る
。

区

分

率
（
％
）

養

殖

業

の

種

類

単
位
漁
場
区
域
の
属
す
る
水
域

期

間

か
き
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
七
二

一
年
貝
真
珠
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
九
八

二
年
貝
真
珠
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
九
八

一

区

短

期

一
・
四
五

長

期

一
・
六
二

二

区

短

期

〇
・
七
八

小
割
り
式
一
年
魚
は
ま
ち
養
殖
業

長

期

〇
・
八
六

三

区

短

期

〇
・
五
二

長

期

〇
・
六
一

四

区

短

期

〇
・
一
九

長

期

〇
・
二
九

五

区

短

期

・

中

期

一
・
四
七

長

期

二
・
一
六

六

区

短

期

・

中

期

一
・
一
二

長

期

一
・
六
三

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

三

法
第
九
十
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
（
悪
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
場
合
に
限
る
。）、
第
四
号
（
悪
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
場
合
に
限
る
。）、
第
六
号
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
漁
業
共
済
組
合
が

共
済
金
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
き
支
払
の
責
め
を
免
れ
又
は
免
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
の
前
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
漁
業
共
済
組
合
か
ら
支
払
を
受
け
又
は
受
け
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
と
み
な
す
。

四

令
第
二
十
二
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
申
出
（
販
売
の
目
的
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
基
準
共
済
掛
金
率
は
、
次
の
算
式
に
よ
り
算
出
し
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。

Ａ
×
Ｂ
×
12＋

Ｃ
Ｂ
＋
Ｃ

Ａ
は
、
表
に
掲
げ
る
率
（
同
表
備
考
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
備
考
第
一
号
又
は
第
二
号
に
よ
っ
て
得
た
率
）

Ｂ
は
、
当
該
申
出
に
係
る
移
動
す
べ
き
共
済
目
的
た
る
養
殖
水
産
動
植
物
の
数
量

Ｃ
は
、
当
該
申
出
に
係
る
移
動
す
べ
き
共
済
目
的
た
る
養
殖
水
産
動
植
物
以
外
の
共
済
目
的
た
る
養
殖
水
産
動
植
物
の
数
量

五

法
第
百
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
継
続
申
込
特
約
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
基
準
共
済
掛
金
率
は
、
表
に
掲
げ
る
率
（
同
表
備
考
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
四
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
備
考
第
一
号
、
第
二

号
又
は
第
四
号
に
よ
っ
て
得
た
率
）
に
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。





七

区

短

期

・

中

期

〇
・
六
九

小
割
り
式
二
年
魚
は
ま
ち
養
殖
業

長

期

〇
・
九
五

八

区

短

期

・

中

期

〇
・
五
二

長

期

〇
・
七
二

九

区

短

期

・

中

期

〇
・
四
四

長

期

〇
・
六
一

十

区

短

期

・

中

期

〇
・
三
五

長

期

〇
・
五
二

五

区

一
・
五
四

六

区

一
・
一
七

小
割
り
式
三
年
魚
は
ま
ち
養
殖
業

七

区

〇
・
七
二

八

区

〇
・
五
四

九

区

〇
・
四
五

十

区

〇
・
三
六

小
割
り
式
一
年
魚
た
い
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
三
三

小
割
り
式
二
年
魚
た
い
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
三
三

小
割
り
式
三
年
魚
た
い
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
五
七

小
割
り
式
さ
け
・
ま
す
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
三
三

小
割
り
式
一
年
魚
ふ
ぐ
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
五
五

小
割
り
式
二
年
魚
ふ
ぐ
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
五
五

小
割
り
式
三
年
魚
ふ
ぐ
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
五
五

一

区

一
・
五
三

小
割
り
式
一
年
魚
か
ん
ぱ
ち
養
殖
業

二

区

〇
・
八
六

三

区

〇
・
六
一

四

区

〇
・
二
九

五

区

短

期

・

中

期

一
・
三
八

長

期

二
・
〇
五

六

区

短

期

・

中

期

一
・
〇
六

長

期

一
・
五
四

小
割
り
式
二
年
魚
か
ん
ぱ
ち
養
殖
業

十

一

区

短

期

・

中

期

〇
・
六
五

長

期

〇
・
九
〇
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十

二

区

短

期

・

中

期

〇
・
四
一

長

期

〇
・
五
七

十

三

区

短

期

・

中

期

〇
・
三
三

長

期

〇
・
四
九

五

区

一
・
五
四

六

区

一
・
一
七

小
割
り
式
三
年
魚
か
ん
ぱ
ち
養
殖
業

十

一

区

〇
・
七
二

十

二

区

〇
・
四
五

十

三

区

〇
・
三
六

小
割
り
式
一
年
魚
す
ず
き
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
四
二

小
割
り
式
二
年
魚
す
ず
き
養
殖
業

全

て

の

水

域

一
・
一
六

小
割
り
式
三
年
魚
す
ず
き
養
殖
業

全

て

の

水

域

一
・
一
六

小
割
り
式
二
年
魚
ひ
ら
ま
さ
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
四
四

小
割
り
式
三
年
魚
ひ
ら
ま
さ
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
六
三

小
割
り
式
ま
あ
じ
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
三
六

小
割
り
式
一
年
魚
し
ま
あ
じ
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
四
二

小
割
り
式
二
年
魚
し
ま
あ
じ
養
殖
業

全

て

の

水

域

一
・
一
六

小
割
り
式
三
年
魚
し
ま
あ
じ
養
殖
業

全

て

の

水

域

一
・
四
一

小
割
り
式
二
年
魚
ま
は
た
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
三
三

小
割
り
式
三
年
魚
ま
は
た
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
三
三

小
割
り
式
四
年
魚
ま
は
た
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
三
三

小
割
り
式
五
年
魚
ま
は
た
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
三
三

小
割
り
式
す
ぎ
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
三
三

小
割
り
式
ま
さ
ば
養
殖
業

全

て

の

水

域

一
・
一
二

小
割
り
式
二
年
魚
く
ろ
ま
ぐ
ろ
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
五
五

小
割
り
式
三
年
魚
く
ろ
ま
ぐ
ろ
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
五
五

小
割
り
式
四
年
魚
く
ろ
ま
ぐ
ろ
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
五
五

小
割
り
式
五
年
魚
く
ろ
ま
ぐ
ろ
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
五
五

小
割
り
式
二
年
魚
め
ば
る
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
三
三

小
割
り
式
三
年
魚
め
ば
る
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
三
三
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小
割
り
式
四
年
魚
め
ば
る
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
三
三

小
割
り
式
か
わ
は
ぎ
養
殖
業

全

て

の

水

域

〇
・
九
七

（
法
第
百
四
十
条
第
二
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
方
法
）

第
五
条

養
殖
共
済
に
係
る
法
第
百
四
十
条
第
一
項
第
一
号
の
団
体
責
任
分
担
共
済
金
額
及
び
特
別
団
体
責
任
分
担
共
済
金
額
の
算
定
は
、
共
済
契
約
に
係
る
共
済
金
額
に
当
該
共
済
契
約
に
係
る
養
殖
業
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に

応
じ
塡
補
方
式
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
及
び
下
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
す
る
も
の
と
す
る
。

区

分

団
体
責
任
分
担
共
済
金
額

特
別
団
体
責
任
分
担
共
済
金
額

養

殖

業

の

種

類

赤
潮
特
約
に
係
る

区
分

通
常
塡
補
方

式

全
病
害
不
塡

補
方
式

特
定
病
害
不

塡
補
方
式

病
害
低
塡
補

方
式

通
常
塡
補
方

式

全
病
害
不
塡

補
方
式

特
定
病
害
不

塡
補
方
式

病
害
低
塡
補

方
式

％

％

％

％

％

％

％

％

令
第
三
十
五
条
第
二
十
三
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分
以
外

一
六
・
四

二
六
・
九

九
・
三

一
〇
・
六

二
〇
・
六

五
・
七

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分

三
七
・
四

三
七
・
四

三
七
・
四

二
八
・
五

二
八
・
五

二
八
・
五

令
第
三
十
五
条
第
二
十
四
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分
以
外

一
四
・
三

二
五
・
八

八
・
七

九
・
二

二
〇
・
五

五
・
七

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分

三
七
・
四

三
七
・
四

三
七
・
四

二
八
・
五

二
八
・
五

二
八
・
五

令
第
三
十
五
条
第
二
十
五
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分
以
外

一
八
・
六

二
二
・
二

二
四
・
一

一
七
・
四

一
一
・
六

一
四
・
八

一
五
・
一

一
〇
・
七

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分

三
七
・
四

三
七
・
四

三
七
・
四

三
七
・
四

二
八
・
五

二
八
・
五

二
八
・
五

二
八
・
五

令
第
三
十
五
条
第
二
十
六
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分
以
外

二
一
・
四

二
二
・
二

二
四
・
一

一
五
・
七

一
四
・
三

一
四
・
八

一
五
・
一

九
・
四

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分

三
七
・
四

三
七
・
四

三
七
・
四

三
七
・
四

二
八
・
五

二
八
・
五

二
八
・
五

二
八
・
五
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備
考一

「
水
域
」
と
は
、
規
則
別
表
第
三
に
掲
げ
る
水
域
を
い
う
。

二

「
一
区
」
と
は
、
水
域
の
う
ち
徳
島
県
又
は
香
川
県
の
地
先
水
面
を
、「
二
区
」
と
は
、
水
域
の
う
ち
兵
庫
県
、
岡
山
県
又
は
広
島
県
の
地
先
水
面
を
、「
三
区
」
と
は
、
水
域
の
う
ち
佐
賀
県
の
地
先
水
面
を
、「
四
区
」
と
は
、
水
域
の

う
ち
一
区
か
ら
三
区
ま
で
に
掲
げ
る
県
以
外
の
都
道
府
県
の
地
先
水
面
を
い
う
。

三

「
五
区
」
と
は
、
水
域
の
う
ち
兵
庫
県
、
徳
島
県
又
は
香
川
県
の
地
先
水
面
を
、「
六
区
」
と
は
、
水
域
の
う
ち
岡
山
県
又
は
広
島
県
の
地
先
水
面
を
、「
七
区
」
と
は
、
水
域
の
う
ち
和
歌
山
県
又
は
佐
賀
県
の
地
先
水
面
を
、「
八
区
」

と
は
、
水
域
の
う
ち
熊
本
県
又
は
鹿
児
島
県
の
地
先
水
面
を
、「
九
区
」
と
は
、
水
域
の
う
ち
三
重
県
、
愛
媛
県
、
長
崎
県
又
は
大
分
県
の
地
先
水
面
を
、「
十
区
」
と
は
、
水
域
の
う
ち
五
区
か
ら
九
区
ま
で
に
掲
げ
る
県
以
外
の
都
道
府

県
の
地
先
水
面
を
い
う
。

四

「
十
一
区
」
と
は
、
水
域
の
う
ち
和
歌
山
県
、
佐
賀
県
又
は
熊
本
県
の
地
先
水
面
を
、「
十
二
区
」
と
は
、
水
域
の
う
ち
三
重
県
、
愛
媛
県
、
大
分
県
、
長
崎
県
又
は
鹿
児
島
県
の
地
先
水
面
を
、「
十
三
区
」
と
は
、水
域
の
う
ち
五
区
、

六
区
、
十
一
区
又
は
十
二
区
に
掲
げ
る
県
以
外
の
都
道
府
県
の
地
先
水
面
を
い
う
。

五

規
則
第
六
十
九
条
の
三
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
特
約
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
基
準
共
済
掛
金
率
は
、
表
に
掲
げ
る
率
に
百
分
の
百
十
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。

４

法
第
百
二
十
条
第
四
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
共
済
責
任
期
間
の
中
途
に
お
い
て
当
該
共
済
責
任
期
間
の
う
ち
ま
だ
経
過
し
て
い
な
い
期
間
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
未

経
過
期
間
」
と
い
う
。）に
対
す
る
共
済
掛
金
を
支
払
う
場
合
に
お
け
る
基
準
共
済
掛
金
率
は
、
当
該
共
済
契
約
に
係
る
基
準
共
済
掛
金
率
に
未
経
過
期
間
の
日
数
を
共
済
責
任
期
間
の
日
数
で
除
し
て
得
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点

以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。

（
法
第
百
二
十
四
条
の
二
第
二
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
期
間
）

第
三
条

法
第
百
二
十
四
条
の
二
第
二
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
期
間
は
、
三
年
間
と
す
る
。

（
法
第
百
二
十
四
条
の
二
第
四
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
期
間
）

第
四
条

法
第
百
二
十
四
条
の
二
第
四
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
期
間
は
、
二
年
間
と
す
る
。
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令
第
三
十
五
条
第
二
十
七
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分
以
外

一
〇
・
七

二
二
・
二

二
四
・
一

一
〇
・
三

八
・
三

一
四
・
八

一
五
・
一

八
・
〇

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分

三
七
・
四

三
七
・
四

三
七
・
四

三
七
・
四

二
八
・
五

二
八
・
五

二
八
・
五

二
八
・
五

令
第
三
十
五
条
第
二
十
八
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分
以
外

三
三
・
七

二
二
・
二

三
三
・
七

二
九
・
〇

二
三
・
八

一
四
・
八

二
三
・
九

二
一
・
二

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分

三
七
・
四

三
七
・
四

三
七
・
四

三
七
・
四

二
八
・
五

二
八
・
五

二
八
・
五

二
八
・
五

令
第
三
十
五
条
第
二
十
九
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分
以
外

二
七
・
二

二
二
・
二

二
四
・
一

一
九
・
四

一
八
・
二

一
四
・
八

一
五
・
一

一
二
・
〇

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分

三
七
・
四

三
七
・
四

三
七
・
四

三
七
・
四

二
八
・
五

二
八
・
五

二
八
・
五

二
八
・
五

令
第
三
十
五
条
第
三
十
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分
以
外

二
三
・
二

二
二
・
二

二
四
・
一

一
八
・
三

一
四
・
七

一
四
・
八

一
五
・
一

一
二
・
〇

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分

三
七
・
四

三
七
・
四

三
七
・
四

三
七
・
四

二
八
・
五

二
八
・
五

二
八
・
五

二
八
・
五

令
第
三
十
五
条
第
三
十
一
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分
以
外

一
九
・
一

二
二
・
二

二
四
・
一

一
六
・
一

一
二
・
〇

一
四
・
八

一
五
・
一

一
〇
・
〇

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分

三
七
・
四

三
七
・
四

三
七
・
四

三
七
・
四

二
八
・
五

二
八
・
五

二
八
・
五

二
八
・
五

令
第
三
十
五
条
第
三
十
二
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分
以
外

一
四
・
〇

二
二
・
二

二
四
・
一

一
二
・
九

一
〇
・
七

一
四
・
八

一
五
・
一

一
〇
・
二

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分

三
七
・
四

三
七
・
四

三
七
・
四

三
七
・
四

二
八
・
五

二
八
・
五

二
八
・
五

二
八
・
五

令
第
三
十
五
条
第
三
十
三
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分
以
外

三
三
・
〇

二
二
・
二

二
四
・
一

一
九
・
二

二
三
・
二

一
四
・
八

一
五
・
一

一
三
・
一

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分

三
七
・
四

三
七
・
四

三
七
・
四

三
七
・
四

二
八
・
五

二
八
・
五

二
八
・
五

二
八
・
五

令
第
三
十
五
条
第
三
十
四
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分
以
外

二
二
・
二

一
四
・
八

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分

三
七
・
四

二
八
・
五

令
第
三
十
五
条
第
三
十
五
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分
以
外

二
二
・
二

一
四
・
八

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分

三
七
・
四

二
八
・
五

令
第
三
十
五
条
第
三
十
六
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分
以
外

二
二
・
二

一
四
・
八

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分

三
七
・
四

二
八
・
五

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



令
第
三
十
五
条
第
三
十
七
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分
以
外

三
二
・
一

三
二
・
二

三
二
・
二

三
二
・
〇

二
二
・
四

二
二
・
六

二
二
・
五

二
二
・
四

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分

三
七
・
四

三
七
・
四

三
七
・
四

三
七
・
四

二
八
・
五

二
八
・
五

二
八
・
五

二
八
・
五

令
第
三
十
五
条
第
三
十
八
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分
以
外

二
二
・
二

一
四
・
八

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分

三
七
・
四

二
八
・
五

令
第
三
十
五
条
第
三
十
九
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分
以
外

二
二
・
二

一
四
・
八

赤
潮
特
約
に
係
る

部
分

三
七
・
四

二
八
・
五

令
第
三
十
五
条
第
四
十
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

二
二
・
二

一
四
・
八

令
第
三
十
五
条
第
四
十
一
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

一
・
〇

〇
・
九

〇
・
六

〇
・
五

（
法
第
百
四
十
一
条
第
一
号
の
農
林
水
産
大
臣
の
定
め
る
金
額
の
算
定
の
方
法
）

第
六
条

漁
業
共
済
組
合
連
合
会
の
養
殖
共
済
に
係
る
純
再
共
済
掛
金
の
金
額
の
算
定
は
、
共
済
契
約
に
係
る
共
済
金
額
に
当
該
共
済
契
約
に
係
る
純
共
済
掛
金
率
の
限
度
と
な
っ
た
基
準
共
済
掛
金
率
を
乗
じ
、
更
に
、
当
該
共
済
契
約
に
係

る
養
殖
業
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
及
び
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
部
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
す
る
も
の
と
す
る
。

区

分

部

分

率
（
％
）

令
第
三
十
五
条
第
二
十
三
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分
以
外

八
五
・
〇

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分

九
〇
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
二
十
四
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分
以
外

八
五
・
〇

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分

九
〇
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
二
十
五
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分
以
外

八
五
・
〇

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分

九
〇
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
二
十
六
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分
以
外

八
五
・
〇

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分

九
〇
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
二
十
七
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分
以
外

八
五
・
〇

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分

九
〇
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
二
十
八
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分
以
外

八
五
・
〇

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分

九
〇
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
二
十
九
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分
以
外

八
五
・
〇

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分

九
〇
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
三
十
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分
以
外

八
五
・
〇

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分

九
〇
・
〇

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



令
第
三
十
五
条
第
三
十
一
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分
以
外

八
五
・
〇

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分

九
〇
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
三
十
二
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分
以
外

八
五
・
〇

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分

九
〇
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
三
十
三
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分
以
外

八
五
・
〇

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分

九
〇
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
三
十
四
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分
以
外

八
五
・
〇

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分

九
〇
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
三
十
五
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分
以
外

八
五
・
〇

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分

九
〇
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
三
十
六
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分
以
外

八
五
・
〇

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分

九
〇
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
三
十
七
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分
以
外

八
五
・
〇

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分

九
〇
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
三
十
八
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分
以
外

八
五
・
〇

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分

九
〇
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
三
十
九
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分
以
外

八
五
・
〇

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分

九
〇
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
四
十
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

八
五
・
〇

令
第
三
十
五
条
第
四
十
一
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

八
五
・
〇

（
法
第
百
四
十
七
条
の
五
第
二
項
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
方
法
）

第
七
条

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
養
殖
業
に
つ
い
て
の
保
険
区
分
に
係
る
法
第
百
四
十
七
条
の
五
第
一
項
の
連
合
会
責
任
金
額
の
算
定
は
、
当
該
保
険
区
分
に
属
す
る
法
第
百
四
十
七
条
の
四
の
同
一
年

度
再
共
済
契
約
に
係
る
純
再
共
済
掛
金
及
び
同
条
の
同
一
年
度
共
済
契
約
に
係
る
純
共
済
掛
金
の
合
計
額
か
ら
当
該
同
一
年
度
再
共
済
契
約
及
び
同
一
年
度
共
済
契
約
に
つ
い
て
の
保
険
契
約
に
係
る
保
険
料
の
金
額
を
差
し
引
い
て
得
た
金

額
に
当
該
同
一
年
度
再
共
済
契
約
及
び
同
一
年
度
共
済
契
約
に
係
る
養
殖
業
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
割
合
を
乗
じ
て
す
る
も
の
と
す
る
。

区

分

割

合

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

百
分
の
百
八

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

百
分
の
百
二
十
二

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

百
分
の
百
十
一

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分

百
分
の
百
三
十
一

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



（
法
第
百
四
十
七
条
の
六
の
農
林
水
産
大
臣
の
定
め
る
算
定
の
方
法
）

第
八
条

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
養
殖
業
に
つ
い
て
の
保
険
区
分
に
係
る
政
府
の
保
険
料
の
金
額
の
算
定
は
、
当
該
保
険
区
分
に
属
す
る
法
第
百
四
十
七
条
の
四
の
同
一
年
度
再
共
済
契
約
に
係
る
純
再

共
済
掛
金
及
び
同
条
の
同
一
年
度
共
済
契
約
に
係
る
純
共
済
掛
金
の
合
計
額
に
当
該
同
一
年
度
再
共
済
契
約
及
び
同
一
年
度
共
済
契
約
に
係
る
養
殖
業
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
す
る
も

の
と
す
る
。

区

分

率
（
％
）

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

一
一
・
〇

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

二
六
・
七

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
養
殖
業

一
五
・
五

赤
潮
特
約
に
係
る
部
分

七
三
・
五

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

（
規
則
第
七
十
一
条
第
二
項
第
二
号
の
農
林
水
産
大
臣
の
定
め
る
範
囲
）

第
九
条

規
則
第
七
十
一
条
第
二
項
第
二
号
（
規
則
第
八
十
一
条
（
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
農
林
水
産

大
臣
の
定
め
る
範
囲
は
、
次
の
全
て
に
該
当
す
る
範
囲
と
す
る
。

一

当
該
継
続
契
約
の
共
済
金
額
の
共
済
価
額
に
対
す
る
割
合
に
、
当
該
継
続
契
約
に
係
る
純
共
済
掛
金
に
対
す
る
規
則
第
七
十
一
条
第
一
項
第
二
号
（
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
掲
げ
る
事
由
が
な

い
場
合
の
当
該
継
続
契
約
に
係
る
純
共
済
掛
金
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
割
合
を
下
ら
な
い
範
囲

二

当
該
継
続
契
約
の
共
済
金
額
の
共
済
価
額
に
対
す
る
割
合
（
当
該
割
合
が
第
四
号
の
割
合
を
下
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
号
の
割
合
）
を
超
え
な
い
範
囲

三

法
第
百
二
十
条
第
二
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）（
規
則
第
八
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
法
第
百
三
十
一
条
第
二
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。））
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
共
済
金
額
の
最
高
限
度
の
共
済
価
額
に
対
す
る
割
合
（
規
則
第
八
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
最
高
限
度
の
割
合
）
を
超
え
な
い
範

囲
四

令
第
二
十
六
条
（
令
第
三
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）（
規
則
第
八
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
令
第
三
十
二
条
（
令
第
三
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。））
の
割
合
を
下
ら
な
い
範

囲
附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
漁
業
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
告
示
は
、
そ
の
共
済
責
任
期
間
の
開
始
日
が
令
和
八
年
四
月
一
日
以
後
の
日
で
あ
る
共
済
契
約
に
つ
い
て
適
用
し
、
そ
の
共
済
責
任
期
間
の
開
始
日
が
同
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
日
で
あ
る
共
済
契
約
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

（
告
示
の
廃
止
）

３

次
に
掲
げ
る
告
示
は
、
廃
止
す
る
。

一

平
成
七
年
九
月
二
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
十
三
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
四
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
漁
業
共
済
組
合
連
合
会
の
養
殖
共
済
に
係
る
純
再
共
済
掛
金
の
金
額
の
算
定
の
方
法
を
定
め
る
件
）

二

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
七
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
二
十
二
条
第
二
項
（
同
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
基
準
共
済
掛
金
率
を
定
め
る
等
の

件
）

三

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
十
四
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
養
殖
共
済
に
係
る
同
条
第
一
項
第
一
号
の
団
体
責
任
分
担
共
済
金
額
及
び
特
別
団
体
責
任
分
担
共
済
金
額
の

算
定
の
方
法
を
定
め
る
等
の
件
）

四

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
十
七
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
四
十
七
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
漁
業
災
害
補
償
法
施
行
令
第
二
十
二
条
の
六
第
一
項
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
養
殖
業
に

つ
い
て
の
保
険
区
分
に
係
る
同
法
第
百
四
十
七
条
の
五
第
一
項
の
連
合
会
責
任
金
額
の
算
定
の
方
法
を
定
め
る
等
の
件
）

五

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
二
十
一
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
四
十
七
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
き
漁
業
災
害
補
償
法
施
行
令
第
二
十
二
条
の
六
第
一
項
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
養
殖
業
に
つ
い

て
の
保
険
区
分
に
係
る
政
府
の
保
険
料
の
金
額
の
算
定
の
方
法
を
定
め
る
等
の
件
）

六

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
二
十
六
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
二
十
四
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
が
定
め

る
期
間
を
定
め
る
件
）

七

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
二
十
七
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
二
十
四
条
の
二
第
四
項
（
同
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
が
定
め

る
期
間
を
定
め
る
件
）





（
法
第
百
三
十
三
条
第
二
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
率
）

第
三
条

漁
業
施
設
共
済
の
う
ち
令
第
二
十
七
条
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
令
第
三
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）に
掲
げ
る
養
殖
施
設
を
共
済
目
的
と
す
る
共
済
契
約
に
係
る
も
の
の
法
第
百

三
十
三
条
第
二
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）の
純
共
済
掛
金
率
の
基
準
と
な
る
率
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
基
準
率
」
と
い
う
。）は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
養
殖
施
設
の
種

類
に
応
じ
分
損
特
約
の
有
無
及
び
塡
補
方
式
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
と
す
る
。

養
殖
施
設
の
種
類

分
損
特
約
の
有
無
及
び
塡
補
方
式

分
損
特
約
が
あ
る
場
合

分
損
特
約
が
な
い
場
合

通
常
塡
補
方
式

地
震
等
限
定
塡
補
方
式

地
震
等
限
定
低
塡
補
方
式

通
常
塡
補
方
式

地
震
等
限
定
塡
補
方
式

地
震
等
限
定
低
塡
補
方
式

％

％

％

％

％

％

浮
流
し
式
養
殖
施
設

五
・
〇
七

一
・
〇
八

〇
・
三
六

三
・
八
一

一
・
〇
八

〇
・
三
六

は
え
縄
式
養
殖
施
設

三
・
〇
二

一
・
〇
八

〇
・
三
六

二
・
二
八

一
・
〇
八

〇
・
三
六

く
い
打
ち
式
養
殖
施
設

三
・
三
四

一
・
〇
八

〇
・
三
六

二
・
五
一

一
・
〇
八

〇
・
三
六

い
か
だ

三
・
七
四

一
・
〇
八

〇
・
三
六

二
・
八
〇

一
・
〇
八

〇
・
三
六

網
い
け
す

〇
・
九
九

〇
・
九
九

〇
・
三
六

〇
・
五
一

〇
・
五
一

〇
・
三
六

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

漁
業
施
設
共
済
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
告
示

（
用
語
）

第
一
条

こ
の
告
示
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）、
漁
業
災
害
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）及
び

漁
業
災
害
補
償
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
農
林
省
令
第
三
十
五
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
法
第
百
三
十
一
条
第
二
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
割
合
の
最
高
限
度
）

第
二
条

法
第
百
三
十
一
条
第
二
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
共
済
契
約
で
定
め
る
割
合
の
最
高
限
度
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
て
、共
済
契
約
ご
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
割
合
と
す
る
。

一

定
置
網
に
属
す
る
漁
網
を
共
済
目
的
と
す
る
漁
業
施
設
共
済
で
あ
っ
て
、
そ
の
共
済
価
額
が
二
億
円
以
下
で
あ
る
場
合

八
割

二

定
置
網
に
属
す
る
漁
網
を
共
済
目
的
と
す
る
漁
業
施
設
共
済
で
あ
っ
て
、
そ
の
共
済
価
額
が
二
億
円
を
超
え
る
場
合

一
億
六
千
万
円
を
共
済
価
額
で
除
し
て
得
た
割
合

三

ま
き
網
に
属
す
る
漁
網
を
共
済
目
的
と
す
る
漁
業
施
設
共
済
で
あ
っ
て
、
そ
の
共
済
価
額
が
一
千
二
百
五
十
万
円
以
下
で
あ
る
場
合

八
割

四

ま
き
網
に
属
す
る
漁
網
を
共
済
目
的
と
す
る
漁
業
施
設
共
済
で
あ
っ
て
、
そ
の
共
済
価
額
が
一
千
二
百
五
十
万
円
を
超
え
る
場
合

一
千
万
円
を
共
済
価
額
で
除
し
て
得
た
割
合

備
考一

「
分
損
特
約
」
と
は
、
規
則
第
七
十
九
条
（
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）の
規
定
に
よ
り
可
分
養
殖
施
設
等
の
供
用
中
に
お
け
る
一
部
の
損
壊
、
滅
失
、
流
失
及
び
沈
没
で
規
則
第
七

十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
共
済
事
故
と
す
る
特
約
を
い
う
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）。

二

「
通
常
塡
補
方
式
」
と
は
、
法
第
百
三
十
五
条
又
は
第
百
三
十
六
条
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
共
済
金
を
支
払
う
塡
補
方
式
を
い
う
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。）。

三

「
地
震
等
限
定
塡
補
方
式
」
と
は
、
規
則
第
八
十
条
の
二
第
一
号
又
は
第
三
号
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
特
約
に
係
る
塡
補
方
式
を
い
う
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）。

四

「
地
震
等
限
定
低
塡
補
方
式
」
と
は
、
規
則
第
八
十
条
の
二
第
二
号
又
は
第
四
号（
こ
れ
ら
の
規
定
を
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
特
約
に
係
る
塡
補
方
式
を
い
う（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）。

五

法
第
百
八
条
第
四
項
の
都
道
府
県
知
事
が
特
定
養
殖
業
の
種
類
に
応
じ
定
め
る
区
域
ご
と
に
、
当
該
種
類
に
係
る
区
域
内
特
定
養
殖
業
者
及
び
当
該
区
域
内
特
定
養
殖
業
者
の
供
用
す
る
養
殖
施
設
が
複
数
あ
り
、
当
該
養
殖
施
設
の

全
て
に
つ
い
て
共
済
契
約
（
当
該
共
済
契
約
に
係
る
塡
補
方
式
が
地
震
等
限
定
塡
補
方
式
又
は
地
震
等
限
定
低
塡
補
方
式
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
締
結
の
申
込
み
が
同
時
に
さ
れ
た
場
合
（
そ
の
申
込
み
に
際

し
、
当
該
区
域
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
当
該
特
定
養
殖
業
を
営
む
区
域
内
特
定
養
殖
業
者
以
外
の
被
共
済
資
格
者
か
ら
併
せ
て
当
該
特
定
養
殖
業
に
供
用
す
る
養
殖
施
設
の
全
て
に
つ
い
て
共
済
契
約
の
締
結
の
申
込
み
が
さ
れ
た

場
合
を
含
む
。）で
あ
っ
て
、
当
該
共
済
契
約
に
係
る
法
第
百
三
十
一
条
第
一
項
の
割
合
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
契
約
割
合
」
と
い
う
。）が
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
三
十
以
上
で
あ
る
と
き
の
基
準
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
表
に
掲
げ
る
率
に
百

分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
四
百
十
号

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
第
百
三
十
六
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
二
十
四
条
の
二
第
四
項
、
第
百
三
十
一
条
第
二
項
、
第
百
三
十
三
条
第
二
項
、
第
百
三
十
六
条
の
三
第
二
項
及
び
第

三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
四
十
七
条
の
五
第
二
項
、
第
百
四
十
七
条
の
六
並
び
に
漁
業
災
害
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
）
第
四
十

二
条
（
同
令
第
三
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
漁
業
施
設
共
済
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和





２

漁
業
施
設
共
済
の
う
ち
定
置
網
を
共
済
目
的
と
す
る
共
済
契
約
に
係
る
も
の
の
法
第
百
三
十
三
条
第
二
項
の
基
準
率
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
定
置
網
の
種
類
に
応
じ
分
損
特
約
の
有
無
及
び
塡
補
方
式
に
よ
り
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

る
率
に
共
済
責
任
期
間
の
各
月
の
数
を
乗
じ
て
得
た
率
（
共
済
責
任
期
間
の
開
始
す
る
日
又
は
終
了
す
る
日
の
属
す
る
月
の
共
済
責
任
期
間
の
日
数
が
一
月
に
満
た
な
い
場
合
（
共
済
責
任
期
間
が
一
年
間
で
あ
る
場
合
を
除
く
。）に
あ
っ
て

は
、
当
該
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
に
当
該
共
済
責
任
期
間
の
開
始
す
る
日
又
は
終
了
す
る
日
の
属
す
る
月
以
外
の
当
該
共
済
責
任
期
間
の
各
月
の
数
を
乗
じ
て
得
た
率
と
当
該
共
済
責
任
期
間
の
開
始
す
る
日
又
は
終
了
す
る
日
の
属
す
る

月
に
つ
き
当
該
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
を
日
割
で
計
算
し
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
を
合
算
し
て
得
た
率
）
と
す
る
。

定
置
網
の
種
類

分
損
特
約
の
有
無
及
び
塡
補
方
式

分
損
特
約
が
あ
る
場
合

分
損
特
約
が
な
い
場
合

各
網
に
つ
い
て
の
全
損
契
約
を
締
結
す
る
場
合

そ
の
他
の
場
合

通
常
塡
補
方
式

地
震
等
限
定
塡
補

方
式

地
震
等
限
定
低
塡

補
方
式

通
常
塡
補
方
式

地
震
等
限
定
塡
補

方
式

地
震
等
限
定
低
塡

補
方
式

通
常
塡
補
方
式

地
震
等
限
定
塡
補

方
式

地
震
等
限
定
低
塡

補
方
式

％

％

％

％

％

％

％

％

％

北
海
道
さ
け
ま
す
定

置
網

一
月
か
ら

七
月
ま
で

〇
・
三
五

〇
・
〇
九

〇
・
〇
三

〇
・
五
六

〇
・
〇
九

〇
・
〇
三

〇
・
二
一

〇
・
〇
九

〇
・
〇
三

八
月
か
ら

十
二
月
ま
で

一
・
一
九

〇
・
〇
九

〇
・
〇
三

二
・
二
四

〇
・
〇
九

〇
・
〇
三

〇
・
七
〇

〇
・
〇
九

〇
・
〇
三

大
型
定
置
網

一
月
か
ら

七
月
ま
で

〇
・
二
六

〇
・
〇
九

〇
・
〇
三

〇
・
六
九

〇
・
〇
九

〇
・
〇
三

〇
・
一
八

〇
・
〇
九

〇
・
〇
三

八
月
か
ら

十
二
月
ま
で

〇
・
七
八

〇
・
〇
九

〇
・
〇
三

二
・
〇
六

〇
・
〇
九

〇
・
〇
三

〇
・
六
一

〇
・
〇
九

〇
・
〇
三

小
型
定
置
網

一
月
か
ら

七
月
ま
で

〇
・
六
二

〇
・
〇
九

〇
・
〇
三

〇
・
九
九

〇
・
〇
九

〇
・
〇
三

〇
・
七
五

〇
・
〇
九

〇
・
〇
三

八
月
か
ら

十
二
月
ま
で

一
・
四
九

〇
・
〇
九

〇
・
〇
三

三
・
三
三

〇
・
〇
九

〇
・
〇
三

一
・
八
五

〇
・
〇
九

〇
・
〇
三

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

六

法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
養
殖
業
の
種
類
ご
と
及
び
都
道
府
県
知
事
が
地
先
水
面
を
分
け
て
定
め
る
一
定
の
水
域
ご
と
に
、
当
該
種
類
に
係
る
養
殖
業
者
及
び
当
該
養
殖
業
者
の
供
用
す
る
養
殖
施
設
が
複
数
あ
り
、
当
該
養
殖
施
設

の
全
て
に
つ
い
て
共
済
契
約
の
締
結
の
申
込
み
が
同
時
に
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
共
済
契
約
に
係
る
契
約
割
合
が
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
三
十
以
上
で
あ
る
と
き
の
基
準
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
表
に
掲
げ
る
率
に
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て

得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。

七

法
第
百
三
十
六
条
の
三
第
一
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
継
続
申
込
特
約
が
あ
る
場
合
の
基
準
率
は
、
表
に
掲
げ
る
率
（
同
表
備
考
第
五
号
又
は
前
号

に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
備
考
第
五
号
又
は
前
号
に
よ
っ
て
得
た
率
）
に
百
分
の
百
十
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。

備
考一

「
各
網
に
つ
い
て
の
全
損
契
約
」
と
は
、
各
網
の
損
壊
に
係
る
部
分
が
そ
の
各
網
の
全
体
を
占
め
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
共
済
事
故
と
す
る
共
済
契
約
を
い
う
。

二

「
北
海
道
さ
け
ま
す
定
置
網
」
と
は
、
北
海
道
の
地
先
水
面
に
お
い
て
さ
け
又
は
ま
す
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
使
用
す
る
定
置
網
を
い
う
。

三

「
大
型
定
置
網
」
と
は
、
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
定
置
漁
業
に
使
用
す
る
定
置
網
（
前
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。）を
い
う
。

四

「
小
型
定
置
網
」
と
は
、
前
二
号
に
規
定
す
る
も
の
以
外
の
定
置
網
を
い
う
。

五

法
第
百
五
条
第
一
項
第
二
号
ロ
の
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
区
域
ご
と
及
び
区
分
ご
と
に
、
当
該
区
分
に
係
る
漁
業
に
供
用
す
る
定
置
網
の
複
数
に
つ
い
て
共
済
契
約
（
当
該
共
済
契
約
に
係
る
塡
補
方
式
が
地
震
等
限
定
塡
補
方
式

又
は
地
震
等
限
定
低
塡
補
方
式
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
締
結
の
申
込
み
が
同
一
の
者
か
ら
同
時
に
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
共
済
契
約
に
係
る
契
約
割
合
が
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
三
十
以
上
で
あ
る
と
き
の

基
準
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
表
に
掲
げ
る
率
に
よ
り
得
た
率
に
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。

六

前
号
の
区
域
ご
と
及
び
区
分
ご
と
に
、
当
該
区
分
に
係
る
漁
業
に
定
置
網
を
供
用
す
る
特
定
第
二
号
漁
業
者
及
び
当
該
定
置
網
が
複
数
あ
り
、当
該
定
置
網
の
全
て
に
つ
い
て
共
済
契
約
の
締
結
の
申
込
み
が
同
時
に
さ
れ
た
場
合（
そ

の
申
込
み
に
際
し
、
当
該
区
域
内
に
住
所
又
は
漁
業
根
拠
地
を
有
し
、
か
つ
、
当
該
区
分
に
係
る
漁
業
を
営
む
特
定
第
二
号
漁
業
者
以
外
の
被
共
済
資
格
者
か
ら
併
せ
て
当
該
区
分
の
漁
業
に
供
用
す
る
定
置
網
の
全
て
に
つ
い
て
共
済

契
約
の
締
結
の
申
込
み
が
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）で
あ
っ
て
、
当
該
共
済
契
約
に
係
る
契
約
割
合
が
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
三
十
以
上
で
あ
る
と
き
の
基
準
率
は
、そ
れ
ぞ
れ
表
に
掲
げ
る
率
に
よ
り
得
た
率（
前
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
同
号
に
よ
っ
て
得
た
率
）
に
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。





〇

〇

区

分

割

合

一
等
級

百
分
の
八
十

二
等
級

百
分
の
八
十
五

三
等
級

百
分
の
九
十

四
等
級

百
分
の
九
十
五

五
等
級

百
分
の
百

六
等
級

百
分
の
百
五

七
等
級

百
分
の
百
十

八
等
級

百
分
の
百
十
五

九
等
級

百
分
の
百
二
十

十
等
級

百
分
の
百
二
十
五

十
一
等
級

百
分
の
百
三
十

十
二
等
級

百
分
の
百
三
十
五

十
三
等
級

百
分
の
百
四
十

十
四
等
級

百
分
の
百
四
十
五

十
五
等
級

百
分
の
百
五
十

３

漁
業
施
設
共
済
の
う
ち
ま
き
網
を
共
済
目
的
と
す
る
共
済
契
約
に
係
る
も
の
の
法
第
百
三
十
三
条
第
二
項
の
基
準
率
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
分
損
特
約
の
有
無
及
び
塡
補
方
式
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
に
共
済
責
任
期
間

の
各
月
の
数
を
乗
じ
て
得
た
率
（
共
済
責
任
期
間
の
開
始
す
る
日
又
は
終
了
す
る
日
の
属
す
る
月
の
共
済
責
任
期
間
の
日
数
が
一
月
に
満
た
な
い
場
合
（
共
済
責
任
期
間
が
一
年
間
で
あ
る
場
合
を
除
く
。）に
あ
っ
て
は
、
当
該
同
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
率
に
当
該
共
済
責
任
期
間
の
開
始
す
る
日
又
は
終
了
す
る
日
の
属
す
る
月
以
外
の
当
該
共
済
責
任
期
間
の
各
月
の
数
を
乗
じ
て
得
た
率
と
当
該
共
済
責
任
期
間
の
開
始
す
る
日
又
は
終
了
す
る
日
の
属
す
る
月
に
つ
き
当
該
同
表
の

下
欄
に
掲
げ
る
率
を
日
割
で
計
算
し
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
を
合
算
し
て
得
た
率
）
と
す
る
。

分
損
特
約
の
有
無
及
び
塡
補
方
式

率
（
％
）

通
常
塡
補
方
式

二
・
〇
七

分
損
特
約
が
あ
る
場
合

地
震
等
限
定
塡
補
方
式

〇
・
〇
九

地
震
等
限
定
低
塡
補
方
式

〇
・
〇
三

通
常
塡
補
方
式

〇
・
六
六

分
損
特
約
が
な
い
場
合

地
震
等
限
定
塡
補
方
式

〇
・
〇
九

地
震
等
限
定
低
塡
補
方
式

〇
・
〇
三

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 (分冊の)

七

共
済
契
約
者
が
共
済
責
任
期
間
の
開
始
日
前
四
年
間
に
そ
の
共
済
責
任
期
間
の
終
了
す
る
日
が
含
ま
れ
る
共
済
契
約
（
当
該
定
置
網
が
敷
設
さ
れ
る
位
置
に
お
け
る
当
該
定
置
網
を
共
済
目
的
と
す
る
漁
業
施
設
共
済
の
共
済
契
約
に

限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
締
結
し
て
い
た
場
合
に
お
け
る
基
準
率
は
、
表
に
掲
げ
る
率
に
よ
り
得
た
率
（
同
表
備
考
第
五
号
又
は
前
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
備
考
第
五
号
又
は
前
号
に
よ
っ

て
得
た
率
）
に
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。

イ

当
該
共
済
契
約
者
が
締
結
し
て
い
た
直
前
の
共
済
契
約
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
直
前
契
約
」
と
い
う
。）に
よ
り
漁
業
共
済
組
合
か
ら
当
該
漁
業
施
設
共
済
の
共
済
金
の
支
払
を
受
け
ず
又
は
受
け
な
い
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合

当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
（
直
前
契
約
の
基
準
率
を
算
出
す
る
た
め
に
乗
じ
た
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
割
合
に
応
ず
る
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
等
級
を
い
い
、
直
前
契
約
の
共
済
責
任
期
間
の
開
始
日
前
四

年
間
に
そ
の
共
済
責
任
期
間
の
終
了
す
る
日
が
含
ま
れ
る
共
済
契
約
を
締
結
し
て
い
な
い
場
合
に
お
け
る
当
該
直
前
契
約
に
あ
っ
て
は
、
五
等
級
と
す
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）か
ら
一
を
差
し
引
い
て
得
た
等
級
（
当
該

直
前
契
約
に
係
る
等
級
が
一
等
級
の
場
合
は
、
一
等
級
）
が
属
す
る
同
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
割
合
（
当
該
共
済
契
約
に
係
る
塡
補
方
式
が
地
震
等
限
定
塡
補
方
式
又
は
地
震
等
限
定
低
塡
補
方
式
で
あ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
分
の
百
）

ロ

直
前
契
約
に
よ
り
漁
業
共
済
組
合
か
ら
当
該
漁
業
施
設
共
済
の
共
済
金
の
支
払
を
受
け
又
は
受
け
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
に
四
を
加
え
て
得
た
等
級
（
当
該
直
前
契
約
に
係
る

等
級
が
十
二
等
級
、
十
三
等
級
、
十
四
等
級
又
は
十
五
等
級
の
場
合
は
、
十
五
等
級
）
が
属
す
る
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
割
合
（
当
該
共
済
契
約
に
係
る
塡
補
方
式
が
地
震
等
限
定
塡
補
方
式
又

は
地
震
等
限
定
低
塡
補
方
式
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
分
の
百
）

八

法
第
九
十
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
（
悪
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
場
合
に
限
る
。）、
第
四
号
（
悪
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
場
合
に
限
る
。）、
第
六
号
又
は
第
七
号
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
漁
業
共
済
組
合
が
共
済
金
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
き
支
払
の
責
め
を
免
れ
又
は
免
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
の
前
号

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
漁
業
共
済
組
合
か
ら
支
払
を
受
け
又
は
受
け
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
み
な
す
。

九

法
第
百
三
十
六
条
の
三
第
一
項
の
継
続
申
込
特
約
が
あ
る
場
合
の
基
準
率
は
、
表
に
掲
げ
る
率
に
よ
り
得
た
率
（
同
表
備
考
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
備
考
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま

で
に
よ
っ
て
得
た
率
）
に
百
分
の
百
十
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。





区

分

割

合

一
等
級

百
分
の
八
十

二
等
級

百
分
の
八
十
五

三
等
級

百
分
の
九
十

四
等
級

百
分
の
九
十
五

五
等
級

百
分
の
百

六
等
級

百
分
の
百
五

七
等
級

百
分
の
百
十

八
等
級

百
分
の
百
十
五

九
等
級

百
分
の
百
二
十

十
等
級

百
分
の
百
二
十
五

十
一
等
級

百
分
の
百
三
十

十
二
等
級

百
分
の
百
三
十
五

十
三
等
級

百
分
の
百
四
十

十
四
等
級

百
分
の
百
四
十
五

十
五
等
級

百
分
の
百
五
十

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

備
考一

共
済
契
約
者
が
共
済
責
任
期
間
の
開
始
日
前
四
年
間
に
そ
の
共
済
責
任
期
間
の
終
了
す
る
日
が
含
ま
れ
る
共
済
契
約
（
当
該
ま
き
網
を
共
済
目
的
と
す
る
漁
業
施
設
共
済
の
共
済
契
約
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
締

結
し
て
い
た
場
合
に
お
け
る
基
準
率
は
、
表
に
掲
げ
る
率
に
よ
り
得
た
率
に
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点
以
下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。

イ

直
前
契
約
に
よ
り
漁
業
共
済
組
合
か
ら
当
該
漁
業
施
設
共
済
の
共
済
金
の
支
払
を
受
け
ず
又
は
受
け
な
い
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
（
直
前
契
約
の
基
準
率
を
算
出
す
る
た
め
に
乗

じ
た
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
割
合
に
応
ず
る
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
等
級
を
い
い
、
直
前
契
約
の
共
済
責
任
期
間
の
開
始
日
前
四
年
間
に
そ
の
共
済
責
任
期
間
の
終
了
す
る
日
が
含
ま
れ
る
共
済
契
約
を
締
結
し
て
い
な
い
場
合
に

お
け
る
当
該
直
前
契
約
に
あ
っ
て
は
、
五
等
級
と
す
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）か
ら
一
を
差
し
引
い
て
得
た
等
級
（
当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
が
一
等
級
の
場
合
は
、
一
等
級
）
が
属
す
る
同
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
割
合
（
当
該
共
済
契
約
に
係
る
塡
補
方
式
が
地
震
等
限
定
塡
補
方
式
又
は
地
震
等
限
定
低
塡
補
方
式
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
分
の
百
）

ロ

直
前
契
約
に
よ
り
漁
業
共
済
組
合
か
ら
当
該
漁
業
施
設
共
済
の
共
済
金
の
支
払
を
受
け
又
は
受
け
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

当
該
直
前
契
約
に
係
る
等
級
に
四
を
加
え
て
得
た
等
級
（
当
該
直
前
契
約
に
係
る

等
級
が
十
二
等
級
、
十
三
等
級
、
十
四
等
級
又
は
十
五
等
級
の
場
合
は
、
十
五
等
級
）
が
属
す
る
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
割
合
（
当
該
共
済
契
約
に
係
る
塡
補
方
式
が
地
震
等
限
定
塡
補
方
式
又

は
地
震
等
限
定
低
塡
補
方
式
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
分
の
百
）

二

法
第
九
十
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
（
悪
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
場
合
に
限
る
。）、
第
四
号
（
悪
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
場
合
に
限
る
。）、
第
六
号
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
漁
業
共
済
組
合
が

共
済
金
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
き
支
払
の
責
め
を
免
れ
又
は
免
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
の
前
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
漁
業
共
済
組
合
か
ら
支
払
を
受
け
又
は
受
け
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
と
み
な
す
。

三

法
第
百
三
十
六
条
の
三
第
一
項
の
継
続
申
込
特
約
が
あ
る
場
合
の
基
準
率
は
、
表
に
掲
げ
る
率
に
よ
り
得
た
率
（
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
号
に
よ
っ
て
得
た
率
）
に
百
分
の
百
十
を
乗
じ
て
得
た
率
（
小
数
点
以

下
三
位
以
下
を
切
り
捨
て
る
。）と
す
る
。

（
法
第
百
三
十
六
条
の
三
第
二
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
期
間
）

第
四
条

法
第
百
三
十
六
条
の
三
第
二
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
期
間
は
、
三
年
間
（
法
第
百
三
十
六
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る

期
間
の
う
ち
に
規
則
第
七
十
四
条
た
だ
し
書
（
規
則
第
八
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
定
め
る
期
間
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
年
か
ら
当
該
期
間
を
除
い
た
期
間
を
除
い
た
期
間
）
と

す
る
。

（
法
第
百
三
十
六
条
の
三
第
三
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
期
間
）

第
五
条

法
第
百
三
十
六
条
の
三
第
三
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
二
十
四
条
の
二
第
四
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
期
間
は
、
二
年
間
（
法
第
百
三
十
六
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
二
十
四
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
期
間
の
う
ち
に
規
則
第
七
十

四
条
た
だ
し
書
に
定
め
る
期
間
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
年
か
ら
当
該
期
間
を
除
い
た
期
間
を
除
い
た
期
間
）
と
す
る
。





（
令
第
四
十
二
条
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
割
合
及
び
補
助
率
）

第
八
条

令
第
四
十
二
条
（
令
第
三
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
割
合
及
び
補
助
率
は
、
共
済
契
約
（
当
該
共
済
目
的
た
る
漁
具
を
使
用
し
て
営
む
漁
業
に
係
る
漁
獲
・
特
定
養
殖
共
済
の
共
済
契

約
に
係
る
共
済
掛
金
に
対
し
法
第
百
九
十
五
条
第
一
項
（
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
補
助
す
る
場
合
に
お
け
る
漁
業
施
設
共
済
の
共
済
契
約
に
限
る
。）ご
と
に
、
次
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
漁
具
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
割
合
及
び
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
補
助
率
（
当
該
共
済
目
的
た
る
漁
具
を
使
用
し
て
営
む
漁
業
に
つ
き
令
第
四
十
一
条
第
三
項
（
令
第
三
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）に
規
定
す
る
共
済
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
補
助
率
に
二
を
乗
じ
て
得
た
率
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
一
の
漁
具
に
つ
き
適
用
さ
れ
る
割
合
又
は
補
助
率
が
そ
れ
ぞ
れ
二
以
上
あ
る
と
き
は
、
最
低
の
割
合
又
は
補
助

率
と
す
る
。

漁
具
の
区
分

割

合

補

助

率

一

ま
き
網

令
別
表
第
二
号

に
掲
げ
る
漁
業
に
使
用
す
る
ま
き
網

百
分
の
六
十

百
分
の
二
十
五

令
別
表
第
二
号

に
掲
げ
る
漁
業
に
使
用
す
る
ま
き
網

百
分
の
六
十

百
分
の
二
十
五

令
別
表
第
二
号

に
掲
げ
る
漁
業
に
使
用
す
る
ま
き
網

百
分
の
五
十

六
分
の
一

令
別
表
第
二
号

に
掲
げ
る
漁
業
に
使
用
す
る
ま
き
網

百
分
の
四
十
七

百
分
の
十
二
・
五

二

定
置
網

令
別
表
第
二
号

に
掲
げ
る
定
置
漁
業
に
使
用
す
る
定
置
網

百
分
の
六
十

百
分
の
二
十
五

令
別
表
第
二
号

に
掲
げ
る
定
置
漁
業
に
使
用
す
る
定
置
網

百
分
の
五
十

六
分
の
一

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

（
法
第
百
四
十
七
条
の
五
第
二
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
方
法
）

第
六
条

令
第
三
十
八
条
第
一
項
の
漁
業
施
設
共
済
に
つ
い
て
の
保
険
区
分
に
係
る
法
第
百
四
十
七
条
の
五
第
一
項
の
連
合
会
責
任
金
額
の
算
定
は
、
当
該
保
険
区
分
に
属
す
る
法
第
百
四
十
七
条
の
四
の
同
一
年
度
再
共
済
契
約
に
係
る
純
再

共
済
掛
金
及
び
同
条
の
同
一
年
度
共
済
契
約
に
係
る
純
共
済
掛
金
の
合
計
額
か
ら
当
該
同
一
年
度
再
共
済
契
約
及
び
同
一
年
度
共
済
契
約
に
つ
い
て
の
保
険
契
約
に
係
る
保
険
料
の
金
額
を
差
し
引
い
て
得
た
金
額
に
百
分
の
百
二
十
三
を
乗

じ
て
す
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
百
四
十
七
条
の
六
第
二
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
方
法
）

第
七
条

令
第
三
十
八
条
第
一
項
の
漁
業
施
設
共
済
に
つ
い
て
の
保
険
区
分
に
係
る
政
府
の
保
険
料
の
金
額
の
算
定
は
、
当
該
保
険
区
分
に
属
す
る
法
第
百
四
十
七
条
の
四
の
同
一
年
度
再
共
済
契
約
に
係
る
純
再
共
済
掛
金
及
び
同
条
の
同
一

年
度
共
済
契
約
に
係
る
純
共
済
掛
金
の
合
計
額
に
二
〇
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
乗
じ
て
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
漁
業
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
告
示
は
、
そ
の
共
済
責
任
期
間
の
開
始
日
が
令
和
八
年
四
月
一
日
以
降
の
日
で
あ
る
共
済
契
約
に
つ
い
て
適
用
し
、
そ
の
共
済
責
任
期
間
の
開
始
日
が
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
日
で
あ
る
共
済
契
約
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

（
告
示
の
廃
止
）

３

次
に
掲
げ
る
告
示
は
、
廃
止
す
る
。

一

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
九
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
三
十
三
条
第
二
項
（
同
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
純
共
済

掛
金
率
の
基
準
と
な
る
率
を
定
め
る
等
の
件
）

二

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
十
九
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
四
十
七
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
漁
業
災
害
補
償
法
施
行
令
第
二
十
二
条
の
六
第
一
項
の
漁
業
施
設
共
済
に
つ
い
て
の
保
険
区
分
に
係

る
同
法
第
百
四
十
七
条
の
五
第
一
項
の
連
合
会
責
任
金
額
の
算
定
の
方
法
を
定
め
る
件
）

三

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
二
十
三
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
四
十
七
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
き
漁
業
災
害
補
償
法
施
行
令
第
二
十
二
条
の
六
第
一
項
の
漁
業
施
設
共
済
に
つ
い
て
の
保
険
区
分
に
係
る
政

府
の
保
険
料
の
金
額
の
算
定
の
方
法
を
定
め
る
件
）

四

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
三
十
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
三
十
六
条
の
三
第
二
項
（
同
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る

期
間
を
定
め
る
件
）

五

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
三
十
一
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
三
十
六
条
の
三
第
三
項
（
同
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
二
十
四
条

の
二
第
四
項
（
同
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
期
間
を
定
め
る
件
）

六

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
三
十
七
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
第
百
三
十
一
条
第
二
項
（
同
法
第
百
四
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
共

済
契
約
で
定
め
る
割
合
の
最
高
限
度
を
定
め
る
等
の
件
）

七

平
成
十
四
年
九
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
三
十
九
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
施
行
令
第
二
十
四
条
（
同
令
第
二
十
二
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
割
合
及
び
補
助

率
を
定
め
る
等
の
件
）
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次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

一

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
百
十
三
条
の
四
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
く
普
通
損

害
保
険
の
基
本
部
分
の
純
保
険
料
に
対
応
す
る
部
分
の
率
（
以
下
「
純
保
険
料
率
」
と
い
う
。）の
算
定
の
基
礎

と
な
る
期
間
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

一

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
百
十
三
条
の
四
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
く
普
通
損

害
保
険
の
基
本
部
分
の
純
保
険
料
に
対
応
す
る
部
分
の
率
（
以
下
「
純
保
険
料
率
」
と
い
う
。）の
算
定
の
基
礎

と
な
る
期
間
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

二

法
第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
漁
船
船
主
責
任
保
険
（
特
定
塡
補
区
分
を
除
く
。）の
基
本
部

分
の
純
保
険
料
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
期
間
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
期
間
と
す
る
。

二

法
第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
漁
船
船
主
責
任
保
険
（
特
定
塡
補
区
分
を
除
く
。）の
基
本
部

分
の
純
保
険
料
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
期
間
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
期
間
と
す
る
。

三

法
第
百
二
十
六
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
漁
船
積
荷
保
険
の
基
本
部
分
の
純
保
険
料
率
の
算
定
の
基

礎
と
な
る
期
間
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

三

法
第
百
二
十
六
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
漁
船
積
荷
保
険
の
基
本
部
分
の
純
保
険
料
率
の
算
定
の
基

礎
と
な
る
期
間
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

一

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条
の
四
第
二
項
第
一
号
の
率
（
以
下
「
通
常
純
保
険
料
率
」
と
い
う
。）

一

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条
の
四
第
二
項
第
一
号
の
率
（
以
下
「
通
常
純
保
険
料
率
」
と
い
う
。）

全
損
、
分
損
及
び
救
助
費
を
塡
補
の
対
象
と
す
る
場
合

全
損
、
分
損
及
び
救
助
費
を
塡
補
の
対
象
と
す
る
場
合

漁
業
等
の

種
類

船
質
無
動
力
漁
船

及
び
総
ト
ン

数
五
ト
ン
未

満
の
動
力
漁

船

総
ト
ン
数
五
ト
ン
以
上
の
動
力
漁
船

漁
業
等
の

種
類

船
質
無
動
力
漁
船

及
び
総
ト
ン

数
五
ト
ン
未

満
の
動
力
漁

船

総
ト
ン
数
五
ト
ン
以
上
の
動
力
漁
船

総
ト
ン
数
五

ト
ン
以
上
二

十
ト
ン
未
満

総
ト
ン
数
二

十
ト
ン
以
上

五
十
ト
ン
未

満

総
ト
ン
数
五

十
ト
ン
以
上

百
ト
ン
未
満

総
ト
ン
数
百

ト
ン
以
上
二

百
ト
ン
未
満

総
ト
ン
数
二

百
ト
ン
以
上

総
ト
ン
数
五

ト
ン
以
上
二

十
ト
ン
未
満

総
ト
ン
数
二

十
ト
ン
以
上

五
十
ト
ン
未

満

総
ト
ン
数
五

十
ト
ン
以
上

百
ト
ン
未
満

総
ト
ン
数
百

ト
ン
以
上
二

百
ト
ン
未
満

総
ト
ン
数
二

百
ト
ン
以
上

近
海
等
漁

業
（
Ⅰ
）
木
船

鋼
船
三
・
二
三
％

一
・
七
五
％
二
・
四
八
％

一
・
二
六
％
一
・
二
二
％
一
・
四
七
％
二
・
一
六
％
〇
・
八
一
％

近
海
等
漁

業
（
Ⅰ
）
木
船

鋼
船
三
・
三
三
％

一
・
七
九
％
二
・
六
六
％

一
・
三
四
％
一
・
四
〇
％
一
・
七
五
％
二
・
一
九
％
〇
・
八
一
％

近
海
等
漁

業
（
Ⅱ
）
木
船

鋼
船
二
・
〇
六
％

一
・
九
一
％
一
・
八
二
％

一
・
八
三
％

近
海
等
漁

業
（
Ⅱ
）
木
船

鋼
船
二
・
一
二
％

一
・
九
七
％
一
・
九
五
％

一
・
九
七
％

内
海
漁
業
木
船

鋼
船
二
・
八
三
％

一
・
六
七
％
二
・
五
〇
％

一
・
〇
四
％

内
海
漁
業
木
船

鋼
船
二
・
九
二
％

一
・
七
二
％
二
・
六
八
％

一
・
一
〇
％

内
湾
及
び

内
水
面
漁

業

木
船

鋼
船
二
・
四
六
％

一
・
七
六
％
二
・
三
〇
％

一
・
二
八
％

内
湾
及
び

内
水
面
漁

業

木
船

鋼
船
二
・
五
四
％

一
・
八
一
％
二
・
四
七
％

一
・
三
六
％

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
四
百
十
一
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
三
条
の
四
第
二
項
第
一
号
、
第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
及
び
第
百
二
十
六
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
百
六
十

号
（
漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条
の
四
第
二
項
第
一
号
、
第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
及
び
第
百
二
十
六
条
の
三
第
二
項
の
普
通
損
害
保
険
、
漁
船
船
主
責
任
保
険
（
特
定
塡
補
区
分
を
除
く
。）及
び
漁
船
積
荷
保
険
の
基
本
部
分
の
純
保
険

料
に
対
応
す
る
部
分
の
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
期
間
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
四
百
十
二
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
三
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
百
六
十
一
号
（
漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条
の
四
第
二
項
の
農
林
水
産
大

臣
が
定
め
る
率
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和





か
つ
お
・

ま
ぐ
ろ
漁

業

木
船

鋼
船

二
・
三
四
％

一
・
九
一
％
一
・
六
七
％
一
・
七
八
％
二
・
〇
六
％
〇
・
六
七
％

か
つ
お
・

ま
ぐ
ろ
漁

業

木
船

鋼
船

二
・
五
一
％

二
・
〇
四
％
一
・
九
一
％
二
・
〇
六
％
二
・
〇
九
％
〇
・
六
二
％

い
か
釣
り

漁
業

木
船

鋼
船

二
・
八
一
％

二
・
二
九
％
二
・
五
一
％
一
・
七
八
％
一
・
九
四
％
一
・
〇
三
％

い
か
釣
り

漁
業

木
船

鋼
船

三
・
〇
一
％

二
・
三
八
％
二
・
九
三
％
二
・
一
〇
％
一
・
九
八
％
一
・
〇
三
％

底
び
き
網

漁
業（
Ⅰ
）
木
船

鋼
船

二
・
一
〇
％
二
・
四
五
％
一
・
四
〇
％

底
び
き
網

漁
業（
Ⅰ
）
木
船

鋼
船

二
・
四
八
％
二
・
五
〇
％
一
・
四
〇
％

底
び
き
網

漁
業（
Ⅱ
）
木
船

鋼
船

二
・
三
三
％

一
・
四
七
％
一
・
五
六
％
一
・
二
八
％
二
・
一
七
％

底
び
き
網

漁
業（
Ⅱ
）
木
船

鋼
船

二
・
五
〇
％

一
・
五
九
％
一
・
八
一
％
一
・
四
七
％
二
・
二
一
％

以
西
底
び

き
網
等
漁

業

木
船

鋼
船

一
・
二
一
％
一
・
六
三
％
〇
・
八
八
％

以
西
底
び

き
網
等
漁

業

木
船

鋼
船

一
・
四
三
％
一
・
六
六
％
〇
・
八
八
％

ま
き
網
漁

業

木
船

鋼
船

二
・
一
五
％

一
・
四
三
％
一
・
六
六
％
一
・
〇
七
％
二
・
〇
二
％
一
・
一
九
％

ま
き
網
漁

業

木
船

鋼
船

二
・
三
一
％

一
・
五
二
％
一
・
九
二
％
一
・
二
四
％
二
・
〇
三
％
一
・
一
九
％

漁
業
取
締

り
等

木
船

鋼
船

〇
・
七
七
％
〇
・
四
一
％
〇
・
四
三
％
〇
・
六
〇
％
〇
・
三
八
％

漁
業
取
締

り
等

木
船

鋼
船

〇
・
八
四
％
〇
・
五
〇
％
〇
・
五
二
％
〇
・
六
三
％
〇
・
三
八
％

全
損
及
び
救
助
費
を
塡
補
の
対
象
と
す
る
場
合

全
損
及
び
救
助
費
を
塡
補
の
対
象
と
す
る
場
合

漁
業
等
の

種
類

船
質
無
動
力
漁
船

及
び
総
ト
ン

数
五
ト
ン
未

満
の
動
力
漁

船

総
ト
ン
数
五
ト
ン
以
上
の
動
力
漁
船

漁
業
等
の

種
類

船
質
無
動
力
漁
船

及
び
総
ト
ン

数
五
ト
ン
未

満
の
動
力
漁

船

総
ト
ン
数
五
ト
ン
以
上
の
動
力
漁
船

総
ト
ン
数
五

ト
ン
以
上
二

十
ト
ン
未
満

総
ト
ン
数
二

十
ト
ン
以
上

五
十
ト
ン
未

満

総
ト
ン
数
五

十
ト
ン
以
上

百
ト
ン
未
満

総
ト
ン
数
百

ト
ン
以
上
二

百
ト
ン
未
満

総
ト
ン
数
二

百
ト
ン
以
上

総
ト
ン
数
五

ト
ン
以
上
二

十
ト
ン
未
満

総
ト
ン
数
二

十
ト
ン
以
上

五
十
ト
ン
未

満

総
ト
ン
数
五

十
ト
ン
以
上

百
ト
ン
未
満

総
ト
ン
数
百

ト
ン
以
上
二

百
ト
ン
未
満

総
ト
ン
数
二

百
ト
ン
以
上

近
海
等
漁

業
（
Ⅰ
）
木
船

鋼
船
〇
・
六
四
％

〇
・
三
五
％
一
・
二
四
％

〇
・
六
三
％
〇
・
六
一
％
〇
・
八
八
％
一
・
二
九
％
〇
・
四
八
％

近
海
等
漁

業
（
Ⅰ
）
木
船

鋼
船
〇
・
六
六
％

〇
・
三
五
％
一
・
三
三
％

〇
・
六
七
％
〇
・
七
〇
％
一
・
〇
五
％
一
・
三
一
％
〇
・
四
八
％

近
海
等
漁

業
（
Ⅱ
）
木
船

鋼
船
〇
・
四
一
％

〇
・
三
八
％
〇
・
九
一
％

〇
・
九
一
％

近
海
等
漁

業
（
Ⅱ
）
木
船

鋼
船
〇
・
四
二
％

〇
・
三
九
％
〇
・
九
七
％

〇
・
九
八
％

内
海
漁
業
木
船

鋼
船
〇
・
五
六
％

〇
・
三
三
％
一
・
二
五
％

〇
・
五
二
％

内
海
漁
業
木
船

鋼
船
〇
・
五
八
％

〇
・
三
四
％
一
・
三
四
％

〇
・
五
五
％

内
湾
及
び

内
水
面
漁

業

木
船

鋼
船
〇
・
四
九
％

〇
・
三
五
％
一
・
一
五
％

〇
・
六
四
％

内
湾
及
び

内
水
面
漁

業

木
船

鋼
船
〇
・
五
〇
％

〇
・
三
六
％
一
・
二
三
％

〇
・
六
八
％

か
つ
お
・

ま
ぐ
ろ
漁

業

木
船

鋼
船

一
・
一
七
％

〇
・
九
五
％
〇
・
八
三
％
一
・
〇
六
％
一
・
二
三
％
〇
・
四
〇
％

か
つ
お
・

ま
ぐ
ろ
漁

業

木
船

鋼
船

一
・
二
五
％

一
・
〇
二
％
〇
・
九
五
％
一
・
二
三
％
一
・
二
五
％
〇
・
三
七
％
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い
か
釣
り

漁
業

木
船

鋼
船

一
・
四
〇
％

一
・
一
四
％
一
・
二
五
％
一
・
〇
六
％
一
・
一
六
％
〇
・
六
一
％

い
か
釣
り

漁
業

木
船

鋼
船

一
・
五
〇
％

一
・
一
九
％
一
・
四
六
％
一
・
二
六
％
一
・
一
八
％
〇
・
六
一
％

底
び
き
網

漁
業（
Ⅰ
）
木
船

鋼
船

一
・
二
六
％
一
・
四
七
％
〇
・
八
四
％

底
び
き
網

漁
業（
Ⅰ
）
木
船

鋼
船

一
・
四
八
％
一
・
五
〇
％
〇
・
八
四
％

底
び
き
網

漁
業（
Ⅱ
）
木
船

鋼
船

一
・
一
六
％

〇
・
七
三
％
〇
・
七
八
％
〇
・
七
六
％
一
・
三
〇
％

底
び
き
網

漁
業（
Ⅱ
）
木
船

鋼
船

一
・
二
五
％

〇
・
七
九
％
〇
・
九
〇
％
〇
・
八
八
％
一
・
三
二
％

以
西
底
び

き
網
等
漁

業

木
船

鋼
船

〇
・
五
四
％
〇
・
八
一
％
〇
・
五
二
％

以
西
底
び

き
網
等
漁

業

木
船

鋼
船

〇
・
六
四
％
〇
・
八
三
％
〇
・
五
二
％

ま
き
網
漁

業

木
船

鋼
船

一
・
〇
七
％

〇
・
七
一
％
〇
・
八
三
％
〇
・
六
四
％
一
・
二
一
％
〇
・
七
一
％

ま
き
網
漁

業

木
船

鋼
船

一
・
一
五
％

〇
・
七
六
％
〇
・
九
六
％
〇
・
七
四
％
一
・
二
一
％
〇
・
七
一
％

漁
業
取
締

り
等

木
船

鋼
船

〇
・
三
八
％
〇
・
二
〇
％
〇
・
二
五
％
〇
・
三
六
％
〇
・
二
二
％

漁
業
取
締

り
等

木
船

鋼
船

〇
・
四
二
％
〇
・
二
五
％
〇
・
三
一
％
〇
・
三
七
％
〇
・
二
二
％

注
１
〜
注
９

（
略
）

注
１
〜
注
９

（
略
）

二

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条
の
四
第
二
項
第
二
号
の
率
（
以
下
「
異
常
純
保
険
料
率
」
と
い
う
。）

二

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条
の
四
第
二
項
第
二
号
の
率
（
以
下
「
異
常
純
保
険
料
率
」
と
い
う
。）

ト
ン
数
区
分
無
動
力
漁
船

及
び
総
ト
ン

数
五
ト
ン
未

満
の
動
力
漁

船

総
ト
ン
数
五
ト
ン
以
上
の
動
力
漁
船

ト
ン
数
区
分
無
動
力
漁
船

及
び
総
ト
ン

数
五
ト
ン
未

満
の
動
力
漁

船

総
ト
ン
数
五
ト
ン
以
上
の
動
力
漁
船

漁
船

の
主
た
る

根
拠
地
が
属

す
る
区
域

総
ト
ン
数
五

ト
ン
以
上
二

十
ト
ン
未
満

総
ト
ン
数
二

十
ト
ン
以
上

五
十
ト
ン
未

満

総
ト
ン
数
五

十
ト
ン
以
上

百
ト
ン
未
満

総
ト
ン
数
百

ト
ン
以
上
二

百
ト
ン
未
満

総
ト
ン
数
二

百
ト
ン
以
上

漁
船

の
主
た
る

根
拠
地
が
属

す
る
区
域

総
ト
ン
数
五

ト
ン
以
上
二

十
ト
ン
未
満

総
ト
ン
数
二

十
ト
ン
以
上

五
十
ト
ン
未

満

総
ト
ン
数
五

十
ト
ン
以
上

百
ト
ン
未
満

総
ト
ン
数
百

ト
ン
以
上
二

百
ト
ン
未
満

総
ト
ン
数
二

百
ト
ン
以
上

北
海
道
後
志
総
合
振

興
局
管
内（
積
丹
郡
、

古
平
郡
及
び
余
市
郡

を
除
く
。）

〇
％

〇
・
〇
一
％
〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

北
海
道
後
志
総
合
振

興
局
管
内（
積
丹
郡
、

古
平
郡
及
び
余
市
郡

を
除
く
。）

〇
％

〇
・
〇
一
％
〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

北
海
道
釧
路
市
、
根

室
市
、
釧
路
総
合
振

興
局
管
内
及
び
根
室

振
興
局
管
内

〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

北
海
道
釧
路
市
、
根

室
市
、
釧
路
総
合
振

興
局
管
内
及
び
根
室

振
興
局
管
内

〇
％

〇
％

〇
・
一
三
％
〇
％

〇
％

〇
％

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

北
海
道
室
蘭
市
、
帯

広
市
、
苫
小
牧
市
、

登
別
市
、
伊
達
市
、

胆
振
総
合
振
興
局
管

内
、
日
高
振
興
局
管

内
及
び
十
勝
総
合
振

興
局
管
内

〇
・
〇
二
％
〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

北
海
道
室
蘭
市
、
帯

広
市
、
苫
小
牧
市
、

登
別
市
、
伊
達
市
、

胆
振
総
合
振
興
局
管

内
、
日
高
振
興
局
管

内
及
び
十
勝
総
合
振

興
局
管
内

〇
・
〇
一
％
〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

〇
％
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北
海
道
函
館
市
、
北

斗
市
、
渡
島
総
合
振

興
局
管
内
及
び
檜
山

振
興
局
管
内

〇
・
〇
二
％
〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

北
海
道
函
館
市
、
北

斗
市
、
渡
島
総
合
振

興
局
管
内
及
び
檜
山

振
興
局
管
内

〇
・
〇
一
％
〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

青
森
県

〇
・
〇
五
％
〇
・
二
二
％
〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

青
森
県

〇
・
〇
五
％
〇
・
二
一
％
〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

岩
手
県

三
・
〇
九
％
一
・
六
九
％
〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

岩
手
県

三
・
〇
三
％
一
・
七
三
％
〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

宮
城
県

二
・
四
六
％
一
・
九
七
％
〇
％

〇
・
九
六
％
〇
％

〇
％

宮
城
県

二
・
五
二
％
二
・
〇
八
％
〇
％

〇
・
八
九
％
〇
％

〇
％

秋
田
県

〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

秋
田
県

〇
％

〇
・
〇
二
％
〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

福
島
県

二
・
五
二
％
一
・
五
九
％
〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

福
島
県

二
・
五
一
％
一
・
六
四
％
〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

茨
城
県
、
栃
木
県
及

び
群
馬
県

〇
・
四
八
％
〇
・
一
七
％
〇
％

一
・
二
七
％
〇
％

〇
％

茨
城
県
、
栃
木
県
及

び
群
馬
県

〇
・
四
五
％
〇
・
二
〇
％
〇
％

一
・
〇
〇
％
〇
％

〇
％

千
葉
県

〇
・
〇
四
％
〇
・
〇
三
％
〇
％

〇
・
〇
一
％
〇
％

〇
％

千
葉
県

〇
・
〇
三
％
〇
・
〇
三
％
〇
％

〇
・
〇
一
％
〇
％

〇
％

東
京
都
及
び
埼
玉
県
〇
・
二
八
％
〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

東
京
都
及
び
埼
玉
県
〇
・
三
四
％
〇
・
〇
六
％
〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

富
山
県

〇
・
〇
三
％
〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

富
山
県

〇
・
〇
二
％
〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

福
井
県

〇
％

〇
・
〇
一
％
〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

福
井
県

〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

京
都
府
及
び
滋
賀
県
〇
・
一
〇
％
〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

京
都
府
及
び
滋
賀
県
〇
・
〇
九
％
〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

鳥
取
県

〇
・
〇
七
％
〇
・
〇
九
％
〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

鳥
取
県

〇
・
〇
六
％
〇
・
〇
八
％
〇
％

〇
％

〇
％

〇
％

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

注
１
・
注
２

（
略
）

注
１
・
注
２

（
略
）

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
漁
船
保
険
組
合
の
保
険
責
任
が
始
ま
る
普
通
損
害
保
険
に
係
る
保
険
関
係
及
び
再
保
険
関
係
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

ト
ン
数
区
分

保
険
金
額

漁
船
船
主
責
任
保
険
純
保
険
料
率

ト
ン
数
区
分

保
険
金
額

漁
船
船
主
責
任
保
険
純
保
険
料
率

無
動
力
漁
船
及
び
総
ト
ン
数
五
ト
ン

未
満
の
動
力
漁
船

一
千
万
円

〇
・
〇
二
一
〇
〇
％

無
動
力
漁
船
及
び
総
ト
ン
数
五
ト
ン

未
満
の
動
力
漁
船

一
千
万
円

〇
・
〇
二
二
〇
〇
％

二
千
万
円

〇
・
〇
一
六
五
〇
％

二
千
万
円

〇
・
〇
一
七
〇
〇
％

三
千
万
円

〇
・
〇
一
四
〇
〇
％

三
千
万
円

〇
・
〇
一
五
〇
〇
％

五
千
万
円

〇
・
〇
一
〇
八
〇
％

五
千
万
円

〇
・
〇
一
一
〇
〇
％

一
億
円

〇
・
〇
〇
五
九
〇
％

一
億
円

〇
・
〇
〇
六
〇
〇
％

二
億
円

〇
・
〇
〇
三
〇
五
％

二
億
円

〇
・
〇
〇
三
一
五
％

三
億
円

〇
・
〇
〇
二
一
〇
％

三
億
円

〇
・
〇
〇
二
二
〇
％

四
億
円

〇
・
〇
〇
一
六
五
％

四
億
円

〇
・
〇
〇
一
七
〇
％

五
億
円

〇
・
〇
〇
一
三
六
％

五
億
円

〇
・
〇
〇
一
四
〇
％

六
億
円

〇
・
〇
〇
一
一
五
％

六
億
円

〇
・
〇
〇
一
二
〇
％

十
億
円

〇
・
〇
〇
〇
七
二
％

十
億
円

〇
・
〇
〇
〇
七
四
％

総
ト
ン
数
五
ト
ン
以
上
十
ト
ン
未
満

の
動
力
漁
船

二
千
万
円

〇
・
〇
四
四
〇
〇
％

総
ト
ン
数
五
ト
ン
以
上
十
ト
ン
未
満

の
動
力
漁
船

二
千
万
円

〇
・
〇
四
八
〇
〇
％

三
千
万
円

〇
・
〇
四
〇
〇
〇
％

三
千
万
円

〇
・
〇
四
四
〇
〇
％

五
千
万
円

〇
・
〇
四
〇
二
〇
％

五
千
万
円

〇
・
〇
四
三
八
〇
％

一
億
円

〇
・
〇
二
六
九
〇
％

一
億
円

〇
・
〇
二
九
三
〇
％

二
億
円

〇
・
〇
一
五
〇
〇
％

二
億
円

〇
・
〇
一
六
四
〇
％

三
億
円

〇
・
〇
一
〇
八
〇
％

三
億
円

〇
・
〇
一
一
八
〇
％

四
億
円

〇
・
〇
〇
八
三
五
％

四
億
円

〇
・
〇
〇
九
一
五
％

五
億
円

〇
・
〇
〇
六
九
〇
％

五
億
円

〇
・
〇
〇
七
五
四
％

六
億
円

〇
・
〇
〇
五
九
〇
％

六
億
円

〇
・
〇
〇
六
四
五
％

十
億
円

〇
・
〇
〇
三
六
四
％

十
億
円

〇
・
〇
〇
三
九
八
％

総
ト
ン
数
十
ト
ン
以
上
二
十
ト
ン
未

満
の
動
力
漁
船

三
千
万
円

〇
・
一
一
一
〇
〇
％

総
ト
ン
数
十
ト
ン
以
上
二
十
ト
ン
未

満
の
動
力
漁
船

三
千
万
円

〇
・
一
一
八
〇
〇
％

五
千
万
円

〇
・
〇
七
八
二
〇
％

五
千
万
円

〇
・
〇
八
三
〇
〇
％

一
億
円

〇
・
〇
四
七
五
〇
％

一
億
円

〇
・
〇
五
〇
五
〇
％

二
億
円

〇
・
〇
三
〇
九
〇
％

二
億
円

〇
・
〇
三
二
八
五
％

三
億
円

〇
・
〇
二
二
七
〇
％

三
億
円

〇
・
〇
二
四
一
〇
％

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
四
百
十
三
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
百
六
十
五
号
（
漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
の
農
林
水
産
大

臣
が
定
め
る
率
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和





四
億
円

〇
・
〇
一
七
八
〇
％

四
億
円

〇
・
〇
一
八
九
〇
％

五
億
円

〇
・
〇
一
四
五
八
％

五
億
円

〇
・
〇
一
五
四
八
％

六
億
円

〇
・
〇
一
二
四
〇
％

六
億
円

〇
・
〇
一
三
一
五
％

十
億
円

〇
・
〇
〇
七
六
八
％

十
億
円

〇
・
〇
〇
八
一
五
％

総
ト
ン
数
二
十
ト
ン
以
上
五
十
ト
ン

未
満
の
動
力
漁
船

五
千
万
円

〇
・
二
二
六
六
〇
％

総
ト
ン
数
二
十
ト
ン
以
上
五
十
ト
ン

未
満
の
動
力
漁
船

五
千
万
円

〇
・
二
〇
六
〇
〇
％

一
億
円

〇
・
一
五
三
四
〇
％

一
億
円

〇
・
一
三
九
五
〇
％

二
億
円

〇
・
〇
九
四
八
〇
％

二
億
円

〇
・
〇
八
六
二
〇
％

三
億
円

〇
・
〇
六
九
六
〇
％

三
億
円

〇
・
〇
六
三
二
〇
％

四
億
円

〇
・
〇
五
五
三
〇
％

四
億
円

〇
・
〇
五
〇
二
五
％

五
億
円

〇
・
〇
四
五
五
四
％

五
億
円

〇
・
〇
四
一
四
〇
％

六
億
円

〇
・
〇
三
八
九
〇
％

六
億
円

〇
・
〇
三
五
四
〇
％

十
億
円

〇
・
〇
二
三
八
七
％

十
億
円

〇
・
〇
二
一
七
〇
％

総
ト
ン
数
五
十
ト
ン
以
上
百
ト
ン
未

満
の
動
力
漁
船

一
億
円

〇
・
三
二
一
一
〇
％

総
ト
ン
数
五
十
ト
ン
以
上
百
ト
ン
未

満
の
動
力
漁
船

一
億
円

〇
・
三
一
三
〇
〇
％

二
億
円

〇
・
一
八
六
七
五
％

二
億
円

〇
・
一
八
二
〇
五
％

三
億
円

〇
・
一
三
六
三
〇
％

三
億
円

〇
・
一
三
二
八
〇
％

四
億
円

〇
・
一
〇
八
七
五
％

四
億
円

〇
・
一
〇
六
〇
〇
％

五
億
円

〇
・
〇
九
〇
八
八
％

五
億
円

〇
・
〇
八
八
五
八
％

六
億
円

〇
・
〇
七
八
三
〇
％

六
億
円

〇
・
〇
七
六
三
〇
％

十
億
円

〇
・
〇
四
八
一
〇
％

十
億
円

〇
・
〇
四
六
八
八
％

十
五
億
円

〇
・
〇
三
二
五
二
％

十
五
億
円

〇
・
〇
三
一
七
〇
％

総
ト
ン
数
百
ト
ン
以
上
千
ト
ン
未
満

の
動
力
漁
船

一
億
円

〇
・
四
三
二
三
〇
％

総
ト
ン
数
百
ト
ン
以
上
千
ト
ン
未
満

の
動
力
漁
船

一
億
円

〇
・
三
九
三
〇
〇
％

二
億
円

〇
・
二
二
九
三
五
％

二
億
円

〇
・
二
〇
八
五
〇
％

三
億
円

〇
・
一
六
四
六
〇
％

三
億
円

〇
・
一
四
九
六
〇
％

四
億
円

〇
・
一
三
一
五
〇
％

四
億
円

〇
・
一
一
九
五
五
％

五
億
円

〇
・
一
一
〇
六
六
％

五
億
円

〇
・
一
〇
〇
六
〇
％

六
億
円

〇
・
〇
九
四
三
五
％

六
億
円

〇
・
〇
八
五
七
五
％

十
億
円

〇
・
〇
五
九
二
二
％

十
億
円

〇
・
〇
五
三
八
四
％

十
五
億
円

〇
・
〇
四
一
一
二
％

十
五
億
円

〇
・
〇
三
七
三
八
％

二
十
億
円

〇
・
〇
三
一
九
三
％

二
十
億
円

〇
・
〇
二
九
〇
三
％

注
１
〜
注
３

（
略
）

注
１
〜
注
３

（
略
）

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
漁
船
保
険
組
合
の
保
険
責
任
が
始
ま
る
漁
船
船
主
責
任
保
険
に
係
る
保
険
関
係
及
び
再
保
険
関
係
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

一

漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
農
林
省
令
第
十
八
号
）
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
第
八
号

に
掲
げ
る
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
る
損
害
を
塡
補
す
る
旨
の
特
約
（
以
下
「
給
与
特
約
」
と
い
う
。）以
外

の
部
分
の
率

一

漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
農
林
省
令
第
十
八
号
）
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
第
八
号

に
掲
げ
る
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
る
損
害
を
塡
補
す
る
旨
の
特
約
（
以
下
「
給
与
特
約
」
と
い
う
。）以
外

の
部
分
の
率

の
表
の
上
欄
及
び
中
欄
に
掲
げ
る
ト
ン
数
区
分
及
び
保
険
金
額
に
応
じ
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
に
、

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
特
約
（
以
下
「
特
定
特
約
」

と
い
う
。）に
係
る
保
険
期
間
に
応
じ
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
率
と
し
、
無
動
力
漁
船
及
び

船
外
機
を
主
機
関
と
す
る
動
力
漁
船
で
あ
る
場
合
は
更
に
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
率
と
す
る
。

の
表
の
上
欄
及
び
中
欄
に
掲
げ
る
ト
ン
数
区
分
及
び
保
険
金
額
に
応
じ
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
に
、

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
特
約
（
以
下
「
特
定
特
約
」

と
い
う
。）に
係
る
保
険
期
間
に
応
じ
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
率
と
し
、
無
動
力
漁
船
及
び

船
外
機
を
主
機
関
と
す
る
動
力
漁
船
で
あ
る
場
合
は
更
に
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
率
と
す
る
。

ト
ン
数
区
分
及
び
保
険
金
額

ト
ン
数
区
分
及
び
保
険
金
額

ト
ン
数
区
分

保
険
金
額

率

ト
ン
数
区
分

保
険
金
額

率

無
動
力
漁
船
及
び
総
ト
ン
数
五
ト
ン

未
満
の
動
力
漁
船

一
千
万
円

〇
・
〇
〇
〇
二
一
〇
〇
％

無
動
力
漁
船
及
び
総
ト
ン
数
五
ト
ン

未
満
の
動
力
漁
船

一
千
万
円

〇
・
〇
〇
〇
二
二
〇
〇
％

二
千
万
円

〇
・
〇
〇
〇
一
六
五
〇
％

二
千
万
円

〇
・
〇
〇
〇
一
七
〇
〇
％

三
千
万
円

〇
・
〇
〇
〇
一
四
〇
〇
％

三
千
万
円

〇
・
〇
〇
〇
一
五
〇
〇
％

五
千
万
円

〇
・
〇
〇
〇
一
〇
八
〇
％

五
千
万
円

〇
・
〇
〇
〇
一
一
〇
〇
％

一
億
円

〇
・
〇
〇
〇
〇
五
九
〇
％

一
億
円

〇
・
〇
〇
〇
〇
六
〇
〇
％

二
億
円

〇
・
〇
〇
〇
〇
三
〇
五
％

二
億
円

〇
・
〇
〇
〇
〇
三
一
五
％

三
億
円

〇
・
〇
〇
〇
〇
二
一
〇
％

三
億
円

〇
・
〇
〇
〇
〇
二
二
〇
％

四
億
円

〇
・
〇
〇
〇
〇
一
六
五
％

四
億
円

〇
・
〇
〇
〇
〇
一
七
〇
％

五
億
円

〇
・
〇
〇
〇
〇
一
三
六
％

五
億
円

〇
・
〇
〇
〇
〇
一
四
〇
％

六
億
円

〇
・
〇
〇
〇
〇
一
一
五
％

六
億
円

〇
・
〇
〇
〇
〇
一
二
〇
％

十
億
円

〇
・
〇
〇
〇
〇
〇
七
二
％

十
億
円

〇
・
〇
〇
〇
〇
〇
七
四
％

総
ト
ン
数
五
ト
ン
以
上
十
ト
ン
未
満

の
動
力
漁
船

二
千
万
円

〇
・
〇
〇
〇
四
四
〇
〇
％

総
ト
ン
数
五
ト
ン
以
上
十
ト
ン
未
満

の
動
力
漁
船

二
千
万
円

〇
・
〇
〇
〇
四
八
〇
〇
％

三
千
万
円

〇
・
〇
〇
〇
四
〇
〇
〇
％

三
千
万
円

〇
・
〇
〇
〇
四
四
〇
〇
％

五
千
万
円

〇
・
〇
〇
〇
四
〇
二
〇
％

五
千
万
円

〇
・
〇
〇
〇
四
三
八
〇
％

一
億
円

〇
・
〇
〇
〇
二
六
九
〇
％

一
億
円

〇
・
〇
〇
〇
二
九
三
〇
％

二
億
円

〇
・
〇
〇
〇
一
五
〇
〇
％

二
億
円

〇
・
〇
〇
〇
一
六
四
〇
％

三
億
円

〇
・
〇
〇
〇
一
〇
八
〇
％

三
億
円

〇
・
〇
〇
〇
一
一
八
〇
％

四
億
円

〇
・
〇
〇
〇
〇
八
三
五
％

四
億
円

〇
・
〇
〇
〇
〇
九
一
五
％

五
億
円

〇
・
〇
〇
〇
〇
六
九
〇
％

五
億
円

〇
・
〇
〇
〇
〇
七
五
四
％

六
億
円

〇
・
〇
〇
〇
〇
五
九
〇
％

六
億
円

〇
・
〇
〇
〇
〇
六
四
五
％

十
億
円

〇
・
〇
〇
〇
〇
三
六
四
％

十
億
円

〇
・
〇
〇
〇
〇
三
九
八
％

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
四
百
十
四
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
八
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
百
六
十
六
号
（
漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
八
条
の
二
第
三
項
の
農
林
水
産
大

臣
が
定
め
る
率
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和





総
ト
ン
数
十
ト
ン
以
上
二
十
ト
ン
未

満
の
動
力
漁
船

三
千
万
円

〇
・
〇
〇
一
一
一
〇
〇
％

総
ト
ン
数
十
ト
ン
以
上
二
十
ト
ン
未

満
の
動
力
漁
船

三
千
万
円

〇
・
〇
〇
一
一
八
〇
〇
％

五
千
万
円

〇
・
〇
〇
〇
七
八
二
〇
％

五
千
万
円

〇
・
〇
〇
〇
八
三
〇
〇
％

一
億
円

〇
・
〇
〇
〇
四
七
五
〇
％

一
億
円

〇
・
〇
〇
〇
五
〇
五
〇
％

二
億
円

〇
・
〇
〇
〇
三
〇
九
〇
％

二
億
円

〇
・
〇
〇
〇
三
二
八
五
％

三
億
円

〇
・
〇
〇
〇
二
二
七
〇
％

三
億
円

〇
・
〇
〇
〇
二
四
一
〇
％

四
億
円

〇
・
〇
〇
〇
一
七
八
〇
％

四
億
円

〇
・
〇
〇
〇
一
八
九
〇
％

五
億
円

〇
・
〇
〇
〇
一
四
五
八
％

五
億
円

〇
・
〇
〇
〇
一
五
四
八
％

六
億
円

〇
・
〇
〇
〇
一
二
四
〇
％

六
億
円

〇
・
〇
〇
〇
一
三
一
五
％

十
億
円

〇
・
〇
〇
〇
〇
七
六
八
％

十
億
円

〇
・
〇
〇
〇
〇
八
一
五
％

総
ト
ン
数
二
十
ト
ン
以
上
五
十
ト
ン

未
満
の
動
力
漁
船

五
千
万
円

〇
・
〇
〇
二
二
六
六
〇
％

総
ト
ン
数
二
十
ト
ン
以
上
五
十
ト
ン

未
満
の
動
力
漁
船

五
千
万
円

〇
・
〇
〇
二
〇
六
〇
〇
％

一
億
円

〇
・
〇
〇
一
五
三
四
〇
％

一
億
円

〇
・
〇
〇
一
三
九
五
〇
％

二
億
円

〇
・
〇
〇
〇
九
四
八
〇
％

二
億
円

〇
・
〇
〇
〇
八
六
二
〇
％

三
億
円

〇
・
〇
〇
〇
六
九
六
〇
％

三
億
円

〇
・
〇
〇
〇
六
三
二
〇
％

四
億
円

〇
・
〇
〇
〇
五
五
三
〇
％

四
億
円

〇
・
〇
〇
〇
五
〇
二
五
％

五
億
円

〇
・
〇
〇
〇
四
五
五
四
％

五
億
円

〇
・
〇
〇
〇
四
一
四
〇
％

六
億
円

〇
・
〇
〇
〇
三
八
九
〇
％

六
億
円

〇
・
〇
〇
〇
三
五
四
〇
％

十
億
円

〇
・
〇
〇
〇
二
三
八
七
％

十
億
円

〇
・
〇
〇
〇
二
一
七
〇
％

総
ト
ン
数
五
十
ト
ン
以
上
百
ト
ン
未

満
の
動
力
漁
船

一
億
円

〇
・
〇
〇
三
二
一
一
〇
％

総
ト
ン
数
五
十
ト
ン
以
上
百
ト
ン
未

満
の
動
力
漁
船

一
億
円

〇
・
〇
〇
三
一
三
〇
〇
％

二
億
円

〇
・
〇
〇
一
八
六
七
五
％

二
億
円

〇
・
〇
〇
一
八
二
〇
五
％

三
億
円

〇
・
〇
〇
一
三
六
三
〇
％

三
億
円

〇
・
〇
〇
一
三
二
八
〇
％

四
億
円

〇
・
〇
〇
一
〇
八
七
五
％

四
億
円

〇
・
〇
〇
一
〇
六
〇
〇
％

五
億
円

〇
・
〇
〇
〇
九
〇
八
八
％

五
億
円

〇
・
〇
〇
〇
八
八
五
八
％

六
億
円

〇
・
〇
〇
〇
七
八
三
〇
％

六
億
円

〇
・
〇
〇
〇
七
六
三
〇
％

十
億
円

〇
・
〇
〇
〇
四
八
一
〇
％

十
億
円

〇
・
〇
〇
〇
四
六
八
八
％

十
五
億
円

〇
・
〇
〇
〇
三
二
五
二
％

十
五
億
円

〇
・
〇
〇
〇
三
一
七
〇
％

総
ト
ン
数
百
ト
ン
以
上
千
ト
ン
未
満

の
動
力
漁
船

一
億
円

〇
・
〇
〇
四
三
二
三
〇
％

総
ト
ン
数
百
ト
ン
以
上
千
ト
ン
未
満

の
動
力
漁
船

一
億
円

〇
・
〇
〇
三
九
三
〇
〇
％

二
億
円

〇
・
〇
〇
二
二
九
三
五
％

二
億
円

〇
・
〇
〇
二
〇
八
五
〇
％

三
億
円

〇
・
〇
〇
一
六
四
六
〇
％

三
億
円

〇
・
〇
〇
一
四
九
六
〇
％

四
億
円

〇
・
〇
〇
一
三
一
五
〇
％

四
億
円

〇
・
〇
〇
一
一
九
五
五
％

五
億
円

〇
・
〇
〇
一
一
〇
六
六
％

五
億
円

〇
・
〇
〇
一
〇
〇
六
〇
％

六
億
円

〇
・
〇
〇
〇
九
四
三
五
％

六
億
円

〇
・
〇
〇
〇
八
五
七
五
％

十
億
円

〇
・
〇
〇
〇
五
九
二
二
％

十
億
円

〇
・
〇
〇
〇
五
三
八
四
％

十
五
億
円

〇
・
〇
〇
〇
四
一
一
二
％

十
五
億
円

〇
・
〇
〇
〇
三
七
三
八
％

二
十
億
円

〇
・
〇
〇
〇
三
一
九
三
％

二
十
億
円

〇
・
〇
〇
〇
二
九
〇
三
％

（
略
）

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
漁
船
保
険
組
合
の
保
険
責
任
が
始
ま
る
漁
船
船
主
責
任
保
険
に
係
る
保
険
関
係
及
び
再
保
険
関
係
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
二
十
九
条
の
組
合
責
任
保
険
金
額
の
算
定
は
、
漁
船
保
険
（
満
期
保
険
の
満
期
に
よ

る
支
払
に
係
る
部
分
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）、
漁
船
船
主
責
任
保
険
（
特
定
塡
補
区
分
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）及

び
漁
船
積
荷
保
険
の
保
険
ご
と
に
、
同
一
年
度
保
険
関
係
の
純
保
険
料
の
合
計
額
か
ら
当
該
同
一
年
度
保
険
関
係

に
係
る
漁
船
保
険
再
保
険
事
業
等
の
再
保
険
料
の
金
額
を
差
し
引
い
て
得
た
額
に
、
漁
船
保
険
に
あ
っ
て
は
百
分

の
百
十
七
を
、
漁
船
船
主
責
任
保
険
に
あ
っ
て
は
百
分
の
百
七
十
を
、
漁
船
積
荷
保
険
に
あ
っ
て
は
百
分
の
二
百

を
乗
じ
て
す
る
も
の
と
す
る
。

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
二
十
九
条
の
組
合
責
任
保
険
金
額
の
算
定
は
、
漁
船
保
険
（
満
期
保
険
の
満
期
に
よ

る
支
払
に
係
る
部
分
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）、
漁
船
船
主
責
任
保
険
（
特
定
塡
補
区
分
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）及

び
漁
船
積
荷
保
険
の
保
険
ご
と
に
、
同
一
年
度
保
険
関
係
の
純
保
険
料
の
合
計
額
か
ら
当
該
同
一
年
度
保
険
関
係

に
係
る
漁
船
保
険
再
保
険
事
業
等
の
再
保
険
料
の
金
額
を
差
し
引
い
て
得
た
額
に
、
漁
船
保
険
に
あ
っ
て
は
百
分

の
百
十
二
を
、
漁
船
船
主
責
任
保
険
に
あ
っ
て
は
百
分
の
百
六
十
を
、
漁
船
積
荷
保
険
に
あ
っ
て
は
百
分
の
二
百

十
を
乗
じ
て
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
漁
船
保
険
組
合
の
保
険
責
任
が
始
ま
る
漁
船
保
険
事
業
、
漁
船
船
主
責
任
保
険
事
業
及
び
漁
船
積
荷
保
険
事
業
に
係
る
再
保
険
関
係
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
三
十
条
の
再
保
険
料
率
の
算
定
は
、
漁
船
保
険
（
満
期
保
険
の
満
期
に
よ
る
支
払
に

係
る
部
分
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）、
漁
船
船
主
責
任
保
険
（
特
定
塡
補
区
分
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）及
び
漁
船
積

荷
保
険
の
保
険
ご
と
に
、
同
一
年
度
保
険
関
係
に
係
る
漁
船
保
険
組
合
の
純
保
険
料
の
合
計
額
に
、
漁
船
保
険
に

あ
っ
て
は
一
二
・
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
、
漁
船
船
主
責
任
保
険
に
あ
っ
て
は
五
・
九
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
、
漁
船
積

荷
保
険
に
あ
っ
て
は
四
・
三
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
、
当
該
同
一
年
度
保
険
関
係
に
係
る
政
府
の

再
保
険
金
額
で
除
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
三
十
条
の
再
保
険
料
率
の
算
定
は
、
漁
船
保
険
（
満
期
保
険
の
満
期
に
よ
る
支
払
に

係
る
部
分
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）、
漁
船
船
主
責
任
保
険
（
特
定
塡
補
区
分
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）及
び
漁
船
積

荷
保
険
の
保
険
ご
と
に
、
同
一
年
度
保
険
関
係
に
係
る
漁
船
保
険
組
合
の
純
保
険
料
の
合
計
額
に
、
漁
船
保
険
に

あ
っ
て
は
一
二
・
六
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
、
漁
船
船
主
責
任
保
険
に
あ
っ
て
は
六
・
〇
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
、
漁
船
積

荷
保
険
に
あ
っ
て
は
三
・
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
、
当
該
同
一
年
度
保
険
関
係
に
係
る
政
府
の

再
保
険
金
額
で
除
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
漁
船
保
険
組
合
の
保
険
責
任
が
始
ま
る
漁
船
保
険
事
業
、
漁
船
船
主
責
任
保
険
事
業
及
び
漁
船
積
荷
保
険
事
業
に
係
る
再
保
険
関
係
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

国
土
交
通
大
臣
が
設
置
し
、
及
び
管
理
す
る
空
港
の
使
用
料
に
関
す
る
告
示
の
特
例
に
関
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

国
土
交
通
大
臣
が
設
置
し
、
及
び
管
理
す
る
空
港
の
使
用
料
に
関
す
る
告
示
の
特
例
に
関
す
る
告
示
（
令
和
二
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

一

他
人
の
需
要
に
応
じ
、
有
償
で
旅
客
又
は
貨
物
の
運
送
を
行
う
国
内
航
空
に
従
事
す
る
航
空
機
（
当
該
航
空

機
の
最
大
離
陸
重
量
（
以
下
「
重
量
」
と
い
う
。）が
五
十
ト
ン
以
下
の
も
の
に
限
り
、
次
号
に
規
定
す
る
航
空

機
を
除
く
。）に
つ
い
て
の
着
陸
料
の
額
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、

国
土
交
通
大
臣
が
設
置
し
、
及
び
管
理
す
る
空
港
の
使
用
料
に
関
す
る
告
示
（
昭
和
四
十
五
年
運
輸
省
告
示
第

一

他
人
の
需
要
に
応
じ
、
有
償
で
旅
客
又
は
貨
物
の
運
送
を
行
う
国
内
航
空
に
従
事
す
る
航
空
機
（
当
該
航
空

機
の
最
大
離
陸
重
量
（
以
下
「
重
量
」
と
い
う
。）が
五
十
ト
ン
以
下
の
も
の
に
限
り
、
次
号
に
規
定
す
る
航
空

機
を
除
く
。）に
つ
い
て
の
着
陸
料
の
額
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、

国
土
交
通
大
臣
が
設
置
し
、
及
び
管
理
す
る
空
港
の
使
用
料
に
関
す
る
告
示
（
昭
和
四
十
五
年
運
輸
省
告
示
第

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
四
百
十
五
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
二
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
百
七
十
号
（
漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
二
十
九
条
に
規
定
す
る
組
合
責
任
保
険
金
額
の
算

定
の
方
法
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
四
百
十
六
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
三
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
百
七
十
一
号（
漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
三
十
条
の
再
保
険
料
率
の
算
定
方
法
を
定
め
る
件
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
九
十
七
号

空
港
管
理
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
四
十
四
号
）
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
大
臣
が
設
置
し
、
及
び
管
理
す
る
空
港
の
使
用
料
に
関
す
る
告
示
の
特
例
に
関
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定

め
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之





七
十
六
号
。
以
下
「
使
用
料
告
示
」
と
い
う
。）一

ア
若
し
く
は
イ
及
び
一

ウ
、
一

エ
又
は
一

キ
の
規

定
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
金
額
に
五
分
の
四
（
重
量
が
二
十
ト
ン
以
下
の
航
空
機
に
あ
っ
て
は
十
分
の
七
）
を

乗
じ
た
金
額
と
す
る
。

七
十
六
号
。
以
下
「
使
用
料
告
示
」
と
い
う
。）一

ア
若
し
く
は
イ
及
び
一

ウ
、
一

エ
又
は
一

キ
の
規

定
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
金
額
に
五
分
の
四
（
重
量
が
二
十
ト
ン
以
下
の
航
空
機
に
あ
っ
て
は
十
分
の
七
）
を

乗
じ
た
金
額
と
す
る
。

二

別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
航
空
機
で
あ
っ
て
、
他
人
の
需
要
に
応
じ
、
有
償
で
旅
客
又
は
貨
物
の
運
送
を
行
う

も
の
に
つ
い
て
の
着
陸
料
の
額
は
、
使
用
料
告
示
一

並
び
に
一

ウ
、オ
及
び
キ
⒝
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
期
間
に
お
い
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
（
当
該
航
空
機
が
国
内
航
空
に
従
事
す

る
重
量
が
五
十
ト
ン
以
下
の
航
空
機
で
あ
る
と
き
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
、
当
該
金
額
に
更
に
五
分
の
四
（
重
量
が
二
十
ト
ン
以
下
の
航
空
機
に
あ
っ
て
は
十
分
の
七
）
を
乗
じ

た
金
額
）
と
す
る
。

二

別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
航
空
機
で
あ
っ
て
、
他
人
の
需
要
に
応
じ
、
有
償
で
旅
客
又
は
貨
物
の
運
送
を
行
う

も
の
に
つ
い
て
の
着
陸
料
の
額
は
、
使
用
料
告
示
一

並
び
に
一

ウ
、オ
及
び
キ
⒝
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
期
間
に
お
い
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
（
当
該
航
空
機
が
国
内
航
空
に
従
事
す

る
重
量
が
五
十
ト
ン
以
下
の
航
空
機
で
あ
る
と
き
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
、
当
該
金
額
に
更
に
五
分
の
四
（
重
量
が
二
十
ト
ン
以
下
の
航
空
機
に
あ
っ
て
は
十
分
の
七
）
を
乗
じ

た
金
額
）
と
す
る
。

三
〜
六

（
略
）

三
〜
六

（
略
）

附

則

附

則

１
〜
10

（
略
）

１
〜
10

（
略
）

別
表

別
表

航

空

機

期

間

金

額

航

空

機

期

間

金

額

一

（
略
）

平
成
十
五
年
四

月
一
日
か
ら
令

和
九
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の

間

（
略
）

一

（
略
）

平
成
十
五
年
四

月
一
日
か
ら
令

和
八
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の

間

（
略
）

二

（
略
）

平
成
二
十
年
四

月
一
日
か
ら
令

和
九
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の

間

（
略
）

二

（
略
）

平
成
二
十
年
四

月
一
日
か
ら
令

和
八
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の

間

（
略
）

三

（
略
）

三

（
略
）

四

（
略
）

四

（
略
）

五

（
略
）

平
成
二
十
九
年

十
一
月
一
日
か

ら
令
和
九
年
三

月
三
十
一
日
ま

で
の
間

（
略
）

五

（
略
）

平
成
二
十
九
年

十
一
月
一
日
か

ら
令
和
八
年
三

月
三
十
一
日
ま

で
の
間

（
略
）

六

（
略
）

平
成
二
十
九
年

四
月
一
日
か
ら

令
和
九
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

の
間

（
略
）

六

（
略
）

平
成
二
十
九
年

四
月
一
日
か
ら

令
和
八
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

の
間

（
略
）

七

（
略
）

（
略
）

平
成
二
十
九
年

四
月
一
日
か
ら

令
和
九
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

の
間

（
略
）

七

（
略
）

（
略
）

平
成
二
十
九
年

四
月
一
日
か
ら

令
和
八
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

の
間

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



八

（
略
）

（
略
）

令
和
二
年
四
月

一
日
か
ら
令
和

九
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間

（
略
）

八

（
略
）

（
略
）

令
和
二
年
四
月

一
日
か
ら
令
和

八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

九

（
略
）

平
成
二
十
九
年

四
月
一
日
か
ら

令
和
九
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

の
間

（
略
）

九

（
略
）

平
成
二
十
九
年

四
月
一
日
か
ら

令
和
八
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

の
間

（
略
）

十

（
略
）

（
略
）

平
成
九
年
七
月

一
日
か
ら
令
和

九
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間

（
略
）

十

（
略
）

（
略
）

平
成
九
年
七
月

一
日
か
ら
令
和

八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

十
一

（
略
）

（
略
）

平
成
二
十
二
年

七
月
一
日
か
ら

令
和
九
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

の
間

（
略
）

十
一

（
略
）

（
略
）

平
成
二
十
二
年

七
月
一
日
か
ら

令
和
八
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

の
間

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

備
考

（
略
）

備
考

（
略
）

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

一

航
行
援
助
施
設
利
用
料
に
関
す
る
告
示
（
昭
和
四
十
六
年
運
輸
省
告
示
第
二
百
三
十
八
号
。
以
下
「
航
援
料

告
示
」
と
い
う
。）二

イ
⒜
に
規
定
す
る
航
空
機
（
二

イ
⒜
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。）又
は
二

イ
⒝
若
し
く
は
二

に
規
定
す
る
航
空
機
で
あ
っ
て
、
沖
縄
島
に
所
在
す
る
空
港
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律

第
八
十
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
空
港
そ
の
他
の
飛
行
場
（
以
下
「
空
港
等
」
と
い
う
。）に
着
陸
す
る
も
の
又

は
直
前
に
当
該
空
港
等
を
離
陸
し
た
も
の
（
い
ず
れ
も
国
際
航
空
に
従
事
す
る
も
の
に
限
る
。）の
う
ち
、
他
人

の
需
要
に
応
じ
、
有
償
で
貨
物
の
運
送
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
の
航
行
援
助
施
設
利
用
料
の
額
は
、
平
成
二
十

二
年
七
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
航
援
料
告
示
二

又
は
二

の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

航
行
援
助
施
設
利
用
料
に
関
す
る
告
示
（
昭
和
四
十
六
年
運
輸
省
告
示
第
二
百
三
十
八
号
。
以
下
「
航
援
料

告
示
」
と
い
う
。）二

イ
⒜
に
規
定
す
る
航
空
機
（
二

イ
⒜
た
だ
し
書
き
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。）又
は

二

イ
⒝
若
し
く
は
二

に
規
定
す
る
航
空
機
で
あ
っ
て
、
沖
縄
島
に
所
在
す
る
空
港
法
（
昭
和
三
十
一
年
法

律
第
八
十
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
空
港
そ
の
他
の
飛
行
場
（
以
下
「
空
港
等
」
と
い
う
。）に
着
陸
す
る
も
の

又
は
直
前
に
当
該
空
港
等
を
離
陸
し
た
も
の
（
い
ず
れ
も
国
際
航
空
に
従
事
す
る
も
の
に
限
る
。）の
う
ち
、
他

人
の
需
要
に
応
じ
、
有
償
で
貨
物
の
運
送
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
の
航
行
援
助
施
設
利
用
料
の
額
は
、
平
成
二

十
二
年
七
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
航
援
料
告
示
二

又
は
二

の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

・

（
略
）

・

（
略
）

二

航
援
料
告
示
二

イ
に
規
定
す
る
航
空
機
で
あ
っ
て
、
他
人
の
需
要
に
応
じ
、
有
償
で
旅
客
又
は
貨
物
の
運

送
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
の
航
行
援
助
施
設
利
用
料
の
額
は
、
平
成
九
年
七
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
、
同
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
規
定
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
金
額
に
四
分
の
一
を
乗
じ
た
金
額

と
す
る
。

二

航
援
料
告
示
二

イ
に
規
定
す
る
航
空
機
で
あ
っ
て
、
他
人
の
需
要
に
応
じ
、
有
償
で
旅
客
又
は
貨
物
の
運

送
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
の
航
行
援
助
施
設
利
用
料
の
額
は
、
平
成
九
年
七
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
、
同
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
規
定
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
金
額
に
四
分
の
一
を
乗
じ
た
金
額

と
す
る
。

三
〜
六

（
略
）

三
〜
六

（
略
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
九
十
八
号

航
行
援
助
施
設
利
用
料
に
関
す
る
告
示
の
特
例
に
関
す
る
告
示
（
平
成
九
年
運
輸
省
告
示
第
二
百
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之





令
和

年

月


日
木
曜
日

(号
外
第


号
)

官
報

２ 船員法体系の制度と船員の治療と就業の両立支援との関係
船員は、陸上労働者とは異なり、海上という特殊な環境において、船内における労働に従事する
ことから、独自に船員法（昭和22年法律第100号）に基づく労働規制の適用を受けており、同法第
83条第１項において、船舶所有者は、国土交通大臣の指定する医師が船内労働に適することを証明
した健康証明書（以下「健康証明書」という。）を持たない者を船舶に乗り組ませてはならない旨を
規定している。健康証明書は、船舶の安全な航行の確保を図るため、船員が船内労働に従事するに
当たっての健康上の要件を満たしていることを医学的に確認し、証明することを目的とするもので
ある。
一方で、疾病等を抱えた船員であっても、健康証明書を受けることができた場合は、船舶に乗り
組むことが可能である。船舶所有者は、当該船員を就業させるに当たり、当該船員に対し、船内労
働による疾病等の症状の増悪等を防止するために、治療と就業との両立のための就業上の措置及び
その治療に対する配慮を行うよう努めることが重要である。
この点、船員の心身の健康確保に係る措置については、これまで、船員本人による取組が中心と
なっており、船舶所有者が講ずる措置に係る義務は限定的であった。このような状況を受け、現に
船内労働に従事している船員に対する、船舶所有者による心身の健康確保に係る取組の方向性を示
すものとして、交通政策審議会海事分科会船員部会において「船員の働き方改革の実現に向けて」（令
和２年９月）が、また、労使、医療等の専門家から構成される、船員の健康確保に関する検討会に
おいて「船員の健康確保に向けて」（同年10月）がそれぞれ取りまとめられた。これらの内容を踏ま
え、船員法施行規則等の一部を改正する省令（令和４年国土交通省令第42号）により船員労働安全
衛生規則が改正され、医学的見地から、現に船内労働に従事している船員の心身の健康確保を図る
ための新たな制度が導入され、令和５年４月１日より施行された。具体的には、同令第31条の５、

船舶所有者には、疾病若しくは負傷又はこれらの後遺症（以下「疾病等」という。）の治療を受け
る船員について、就業による疾病又は負傷の症状の増悪その他の健康への悪影響を防止し、その治
療と就業との両立を支援するため、当該船員からの相談に応じ、適切に対応するために必要な体制
の整備その他の必要な措置を講ずることが求められる。このような措置は、船舶所有者にとって、
船員の心身の健康確保及び就業の継続という意義だけでなく、以下のような副次的な意義をももた
らすものであると考えられる。
・多様な人材の活用による組織及び事業の活性化
・組織としての社会的責任の履行
・継続的な人材の確保
・船員の安心感及びモチベーションの向上による人材の定着

さらに、当該措置の結果として、疾病等の治療を受ける船員について、個々の治療の状況に応じ
た就業が可能となることにより、全ての人が生きがいを持って活躍することができる社会の実現に
寄与することが期待される。
この指針は、船員労働安全衛生規則第10条の11の規定に基づき、船舶所有者が、疾病等の治療を
受ける船員について、その治療と就業との両立を支援すべく、必要な体制の整備その他の必要な措
置を適切かつ有効に講ずるために必要な事項を定めたものである。
船舶所有者並びにその産業保健スタッフ及び人事労務担当者は、この指針に従い、船員の治療と
就業との両立を支援するために必要な措置を講ずるよう努める必要があるが、疾病等の治療を受け
る船員本人及びその家族並びに医療機関の関係者を始めとする当該船員の治療と就業の両立支援に
関わる者についても、この指針を活用することが可能である。
また、この指針は、その雇用形態にかかわらず、全ての船員を対象とし、そのうち、既に雇入契
約を結んでいる船員への措置を特に念頭に置いているが、今後新たに雇入契約を結ぶ予定がある船
員のうち、その就業に当たり疾病等の治療の継続が必要な者についても、この指針に従い必要な措
置を講ずることが望ましい。
なお、この指針において、治療と就業との両立を支援すべき対象となる船員の疾病等は、国際疾
病分類（疾病、傷害及び死因の統計分類（統計法第二十八条の規定に基づき、疾病、傷害及び死因
に関する分類を定める件（平成27年総務省告示第35号））に規定する分類をいう。）に掲げられている
疾病（船員法施行規則第２号表第１号に掲げられているものを除く。）であって、医師により、その
症状の増悪等の防止のために継続的な治療が必要と診断され、かつ、就業の継続に当たり船舶所有
者の配慮が必要と認められるものとする。

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 三 百 九 十 九 号

船 員 労 働 安 全 衛 生 規 則 （ 昭 和 三 十 九 年 運 輸 省 令 第 五 十 三 号 ） 第 十 条 の 十 一 の 規 定 に 基 づ き 、 船 員 の

治 療 と 就 業 の 両 立 支 援 指 針 を 次 の と お り 定 め 、 令 和 八 年 四 月 一 日 か ら 適 用 す る 。

令 和 八 年 三 月 十 九 日 国 土 交 通 大 臣 金 子 恭 之

船員の治療と就業の両立支援指針
目次
１ 船員の治療と就業の両立支援の趣旨
２ 船員法体系の制度と船員の治療と就業の両立支援との関係
３ 船員の治療と就業の両立支援のために船舶所有者等が講ずべき措置
４ 船員の治療と就業の両立支援を行うための環境整備
５ 船員の治療と就業の両立支援を行うに当たっての留意事項
１ 船員の治療と就業の両立支援の趣旨
深刻な少子高齢化と人口減少に直面する我が国において、貴重な労働者の一人一人が、心身の健
康を確保し、生きがいを持ってその能力を最大限に発揮することができる環境を整備していくこと
が必要である。現状、高齢者の就労の増加等を背景に、何らかの疾病を抱えながら働く労働者の割
合は年々上昇しており、職場において、当該労働者の治療と就業の両立支援が必要となる場面はさ
らに増えることが予想されている。船員についても同様に、今後、治療と就業の両立支援の必要性
がさらに高まることが見込まれている。
一方で、近年の医療技術の進歩等により、例えば、かつては「不治の病」とされていたがん等の
疾病についても、その生存率が向上し、「長く付き合う病気」に変化していることから、船員が疾病
にり患した場合でも、直ちに離職しなければならないという状況は必ずしも発生しなくなってきて
いる。
しかし、疾病を抱えながら働く船員の中には、疾病に対する船員本人の理解不足のほか、職場の
理解、支援体制等が不十分であることにより離職に至ってしまう者、業務上の理由により適切に治
療を受けられない者等が生ずることも考えられる。
船員の労働の場である船舶においては、これまでに健康検査（船員法施行規則（昭和22年運輸省
令第23号）第55条に規定する検査をいう。以下同じ。）の結果に基づく健康管理及びメンタルヘルス
対策を始めとして、船員の心身の健康確保に向けた様々な取組が行われてきたが、近年では、健康
経営、ワーク・ライフ・バランス、ダイバーシティの促進等の観点から、厳しい経営環境の中でも、
船員の心身の健康確保のための取組及び疾病、障害等を抱えながら働く船員の活躍のための取組等
が推進されている。
一方で、船員の治療と就業の両立支援のための取組を実施するに当たっては、海上労働の特殊性
を踏まえる必要があり、産業保健スタッフ（産業医又は常時使用する船員の数が50人未満の船舶所
有者が使用する船員の健康管理等を行う医師（以下「産業医等」という。）、保健師等をいう。以下
同じ。）及び医療機関との連携の在り方等について悩む船舶所有者も少なくない。
こうした状況を背景に、医療機関等における治療と就業の両立支援対策の強化のみならず、船員
の治療と就業の両立支援に取り組む船舶所有者に対する支援の必要性も高まっている。
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第32条の５及び第32条の15において、船舶所有者は、船員に対して、健康検査、長時間にわたる労
働に関する面接指導又は心理的な負担に関する面接指導の実施後に、医師の意見を勘案し、必要が
あると認めるときは、就業する場所の変更、作業の転換、労働時間の短縮、夜間労働の回数の減少、
休日の付与、乗船期間の短縮その他の適切な措置を講じなければならないこととされた。
また、船舶所有者は、疾病等を抱える船員についても、３以降に記載する治療と就業の両立支援
を実施するに当たり、必要があると認めるときは、これらの適切な措置を講ずることが望ましい。
３ 船員の治療と就業の両立支援のために船舶所有者等が講ずべき措置
船舶所有者は、船員の治療と就業の両立支援のために講ずべき措置について、以下のとおりに実
施することが望ましい。
 船員本人による治療と就業の両立支援を必要とする旨の申出並びに必要な情報の収集及び提供
船舶所有者は、治療と就業の両立支援を必要とする船員本人からの申出を受けて、その支援の
検討を行う。
船員は、健康検査又は医療機関を受診した際の医師の診断の結果に基づき、自らの疾病等につ
いて正しく認識し、主治医の助言により治療と就業の両立支援が必要と判断した場合は、船舶所
有者に対し、当該支援を必要とする旨の申出を行った上で、船内ルール（船員の治療と就業の両
立支援を行うに当たり船舶所有者が定める事項をいう。以下同じ。）に基づき、当該支援に必要な
情報を主治医から収集して船舶所有者に提供する必要がある。
船員が船舶所有者に対して治療と就業の両立支援を必要とする旨の申出を行うに当たり、船舶
所有者の産業保健スタッフ及び人事労務担当者は、当該船員がその主治医から必要かつ十分な情
報を収集することができるよう、当該船員に対し、船舶所有者が定める様式を活用した、当該船
員の業務内容、就業時間等の就業状況に関する情報をまとめた書面の作成支援及び治療と就業の
両立支援を受けるための手続の説明等の必要な支援を行うことが望ましい。なお、船舶所有者は、
日頃から当該様式及び当該手続について、船員に対して周知しておくことが望ましい。
また、船員は、船舶所有者に対して治療と就業の両立支援に必要な情報を提供するに当たり、
自らの就業状況に関する情報をまとめた書面を主治医に提供した上で、当該主治医から以下に掲
げる情報の提供を受けることが望ましい。
 疾病等の症状及び治療の状況等
・現在の症状
・通勤又は業務遂行に影響を及ぼし得る症状
・治療の内容及び今後のスケジュール
・通院による治療の必要性の有無及び必要性がある場合のその期間
・治療による副作用の有無及び副作用がある場合のその内容

 船舶所有者による船員の就業継続の可否の判断及び当該船員に対する就業上の措置等の実施
 船員の就業継続の可否の判断等
船舶所有者は、船員の主治医及び産業医等の意見を勘案しつつ、当該船員が治療を受けなが
ら就業を継続することが可能であるか否かについて検討し、就業を継続することが可能である
と判断した場合には、当該船員に対する就業上の措置及びその治療に対する配慮の具体的内容
及び実施時期等について検討を行う。その際、就業継続に関する希望の有無、就業上の措置及
び治療に対する配慮の内容等について、当該船員本人から意見を聴取し、十分な調整を通じて
当該船員本人の同意が得られるよう努めることが必要である。また、当該船員の就業継続の可
否の判断に当たっては、当該船員が疾病等を抱えていることをもって安易に就業を禁止するの
ではなく、作業の転換、労働時間の短縮その他の必要な措置を講ずることにより、可能な限り
当該船員の就業の機会を失わせないようにすることに留意すべきである。船舶所有者は、当該
検討の結果を踏まえ、以下の事項を考慮した上で、当該船員に対する就業上の措置及びその治
療に対する配慮の内容等を決定し、これらを行う。
 「治療と就業の両立支援プラン」の作成
船舶所有者は、船員が治療を受けながら就業を継続することが可能であると判断した場合に
は、必要に応じて、当該船員の治療と就業の両立支援に係る具体的内容及びスケジュール等に
ついてまとめた計画（以下「治療と就業の両立支援プラン」という。）を作成することが望まし
い。
治療と就業の両立支援プランの作成に当たっては、産業保健スタッフ及び当該船員の主治医
と連携するとともに、必要に応じて、当該主治医と連携している医療ソーシャルワーカー、看
護師等の支援を受けることも考えられる。
また、船員は、治療の終了後、直ちに元の職務に復帰することができるとは限らないことに
も留意すべきである。このような事情を踏まえ、治療と就業の両立支援プランには、以下の事
項を盛り込むことが望ましい。
ア 当該船員の治療の状況及び今後のスケジュール
イ 当該船員に対する就業上の措置及びその治療に対する配慮の具体的内容及び実施時期
・就業する場所の変更、作業の転換、労働時間の短縮等の当該船員に対する就業上の措置の
内容
・通院時間の確保等の当該船員の治療に対する配慮の内容
ウ フォローアップの方法及びスケジュール
・産業保健スタッフ及び人事労務担当者による面談並びにその実施予定日等

 就業継続の可否に関する意見
 就業上望ましい措置に関する意見
・避けるべき船内作業
・時間外労働の制限
・短時間勤務の実施
 その他配慮が必要な事項に関する意見
・通院時間の確保
・船内における休憩場所の確保
船員が主治医から必要な情報を収集し、当該情報を船舶所有者に提供するに当たっては、当該
主治医と連携している医療ソーシャルワーカー、看護師等の支援を受けることも考えられる。

また、船員から提供された情報がその治療と就業の両立支援に係る検討を行う上で十分でない
ことから、船舶所有者が当該船員の主治医からさらに必要な情報を収集することが必要となる場
合がある。この場合において、船舶所有者は、当該船員の健康情報（疾病等の症状、治療の状況
等の疾病等に関する個人情報をいう。以下同じ。）を取り扱うこととなるため、当該船舶所有者に
産業保健スタッフがいる場合には、当該船員本人の同意を得た上で、当該産業保健スタッフが当
該船員に代わり、その主治医からさらに必要な情報を収集することが望ましい。なお、産業保健
スタッフがいない場合には、当該船員本人の同意を得た上で、当該船舶所有者の人事労務担当者
が当該船員に代わり、その主治医からさらに必要な情報を収集することが考えられる。
 船舶所有者による産業医等に対する情報提供及び意見聴取
船舶所有者は、船員に対する就業上の措置及びその治療に対し配慮すべき事項を検討するに当
たり、当該船員を通じてその主治医から提供された情報を産業医等に提供するとともに、当該産
業医等から当該船員の就業継続の可否並びに就業継続が可能な場合の就業上の措置及び治療に対
し配慮すべき事項に関する意見を聴取することが重要である。なお、産業医等がいない場合にお
いて、船舶所有者は、当該船員の主治医から提供された情報を参考とする。
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 「治療と就業の両立支援プラン」等に基づく取組の実施及びフォローアップ
船舶所有者は、治療と就業の両立支援プラン等に基づき、船員に対して必要な就業上の措置
及びその治療に対する配慮を行う。また、船舶所有者の産業保健スタッフ及び人事労務担当者
は、当該船員の治療の状況を適宜確認し、その状況に応じて当該措置及び当該配慮の内容、実
施時期及び実施期間を見直すことが必要である。
 船員の周囲の者への対応
船舶所有者は、船員に対して就業上の措置及びその治療に対する配慮を行うに当たり、その
周囲の同僚及び上司等にも一時的に負担がかかることとなることを踏まえ、当該船員本人の同
意を得た上で、必要と認められる範囲内において、これらの者に対し、当該措置及び当該配慮
の前提となる当該船員の病状等の情報を可能な限り共有することにより、その理解を得る必要
がある。また、これらの者に過度の負担がかからないよう、船舶所有者の産業保健スタッフ及
び人事労務担当者による組織的な支援を併せて行うことも必要である。

 船舶所有者による船員の職場復帰の可否の判断及び当該船員に対する職場復帰後の就業上の措
置等の実施
 船員の職場復帰の可否の判断
船舶所有者は、休業していた船員の疾病等が回復した場合、以下のとおり、その職場復帰の
可否を判断する。
ア 当該船員の職場復帰に関して、自らが定めた様式等を用いて、当該船員本人を通じ、その
主治医から意見を求める。なお、その際、当該船員は、その主治医と連携している医療ソー
シャルワーカー、看護師等の支援を受けることも考えられる。当該主治医から提供を受けた
情報が十分でない場合において、船舶所有者の産業保健スタッフは、当該船員本人の同意を
得た上で、当該船員に代わり、その主治医からさらに必要な情報を収集することが望ましい。
なお、船舶所有者に産業保健スタッフがいない場合には、当該船員本人の同意を得た上で、
当該船舶所有者の人事労務担当者が当該船員に代わり、その主治医から必要な情報を収集す
ることが考えられる。
イ 当該船員の職場復帰の可否に関して、その主治医の意見を産業医等に提供した上で、その
意見を聴取する。なお、産業医等がいない場合には、当該主治医から提供を受けた情報を参
考とする。
ウ 当該船員本人の職場復帰に関する意向を確認する。
エ 当該船員が復帰する予定の職場の者の意見を聴取する。
オ 当該船員の主治医及び産業医等の意見、当該船員本人の職場復帰に関する意向、当該船員
が復帰する予定の職場の者の意見等を総合的に勘案し、その就業する場所の変更も含めた当
該船員の職場復帰の可否を判断する。

 船員に業務遂行に影響を及ぼし得る状態の継続が判明した場合の対応
船舶所有者は、船員について、その疾病等の治療後において業務遂行に影響を及ぼし得る状態
が継続することが判明した場合には、当該船員の主治医及び産業医等の意見を勘案し、十分な調
整を通じて当該船員本人の同意が得られるよう努めた上で、作業の転換等の必要な就業上の措置
を講ずる。その際、当該措置は、継続的に実施する必要がある場合があり、当該船員の周囲の同
僚及び上司等の理解及び協力を得ることが重要となることに留意すべきである。
また、当該措置について、船舶所有者及びその人事労務担当者は、定期的な状況の確認等を通
じて、見直し等の必要な対応を行うことが重要である。
 船員の治療後の経過が順調でない場合の対応
船員の中には、治療後の経過が順調でなく、その疾病等の症状の増悪等により、治療と就業と
の両立が困難となる者もいる。
船舶所有者は、このような船員の意向も考慮しつつ、当該船員の疾病等の症状及び治療の経過
を踏まえた上で、その就業継続の可否について改めて慎重に判断する必要があり、船内労働によっ
てその症状が著しく増悪するおそれがあると認められる場合には、あらかじめ産業医その他の専
門の医師の意見を聴いた上で、その就業を停止させる必要がある。
 船員の疾病が再発した場合の対応
船舶所有者は、船員に対して必要な就業上の措置及びその治療に対する配慮を行うに当たり、
これらの取組が終了した後においても、その疾病が再発する可能性があることを念頭に置く必要
がある。実際に船員の疾病が再発した場合には、その主治医及び産業医等の意見を勘案した上で、
改めて必要な就業上の措置及びその治療に対する配慮の内容等を検討し、これらを行うことが重
要である。

４ 船員の治療と就業の両立支援を行うための環境整備
 船員の治療と就業の両立支援に関する基本方針等の作成等
船舶所有者は、船員の治療と就業の両立支援に関する基本方針及び船内ルールについて、自ら
が設置する安全衛生委員会、船内安全衛生委員会等（以下「安全衛生委員会等」という。）におけ
る調査及び審議を経て、労使の理解を得つつ作成した上で、これを表明し、及び周知する。
 船員の治療と就業の両立支援を実施するための職場風土の醸成
船舶所有者は、船員の治療と就業の両立支援を実施するための職場風土の醸成のため、以下の
取組を行う必要がある。
・全ての船員に対する、船内ルールにおいて定める支援制度、治療と就業の両立支援に関する
手続及び当該手続に活用することができる自らが定めた様式についての周知及び研修
・治療と就業の両立支援を必要とする船員向けの相談窓口の設置
・船員による治療と就業の両立支援の申出に関する情報の管理体制の明確化

 「職場復帰支援プラン」の作成
船舶所有者は、船員の職場復帰が可能であると判断した場合には、必要に応じて、当該船員
の職場復帰に係る支援計画（以下「職場復帰支援プラン」という。）を作成することが望ましい。
職場復帰支援プランは、休業していた船員の円滑な職場復帰及び職場復帰後における就業の継
続のための具体的な支援を行うことを目的とするものであるため、治療と就業の両立支援プラ
ンに盛り込むことが望ましいとされている事項に加え、当該船員の職場復帰予定日についても
記載する必要がある。その際、船員は、治療の終了後、直ちに元の職務に復帰することができ
るとは限らないことに留意すべきである。
職場復帰支援プランの作成に当たり、船舶所有者は、その産業保健スタッフ及び当該船員の
主治医と連携するとともに、必要に応じて、当該主治医と連携している医療ソーシャルワー
カー、看護師等の支援を受けることが考えられる。

 「職場復帰支援プラン」等に基づく取組の実施及びフォローアップ
船舶所有者は、職場復帰支援プラン等に基づき、船員に対して必要な就業上の措置及びその
治療に対する配慮を行う。また、船舶所有者の産業保健スタッフ及び人事労務担当者は、当該
船員の治療の状況を適宜確認し、その状況に応じて当該措置及び当該配慮の内容、実施時期及
び実施期間を見直すことが必要である。
 船員の周囲の者への対応
船舶所有者は、船員に対して就業上の措置及びその治療に対する配慮を行うに当たり、その
周囲の同僚及び上司等にも一時的に負担がかかることとなることを踏まえ、当該船員本人の同
意を得た上で、必要と認められる範囲内において、これらの者に対し、当該措置及び当該配慮
の前提となる当該船員の病状等の情報を可能な限り共有することにより、その理解を得る必要
がある。また、これらの者に過度の負担がかからないよう、船舶所有者の産業保健スタッフ及
び人事労務担当者による組織的な支援を併せて行うことも必要である。
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令
和

年

月


日
木
曜
日

(号
外
第


号
)

官
報

 船員の治療と就業の両立支援に関する制度及び体制の整備等
船舶所有者は、安全衛生委員会等における調査及び審議並びに労使及び産業保健スタッフとの
連携を通じて、以下のとおり、休暇制度及び勤務制度を始めとする船員の治療と就業の両立支援
に関する制度及び当該制度の実施体制の整備等を行う。
 休暇制度及び勤務制度の整備等
船員の治療に必要な時間の確保及び船員の負担の軽減のためには、その就業時間に制限を設
けることが必要な場合もあることから、船員の勤務の実情に応じ、以下のような休暇制度及び
勤務制度を整備すること等が望ましい。
ア 傷病休暇及び病気休暇制度
船員の入院又は通院のために、船員法に規定する有給休暇とは別に、船舶所有者が船員に
対して自主的に付与する休暇に関する制度。当該制度を整備する場合は、当該休暇の取得条
件、取得中の処遇（給料の支払いの有無等）等について定める必要がある。
イ 勤務制度等
 時差出勤制度
船舶に乗り組むための通勤が日常的に発生する船員について、その通勤に係る負担の軽
減を図ることを目的として、始業及び終業の時刻を変更する制度
 短時間勤務制度
療養中又は療養後の船員について、その就業上の負担の軽減、通院時間の確保等を図る
ことを目的として、労働時間を短縮する勤務制度
 航海期間に対する配慮に関する措置
船舶所有者が複数の船舶を所有する場合に、療養中又は療養後の船員について、その就
業上の負担の軽減を図ることを目的として、より短期間の航海に従事する船舶に配乗させ
る措置

 船員から治療と就業の両立支援を必要とする旨の申出があった場合の対応手順及び関係者の
役割の整理
船員本人からの治療と就業の両立支援を必要とする旨の申出に対し、円滑に対応することが
できるよう、その対応に係る手順に加えて、船舶所有者の産業保健スタッフ及び人事労務担当
者並びに当該船員の周囲の同僚及び上司等の関係者の役割をあらかじめ整理しておくことが望
ましい。
 関係者間の円滑な情報共有のための仕組みづくり
船員の治療と就業の両立支援を適切に行うためには、当該船員本人の同意を得た上で、その
主治医並びに船舶所有者の産業保健スタッフ及び人事労務担当者が、互いに当該支援に必要な
情報を共有し、連携することが重要である。
特に、当該船員の治療の状況、心身の状態、就業の状況等を踏まえつつ、その主治医及び産
業医等の意見を勘案した上で、その就業継続の可否の判断、必要な就業上の措置及び治療に対
する配慮を適切に行う必要があるため、当該船員からその主治医に対して就業状況に関する情
報を適切に提供するための様式及び当該船員が長期間の航海中においても治療を継続するに当
たり、あらかじめ適切な量の薬剤の処方を円滑に受けるための様式を定めておくことが望まし
い。
 船長等に対する研修
船員の治療と就業の両立支援のための制度及び体制の実効性を確保するため、船長等の管理
職に対し、当該制度及び体制に関する研修を行うことが望ましい。

 船舶内外の連携等
船舶所有者が船員の治療と就業の両立支援を行うに当たり、船舶所有者及び船員は、必要に応
じて、当該船舶所有者の産業保健スタッフ及び当該船員の主治医に加え、当該主治医と連携して
いる医療ソーシャルワーカー、看護師等と連携することも考えられる。
一方で、海上においては、医療機関へのアクセスが物理的に制限されることから、船員がこれ
らの関係者との連携を図る際には、インターネットを利用することが考えられる。そのため、船
舶所有者は、船内におけるインターネットの利用環境の確保及び改善を図ることが望ましい。

５ 船員の治療と就業の両立支援を行うに当たっての留意事項
 船員の安全及び健康の確保
船員の治療と就業の両立支援を行うに当たり、船舶所有者は、その業務の繁忙等を理由として、
船員に対し、就業する場所の変更、作業の転換、労働時間の短縮、深夜労働の回数の減少、休日
の付与、乗船期間の短縮等の適切な就業上の措置及びその治療に対する配慮を行わないことが
あってはならない。
 船員本人による取組
船員の治療と就業との両立には、疾病等を抱えながら働く船員本人が、その主治医の指示等に
基づき、治療、服薬、適切な生活習慣の維持等を通じて、当該疾病等の症状の増悪等の防止に適
切に取り組むことが重要である。加えて、当該船員は、船舶所有者並びにその産業保健スタッフ
及び人事労務担当者等の治療と就業の両立支援の関係者に、自身の病状、服薬歴等に関する情報
を適切に共有することが望ましい。
 船員の疾病等又はその治療に対する誤解又は偏見の防止のための配慮
船舶所有者及びその人事労務担当者並びに治療と就業の両立支援を必要とする船員の周囲の同
僚及び上司等の関係者は、当該船員の疾病等又はその治療に対する誤解又は偏見が生じないよう、
必要な配慮を行うことが必要である。
 船員ごとの特性に応じた配慮
船舶所有者は、治療と就業の両立支援を必要とする船員ごとに、抱える疾病等の症状及び治療
方法並びに必要な対応及びその実施期間等が異なることを踏まえ、当該船員ごとの特性に応じた
配慮を行うことが必要である。
 船員の個人情報の保護
船員の治療と就業の両立支援を行う上で必要となる船員の健康情報については、慎重な取扱い
を要するため、船舶所有者は、船員労働安全衛生規則第31条の２第１項の規定に基づき、船員か
ら健康検査についての医師の診断の結果が記載された書面又は当該書面の写しが提出される場合
を除き、原則として、船員本人の同意なくその健康情報を取得してはならない。
また、船舶所有者が取得した船員の健康情報については、第三者への漏えいを防止するため、
当該情報を取り扱う者の範囲を限定することその他の必要な措置を講ずることにより、管理体制
の整備を図る必要がある。
 船員本人と直接連絡が取れない場合の対応
船舶所有者は、船員本人と直接連絡が取れない場合において、必要に応じて当該船員の家族等
と連携し、必要な情報の収集等を行うことが必要である。
 健康検査における船員の主治医の意見の活用
船員が船舶に乗り組む際には健康証明書が必要となるが、現に疾病等の治療を受けている船員
が新たに健康検査を受ける場合には、あらかじめ、当該船員の就業に関するその主治医の意見を、
当該健康検査を行う医師に伝達することが望ましい。その伝達の方法としては、船舶所有者が定
める様式に記載された当該主治医の意見を、当該健康検査を行う医師に提示することが考えられ
る。
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そ の 他 告 示

五 変 更 し た 事 項

次 の 表 に よ り 、 変 更 前 欄 に 掲 げ る 事 項 の 破 線 で 囲 ん だ 部 分 を こ れ に 対 応 す る 変 更 後 欄 に 掲 げ る 事 項 の 破 線 で 囲 ん だ 部 分 の よ う に 変 更 す る 。

変 更 後 変 更 前

１ ＶＯＲ １ ＶＯＲ

名 称設置者
の氏名
及び住
所

位置及び所在地 搬 送
周波数

空中線
電 力

コース
の方向

識別
符号

運用
時間

供用開始
期 日

利用上の
特記事項

名 称設置者
の氏名
及び住
所

位置及び所在地 搬 送
周波数

空中線
電 力

コース
の方向

識別
符号

運用
時間

供用開始
期 日

利用上の
特記事項

ガ
ル
メ
ヘ
ツ

ッワ
ト

ガ
ル
メ
ヘ
ツ

ッワ
ト

（略） （略）

松 本
ＶＯＲ

上欄に
同じ

Ｎ3609Ｅ13755
長野県塩尻市

1176 200な しＭＢＥ24時間昭和58年12月
１日

松本ＤＭＥと
組合せＶＯ
Ｒ／ＤＭＥと
して運用

信 州
ＶＯＲ

上欄に
同じ

Ｎ3610Ｅ13755
長野県塩尻市

11395 200な しＳＳＥ24時間令和７年12月
25日

信州ＤＭＥと
組合せＶＯ
Ｒ／ＤＭＥと
して運用

松 本
ＶＯＲ

上欄に
同じ

Ｎ3609Ｅ13755
長野県塩尻市

1176 200な しＭＢＥ24時間昭和58年12月
１日（令和７
年12月25日か
ら令和８年４
月15日まで供
用休止）

松本ＤＭＥと
組合せＶＯ
Ｒ／ＤＭＥと
して運用

（略） （略）

与 論
ＶＯＲ

上欄に
同じ

Ｎ2703Ｅ12824
鹿児島県大島郡与論
町

11225 100な しＹＲＥ８時30
分から
18時30
分まで
（10月
１日か

平成５年３月
４日

与論ＤＭＥと
組合せＶＯ
Ｒ／ＤＭＥと
して運用

供 利
ＶＯＲ

上欄に
同じ

Ｎ2703Ｅ12824
鹿児島県大島郡与論
町

11705 100な しＯＭＥ８時30
分から
18時30
分まで
（10月
１日か

令和７年10月
２日

供利ＤＭＥと
組合せＶＯ
Ｒ／ＤＭＥと
して運用
与論
ＶＯＲ

令
和

年

月


日
木
曜
日

(号
外
第


号
)

官
報

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 四 百 号

航 空 保 安 無 線 施 設 の 名 称 、 位 置 等 に 関 す る 告 示 （ 昭 和 五 十 二 年 運 輸 省 告 示 第 六 百 七 号 ） に つ い て 告 示 し た 事 項 に 変 更 が あ っ た の で 、 航 空 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 二 百 三 十 一 号 ） 第 五 十 五 条 の 二 第 三 項 に

お い て 準 用 す る 同 法 第 四 十 六 条 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 告 示 す る 。

令 和 八 年 三 月 十 九 日 国 土 交 通 大 臣 金 子 恭 之

一 設 置 者 の 氏 名 及 び 住 所 国 土 交 通 大 臣 東 京 都 千 代 田 区

二 航 空 保 安 無 線 施 設 の 種 類 及 び 名 称

松 本ＶＯＲ／ＤＭＥ 及 び 信 州ＶＯＲ／ＤＭＥ

与 論ＶＯＲ／ＤＭＥ 及 び 供 利ＶＯＲ／ＤＭＥ

三 航 空 保 安 無 線 施 設 の 位 置 及 び 所 在 地

松 本ＶＯＲ／ＤＭＥ Ｎ3609 Ｅ13755 長 野 県 塩 尻 市

信 州ＶＯＲ／ＤＭＥ Ｎ3610 Ｅ13755 長 野 県 塩 尻 市

与 論ＶＯＲ／ＤＭＥ 及 び 供 利ＶＯＲ／ＤＭＥ Ｎ2703 Ｅ12824 鹿 児 島 県 大 島 郡 与 論 町

四 変 更 し た 事 項 に 係 る 施 設 の 供 用 開 始 の 予 定 期 日 令 和 八 年 四 月 十 六 日






（略） （略）

与論ＤＭＥと
組合せＶＯ
Ｒ／ＤＭＥと
して運用

上欄に
同じ

Ｎ2703Ｅ12824
鹿児島県大島郡与論
町

11225 100な しＹＲＥ８時30
分から
18時30
分まで
（10月
１日か
ら３月
31日ま
での間
は、８
時30分
から17
時30分
まで）

平成５年３月
４日（令和７
年10月２日か
ら令和８年４
月15日まで供
用休止）

与 論
ＶＯＲ

ら３月
31日ま
での間
は、８
時30分
から17
時30分
まで）

ら３月
31日ま
での間
は、８
時30分
から17
時30分
まで）

４ ＤＭＥ ４ ＤＭＥ

名 称設置者
の氏名
及び住
所

位置及び所在地 搬 送
周波数

空中線
電 力

コース
の方向

識別
符号

運用
時間

供用開始
期 日

利用上の
特記事項

名 称設置者
の氏名
及び住
所

位置及び所在地 搬 送
周波数

空中線
電 力

コース
の方向

識別
符号

運用
時間

供用開始
期 日

利用上の
特記事項

ガ
ル
メ
ヘ
ツ

ロ
ッ
キ
ワ
ト

ガ
ル
メ
ヘ
ツ

ロ
ッ
キ
ワ
ト

（略） （略）

松 本
ＤＭＥ

上欄に
同じ

Ｎ3609Ｅ13755
長野県塩尻市

1210 ３な しＭＢＥ24時間昭和58年12月
１日

松本ＶＯＲと
組合せＶＯ
Ｒ／ＤＭＥと
して運用

信 州
ＤＭＥ

上欄に
同じ

Ｎ3610Ｅ13755
長野県塩尻市

1047 ３な しＳＳＥ24時間令和７年12月
25日

信州ＶＯＲと
組合せＶＯ
Ｒ／ＤＭＥと
して運用

松 本
ＤＭＥ

上欄に
同じ

Ｎ3609Ｅ13755
長野県塩尻市

1210 ３な しＭＢＥ24時間昭和58年12月
１日（令和７
年12月25日か
ら令和８年４
月15日まで供
用休止）

松本ＶＯＲと
組合せＶＯ
Ｒ／ＤＭＥと
して運用

（略） （略）

令
和

年

月


日
木
曜
日

(号
外
第


号
)

官
報
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与
論

Ｄ
Ｍ
Ｅ
上
欄
に

同
じ

Ｎ
27
03
Ｅ
128
24

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論

町

1146
15な

し
Ｙ
Ｒ
Ｅ
８
時
30

分
か
ら

18時
30

分
ま
で

（
10月
１
日
か

ら
３
月

31日
ま

で
の
間

は
、
８

時
30分
か
ら
17

時
30分
ま
で
）

平
成
５
年
３
月

４
日

与
論
Ｖ
Ｏ
Ｒ
と

組
合
せ
Ｖ
Ｏ

Ｒ
／
Ｄ
Ｍ
Ｅ
と

し
て
運
用

供
利

Ｄ
Ｍ
Ｅ
上
欄
に

同
じ

Ｎ
27
03
Ｅ
128
24

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論

町

1078
15な

し
Ｏ
Ｍ
Ｅ
８
時
30

分
か
ら

18時
30

分
ま
で

（
10月
１
日
か

ら
３
月

31日
ま

で
の
間

は
、
８

時
30分
か
ら
17

時
30分
ま
で
）

令
和
７
年
10月

２
日

供
利
Ｖ
Ｏ
Ｒ
と

組
合
せ
Ｖ
Ｏ

Ｒ
／
Ｄ
Ｍ
Ｅ
と

し
て
運
用

（
略
）

（
略
）

与
論
Ｖ
Ｏ
Ｒ
と

組
合
せ
Ｖ
Ｏ

Ｒ
／
Ｄ
Ｍ
Ｅ
と

し
て
運
用

与
論

Ｄ
Ｍ
Ｅ
上
欄
に

同
じ

Ｎ
27
03
Ｅ
128
24

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論

町

1146
15な

し
Ｙ
Ｒ
Ｅ
８
時
30

分
か
ら

18時
30

分
ま
で

（
10月
１
日
か

ら
３
月

31日
ま

で
の
間

は
、
８

時
30分
か
ら
17

時
30分
ま
で
）

平
成
５
年
３
月

４
日
（
令
和
７

年
10月
２
日
か

ら
令
和
８
年
４

月
15日
ま
で
供

用
休
止
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
一
号

与
論
空
港
の
施
設
の
変
更
を
許
可
し
た
の
で
、
航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
四
十
三
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

一

空
港
の
名
称
及
び
位
置

与
論
空
港

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

二

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
（
変
更
前
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
告
示
第
六
十
四
号
及
び
平
成

十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
七
十
八
号
を
参
照
。）

イ

標
点
の
位
置

北
緯
二
十
七
度
二
分
三
十
七
秒

東
経
百
二
十
八
度
二
十
四
分
七
秒

標
高
十
四
・
六
メ
ー
ト

ル
ロ

空
港
の
範
囲

第
一
図
の
う
ち
、
一
点
鎖
線
で
囲
ま
れ
た
部
分

ハ

着
陸
帯

範
囲

第
一
図
及
び
第
二
図
の
う
ち
、
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
及
び
イ
の
各
点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
で
囲
ま
れ
た
区

域

ニ

進
入
区
域
、
進
入
表
面
、
水
平
表
面
及
び
転
移
表
面

進
入
区
域

第
二
図
の
う
ち
、
イ
、
ロ
、
へ
、
ホ
及
び
イ
並
び
に
ハ
、
ニ
、
チ
、
ト
及
び
ハ
の
各
点
を
そ
れ

ぞ
れ
順
次
に
結
ん
だ
線
で
囲
ま
れ
た
台
形
の
区
域

進
入
表
面

第
二
図
の
う
ち
、
着
陸
帯
の
短
辺
（
イ
ロ
及
び
ハ
ニ
）
に
接
続
し
、
か
つ
、
水
平
面
に
対
し
上

方
へ
三
十
分
の
一
の
勾
配
を
有
す
る
平
面
で
あ
っ
て
、
そ
の
投
影
面
が
進
入
区
域
と
一
致
す
る
も
の

水
平
表
面

第
二
図
の
う
ち
、
空
港
の
標
点
の
垂
直
上
方
四
十
五
メ
ー
ト
ル
の
点
を
含
む
水
平
面
の
う
ち
、

こ
の
点
を
中
心
と
し
て
半
径
千
八
百
メ
ー
ト
ル
で
描
い
た
円
周
（
レ
の
線
）
で
囲
ま
れ
た
部
分

転
移
表
面

第
二
図
の
う
ち
、
進
入
表
面
の
斜
辺
（
イ
ホ
及
び
ニ
チ
並
び
に
ロ
ヘ
及
び
ハ
ト
）
を
含
む
平
面

及
び
着
陸
帯
の
長
辺
（
イ
ニ
及
び
ロ
ハ
）
を
含
む
平
面
で
あ
っ
て
、
着
陸
帯
の
中
心
線
を
含
む
鉛
直
面
に
直
角

な
鉛
直
面
と
の
交
線
の
水
平
面
に
対
す
る
勾
配
が
進
入
表
面
又
は
着
陸
帯
の
外
側
上
方
へ
七
分
の
一
で
あ
る
も

の
の
う
ち
、進
入
表
面
の
斜
辺
を
含
む
も
の
と
当
該
斜
辺
に
接
す
る
着
陸
帯
の
長
辺
を
含
む
も
の
と
の
交
線（
イ

ヨ
及
び
ニ
カ
並
び
に
ロ
ヌ
及
び
ハ
ル
）、
こ
れ
ら
の
平
面
と
水
平
表
面
を
含
む
平
面
と
の
交
線
（
タ
ヨ
、
ヨ
カ

及
び
カ
ワ
並
び
に
リ
ヌ
、
ヌ
ル
及
び
ル
ヲ
）
及
び
進
入
表
面
の
斜
辺（
イ
タ
及
び
ニ
ワ
並
び
に
ロ
リ
及
び
ハ
ヲ
）

又
は
着
陸
帯
の
長
辺
（
イ
ニ
及
び
ロ
ハ
）
に
よ
り
囲
ま
れ
る
部
分

三

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
に
係
る
施
設
の
供
用
開
始
の
予
定
期
日

令
和
十
五
年
八
月
三
十
一
日





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
二
号

松
山
空
港
の
施
設
に
変
更
を
加
え
、
及
び
同
空
港
に
つ
い
て
指
定
し
た
延
長
進
入
表
面
に
変
更
を
加
え
た
の
で
、
航

空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
五
十
五
条
の
二
第
三
項
及
び
第
五
十
六
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
四
十
条
及
び
第
四
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

一

設
置
者
の
氏
名
及
び
住
所

国
土
交
通
大
臣

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
二
丁
目
一
番
三
号

二

空
港
の
名
称
及
び
位
置

松
山
空
港

愛
媛
県
松
山
市

三

変
更
し
た
事
項
（
変
更
前
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
九
年
運
輸
省
告
示
第
六
百
三
十
九
号
を
参
照
。）

イ

着
陸
帯

範
囲

第
一
図
及
び
第
二
図
の
う
ち
、
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
及
び
イ
の
各
点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
で
囲
ま
れ
た
区

域
（
幅
二
百
八
十
メ
ー
ト
ル
）

ロ

進
入
区
域
、
進
入
表
面
及
び
転
移
表
面

進
入
区
域

第
二
図
の
う
ち
、
イ
、
ロ
、
ヘ
、
ホ
及
び
イ
並
び
に
ハ
、
ニ
、
チ
、
ト
及
び
ハ
の
各
点
を
そ
れ

ぞ
れ
順
次
に
結
ん
だ
線
で
囲
ま
れ
た
台
形
の
区
域

進
入
表
面

第
二
図
の
う
ち
、
着
陸
帯
の
短
辺
（
イ
ロ
及
び
ハ
ニ
）
に
接
続
し
、
か
つ
、
水
平
面
に
対
し
上

方
へ
五
十
分
の
一
の
勾
配
を
有
す
る
平
面
で
あ
っ
て
、
そ
の
投
影
面
が
進
入
区
域
と
一
致
す
る
も
の

転
移
表
面

第
二
図
の
う
ち
、
進
入
表
面
の
斜
辺
（
イ
ホ
及
び
ニ
チ
並
び
に
ロ
ヘ
及
び
ハ
ト
）
を
含
む
平
面

及
び
着
陸
帯
の
長
辺
（
イ
ニ
及
び
ロ
ハ
）
を
含
む
平
面
で
あ
っ
て
、
着
陸
帯
の
中
心
線
を
含
む
鉛
直
面
に
直
角

な
鉛
直
面
と
の
交
線
の
水
平
面
に
対
す
る
勾
配
が
進
入
表
面
又
は
着
陸
帯
の
外
側
上
方
へ
七
分
の
一
で
あ
る
も

の
の
う
ち
、進
入
表
面
の
斜
辺
を
含
む
も
の
と
当
該
斜
辺
に
接
す
る
着
陸
帯
の
長
辺
を
含
む
も
の
と
の
交
線（
イ

ヨ
及
び
ニ
カ
並
び
に
ロ
ヌ
及
び
ハ
ル
）、
こ
れ
ら
の
平
面
と
水
平
表
面
を
含
む
平
面
と
の
交
線
（
タ
ヨ
、
ヨ
カ

及
び
カ
ワ
並
び
に
リ
ヌ
、
ヌ
ル
及
び
ル
ヲ
）
及
び
進
入
表
面
の
斜
辺（
イ
タ
及
び
ニ
ワ
並
び
に
ロ
リ
及
び
ハ
ヲ
）

又
は
着
陸
帯
の
長
辺
（
イ
ニ
及
び
ロ
ハ
）
に
よ
り
囲
ま
れ
る
部
分

ハ

延
長
進
入
表
面

第
二
図
に
お
け
る
着
陸
帯
の
短
辺
イ
ロ
に
接
続
す
る
進
入
表
面
を
含
む
平
面
の
う
ち
、
当
該

進
入
表
面
の
外
側
底
辺
、
進
入
表
面
の
斜
辺
の
外
側
上
方
へ
の
延
長
線
及
び
当
該
底
辺
に
平
行
な
直
線
で
そ
の
進

入
表
面
の
内
側
底
辺
か
ら
の
水
平
距
離
が
一
万
五
千
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
も
の
に
よ
り
囲
ま
れ
る
部
分
（
第
三
図
中

ホ
、
レ
、
ソ
、
ヘ
及
び
ホ
の
各
点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
で
囲
ま
れ
る
部
分
）

四

変
更
し
た
事
項
に
係
る
施
設
の
供
用
開
始
期
日

令
和
八
年
四
月
十
六
日





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
二
条
第
四
項
（
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住

宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
以
下
「
大
都
市
地
域
住
宅
等
供
給
促
進
法
」
と
い
う
。）

第
百
一
条
の
十
五
第
一
項
及
び
被
災
市
街
地
復
興
特
別
措
置
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
以
下
同
じ
。）及
び
法
附
則
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
金
の
支
払
期
間
、
据
置
期
間
及
び
利

率
（
以
下
「
支
払
金
の
支
払
期
間
等
」
と
い
う
。）は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
二
条
第
四
項
（
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住

宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
以
下
「
大
都
市
地
域
住
宅
等
供
給
促
進
法
」
と
い
う
。）

第
百
一
条
の
十
五
第
一
項
及
び
被
災
市
街
地
復
興
特
別
措
置
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
以
下
同
じ
。）及
び
法
附
則
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
金
の
支
払
期
間
、
据
置
期
間
及
び
利

率
（
以
下
「
支
払
金
の
支
払
期
間
等
」
と
い
う
。）は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

支
払
期
間

据
置
期
間

利

率

支
払
期
間

据
置
期
間

利

率

据
置
期
間
中

据
置
期
間
後

据
置
期
間
中

据
置
期
間
後

（
略
）

（
略
）

二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
（
用
地
取

得
費
に
出
資
金
を
充
て
る
場
合

の
当
該
出
資
金
に
相
当
す
る
額

の
部
分
に
つ
い
て
は
、無
利
子
）

二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
（
用
地
取

得
費
に
出
資
金
を
充
て
る
場
合

の
当
該
出
資
金
に
相
当
す
る
額

の
部
分
に
つ
い
て
は
、無
利
子
）

（
略
）

（
略
）

〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
（
用
地
取

得
費
に
出
資
金
を
充
て
る
場
合

の
当
該
出
資
金
に
相
当
す
る
額

の
部
分
に
つ
い
て
は
、無
利
子
）

〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
（
用
地
取

得
費
に
出
資
金
を
充
て
る
場
合

の
当
該
出
資
金
に
相
当
す
る
額

の
部
分
に
つ
い
て
は
、無
利
子
）

備
考

備
考

１
・
２

（
略
）

１
・
２

（
略
）

附

則

附

則

１
・
２

（
略
）

１
・
２

（
略
）

３

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
法
第
十
八
条
第
一
項
（
法
附
則
第
十
二
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
ら
れ
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）、
大
都
市
地
域
住
宅
等
供
給
促
進
法
第
百
一
条
の
十
五
第
一
項
又
は
被

災
市
街
地
復
興
特
別
措
置
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
施
行
す
る
工
事
が
、
こ
の
告
示
の
施
行
前
に

開
始
さ
れ
た
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
建
築
物
の
敷
地
の
整
備
若
し
く
は
宅
地
の
造
成
、
大
都
市
地
域

住
宅
等
供
給
促
進
法
第
百
一
条
の
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
都
心
共
同
住
宅
供
給
事
業
又
は
被
災
市
街
地
復
興

特
別
措
置
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
、
市
街
地
再
開
発
事
業

若
し
く
は
賃
貸
住
宅
の
建
設
と
併
せ
て
整
備
さ
れ
る
べ
き
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合

３

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
法
第
十
八
条
第
一
項
（
法
附
則
第
十
二
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
ら
れ
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）、
大
都
市
地
域
住
宅
等
供
給
促
進
法
第
百
一
条
の
十
五
第
一
項
又
は
被

災
市
街
地
復
興
特
別
措
置
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
施
行
す
る
工
事
が
、
こ
の
告
示
の
施
行
前
に

開
始
さ
れ
た
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
建
築
物
の
敷
地
の
整
備
若
し
く
は
宅
地
の
造
成
、
大
都
市
地
域

住
宅
等
供
給
促
進
法
第
百
一
条
の
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
都
心
共
同
住
宅
供
給
事
業
又
は
被
災
市
街
地
復
興

特
別
措
置
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
、
市
街
地
再
開
発
事
業

若
し
く
は
賃
貸
住
宅
の
建
設
と
併
せ
て
整
備
さ
れ
る
べ
き
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
三
号

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
六
十
号
）
第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
（
同
令
附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
七
十
二

号
（
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
の
規
定
に
よ
る
支
払
金
の
支
払
期
間
、
据
置
期
間
及
び
利
率
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之





項

区

分

支
払
期
間

据
置
期
間

利

率

項

区

分

支
払
期
間

据
置
期
間

利

率

据
置
期
間
中

据
置
期
間
後

据
置
期
間
後

一

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

（
用
地
取
得
費
に
出

資
金
を
充
て
る
場
合

の
当
該
出
資
金
に
相

当
す
る
額
の
部
分
に

つ
い
て
は
、無
利
子
）

二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

（
用
地
取
得
費
に
出

資
金
を
充
て
る
場
合

の
当
該
出
資
金
に
相

当
す
る
額
の
部
分
に

つ
い
て
は
、無
利
子
）

一

（
略
）

（
略
）

（
略
）

〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト

（
用
地
取
得
費
に
出

資
金
を
充
て
る
場
合

の
当
該
出
資
金
に
相

当
す
る
額
の
部
分
に

つ
い
て
は
、無
利
子
）

〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト

（
用
地
取
得
費
に
出

資
金
を
充
て
る
場
合

の
当
該
出
資
金
に
相

当
す
る
額
の
部
分
に

つ
い
て
は
、無
利
子
）

二

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

二

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト

据
置
期
間
中

に
お
い
て
は
、
当
該
工
事
に
係
る
支
払
金
の
支
払
期
間
等
は
、
本
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の
区
分

の
欄
各
項
に
掲
げ
る
工
事
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
支
払
期
間
の
欄
、
据
置
期
間
の
欄
及
び
利
率
の

欄
各
項
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

に
お
い
て
は
、
当
該
工
事
に
係
る
支
払
金
の
支
払
期
間
等
は
、
本
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の
区
分

の
欄
各
項
に
掲
げ
る
工
事
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
支
払
期
間
の
欄
、
据
置
期
間
の
欄
及
び
利
率
の

欄
各
項
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

三
（
略
）
イ（
略
）
（
略
）

（
略
）

二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

（
用
地
取
得
費
に
出

資
金
を
充
て
る
場
合

の
当
該
出
資
金
に
相

当
す
る
額
の
部
分
に

つ
い
て
は
、無
利
子
）

二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

（
用
地
取
得
費
に
出

資
金
を
充
て
る
場
合

の
当
該
出
資
金
に
相

当
す
る
額
の
部
分
に

つ
い
て
は
、無
利
子
）

三
（
略
）
イ（
略
）
（
略
）

（
略
）

〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト

（
用
地
取
得
費
に
出

資
金
を
充
て
る
場
合

の
当
該
出
資
金
に
相

当
す
る
額
の
部
分
に

つ
い
て
は
、無
利
子
）

〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト

（
用
地
取
得
費
に
出

資
金
を
充
て
る
場
合

の
当
該
出
資
金
に
相

当
す
る
額
の
部
分
に

つ
い
て
は
、無
利
子
）

ロ（
略
）
（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

（
用
地
取
得
費
に
出

資
金
を
充
て
る
場
合

の
当
該
出
資
金
に
相

当
す
る
額
の
部
分
に

つ
い
て
は
、無
利
子
）

ロ（
略
）
（
略
）

（
略
）

（
略
）

〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト

（
用
地
取
得
費
に
出

資
金
を
充
て
る
場
合

の
当
該
出
資
金
に
相

当
す
る
額
の
部
分
に

つ
い
て
は
、無
利
子
）

四
（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

四
（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト

備
考

備
考

１
・
２

（
略
）

１
・
２

（
略
）

４

（
略
）

４

（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
以
降
に
締
結
す
る
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
二
条
第
四
項
（
大
都

市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
一
条
の
十
五
第
一
項
及
び
被
災
市
街
地
復
興
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
十
四
号
）
第
二
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
法
附
則
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
金
に
係
る
契
約
（
以
下
単
に
「
契
約
」
と
い
う
。）か
ら
適
用
し
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
同
日
前
に
締
結
し
た
契
約
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

能
代
市
二
ツ
井
町
小
繋
字
中
島
一
〇

八
番
三
か
ら
北
秋
田
市
今
泉
字
根
立

場
二
番
三
七
四
ま
で

前

Ａ

一
一
五
〇
〜
一
三
五
〇
〇

四
・
八
二
六

上
記
Ａ
及
び
Ｂ
は
、

関
係
図
面
に
表
示
す

る
敷
地
の
区
分
を
い

う
。

Ｂ

一
五
一
〇
〜
二
一
七
三
〇

四
・
五
一
二

後

Ａ

一
一
五
〇
〜
一
三
五
〇
〇

四
・
八
二
六

Ｂ

二
四
二
〇
〜
四
〇
七
四
一

四
・
五
一
二

図
面
縦
覧
場
所

東
北
地
方
整
備
局
及
び
同
局
能
代
河
川
国
道
事
務
所

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
東
北
地
方
整
備
局
告
示
第
三
十
八
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

東
北
地
方
整
備
局
長

西
村

拓

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

七
号

〇
東
北
地
方
整
備
局
告
示
第
三
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
自
動
車

専
用
道
路
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
及
び
同
局
能
代
河
川
国
道

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

東
北
地
方
整
備
局
長

西
村

拓

一

道
路
の
種
類

一
般
国
道

二

路

線

名

七
号

三

指
定
す
る
道
路
の
部
分

区

間

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

能
代
市
二
ツ
井
町
小
繋
字
中
島
一
一
〇
番
四
か
ら
北
秋
田
市
今
泉
字
根

立
場
二
番
二
一
四
ま
で

六
・
九
九
〜
一
八
七
・
一
九

四
・
一
一
五

四

指
定
す
る
期
日

令
和
八
年
三
月
十
九
日

〇
東
北
地
方
整
備
局
告
示
第
四
十
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

東
北
地
方
整
備
局
長

西
村

拓

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

七

号

能
代
市
二
ツ
井
町
小
繋
字
中
島
一
〇
八
番
三
か
ら
北
秋
田
市
今
泉

字
根
立
場
二
番
二
一
四
ま
で

東
北
地
方
整
備
局
及
び
同
局
能

代
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
三
月
二
十
日

〇
東
北
地
方
整
備
局
告
示
第
四
十
一
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

東
北
地
方
整
備
局
長

西
村

拓

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

七
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

秋
田
県
山
本
郡
三
種
町
森
岳
字
西
二
ツ
森
八
〇
番
か
ら
同
町

森
岳
字
西
二
ツ
森
二
八
一
番
ま
で

前後

二
九
二
八
〜

六
五
〇
九

三
八
九
二
〜
一
二
二
三
四

一
・
二
〇
〇

一
・
二
〇
〇

図
面
縦
覧
場
所

東
北
地
方
整
備
局
及
び
同
局
能
代
河
川
国
道
事
務
所

〇
東
北
地
方
整
備
局
告
示
第
四
十
二
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

東
北
地
方
整
備
局
長

西
村

拓

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

四
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

奥
州
市
水
沢
真
城
字
畑
ケ
田
五
二
番
一
か
ら
同
市
水
沢
姉
体

町
字
水
ノ
口
前
四
四
六
番
一
ま
で

前後

三
八
七
〇
〜
一
四
三
六
五

三
八
七
〇
〜
一
四
三
六
五

〇
・
六
〇
〇

〇
・
六
〇
〇

図
面
縦
覧
場
所

東
北
地
方
整
備
局
及
び
同
局
岩
手
河
川
国
道
事
務
所

〇
東
北
地
方
整
備
局
告
示
第
四
十
三
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

東
北
地
方
整
備
局
長

西
村

拓

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

四

号

奥
州
市
水
沢
真
城
字
中
平
一
九
二
番
二
か
ら
同
市
水
沢
真
城
字
荒

谷
二
三
番
一
ま
で

東
北
地
方
整
備
局
及
び
同
局
岩

手
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
三
月
二
十
日

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
七
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

関
東
地
方
整
備
局
長

橋
本

雅
道

一

施
行
者
の
名
称

千
葉
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

平
成
十
年
建
設
省
告
示
第
百
七
十
七
号
習
志
野
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・

三
・
三
号
藤
崎
茜
浜
線

三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
十
年
二
月
十
二
日
至
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

変
更
な
し

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
七
十
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

関
東
地
方
整
備
局
長

橋
本

雅
道





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
一

施
行
者
の
名
称

千
葉
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

平
成
二
十
四
年
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
百
五
号
千
葉
都
市
計
画
道
路
事
業

三
・
三
・
十
五
号
美
浜
長
作
町
線
並
び
に
習
志
野
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
三
・
一
号
東
習
志
野
実

線
及
び
三
・

五
・
十
八
号
藤
崎
実

線

三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日
至
令
和
十
五
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

な
し

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
八
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

関
東
地
方
整
備
局
長

橋
本

雅
道

一

施
行
者
の
名
称

埼
玉
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

昭
和
四
十
六
年
建
設
省
告
示
第
二
千
九
十
五
号
和
光
都
市
計
画
、
朝
霞
都
市

計
画
、
新
座
都
市
計
画
、
志
木
都
市
計
画
、
富
士
見
都
市
計
画
、
川
越
都
市
計
画
、
狭
山
都
市
計
画
、
入
間
都
市
計

画
、
所
沢
都
市
計
画
及
び
東
松
山
都
市
計
画
下
水
道
事
業
荒
川
右
岸
流
域
下
水
道

三

事
業
施
行
期
間

自
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
二
十
四
日
至
令
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

昭
和
四
十
六
年
建
設
省
告
示
第
二
千
九
十
五
号
、
昭
和
四
十
九
年
建
設
省
告
示
第
二
百
二
十
二
号
、

昭
和
五
十
一
年
建
設
省
告
示
第
三
百
六
十
一
号
、
昭
和
五
十
三
年
建
設
省
告
示
第
四
十
号
、
昭
和
五
十
三
年
建
設

省
告
示
第
千
七
百
六
十
二
号
、
昭
和
五
十
五
年
建
設
省
告
示
第
千
七
百
二
十
八
号
、
昭
和
五
十
七
年
建
設
省
告
示

第
千
六
百
五
十
二
号
、
昭
和
六
十
年
建
設
省
告
示
第
九
百
五
十
八
号
、
昭
和
六
十
一
年
建
設
省
告
示
第
六
百
八
十

八
号
、
昭
和
六
十
三
年
建
設
省
告
示
第
千
二
百
七
十
六
号
、
平
成
四
年
建
設
省
告
示
第
千
二
百
号
、
平
成
五
年
建

設
省
告
示
千
百
九
十
二
号
、
平
成
七
年
建
設
省
告
示
第
八
十
九
号
、平
成
八
年
建
設
省
告
示
第
千
三
百
五
十
四
号
、

平
成
九
年
建
設
省
告
示
第
千
六
百
九
十
七
号
、
平
成
九
年
建
設
省
告
示
第
二
千
二
十
八
号
、
平
成
十
一
年
建
設
省

告
示
第
五
十
二
号
、
平
成
十
二
年
建
設
省
告
示
第
二
千
四
百
三
十
五
号
、
平
成
十
四
年
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第

三
百
六
十
三
号
、
平
成
十
六
年
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
百
七
十
九
号
、
平
成
十
八
年
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第

百
五
十
号
、
平
成
十
九
年
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
九
十
二
号
、
平
成
二
十
二
年
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第

四
百
号
、
平
成
二
十
七
年
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
百
三
十
六
号
、
平
成
三
十
年
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
八
十

二
号
、
平
成
三
十
一
年
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
百
四
十
六
号
、
令
和
五
年
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
八
十
四
号

及
び
令
和
七
年
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
三
十
号
の
事
業
地
の
う
ち
、
比
企
郡
川
島
町
大
字
上
伊
草
字
五
反
田
、

字
壁
ヶ
谷
戸
及
び
字
天
神
並
び
に
大
字
下
小
見
野
字
矢
代
町
並
び
に
比
企
郡
吉
見
町
大
字
大
串
字
滝
之
会
土
及
び

字
毘
沙
門
並
び
に
大
字
荒
子
字
塚
越
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
す
る
。

〇
北
陸
地
方
整
備
局
告
示
第
八
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

北
陸
地
方
整
備
局
長

髙
松

諭

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

八

号

富
山
市
豊
田
町
二
丁
目
字
前
田
割
一
一
七
番
五
か
ら
同
市
豊
田
町

二
丁
目
字
前
田
割
一
一
七
番
一
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表

示
す
る
部
分
の
み
。）

北
陸
地
方
整
備
局
及
び
同
局
富

山
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
三
月
十
九
日

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
二
十
三
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

中
部
地
方
整
備
局
長

森
本

輝

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

百
三
十
九
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

富
士
市
伝
法
字
大
原
二
九
四
番
一
か
ら
同
市
伝
法
字
中
原
五

二
二
番
一
ま
で

前後

二
五
・
四
五
〜
六
八
・
一
九

二
六
・
五
三
〜
七
二
・
二
〇

〇
・
三
五
三

〇
・
三
五
三

図
面
縦
覧
場
所

中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
静
岡
国
道
事
務
所

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
二
十
四
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

中
部
地
方
整
備
局
長

森
本

輝

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

百
三
十
九
号

富
士
市
伝
法
字
大
原
二
九
四
番
一
か
ら
同
市
伝
法
字
中
原
五
二
二

番
一
ま
で

中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
静

岡
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
三
月
十
九
日
十
四
時

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
二
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
自
動
車

専
用
道
路
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
静
岡
国
道
事
務
所
に
お
い
て

一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

中
部
地
方
整
備
局
長

森
本

輝

一

道
路
の
種
類

一
般
国
道

二

路

線

名

百
三
十
九
号

三

指
定
す
る
道
路
の
部
分

区

間

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

富
士
市
伝
法
字
大
原
二
九
四
番
一
か
ら
同
市
伝
法
字
中
原
五
二
二
番
一

ま
で

二
六
・
五
九
〜
四
七
・
二
四

〇
・
三
六
五

四

指
定
す
る
期
日

令
和
八
年
三
月
十
九
日

〇
四
国
地
方
整
備
局
告
示
第
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
自
動
車

専
用
道
路
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
四
国
地
方
整
備
局
及
び
同
局
香
川
河
川
国
道
事
務
所
に
お

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

四
国
地
方
整
備
局
長

豊
口

佳
之





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
一

道
路
の
種
類

一
般
国
道

二

路

線

名

三
十
号

三

指
定
す
る
道
路
の
部
分

区

間

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

坂
出
市
坂
出
町
字
宮
本
乙
二
四
七
番
三
か
ら
同
市
坂
出
町
字
田
尾
二
三

八
四
番
六
ま
で

〇
・
〇
〇
〜
八
九
・
一
三

〇
・
五
六
〇

四

指
定
す
る
期
日

令
和
八
年
三
月
二
十
日

〇
四
国
地
方
整
備
局
告
示
第
十
五
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

四
国
地
方
整
備
局
長

豊
口

佳
之

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

三

十

号

坂
出
市
坂
出
町
字
宮
本
乙
二
四
七
番
三
か
ら
同
市
坂
出
町
字
田
尾

二
三
八
四
番
六
ま
で

四
国
地
方
整
備
局
及
び
同
局
香

川
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
三
月
二
十
日
十
五
時

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
三
十
五
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

九
州
地
方
整
備
局
長

垣
下

禎
裕

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

三
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

出
水
市
境
町
一
三
六
三
番
か
ら
同
市
境
町
一
三
六
〇
番
ま
で

前後

一
〇
・
一
三
〜
一
八
・
〇
三

一
三
・
三
八
〜
一
八
・
〇
三

〇
・
〇
四
七

〇
・
〇
四
七

図
面
縦
覧
場
所

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
鹿
児
島
国
道
事
務
所

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
三
十
六
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

九
州
地
方
整
備
局
長

垣
下

禎
裕

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

三

号

出
水
市
境
町
一
三
六
三
番
か
ら
同
市
境
町
一
三
六
〇
番
ま
で

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
鹿

児
島
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
三
月
十
九
日

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
十
六
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

北
海
道
開
発
局
長

遠
藤

達
哉

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

二
百
三
十
六
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

北
海
道
河
西
郡
更
別
村
字
更
別
北
一
線
九
七
番
一
か
ら
同
村

字
更
別
北
一
線
九
七
番
三
ま
で

前後

二
五
・
九
八
〜
四
九
・
一
〇

一
一
・
一
四
〜
三
二
・
七
七

〇
・
二
二
三

〇
・
二
二
三

図
面
縦
覧
場
所

北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
帯
広
開
発
建
設
部

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
十
七
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

北
海
道
開
発
局
長

遠
藤

達
哉

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

二
百
三
十
九
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

北
海
道
上
川
郡
下
川
町
字
一
の
橋
国
有
林
上
川
北
部
森
林
計

画
区
上
川
北
部
森
林
管
理
署
二
四
二
林
班
い
小
班
地
内

前後

二
一
・
三
〇
〜
二
九
・
六
三

二
二
・
〇
〇
〜
四
七
・
七
二

〇
・
〇
八
二

〇
・
〇
八
二

図
面
縦
覧
場
所

北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
旭
川
開
発
建
設
部

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
十
八
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

北
海
道
開
発
局
長

遠
藤

達
哉

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

二
百
三
十
六
号

北
海
道
河
西
郡
更
別
村
字
更
別
北
一
線
九
七
番
一
地
先
か
ら
同
村

字
更
別
北
一
線
九
七
番
二
地
先
ま
で

北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
帯
広

開
発
建
設
部

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
三
月
十
九
日

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
十
九
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

北
海
道
開
発
局
長

遠
藤

達
哉

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

四

十

号

北
海
道
中
川
郡
音
威
子
府
村
字
音
威
子
府
一
二
八
番
一
か
ら
同
郡

中
川
町
字
誉
八
六
五
番
一
ま
で

北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
旭
川

開
発
建
設
部

四
十
号
及
び
二

百
七
十
五
号

北
海
道
中
川
郡
音
威
子
府
村
字
音
威
子
府
二
八
五
番
か
ら
同
村
字

音
威
子
府
一
四
八
番
一
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る

部
分
の
み
。）

〃

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
三
月
二
十
二
日
十
六
時





官

庁

報

告

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

官

庁

事

項

北
陸
地
方
整
備
局
公
示

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る

区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

北
陸
地
方
整
備
局
長

髙
松

諭

道

路

の

種

類

一
般
国
道

路

線

名

八
号

占
用
を
制
限
す
る
区
域

区

域

備

考

富
山
市
豊
田
町
二
丁
目
字
前
田
割
一
一
七
番
五
か
ら
同
市
豊
田
町
二
丁
目
字
前
田
割
一
一

七
番
一
ま
で

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を

認
め
ら
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）た
だ
し
、
電
柱
を

地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直
ち
に

用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

占
用
を
制
限
す
る
理
由

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
八
年
三
月
二
十
日

図

面

縦

覧

場

所

北
陸
地
方
整
備
局
及
び
同
局
富
山
河
川
国
道
事
務
所

九
州
地
方
整
備
局
公
示

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る

区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

九
州
地
方
整
備
局
長

垣
下

禎
裕

道

路

の

種

類

一
般
国
道

路

線

名

三
号

占
用
を
制
限
す
る
区
域

区

域

備

考

出
水
市
境
町
一
三
六
三
番
か
ら
同
市
境
町
一
三
六
〇
番
ま
で

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を

認
め
ら
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の

敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

占
用
を
制
限
す
る
理
由

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
八
年
三
月
二
十
日

図

面

縦

覧

場

所

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
鹿
児
島
国
道
事
務
所

北
海
道
開
発
局
公
示

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る

区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

北
海
道
開
発
局
長

遠
藤

達
哉

道

路

の

種

類

一
般
国
道

路

線

名

二
百
三
十
五
号
及
び
二
百
三
十
七
号

占
用
を
制
限
す
る
区
域

区

域

備

考

北
海
道
沙
流
郡
日
高
町
富
川
東
二
丁
目
九
三
三
番
一
か
ら
同
町
富
川
東
二
丁
目
九
三
九
番

一
ま
で制

限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を

認
め
ら
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の

敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

占
用
を
制
限
す
る
理
由

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
八
年
三
月
十
九
日

図

面

縦

覧

場

所

北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
室
蘭
開
発
建
設
部

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る

区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

北
海
道
開
発
局
長

遠
藤

達
哉

道

路

の

種

類

一
般
国
道

路

線

名

二
百
二
十
七
号

占
用
を
制
限
す
る
区
域

区

域

備

考

北
斗
市
中
山
二
〇
六
番
一
か
ら
同
市
中
山
二
〇
八
番
一
ま
で

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を

認
め
ら
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の

敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

占
用
を
制
限
す
る
理
由

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
八
年
三
月
十
九
日

図

面

縦

覧

場

所

北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
函
館
開
発
建
設
部

北
海
道
開
発
局
公
示

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
７
年
法
律
第
39号
）
第
３
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
電
線

共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
を
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
８
年
３
月
19
日

北
海
道
開
発
局
長
遠
藤
達
哉

道
路
の
種
類

路
線
名

区
間

一
般
国
道

230号
札
幌
市
中
央
区
南
16条

西
10丁

目
1239番

９
か
ら
同
市
中
央
区
南
16条

西
10丁

目
1235番

18ま
で
の
上
下
線

一
般
国
道

230号
札
幌
市
中
央
区
南
15条

西
10丁

目
1240番

13か
ら
同
市
中
央
区
南
16条

西
10丁

目
1239番

９
ま
で
の
上
下
線





３ 第１号の家内労働者に係る最低工賃額 次の表の品目欄、工程欄及び規格欄の区分に応じ、金額
欄に掲げる金額

品 目 工 程 規 格 金 額

電子部品 手工具（ハンドプレスを
除く。）を使用して電子部
品１個につき２本又は３
本のリード線を１度に切
断

固定抵抗器、発光ダイオード、
ダイオード、コンデンサー、
トランジスター及び圧電ブ
ザーでリード線が２本又は３
本のもの

１回の切断につき
45銭

コネクター 差し（電線の端末に取り
付けられた端子をコネク
ターに差し込むことをい
う。）

１端子につき
50銭

４ 効力発生の日 令和８年４月18日

３ 第１号の家内労働者に係る最低工賃額 次の表に掲げる品目、業務及び工程の区分に応じ、金額
欄に掲げる金額

品目 業務 工程 金額

男
子
服

作業用ズボン 縫製 丸縫い（裾上げ
無し）

１本につき 726円

裾上げ １本につき 151円

婦
人
・
子
供
服

婦人用ワンピース（ノー
スリーブ、裏地・襟無し）

縫製 丸縫い １枚につき 1889円

ブラウス・シャツ 丸縫い １枚につき 756円

婦人用スカート（裏地無
し）

丸縫い １枚につき 756円

婦人用スラックス（裏地
無し）

１本につき 680円

キャディー襟付長袖上衣 丸縫い（裾まつ
り以外）

１枚につき 1720円

上記共通 まとめ 糸くず取り １枚・本につき 24円

子供用ムームー 縫製 丸縫い １枚につき 318円

ジュニアシャツブラウス １枚につき 568円

園
児
服

保
育
所

夏ブラウス半袖 縫製 丸縫い（裾まつ
り以外）

１枚につき 484円

夏ブラウス長袖 １枚につき 624円

夏ソフトタックス
カート

１枚につき 538円

冬ソフトタックス
カート

１枚につき 699円

幼
稚
園

ズボン 丸縫い １本につき 968円

スカート １枚につき 763円

ジャケット １枚につき 796円

シャツ・ブラウス １枚につき 624円

学
校
服

男
子
服

上衣（白シャツ） 縫製 丸縫い（半袖：
芯地張り・ボタ
ン付け・穴かが
り別）

１枚につき 483円

丸縫い（長袖：
芯地張り・ボタ
ン付け・穴かが
り別）

１枚につき 726円

まとめ ボタン付け １個につき 16円

穴かがり １個につき 16円

上衣 まとめ 糸くず取り、ま
つり及びボタン
付け

１枚につき 204円

令
和

年

月


日
木
曜
日

(号
外
第


号
)

官
報

労 働

最低工賃の改正決定に関する公示
富山労働局最低工賃公示第１号
家内労働法（昭和45年法律第60号）第10条の規定に基づき、富山県電気機械器具製造業最低工賃（令
和５年富山労働局最低工賃公示第１号）の全部を次のように改正する決定をしたので、同法第12条第
１項の規定により公示する。
令和８年３月 19 日 富山労働局長 小島 悟司
富山県電気機械器具製造業最低工賃

１ 適用する家内労働者 富山県の区域内で電気機械器具製造業に係る業務に従事する家内労働者
２ 適用する委託者 前号の家内労働者に前号の業務を委託する委託者

沖縄労働局最低工賃公示第１号
家内労働法（昭和45年法律第60号）第10条の規定に基づき、沖縄県縫製業最低工賃（令和５年沖縄
労働局最低工賃公示第１号）の全部を次のように改正する決定をしたので、同法第12条第１項の規定
により公示する。
令和８年３月 19 日 沖縄労働局長 柴田栄二郎
沖縄県縫製業最低工賃

１ 適用する家内労働者 沖縄県の区域内で男子服製造業、婦人・子供服製造業、学校服製造業、シャ
ツ製造業、寝具製品製造業又は小物類等製造業に係る縫製又はまとめの業務に従事する家内労働者
２ 適用する委託者 前号の家内労働者に前号の業務を委託する委託者






上衣 まとめ 背止め（ループ） １枚につき ６円

かぎホック付け １個につき 22円

比翼止め（３か
所）

１枚につき 16円

ベンツしつけ １か所につき 11円

ネクタイ 縫製 丸縫い １本につき 161円

セ
ー
ラ
ー
服

夏物 縫製 丸縫い １枚につき 513円

冬物 丸縫い １枚につき 650円

上記共通 まとめ ボタン付け（ス
ナップ付け）

１個につき 16円

糸くず取り １枚につき 30円

ブレザー まとめ 糸くず取り及び
まつり

１枚につき 97円

ボタン付け（ス
ナップ付け）

１個につき 16円

ひだスカート 縫製 丸縫い １枚につき 756円

シ
ャ
ツ

ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ

大人用 縫製 丸縫い及びパッ
チポケット付け

１枚につき 529円

子供用 １枚につき 302円

か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア

男性用開襟タイプ 縫製 丸縫い（ボタン
付け・穴かが
り・芯地張り無
し）

１枚につき 529円

女性用開襟タイプ １枚につき 438円

男女共通（シャツ
カラー・ボタンダ
ウン・スタンドカ
ラータイプ）

１枚につき 604円

子供用開襟タイプ １枚につき 302円

縫製 縫製（裾、袖） １枚につき 118円

まとめ 糸くず取り １枚につき 30円

上記共通

上記共通

小
物
類
等

バ
ッ
グ

トートバッグ 縫製 丸縫い １個につき 65円

トートバッグ（マルシェ） 丸縫い（ポケッ
ト、ボタン付け）

１個につき 532円

ランチバッグ 丸縫い １個につき 129円

ポ
ー
チ

ファスナーポーチ 縫製 丸縫い １個につき 75円

ポーチ 丸縫い（ファス
ナー付け、カシ
メ止め、キーホ
ルダー作り）

１個につき 323円

平ポーチ 丸縫い（ファス
ナー付け、裏地
付き）

１個につき 54円

底付きポーチ 丸縫い（ファス
ナー付け）

１個につき 108円

エプロン 縫製 丸縫い（ひも作
り込み）

１枚につき 430円

三角巾 縫製 丸縫い １枚につき 215円

豆
腐
風
呂
敷

一般風呂敷 縫製 ４か所 １枚につき 54円

揚用風呂敷 裁断箇所（２か
所）

１枚につき 27円

カ
バ
ー

クッションカバー 縫製 丸縫い １枚につき 54円

ティッシュカバー １枚につき 65円

病衣ひも 縫製 縫製 １本につき 27円

ワッペン付け 縫製 縫製（手縫い以
外）

１枚につき 27円

４ 効力発生の日 令和８年４月18日

寝
具
製
品

ピロケース 縫製 側縫い １枚につき 124円

羽根枕
中袋

裏地の付いている
もの

１枚につき 68円

裏地の付いていな
いもの

１枚につき 53円

令
和

年

月


日
木
曜
日

(号
外
第


号
)

官
報
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